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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　──見渡す限り荒地アルマスが広がっている。

　初めて鳥になった日、少女は思わず地上をそう評して、周まわりから大いに不評を買った。

　さもありなん。ブルターニュ地方のフィニステール県、ラテン語で『大地の終わり』を意味するフランス最西端のこの地は、豊かな土ど壌じようと溢あふれんばかりの緑を擁ようす恵みの土地だ。

　半島状にせり出した周囲を海岸線に囲まれ、平地が多く見晴らしもいいため風光は明めい媚び。彼かの有名なラ岬みさきやフランス最古の港こう湾わん都と市しイース、ケルト文化の名な残ごりである列石群や城じよう砦さい跡あとなど名所も多い。近年になってそこらじゅうに敷ふ設せつされた線路の無骨さが多少景観を損そこねているものの、少なくとも『荒れた』という形容は当あて嵌はまらないだろう。

　少女だってそんなことは分かっていた。荒地アルマスというのは、ただの比ひ喩ゆに過ぎないのだ。

　自分にだけ価値のある呼び名で、周りの人間に理解されないのは当然、そもそも理解してもらう気もない。どう言葉を尽つくしたところで、やっぱり同意は得られないと思うからだ。

　だから、今は胸むねの内だけでそっと宝物のように囁ささやくと決めている。

　荒地アルマス。

　それは少女にとって『楽園』と同義だった。

「……ったく、マザー・テレーズったら！」

　まだ陽ひも昇のぼらない時刻。その楽園の空を、少女は急せき立たてられるようにして飛ぶ。

「こんな時間に生徒を叩たたき起おこして働かせようだなんて……っ、教育者失格よ！　失格！　あぁんもう！　研究が一段落して、さっきようやく眠れたところだったのに！」

　頭上には凄すさまじい勢いで流されてゆく雲。眼がん下かにはどこまでも続く新緑色の絨じゆう毯たんがあった。

　右手には黒々とした海が蟠わだかまり、荒立つ波の音が妙に物悲しく響ひびいている。

　春先の風は驚おどろくほど冷たい。今日は風速も殊ことのほか強かった。呼吸のしづらさに、ついジャケットの襟えり元もとを緩ゆるめれば、ふわりと暁ぎよう闇あんに漂ただよった白い息がゴーグルを曇くもらせる。

　高度五〇〇メートルともなればそれはなおさらで、吹ふき荒すさぶ強風に煽あおられてすぐ不安定になる機き体たいを、少女は悴かじかむ手で必死に制御し続けなければならない。嵌めた革かわ手て袋ぶくろは今やなんの用も為なさず、急いで学園の寮りようを出てきたため巻きが弱かったお気に入りのマフラーも、ついさっきどこかに旅立ってしまった。願わくば達者でやっていてほしいものだ。

　ともあれ、少女はつくづく思う。こんな日に鳥になる奴やつは、底抜けの馬ば鹿かだ、と。

　なぜなら、一八四〇年現在、世界最小の飛行機き械かいとして知られる『シエルバレ』は、簡かん易い飛行を主眼とするその設計思想上、極きよく限げんまで機体の軽量化が図はかられているからだ。

　つまり、風の影えい響きようをモロに受けやすい。そのうえ風防も何も備そなわっていない。

　馬に乗る要よう領りようでひょいと跨またがって空を飛べる手軽さは結構だけど、状況次第では操そう縦じゆう者しやにかかる負担が大きくなる。安全性に難なんがある道具なら、それだけ扱いには慎しん重ちようになるべきなのに。

　畢ひつ竟きよう、今日の自分はやはり馬ば鹿かということだった。もはや溜ため息いきしか出てこない。

「……情報がほんとなら、そろそろ接触してもいいはずなんだけど」

　既すでにかなりの距きよ離りを飛んだ。予定のポイントもとうに過ぎている。このままでは先に凍とう死ししかねないと、がたがた震ふるえながら半なかば冗じよう談だん、半ば本気でそんなことを思う。

　が、やがて海の向こう、地平線の彼方かなたからようやく太陽が顔を覗のぞかせた頃ころ──

「ッ！」

　少女は朝あさ陽ひの眩まぶしさとは別の理由から、ハッと目を眇すがめた。

　ラ岬みさきの目と鼻の先にある学園を出発して南東に数十キロ、県境を跨またぐにはあと倍は必要かという地点だ。一〇時の方向に生おい茂しげっていた森の一帯から大量の土つち煙けむりが上がっていた。

　すかさず機き首しゆをそちらに向け、高度を下げつつ目標に接近する。

　土煙は時速七キロほどの速度で南に移動していた。その進路上では背せの高い松の木が次々に薙なぎ倒たおされ、辺りにはごろごろと雷かみなりの唸うなり声ごえにも似た轟ごう音おんが谺こだましている。

　まるで、何か途方もないものが地面を『転ころがって』いるような、そんな音だった。

　ほどなく、土煙が森のとば口に到達する。

　木々が粉々に蹴け散ちらされ、土ど砂しやが散さん弾だんの如ごとく跳はね上あがった。

　地面すれすれを飛んでいた自機の元に降り注ぐ驟しゆう雨うを、背せ筋すじを粟あわ立だたせて紙かみ一重ひとえで避さけながら、しかしそれでも少女はその瞬しゆん間かん、危険を冒おかした甲か斐いはあったと胸むねを躍おどらせた。

　鬱うつ蒼そうたる枝葉の奥から姿を現したのは、二つの威い容よう。

　玉。

　そして、虫だ。

　見上げるほどに大きいそれらが、少女のすぐ目の前を度ど外はずれた迫力で横切ってゆく。

　異音を耳にした時点で「もしかしたら」とは思っていた。だが、それでも嬉うれしい誤算には違いない。まさか『彼』を、こんな間近で見ることができるなんて。

「やっぱり！　スカラベ・ケプリ！」

　己おのが口を衝ついて出た歓かん声せいのとおり、現れた規格外の虫はフンコロガシスカラベによく似ていた。

　ただし、サイズが違う。細部も違う。甲こう殻かくの形状や、逆立ちして後ろ足で玉を蹴けり押おす姿など、確かに一見の印象はスカラベのそれだ。けれど、その体長はゆうに二〇メートルを超こえている。光沢のある黝あおぐろい体色も、鞘しよう翅しに浮いた斑はん点てんも、ただのスカラベにはない特とく徴ちようだった。

　何より一番の違いは、スカラベの代名詞でもある糞ふん玉だまだろう。本来それは哺ほ乳にゆう動物の排はい泄せつ物ぶつで形成されるはずなのに、今、少女の目の前で地をどよもし轍わだちを刻きざむ巨大な球体は、さながら岩や鋼こう材ざいをデタラメに押し固めて作った歪いびつな鉄団子とでも呼ぶべき代しろ物ものだった。

　まさに圧あつ巻かんの光景だ。暫ざん時じのあいだその姿に心奪うばわれていた少女は、しかしほどなくして我われに返ると、慌あわててシエルバレを急きゆう旋せん回かいさせ『彼』のあとを追う。

「おはようボンジユール！　紳士様ムツシユ！　いい朝ね！」

　などと呼びかけてみたのは、興こう奮ふんが最さい高こう潮ちように達したがゆえの他愛ない遊び心だった。

「貴方あなた、とっても素敵だわ！　いったいどこからやって来たの!?」

　けれど、『彼』はこちらを見向きもしなかった。相変わらずせかせかと鉄玉を転ころがし、まるで足を止める気配がない。従来の虫と人間の縮しゆく尺しやくが逆転しているようなものだから、宙ちゆうを舞まう藪やぶ蚊か如ごときが幾いくら騒さわごうとも、さして興味を持てないのだろう。

　無論、このまま声をかけた男に無視されて、すごすごと引き下がったのでは女が廃すたる。なので少女は、機き体たいをなおも駆かり立たて、王者の風格で進む『彼』の前方に回り込んだ。

　そして背せ負おっていたマスケット銃じゆうを引き抜き、それを片手で頭上に掲かかげると、まずは挨あい拶さつ代がわりに一発。甲かん高だかい銃声を発する特製の音おん響きよう弾だんで、『彼』に自分の存在を知らしめる。

　果たして、ゆっくりと黒くろ真しん珠じゆのような瞳ひとみがこちらを見た。

　あら、やっと気づいたの？　少女はせいぜい気取ったふうに笑ってやる。

「ほんとは、あんまり悠ゆう長ちようにしてられないの。貴方のためにも、軍ぐん属ぞくの『魔ま女じよ』が出てくるより早く仕事を終わらせたいから。──でも、せっかくの機会だもんね？」

　いつの間にか身体からだからは寒さが払ふつ拭しよくされていた。あるのはただ貪どん欲よくなまでの知的好奇心と、旧来の友人に再会できたような胸むねの内の清々しさだけ。

「ちょっとのあいだでいいわ！　さぁ、貴方のことをあたしに教えてちょうだい！」

　少女は硝しよう煙えんをたなびかせる愛銃を振り回して見み得えを切り、いつものとおり苛か烈れつなフィールドワークを開始する。例たとえ相手が得え難がたい存在でも、やるべきことは変わらない。

　即すなわち、観察と撃げき退たいだ。




　　　　○




　左目が焼やけ串ぐしを突つき込こまれたかのように痛いたむ。

　でも、そのこと自体にさほど問題はない。寧むしろ痛まないほうがどうかしているからだ。

　問題なのは、それほどまでに痛む左目が、今もきちんと正常に機能していることにあった。

「……どう、なってる……？」

　草原をよろばい歩きながら、意味のない言葉を洩もらす。さきほどから疑問ばかりが脳のう裏りを去来していた。しかし、いくら考えたところで答えは出ない。極きよく度どの疲労が思し索さくの邪じや魔まをしているのもあるが、そもそも自分のなかに初めから解など存在しないのだ。

　知らないものは答えようがない。それでも自問は続く。何度でも。

　左目が痛い。胸も、腹はらも痛い。全身濡ぬれ鼠ねずみのため、寒風が殊こと更さらに身に染しみる。

　こうしているあいだにも、刻こく一いつ刻こくと体力は奪うばわれ続けていた。けれど、見知らぬ土地に着きの身み着きのままで投げ出されてしまった今の自分には、だいたいここがどこかさえ分かない。

「フランス、だと……助かるんだけどな……」

　目め覚ざめたときは砂浜だった。初めは陸地に運良く流れ着けたことに、いっとき神仏の実在さえ信じかけた。しかし、それから一時間ほど歩き通して、未いまだに民家一軒けん、人っ子一人見つからないとなると、これはもう救いではなく新あらたに科せられた苦業か何かと捉とらえるべきだ。

　行けども行けども目め路じに留とまるのは草木ばかり。そのくせ木の実の一つも生なっていない。荷と路ろ銀ぎんの大半を失った身としては、せめて水場ぐらい確保したいところだけれど、あいにくそれさえままならない状況だった。果たして自分はもうどれだけ飲まず食わずでいるだろう？

　確証はない。が、意い識しきを失っていたのは、せいぜい半日程度のはずだ。もしこれが二日も三日も気絶していたなら──それほどのあいだ我わが身みを波間に漂ただよわせ続けていたのだとしたら、今や唯ゆい一いつの所持品となった腰こしの一振りが、もっと赤あか錆さびだらけになっているはずだからだ。

　他の何を失っても、これだけは無意識のうちに手放さなかったらしい。

　そのことに安あん堵どと、そして僅わずかな皮肉を感じる。やはり自分は疲れているのだろう。

「くっ……！」

　またぞろ左目に痛いたみが走った。燃えるような、あるいは蝕むしばまれるような痛みだ。

　しかし、ならばなぜこの目は、こうも世界を鮮明に映うつすのか。どうして以前よりもずっと遠くまで物を見通せるのか。それは本来あり得ないことのはずなのに。

　だって、自分はあのとき、確かに船の上で──

　そのときだった。

　不意にどこからか、空気の爆はぜるような音が響ひびいた。

　故郷で一度、他者が火ひ縄なわ銃じゆうを撃うっているのを見たことがあるから、それが銃声だということはすぐに分かった。そして、分かったときにはもう、足は独ひとりでに走り出していた。

　目指したのは近くの丘きゆう陵りようの上。群生していた金雀児エニシダを踏ふみつけ、坂を登り切って銃声の聞こえた方角を見れば、次の瞬しゆん間かん、何かが白はく煙えんの尾おを曳ひいて猛もうスピードで上空を通過して行った。

　飛ひ行こう機きだ。それもかなり小型の。二枚の翼つばさを有す、鮮あざやかな深しん紅くの機体だった。

　どこか蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんを彷ほう彿ふつとさせる、けれどもっとずっと鋭えい角かく的てきなフォルム。後部には楕だ円えん形けいの装そう置ち──たぶん機関部と推進ノズルを兼かねたもの──を搭とう載さいしており、ぱっと見はまるで大きな蜂はちのようにも映った。搭とう乗じよう者しやは剥むき出だしのまま前傾姿勢で機体に跨またがっており、飛ひ行こう帽ぼうとゴーグルのせいで人相は分からない。ただ、体格からいって女性だろうとは思う。

「あれは、シエルバレ……？」

　発はつ祥しようとなった英国では『スカイブルーム』と呼ばれるらしい。

　空飛ぶ箒ほうき。その名が示すとおり、魔ま女じよの乗り物だ、と兄は語っていた。

　一度行き過ぎてしまった赤いシエルバレは、すぐにまた転進して来て颯さつ爽そうと飛び去ってしまう。こちらに気づいた様子はない。操そう縦じゆう者しやの視線はぴたりと一方向に定まっていた。

　丘を登っているときから、自分も既すでに異変は察していた。地面を這はい伝つたう震しん動どう、そして耳を聾ろうする轟ごう音おん。シエルバレが向かった先に、その正体はあった。

「ッ、〈蟲ギヴル〉!?」

　巨大な球体を転ころがして運ぶ、馬ば鹿かげたサイズのフンコロガシ。

　どう見ても尋じん常じような昆こん虫ちゆうではない、自然発生した生き物かどうかも疑うたがわしい、そんな怪物めいた存在が、丘から一キロメールほど離れた場所に広がる葡ぶ萄どう畑ばたけのなかを爆ばく走そうしていたのだ。

　一八世紀中頃からヨーロッパを中心に確認され始め、やがて世界各地で目もく撃げきされるようになった超ちよう常じようの生命体──〈蟲ギヴル〉。

　人間の文明に多大な災さい厄やくと、そしておそらくは同じくらいの恩恵を齎もたらした謎なぞの怪かい異い。

　往おう々おうにして既存の虫類をそのまま巨大化したような姿を有すが、生せい態たい的てきに分かっていることは極きわめて少なく、人類は未いまだに彼らがどこからやって来るのかも解明できていない。自分もさして詳くわしくはないけれど、あの〈蟲ギヴル〉が『王フンコロガシスカラベ・ケプリ』という種なのは知っていた。陸上最大の生物であると同時、なかなかお目にかかる機き会かいがない個体でもあると聞く。

　やはり、すべては兄の請うけ売うりだ。けれど、それよりも今は他に気になることがあった。

「あのシエルバレ、まさか単機で〈蟲ギヴル〉とやり合ってるのか？」

　どうもそうらしい。例の赤いシエルバレは、大地を猛もう然ぜんと走るスカラベ・ケプリの周囲を小こ刻きざみに飛び回りながら、たまにマスケット銃じゆうの発はつ砲ぽう炎えんを瞬またたかせていた。

　シエルバレを操縦しながら装そう弾だんや装薬を行なう技量は驚きよう嘆たんに値あたいするが、だとしても無む謀ぼうに過ぎる。鋼はがね以上の硬こう度どを誇ほこる〈蟲ギヴル〉の甲こう殻かくに、たかが鉄てつ砲ぽうの弾たまが通用するはずもないのに。

　だが、事態は更さらに最悪の展開を迎える。突とつ如じよ、どこからか警けい笛てきの音が聞こえたのだ。

　遅ればせながら気づいた。今までシエルバレや〈蟲ギヴル〉にばかり目を奪うばわれていたけれど、そこからさして離れてもいない場所に、鉄道の線路が走っているではないか。

　警笛はその線路の先から響ひびいてきていた。つまり、もうじき列車がやって来るのだ。

　背せ筋すじを悪お寒かんが突つき抜ぬけた。スカラベ・ケプリは巨体に反して大人しく、人を襲おそうことは滅めつ多たにない。が、厄やつ介かいなことに鉄食性だ。列車と線路、どちらをやられても人ひと死じに沙ざ汰たとなる。

「──ままよ！」

　考えての行動ではなかった。直後には、やはり足が勝手に走り出していた。

　丘きゆう陵りようを全速力で駆かけ降おり、疲れ切った身体からだに鞭むち打うって修しゆ羅らの巷ちまたへ。

　左目の痛いたみは、いよいよ酷ひどくなり始めていた。




　　　　○




「うそ……なんで汽車が!?」

　いきなり鳴なり響ひびいた警けい笛てきの音に、少女はシエルバレの操そう縦じゆう桿かんを捌さばきつつ愕がく然ぜんと振り返った。

　何かの間違いであればいいと思った。が、確かに線路の先からは黒こく煙えんが急速にこちらへ接近しつつある。話が違うっ、とたちまち全身から血の気が引いた。

　それもそのはず。何しろ少女が今こうして〈蟲ギヴル〉相手に奮ふん闘とうしている理わ由け、今回受けた『仕事』の依頼主は、件くだんの地域鉄道を運営しているブルターニュ地方の某ぼう鉄道会社なのだ。

　──ここ数日、謎なぞの〈蟲ギヴル〉によって線路の被害が相次いでいる。解決をお願いしたい。

　そんな依頼を仲ちゆう介かい人にんであるマザー・テレーズを通して受けたのが昨日のこと。本格的な調査は明日からにしようと思っていたところ、今日の明朝になって「問題の〈蟲ギヴル〉の姿を見た者がいる」という連絡があり、安眠から叩たたき起おこされた少女はこうして現場付近に足を運んだ。

　でも、そのとき学園に情報を伝えに来た鉄道会社の人間に、きちんと釘くぎを刺さしておいたはずなのだ。「安全が確保されるまでは、鉄道の運行を一時中断してください」と。

「なのに、どうなってんのよ!?」

　いや、どうも何も理由など一つだろう。要は、あまり長く鉄道を止めておけば損そんをすると考えた相手方が、こちらの連絡を待たずに運行を再開したということだ。

「っとにもう、これだから成金ブルジヨワって嫌きらいよ！　貴族どもより性た質ちが悪いわ！」

　まずい状況だった。少女は基本的に〈蟲ギヴル〉の『駆く除じよ』ではなく、『撃げき退たい』のみを請うけ負おうことにしている。が、せっかく巡めぐり会あえた稀き少しようなスカラベ・ケプリということもあり、この機き会かいに相手をよく観察してみようと、各種薬やく品ひん弾だんを用いて先刻から少し『彼』を挑ちよう発はつしてしまっていた。ここにきて人間よりも遥はるかに大きい機き械かいの塊かたまりなど登場すれば、必ひつ定じよう──

「あ、ちょっ……駄だ目めよ！　待って！」

　制止したときにはもう遅かった。警笛か、でなければ走行によって生ずる微び震しんで、蒸じよう気き機き関かん車しやがやって来るのを悟さとったのだろう。『彼』が凄すさまじい勢いで鉄玉を転ころがし、そちらの方向へ移動を開始する。その速度は当初の比ではない。ケプリは昆こん虫ちゆうのスカラベと同じく、作った球体のなかに卵を産みつけるため、子供を護まもろうと敵の存在に敏感になっているのだ。

　本格的にまずい。このままでは大だい惨さん事じになりかねなかった。

　即座にスロットルを全開にし、少女もシエルバレで『彼』のあとを追う。

　しかし、追いついたところでどうすればいい？　ケプリに有効な弾丸は、どれもみな遅ち延えん性せいだ。あれだけの巨きよ躯くを誇ほこる相手を、速すみやかに無力化する薬品などあるわけがない。ならば物理的に足止めする？　なおのこと論外だ。その場合、艦かん砲ぽう射しや撃げきが必要になってしまう。

　あとはもう残されている手段といったら、この身に培つちかった『古いにしえの秘ひ儀ぎ』だけ。

　けれど、それは少女の主義に反する結論なのだ。生命力が高い〈蟲ギヴル〉の、それも大型種を本気で止めようと思ったら、いくら有効な攻撃法といえど迷わず急所を狙ねらう必要が出てくる。

　つまりは、『彼』を殺さなければいけなくなるということだ。

「そんなことしたくないのよ！　だからお願い、止まって……っ！」

　祈いのるように叫さけびながら、しかし半なかば覚悟を決め、ベルトに差しておいた短たん銃じゆうを引き抜く。筒つつ先さきを『彼』の頭部に向ければ、そこに淡あわく輝かがやく幾き何か学がく模も様ようが描き出された。

　が、そのときだった。不意に、右みぎ斜ななめ前方から人影が現れた。

　少年だった。

　この国では珍めずらしい黒い髪かみを、後頭部で一本に結わい、袖そでや裾すそがやけにたっぷり余った異国の装しよう束ぞくを身に纏まとった、自分と同い歳どしくらいの少年。手には抜き身の剣を提さげていた。

　少女には分かった。その少年が着ている衣服が、『キモノ』だということが。

　手に持っている見ない拵こしらえの剣が、『カタナ』だということが。

「ッ、日本人ジヤポネ!?」

　突とつ如じよとして場に現れた日本人の少年は、そのまま常人離れしたスピードで草原を横切って葡ぶ萄どう畑ばたけに突つっ込こむと、あろうことか猛たける災さい害がいと化した『彼』の進路上に立たち塞ふさがってみせた。

　刀の切っ先を緩ゆるやかに持ち上げ、やおら武術の構かまえらしきものを取る少年。

　何をするつもりかは不明。でも、何をしたいのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　真っ向から阻はばむ気だ。〈蟲ギヴル〉の王たるケプリの進しん撃げきを。




　　　　○




　正しよう気きの沙さ汰たではない。そんなことは百も承知だった。

　元より自分は深く考えて行動するようには出来ていない。お前は心の赴おもむくままに行動しろ、己おのが本気はその刀で証明すればいい──難なん儀ぎな自分をそう諭さとしてくれたのは師しだった。

　だから、強大な〈蟲ギヴル〉と途と轍てつもない鉄てつ塊かいの前に身を晒さらすことも厭いとわなかった。

　今ここで起こり得る犠ぎ牲せいを看かん過かすれば、自分が奉ほうずる武士道を違たがえてしまうからだ。

　スカラベ・ケプリとの距きよ離りはもう二〇メートルもない。迫せまる圧力、吹きつける死。数秒後には確実に待ち受けているだろう蹂じゆう躙りんの末路。けれども、不思議と恐怖は感じなかった。

　既すでに鯉こい口ぐちを切っておいた愛刀、『無む垢く嬢じよう矩のり安やす』をゆるりと掲かかげる。

　刀を右みぎ肩かたに担かつぐような変則的な上段。ただし、その切っ先は真まっ直すぐ天へ。八はつ相そう構がまえにも近い体勢だ。腰こしは軽く落とすが、寧むしろ重心は上に運ぶ。水すい月げつとほぼ同じ位置が望ましい。

　言わずもがあらん、音に聞こえた示じ現げん流りゆうが『蜻蛉とんぼ』の構え。

　そして、この構えより放はなたれる比ひ類るいなき一刀、真の意味で『二にの太た刀ち要いらず』と称すに相応ふさわしい必殺の一撃を、同流派内においてはこう呼ぶ。

　雲うん耀よう。

　ゆえに、まずは雲に乗るが如ごとく駆かける！

「────っ！」

　流れるような足あし捌さばきで、左回りに踏ふみ込こんだ。ほどなく訪れた生死を分ける交こう錯さくの一いつ瞬しゆん、間かん一いつ髪ぱつで自分の右側面を鉄玉が擦さつ過かしてゆく。大質量の凄すさまじい回転に巻き込まれた着物の右みぎ袖そでが、肩かた口ぐちから丸ごと食くい千ち切ぎられた。二の腕うでからは俄にわかに出血。だが、構かまわない。

　続いて視界に黝あおぐろい甲こう殻かくが映うつる。距きよ離りが近過ぎるため、もう相手の全容は押おし測はかれない。けれど、鉄玉を押おし転ころがすケプリの節足、地を蹴けるのに用いている前ぜん肢しは確かに見えた。

　初めから狙ねらいはそこだった。不安定な逆立ち状態で移動しているからこそ、必然的に自重の多くが掛かっている前足。忙せわしなく動き回るその左の一本目め掛がけて、

　雲うん耀よう。

　ゆえに、次なるは渾こん身しんの雷いかずちを落とす！

「雄お雄おぉッ！」

　咆ほう号ごうが弾はじける。下へ手たをすれば己おのが喉のどさえも傷いためかねない、大気を圧する気迫の爆ばく声せい。

　振るった太た刀ちの行方ゆくえは分からない。手て応ごたえを確認するゆとりもない。かつてない入にゆう魂こんの斬ざん撃げきに、己おのれを取り巻く外界のすべてが彼方かなたへと吹き飛んだ。

　ただ、その刹せつ那な、左目が異様な痛いたみを発したことだけは憶おぼえている。




　正しよう味みのところ、刀を振り下ろした体勢のまま、暫しばらく気絶していたのだと思う。

　はたと見けん当とう識しきを取り戻し、後ろを振り返れば、五〇メートルほど離れた位置に左前足を失ったスカラベ・ケプリがいた。鉄玉は既すでに押しておらず、姿勢も常じよう態たいに戻っている。すぐそばには飛び散った体液と、寸断された足の先が見受けられた。

　が、やがてこちらの見ている前で、その足がびきびきと音を立てて白はく濁だくしてゆく。

〈蟲ギヴル〉が持つ最大の特徴、『化石化現象』が始まったのだ。

　原因はやはり目下のところ不明だが、〈蟲ギヴル〉は絶命するとごく短時間でその体たい組そ織しきを化石に変質させてしまう。それは本体から切り離された末まつ端たん部位や体液であっても変わらない。

　これこそが〈蟲ギヴル〉を発生から半世紀以上経たった今もなお正体不明の怪物たらしめている要因であり、同時に彼らが社会に齎もたらす絶大な恩恵の正体でもあった。石炭の実に七倍強ものカロリーを有すこの〈蟲ギヴル〉の化石を、特とく殊しゆな製法で液化した『アンフィニーネ』という燃料が、産業革命以後、機き械かい文明化の一いつ途とを辿たどる世界のエネルギー事情を大きく支えているからだ。

「はぁ……ッ、はぁ……」

　荒あらげる息を整えながら、油断なくケプリを見み据すえる。けれど、〈蟲ギヴル〉の王は動かない。意識はこちらに向いているようだが、なぜか今は微動だにしなかった。

　おかしいな、と眉まゆを顰ひそめる。昆こん虫ちゆうがそうであるように〈蟲ギヴル〉も痛みには鈍どん感かんという印象があったから、てっきりこの程度では大人しくさせられないと踏ふんでいたのに。元々こちらに注意を惹ひきつけて、汽車が通り過ぎるまでの時間を稼かせぐのが目的だったのだ。

　なのに、やはりケプリは動かない。あたかも、こちらの顔色を窺うかがっているかの如ごとく。

　一いつ瞬しゆん、そんな埒らちもない考えが頭の隅すみをよぎったとき──

「ちょっと、そこの貴方あなた！」

　ふと、背はい後ごから声がした。首を巡めぐらせば、こちらに駆かけ寄よってくる一人の少女の姿がある。

　例の赤いシエルバレのパイロットだ。やや遠間には、着陸した機き体たいも認められた。ケプリが沈ちん静せい化かしたのを見て取り、こちらの身を案じてわざわざ地上に降りてきてくれたらしい。

　パイロットが走りながら、頭に被かぶっていた飛ひ行こう帽ぼうをゴーグルごと脱ぬぎ捨すてた。

　枯かれ葉は色いろの髪かみが風に舞まった。

　緑ばかりが目立った視界に、突とつ然ぜん、紛まぎれ込こんだ冬の色彩だった。

　見る角度によって金にも銀にも映うつる、ちょっと目が離せなくなる独特な色合い。だから、気づいたときにはもう相手は眼がん前ぜんで、大きな瞳ひとみが少し興こう奮ふん気ぎ味みにこちらを映していた。

　美しい少女だった。色気もへったくれもない飛行服姿であっても、それは変わらない。目鼻立ちの端たん整せいさばかりではなく、なんというか──そう、内面の健すこやかさが滲にじみ出でたような雰ふん囲い気きを纏まとっているのだ。良く言えば溌はつ剌らつとした、悪く言えば男の子みたいな印象があった。

「なんて無茶するの！　貴方っ……ううん、あんた！　あんた、死にたいわけ!?」

　少女が肩かたを怒らせ、顔を真っ赤にして迫せまってくる。その様さまが妙に可愛かわいらしかった。

「む、何よそのヘンな顔っ。人が怒ってるときに笑うとか失礼だわ！　あ、それともひょっとして、フランス語が分からないとか？」

「…………いノやン」

　何を言っていいか分からず、とりあえずそれだけを答える。次いで、再びスカラベ・ケプリのほうに顔を向けた。〈蟲ギヴル〉を前に暢のん気きにやり合う自分たちが、ひどく間抜けに思えたからだ。

「へーきよ。今は『彼』、すごく紳しん士し的てきみたいだから。どうしてかは知らないけど」

　彼？　紳士的？　ずいぶん奇妙な言い回しをする娘むすめだ。そう思いつつも、

「……僕は、その『彼』の足を斬きってしまった」

「？　ええ、そうね。見事なサムライ・スピリッツだったわ」

「足を失って『彼』はこの先、大丈夫だろうか。他の〈蟲ギヴル〉に淘とう汰たされたりしない？」

　少女が目を見開いた。我わが耳を疑うたがうような、唖あ然ぜんとした表情だった。

「……食べない動物は、極きよく力りよく、手にかけない主義なんだ」

　ばつ悪く言い訳を口にする。〈蟲ギヴル〉を心配するなんて馬ば鹿かなんじゃないの？　きっとそう言われると思った。けれど、予想に反して彼女は口元を綻ほころばせ、

「あはっ、あはは──」

　やがて堪こらえきれなくなったように吹き出す。何がそんなに嬉うれしいのか、まるで思わぬところでちょっとした財宝でも掘り当てたかのような、なんとも朗ほがらかな笑顔だった。

「うん、あんたいいわね。あたし好きよ、そういう偏へん屈くつなポリシー」

「それは……どうも」

「あ、心配しなくても『彼』なら平気よ？〈蟲ギヴル〉の再生力は並みじゃないんだから」

　続いて彼女は、目元に浮かんだ涙なみだを拭ぬぐいながら、手て袋ぶくろに包まれた右手を差し出してきた。

「こっちこそ、ありがと。さっきはあんな言い方しちゃったけど、正直、助かっちゃった。あのままじゃ危あやうく、今日のご飯を美お味いしく食べられなくなるところだったから」

「ご飯？」

「そ、ご飯。あたしも食べない動物は手にかけない主義なの」

　だから殺あやめた動物はすべて食べるという意味か。なるほど、確かに〈蟲ギヴル〉は不ま味ずそうだ。

　彼女の右手、求められた握あく手しゆに応じようとして、自分が抜き身の太た刀ちを握にぎったままだったことに気づく。刃物を手に女の子と会話をするなんて、今の自分はつくづくどうかしている。

　無む垢く嬢じよう矩のり安やすを鞘さやに収めた。ぐらりと視界が揺ゆれたのは、その直後だ。

　刀を抜いているあいだは武士もののふでいられた。けれど、一度でも気が緩ゆるめば、蓄ちく積せきされていた疲労が土ど砂しや崩くずれみたいに襲おそいかかってきた。もう立っていることもできず、

「きゃ！　ちょっ、ちょっと！」

　倒れかけた身体からだを、彼女が慌あわてて抱き止めてくれる。ふわりと洗せん髪ぱつ剤ざいのいい匂においがした。

　次いで、息を呑のむ気配。彼女が、こちらの顔を至近から覗のぞき込こんでいた。

「…………あんた、その左目…………」

　怖こわ々ごわと呟つぶやかれた内容は、上う手まく聞き取ることができなかった。

　既すでに意い識しきが朦もう朧ろうとし始めていたからだ。今度の眠りはきっと深くなる。なんだかそんな気がした。対して少女は、こちらが昏こん倒とうしかかっていると悟さとり、いよいよあたふたと騒さわぎだす。

「こ、こら！　こんなとこで寝ねない！　あぁもう、あたしが困るじゃない！　そ、そうだわ、名前っ！　あんた、せめて名前くらい教えなさい！」

　名乗るほどの者ではなかった。が、最後の力を振ふり絞しぼって姓名を告げる。

「秋あき津つ……慧けい、太た郎ろう…………」

「ケイ、タロウ？　慧太郎ね！　あたしは──」

　完全に失神する間ま際ぎわ、一転、淑しとやかになった少女の声が、鼓こ膜まくの奥をくすぐった。葡ぶ萄どう畑ばたけの真ん中で芳ほう純じゆんな香りに包まれて聞いたからか、その名前はとても優ゆう美びな響ひびきを伴ともなっていた。

「ファーブル」

　一呼吸ぶんほどの間が空き、

「ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。アンリでいいわ。特別にあんたにはそう呼ばせてあげる」

　そんなふうにちょっと澄すました、でも彼女にとっては精せい一いつ杯ぱいの友好表現なのだろう台詞せりふが聞こえてきて、見知らぬ土地で独ひとり不安だった手前、寝ね入いり端ばなは妙に心が浮き立った。

　遠くでスカラベ・ケプリが、祝福の声をあげていた気がする。













　　　　第一章　ムシ好き女に手を引かれ







　銃じゆう声せい。悲鳴。爆ばく音おん。

　怒号に次ぐ怒号、そして激はげしい揺ゆれ。

　夜空を焦こがす、特大の篝かがり火び。

　昏くらい大西洋の海で浮島のように孤立する蒸じよう気き船せんは、今や阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼだった。秋あき津つ慧けい太た郎ろうはそんな地じ獄ごくのなか、船の甲かん板ぱんで一人の男の最さい期ごを看み取とろうとしている。

　──逃げろ！　奴やつらにソレを渡すな！

　彼は言った。致ち命めい傷しようを負おった我わが身など顧かえりみず、何か強い使命感に衝つき動うごかされるように。

　──今はきみしか託たくす相手がいない！　だから頼むっ、ソレを持って逃げてくれ……っ！

　手のなかに握にぎり込こまされた物品は、大量の血と脂あぶらでべとべとに汚れていた。

　彼は間もなく事切れた。今いま際わのきわまで、ひたすら「頼む」を繰くり返かえしながら。慧太郎がそんな彼の遺い志しを汲くんだのは、やはり自分のなかの武士道に従ったがゆえだった。

　しかし、直後に甲板に現れた黒衣の男たちが、すべてを台だい無なしにする。

　──小こ僧ぞう、奴から何か受け取ったか？

　静かな恫どう喝かつ。静かな殺気。船もいつの間にか静まり返っていた。

　だから悟さとった。理解したくもない現実を。悟らざるを得なかった。この船はもう死者たちの住すみ処か、ゴーストシップと化しているのだということを。

　──貴様らが、やったのか……？　乗客の皆を！　彼を！　貴様らがッ！

　──先に質問したのはこちらだ。もう一度訊きく。奴から何か受け取らなかったか？

　その問いになんと返したのかは定かではない。が、間違いなく回答を拒きよ否ひしたはずだ。当然の成り行きとして、黒衣の男たちと争う羽目になった。

　剣けん戟げき。火花。嘲ちよう笑しよう。雄お叫たけび。交こう錯さくする影。剣戟、剣戟、剣戟。

　最後に、数発の銃声。

　胸むねと腹ふく部ぶ、左目に鋭い痛いたみ。

　──馬ば鹿かどもめ！　なぜ撃うった!?

　主にこちらとやり取りをしていたリーダー格の男が、許可なく発はつ砲ぽうした部下たちに罵ば声せいを浴あびせる。慧太郎は左目を押おさえてよろけ、背はい後ごにあった甲板の手て摺すりにぶつかった。

　あっ、と思ったときにはもう何もかもが遅かった。

　乗り出す身体からだ。体勢が崩くずれる。重力の手招き。天地が入れ替わる。

　右みぎ掌てのひらのなかには黄おう褐かつ色しよくの瞳ひとみ。ひどく熱を持ち、痛々しいほど脈打っている。

　自分の潰つぶれた左目を、誰だれかが物欲しそうに見ていた。

　そして、あとは真っ逆さまに落ちるだけ。




　　　　○




　落下した先は、冷たい夜の海ではなく、温かなベッドの上だった。

「？　？？？」

　わけが分からない。つい何度も瞬まばたきを繰くり返かえす。ここはどこだ？　僕はいったい誰だ？　いや、自分が誰かは分かっている。もちろん、秋あき津つ慧けい太た郎ろうだ。問題なのは場所のほうだった。

　むっくりと身を起こす。あっちをきょろきょろ、こっちをきょろきょろ。

　どこかの一室だった。たぶん、異国の安ホテルか何かだろう。さして広くもないし、調度品も少ないが、掃そう除じだけは行き届いている。生活臭をあまり感じないのは、特定の所有者がいない証拠だ。隣となりを見やれば、自分が寝ねているのと同じベッドが、もう一つあった。

「んん？」

　腕うで組ぐみして唸うなる。ぼんやりと首も傾かしげる。いまいち状況を呑のみ込こめない。記き憶おくが確かなら、自分は乗っていたフランス行きの船から、海に投げ出されたはずなのだけれど。

　立ち上がってみて色々なことに気づいた。まず、首や肩かたが妙にだるい。どうやらかなり長いこと眠っていたようだ。次に、着ている服がなぜかバスローブになっていた。他には何も身に着けていないため、ひどく心こころ許もとない気分になる。が、幸さいわい愛刀は傍かたわらの壁かべに立て掛けられていたので、試しに抜いてみて刀身の無事を確認、ひとまず胸むねを撫なで下おろした。

「……誰かが手入れをしてくれたみたいだな」

　でなければ今いま頃ごろ、無む垢く嬢じよう矩のり安やすは錆さび塗まみれになっていたことだろう。異国の地で日本刀の管理が行なえる人間なんて、ちょっと想像がつかないけれど。

　そして最後に、部屋に一つしかない窓。開けて外に顔を出してみた。

　海が近いのか、微かすかに潮しおの香りがした。しかし、実際に目に映うつったのは、いかにも裏うら路ろ地じといったふうな薄うす汚よごれた小道と、すぐ対面にそびえている建物の外がい壁へき。あとは道ゆく人々だけだった。ふと空を仰あおげば、太陽は既すでに中天に差し掛かっている。

　慧太郎は窓を閉めた。自分が寝ていたベッドに戻り、その上に腰こし掛かける。

　さて、と思った。何か大事なことを忘れている気がするな、と。

　白状すれば慧太郎は、すこぶる寝起きが悪い。それはもう、ちょっと信じられないくらいに悪い。故郷で日課の朝あさ稽げい古こに打ち込むときも、毎朝、人知れず睡すい魔まと死し闘とうを演じていたほどだ。ただ、そのことを差し引いても、さすがにこの血の巡めぐりの悪さには自分でも少し呆あきれた。

「海に落ちてから、ここに至るまでのあいだに、何かあった気がするんだけど……」

　しかも割と命いのち懸がけだったような。はて、なんだったかしらん？

　と、そんなことを考えていたら急に部屋の外から、

『もうっ、あったま来るわね、あの頑がん固こオヤジ！　女子供だからって、こっちの足元見て！』

　誰だれかの声が聞こえた。フランス語だ。続いて、どたどたという足音が近づいてくる。

『こんな小粒の苺フレーズが一袋で一五サンチーム!?　ぼったくりもいいところじゃない！　三〇分も粘ねばったのに、二リヤールしかまけてくれないし！　ケチだわ！』

　何やら憤ふん慨がいしているらしい。いや、そこまでまけてもらったならもう充分だろ、とか、たぶん店の人もきみのような奴やつにはケチ呼ばわりされたくないんじゃないかな、とは思ったけれど、それより何より慧けい太た郎ろうの脳のう裏りで瞬またたく光景があった。件くだんの声が呼び水となったのだ。

　海岸と草原。葡ぶ萄どう畑ばたけ。巨大なフンコロガシ。赤いシエルバレ。

　そして、勇いさましくも可か憐れんに振ふる舞まうそのパイロット。

　不思議な色合いの髪かみを有す、あの少女のことを完全に思い出したとき、部屋のドアが開いて当の本人が現れた。相変わらずの飛行服姿で、手にはたくさんの紙袋を抱えている。

「──ま、ミルクはかなり値切れたから、今日のところは引き分けかしら。最近、どうも勝率が落ちてる気がするけど、これってあたし、が…………？」
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　ドアを閉めて振り返り、こちらと目が合ったところで、彼女が石みたく固まった。

　気まずい沈ちん黙もくが場に落ちる。なんともいたたまれない空気だった。

　まぁ、気持ちは分かる。何しろまだ寝ねていると思っていた相手がちゃっかり起きていて、しかも口にフランスパンの切れ端を咥くわえてリスのようにもごもごやっている姿を見られてしまったのだ。真っ当な淑女マドモアゼルなら二度死ねる。

　事実、少女がそのまま憤ふん死ししかねないくらい顔を真っ赤にしたので、

「…………見なかったことにしようか？」

　と恐る恐る進言してみた。すると少女は、くるりと一八〇度回転。何を思ったか、ぱたんと再びドアを開け、部屋の外に出てしまう。どうする気だろう？　と固かた唾ずを呑のんで見守っていたら、ぱたんと三み度たびドアが開いて少女が部屋に入ってきて、

「はぁ～、今日もよく散財しましたわぁ。わたくしったらなんてリッチ。──あら、ムッシュ・慧けい太た郎ろう。お目め覚ざめになりましたのね？」

「やり直すんだ!?」

　びっくりした。まさかそうくるとは。しかし、彼女は更さらに猿さる芝しば居いを続ける。

「やり直す？　なんのことかしら？　ふふ、おかしなムッシュ」

「い、いやいやいや！　見みえ透すいてるから！　口の周まわりにパンの滓かすもついてるし！」

「嫌いやですわ。これは小鳥さんにあげるために、わざとつけてるんですのよ？」

「普通に手であげるって発想は!?　えぇと……マドモアゼル・アンリエット！」

　記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄よせ、初めてそう名前で呼ばわれば、少女──ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブルの面おも持もちが、どういうわけか憮ぶ然ぜんとしたものに変わった。

「……アンリ」

「え？」

「あたし、あのときあんたが気絶しちゃう前に、ちゃんと言ったわよね？　あたしのことはアンリでいいって。それとも聞こえなかった？」

「いや、そりゃ聞こえてたけど……でも、『アンリ』は男の名前じゃないか」

　彼女がなぜ急に不ふ機き嫌げんになったのか分からず、慧太郎はベッドの上で身じろぎする。

「いーのよ。あたしはその愛称が気に入ってるんだから。ほら、言ってみなさい」

「じゃあ、その……マドモアゼル・アンリ？」

「だめ。マドモアゼル禁止」

「…………アンリ」

　アンリが満足げに頷うなずいた。どうやら機嫌を直してくれたらしい。なぜ呼び名にそこまで拘こだわるのかは知らないけれど、慧太郎としても好き好んで彼女を怒らせようとは思わなかった。

　次いでアンリが室内の真ん中に進んできて、鼻歌混じりにテーブルへ荷物を置き始める。ここにきて幾いくぶん落ち着きを取り戻したため、慧太郎はそんな彼女の姿を改めて確認した。

　返す返すも思う。本当に美しい少女だ、と。

　しかもその美しさは、温室で丹念に育てられた薔ば薇らのそれではない。

　誰だれにも寄って立たない、見てくれる者もいない、それでも咲さくことに意義を見み出いださんとする荒野の一輪とでもいうべき美しさなのだ。

　適度な運動で絞しぼられた、しなやかな身体からだつき。きびきびした動作。こうして見ると思いのほか小こ柄がらだから、なおのことそれらの要素が『自立』の体現として際きわ立だっていた。

　そして、やはり髪かみ──艶つやのある枯かれ葉は色いろの長い髪が、とにかくよく目立つ。

　決して派手ではないのだ。けれど、そうお目にかかれる髪質と色でないことは、日本人である慧けい太た郎ろうにも容よう易いに察せられた。どんな人混みでも必ず存在感を主張しそうな、やや赤みを帯おびた馥ふく郁いくたる金きん髪ぱつ。見ているだけで動どう悸きが早くなる。不ふ整せい脈みやくだろうか？

「慧太郎、あんた丸一日以上、眠ってたのよ？」

「……え？　あ、そ、そうなのか？」

　不意に呼びかけられ、彼女の後ろ姿をじっと眺めていた慧太郎は、多少しどろもどろになりながら応じた。当のアンリは微び笑しようを浮かべ、こちらに振り返ると、おいでおいでをする。

「うん、そうなの。だからお腹なか減ってるでしょ？　──ま、お互い色々訊ききたいことはあると思うけど、とりあえず食事にしましょうよ。せっかく焼きたてを買ってきたんだから」

　見れば、いつの間にかテーブルの上には簡単な食事が並んでいた。確かにパンは焼きたてらしく、まだ湯気が立っている。香こうばしい匂においに胃袋が刺し激げきされ、慧太郎は自分が凄すさまじく空くう腹ふくであることを思い出した。たまらずそちらに、ふらふらと引き寄せられかけて──

　しかし、途中ではたと気づいた。確かにアンリの語るとおり、細かい事情の説明はあとでもいいのかもしれない。が、それでもけじめとしてまず先に言わねばならないことがあった。

　慧太郎は立ち上がり、彼女の前まで歩いて行くと、おもむろに床に正座した。そして深々と頭こうべを垂たれる。何事かとアンリが目を丸くしたのが気配で分かった。

「──忝かたじけない」

「へ？」

「重ね重ねのご厚意、まことに忝い」

　いざ礼の言葉を口にすると、自分が受けた多大な恩に、知らず感激で胸むねが詰つまった。

「見知らぬ土地で右も左も分からず、また、とある災さい難なんによって荷のすべてを失ってしまった身。……白状すれば、あまりの心細さに些いささか挫くじけそうになっておりました。しかし、よもや異国の地にて斯か様ようなまでに温かい人の情に触れることが叶かなうとは……っ！」

　いっそ涙なみだぐみさえしたと思う。床についた手、バスローブから覗のぞく右みぎ腕うでには、真新しい包ほう帯たいが巻かれており、スカラベ・ケプリに一ひと太た刀ち見み舞まった際に負おったこの傷きずも、彼女が治ち療りようしてくれたであろうことは想像に難かたくなかった。そのうえ宿や食事まで世話になるとは。

「自分のような素す性じようも知れぬ者に、手を差さし伸のべてくださったその懐ふところの広さ、ひたすら感かん謝しやの念に堪たえませぬ。このご恩は例たとえ一生をかけてでも必ずお返しして──」

「さ～て、いただきまーす」

「──いく所存なんだから、せめて最後まで聞けよ!?」

　床につけたままだった額ひたいを、ガバッと持ち上げて叫さけぶ。アンリは既すでに椅い子すに座り、切ったフランスパンに各種具材を挟んで作ったサンドイッチを、今まさに頬ほお張ばろうとしていた。

「だって、なんか急に別人みたいになるんだもん。怖いじゃない。あ、それともひょっとして本当に別人なの？　慧けい太た郎ろうをどこにやったのよ!?」

「まさしく僕がそうだよ！　あぁもう、頑がん張ばって難しい言葉をたくさん使ったのに……っ！」

　どうも彼女、見かけによらずかなりイイ性格をしているらしい。悔くやしげに唸うなるこちらを、ハシバミ色の瞳ひとみが、にまにまと可お笑かしそうに捉とらえていた。明らかにやり取りを楽しんでいる。

「──ま、ちょっと安心したわ。あんたが思ってたより取っつきやすそうな奴やつでね」

　アンリは手に持っていたサンドイッチを、一度テーブルに戻してから続けた。

「葡ぶ萄どう畑ばたけで会ったときは、なんだかヌボーっとしてて反応も薄うすいし、何よりあんなことがあったあとでしょ？　正直、もっとおっかない感じのを想像してたのよ」

「あ、あのときはっ……周まわりに気を回す余裕なんて、なかったから……」

　語ご尾びを濁にごす。今いま更さらながらあのとき──アンリの説明を信じるなら昨日か──の自分の言動が気になった。何か失礼なことを言ったりやったりしなかっただろうか？

「心配しなくても、あんたがそのバスローブの下に隠してる凶きよう悪あくなマスケット銃じゆうほどには、失礼なことなんて何もなかったわよ？」

「きみは今とんでもないことを口走ったぞ!?」

　そうか。自分を着替えさせたのも、やっぱり彼女か。つまり、すべて見られたのか。

　慧太郎はなんだか急に死にたくなってきた。

「ほらほら、落ち込むんじゃないの！　あのときも言ったでしょ？　ありがとうメルシーはこっちの台詞せりふだって。あんたのおかげで、あたしは『彼』を手にかけずに済んだんだから」

「……なら、あのあと例のスカラベ・ケプリは？」

「ええ、周辺の人里から離して事なきを得たわ。あのへんは岩も豊富だし問題ないでしょ」

　聞けば、ケプリは鉄食性の〈蟲ギヴル〉のなかでも、かなり広こう範はん囲いの鉱こう物ぶつや岩を摂せつ取しゆできる種なのだという。利用価値が殆ほとんどない岩石類を主食としても、まったく問題がないのだそうだ。

「へえ。やけに詳くわしいんだな、きみ」

「そりゃね。専門家だもの」

　専門家？　と疑問を呈ていする間もなく、アンリが少し照れたように頬を掻かいて続ける。

「だからさ、その……ほ、ほらっ。貸し借りなんて全然、気にする必要ないんだってば。あたしがあんたを助けた今は、単に『おあいこ』になったってだけの話でしょ？」

「……なるほど」

「さ、分かったら早く立ちなさいな、慧太郎。そのポーズが日本で最上の礼だっていうのは本で読んで知ってるけど、あたしは自分の認めた人にダンゴムシみたく床で丸まってほしくないわ。それよりも一緒に楽しくお食事がしたいの。分かる？」

　そういう理屈なら是ぜ非ひもなかった。同時に、変に恩を着せようとしない彼女のさっぱりした性格に、ますます自分のなかで好感が増してゆくのが分かる。色々と難なんのある性格なのも間違いないだろうけれど、外国で最初に巡めぐり会あえた相手が彼女だったことは幸運に思えた。

「あぁ、でもその前に一ついいかな。ここはいったいどこなんだ？」

「パンマールって街まちよ。ブルターニュ地方のフィニステール県、その海岸沿いにあるの」

　街名は知らなかったが、ブルターニュとフィニステールなら知っている。慧けい太た郎ろうは元々そこを目指して日本を出発したのだ。とどのつまり、やはりこの国は──

「フランスへようこそ？　風変わりなお客様♪」

　答えを先取りしたアンリが、まるで歌うように歓かん迎げいの挨あい拶さつを口にした。




「──ふ～ん、たった一人で外国旅行ねぇ」

　食事が終わって人ひと心ごこ地ちついたあと、慧太郎の現在に至るまでの経けい緯いを聞き、アンリが感心したように言った。その手には宿の一階で貰もらってきたコーヒーがある。もちろん有料だ。

「大型の〈蟲ギヴル〉の侵入に対処し切れなくなった日本が、最近になってようやく開国したのは知ってたけど……随ずい分ぶんと思い切ったことするのね、あんた。とんだ冒ぼう険けん野や郎ろうじゃない」

　テーブルを挟んでアンリの対面に座った慧太郎は、初めて飲むコーヒーの味に目を白黒させながらかぶりを振る。口のなかに広がる苦味を、なんとか追い出したかったのもあった。

「そんなに格かつ好こうのいいものじゃないよ。兄上に勧められて渋しぶ々しぶだったしさ」

「フランス語もそのお兄さんに習ったのよね？　堪たん能のうだわ。え～っと……ラ、ランガ？」

「蘭らん学がく者しや。兄上は少し身体からだが弱いんだけど、頭はすごく良くてね。他にも色々なことを教えてもらったよ。父上や母上が……うん、ちょっと頑がん固こな人たちだったから」

　慧太郎は薩さつ摩ま藩はんの武家の出だ。兄が幼少時より床とこに伏ふせがちだったため、慧太郎は家か督とくの相続者として家人の期待を一身に受けて育ってきた。特に父の教育は厳きびしいのを通り越してもはや無む体たいのそれで、武士として立身する以外の悉ことごとくを「不要」と切り捨てる徹てつ底ていぶりだった。

　そんな家で育った慧太郎が、狭きよう量りような人間になってしまうことを、歳としの離れた兄はいたく憂ゆう慮りよしたらしい。昔から事あるごとに異国の風変わりな文化や風習を披ひ露ろうしてくれ、フランス語の他にも英語やラテン語を教えてくれた。もちろん、父母の目を盗ぬすんでこっそりとだ。

　そしてある日、何を思ったか、突とつ然ぜん、こんなことを言い出した。

　──外の世界を見ておいで、慧太郎。せっかくだから欧おう州しゆうがいい。欧州はいいぞぅ。何もかもが日本とは違う。きっといい勉強になる。わはははは。

　身体が弱いくせに、意外と剛ごう毅きな性た質ちなのだ、あの兄は。

　斯かくして慧太郎は船上の人となった。既すでに開国しているとはいえ、未いまだ閉へい鎖さ的てきな気風が抜け切らない日本にあって、独ひとりで短期の外国旅行というのは確かにある種の冒険ではあったと思う。しかし、勝手に盛り上がった兄は渡と航こうに必要な手続きをすべて済まし、更さらには父たちまで説とき伏ふせてしまったのだ。今後の日本を背せ負おって立つにはうんぬんかんぬん、攘じよう夷い論ろんを掲かかげているだけではああだこうだ、ここは見けん識しきを広めるのも一つの手でかくかくしかじか──と。

　もはや逃げ場はなかったといえよう。師しにまで「漢おとこになってこい」と言われてしまったし。

「で、その結果、船に乗ってる途中で妙な騒そう動どうに巻き込まれた、と？」

「………………」

　さすがに慧けい太た郎ろうの表情も硬かたくならざるを得なかった。

　フランス到着を間近に控ひかえた夜の海。突とつ如じよとして蒸じよう気き船せんを襲おそう爆ばく発はつと揺ゆれ。慌あわてて甲かん板ぱんに出たあと、そこで死に瀕ひんした男から託たくされた遺い志し。そして、謎なぞの黒衣の襲しゆう撃げき者しやたちとの死し闘とう。

　思い出すたび肺はい腑ふが捩よじれる。無念に怒りが湧わき上あがる。あんな非道な真ま似ねをした連中を討うち取とることもできず、あまつさえ一人の男の今いま際わのきわの願いさえ叶かなえてやれないとは。

「その誰だれかから死しに際ぎわに渡された物っていうのは、海に落ちたときなくしちゃったのよね？」

「……不覚にも。辺りは暗かったし、血ち塗まみれだったからよく分からなかったけど、たぶん宝石か何かだったんだと思う」

「宝石？　それって『琥珀アンプル』じゃなかった？　英語で言えば『アンバー』」

「あん、ぶる？　あんばー？」

　聞いたことがない。いや、仮かりに知っていたとしても確かめようもないか。慧太郎があの暗くら闇やみで確認できたことといえば、せいぜい指で摘つまめるほどの石だったことぐらいだ。

　アンリはなぜか難しい顔になって暫しばらく黙だまり、やがてこう訊きいてきた。

「あんた、そのとき船を襲った連中に撃うたれたのよね？　胸むねとお腹なかと、それから──」

「左目。でも、なぜか海岸で目を覚さましたら、銃じゆう創そうは綺き麗れいさっぱり消えてたんだ」

　常じよう識しき的てきに考えてそんなことは起こり得ない。が、本当なのだ。着物に開いた穴あなや付着した血のことがあるため、撃たれたのが勘かん違ちがいという線もなさそうなのだけれど。

「……そういえば、今は左目が全然痛いたまないな」

　海岸で目覚めてスカラベ・ケプリを鎮しずまらせるまでのあいだ、あれほど焼けつくように痛んだ左目が、しかしこの宿で覚かく醒せいしてからはなんともない。あれはなんだったのだろう？

「アンリ。きみ、鏡を持ってないか？　もしあるなら貸してほしいんだけど」

「鏡？　割るの？」

「なんで!?　いや、目がどうなってるか見てみたいだけ」

　アンリがまた黙りこくった。さきほどから妙な反応が続く。けれどすぐに、腰こしに装着していたポーチから掌てのひら大だいの小さな丸鏡を取り出し、「……はい」とこちらに渡してくれた。

　鏡に映うつったのは、どこからどう見ても自分のよく知る秋あき津つ慧太郎だった。

　故郷で幾いく度どとなく嘲ちよう弄ろうの対象となってきた童顔。起きがけは解ほどけていたが、今はしっかりと後ろで尻尾しつぽに結ってある、やや長めの黒くろ髪かみ。当然、左目も特に問題はなかった。

　至って普通だ。どこもかしこも見み慣なれたそれだ。奇き異いに感じる点は何もない。

　では、やはりあの痛いたみは単なる勘かん違ちがいだったのだろうか。

「……？」

　と、鏡から顔を離そうとしたところで、不意に妙な違和感を覚おぼえた。

　光の加減だろうか？　今一いつ瞬しゆん、目の虹こう彩さいがどことなくおかしかった気がする。もっとよく調べてみようと、鏡に左目を近づけてみるけれど、

「ほ～ら、もうお終しまいっ」

　卓たくの向こうから伸のびてきた手が、ひょいっと鏡を持ち去ってしまった。

「あ、ちょっ、何を──」

「男の子が長々と鏡なんて覗のぞき込こんでるんじゃないの。女め々めしーわよ、慧けい太た郎ろう」

　茶化すように言われ、思いもかけずムッときた。慧太郎は「女々しい」とか「男のくせに」とか、そういう言葉に敏感なのだ。道場で負かしてやった示じ現げん流りゆうの門弟たちが、悔くやし紛まぎれに自分の容姿をそう評すことが多かったからで、ちょっとコンプレックスになっている。

「ふ、ふん、確かにきみの言うとおりだなっ。武士が女々しいのは良くない。あぁ、良くないとも。……分かってる。分かってるんだ、僕だってそれくらい……っ！」

「？？？　なんでいきなり泣き出すの？」

「だ、誰だれが泣くか！」

　屈くつ辱じよくの日々を思い出し、目頭が少し熱くなったのは認めるけれど。

「ははぁ、なんか古ふる傷きず抉えぐっちゃったか。難なん儀ぎな子ねー。いいものあげるから泣き止みなさい」

「だから泣いてないって！　それに子供に接するみたいな言い方はっ……いいもの？」

　アンリがテーブルから取り上げたのは、さっきコーヒーと一緒に下で貰もらってきて、いったい何に使うのかと訝いぶかしんでいた、温かいミルクと砂糖が入った容器だった。彼女はその両者を適量、慧太郎のティーカップに入れてスプーンで掻かき混まぜてしまう。たちまちコーヒーが薄うす茶ちや色いろの飲み物に変わった。「飲んでみなさい」と勧められたので勇気を出して呷あおってみれば、

「……あ、美お味いしい」

「カフェ・オ・レよ。ブラックが苦手なら工夫しなきゃ」

　なるほど。コーヒーの飲み方には、こんな『技』があるのか。そう納得しながら、

「いや、僕もおかしいとは思ったんだよ。いくらなんでも苦過ぎるからさ。こんな悪あく魔まの飲み物みたいなのを、フランス人は平気で飲むのかって──」

「ちなみに、あたしはブラックが好きよ？」

「…………」

　なぜだろう？　お前は味覚が幼よう稚ちなのだ、と小こ馬ば鹿かにされたような気分になった。

「で、また落ち込むし。ほんと難儀な子ねー、あんた」

　そう言うアンリは逆に、どんどん上じよう機き嫌げんになってゆく。軽く握にぎった拳こぶしを口元に当て、鈴すずを転ころがすように笑うその上品な仕草は、少し彼女の強い雰ふん囲い気きからは外はずれていた。でも、びっくりするほど可愛かわいらしい。慧けい太た郎ろうは悪化し続ける自分の不ふ整せい脈みやくが、いよいよ心配になってきた。

　が、しかし──いつまでも眺めていたいとさえ思った彼女の笑顔が、ふと沈ちん痛つうに曇くもる。

　まただ。またこの表情だ。彼女は先刻からたまに黙だまり込こんでは、この表情を浮かべる。それがどうやら自分に関係があるらしいことは、もう既すでに慧太郎も分かっていた。

　どうしよう？　質ただしてみるべきだろうか？　そう悩んでいると、先にアンリが口を開いた。

「……あのね、慧太郎。ちょっと気が重い話になるんだけど」

「う、うん。何、かな？」

「あんたのこれからのことよ」

　これから。つまりそれは、今後の身の振り方ということか。

「あぁ……いや、それだったら心配ないよ。これ以上きみに迷惑はかけない。まぁ、無一文になっちゃったから、暫しばらくはまともに身動きが取れないだろうけど……うん、探せば日本人を雇やとってくれるところぐらいあるはずだ。地道に金を稼かせいで故郷に帰るさ」

　できればその前に、船を襲おそった連中を見つけ出し、斬ざん奸かんの責務を果たしたいところだけど。

「ううん、違うのよ。そうじゃなくて……いや、そうなんだけど、そもそもあんたは、たぶんもうまともな働き口を見つけるのも難しいって言うか……」

「？　要よう領りようを得ないな。どういうこと？」

　アンリは晴れない面おも持もちのまま、意を決したように立ち上がった。そして、邪じや魔まになるのでベッドの上に移しておいた買い物袋から、何か紙の束たばのようなものを取り出す。

「新聞よ。『フィガロ』っていう有名な日報紙。さっき外に出たとき買ってきたの」

「あ、うん。新聞なら知ってる。兄上に教わったから」

「でね、ちょっと確認したいんだけど──あんたが乗ってた船って、もしかして『ルクレール号』っていう名前じゃなかった？」

　がたっ！　と慧太郎は思わず椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。アンリは額ひたいを押おさえて呻うめく。

「……あぁ、やっぱり」

「な、なんで!?　僕は船名なんて一言も！」

「載のってるのよ、このフィガロに。事件のことが。しかも一面」

　彼女は嘆たん息そく。続いて「いい？　読むわよ？　落ち着いて聞いてね」とこれまでになく神妙な顔つきと声音で、手元の新聞をゆっくりと朗ろう読どくし始めた。

　事件は一昨日おとといの深夜に起こったこと。ルクレール号がブルターニュ地方近海で何者からに襲しゆう撃げき・沈ちん没ぼつさせられたこと。犯行は複数の手によること。脱出用のボートで難なんを逃のがれた乗客はごく僅わずかであること──このあたりの事情は慧太郎にとっても既き知ちであり、予想していたことでもあったため、義ぎ憤ふんには駆かられてもさして驚おどろきはしなかった。問題はそのあとだ。

「──生存者たちの証言によれば、沈没前、ルクレール号では犯行グループによって乗客に対する虐ぎやく殺さつが行なわれており、その一団のなかには『東洋人の少年』の姿も目撃されている。また、この少年は一般の乗客として襲しゆう撃げき前まえから船に乗っていたことも確認されており、国こつ家か警けい察さつは彼を『犯行グループを手引きした共犯者』と見て捜そう査さを進める方針である」

「なっ!?」

　頭が真っ白になった。何を言われたのか本気で理解できなかったからだ。

　共犯者？　自分が、奴やつらの仲間？　無む辜この乗客を手にかけた、あの黒衣たちの!?

「なお、船員の一人が避ひ難なんの際に持ち出した乗客名めい簿ぼは、海水でほぼ解読が不可能になっており、件くだんの少年とおぼしき名は僅わずかに『ケイ……ロウ』という痕こん跡せきが読み取れるのみである」

　慧けい太た郎ろうは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。語られる話の内容を、脳のうがまるで受けつけなかった。

　またぞろ彼女にからかわれているだけなのでは？　一いつ瞬しゆんそんなふうにさえ思った。何しろアンリ・ファーブルは意外とお茶目な性格だ。次の瞬間には「うっそ～♪　引っ掛かった？」と前言を翻ひるがえすのではないか？　だとしたら、まったく仕方がないマドモアゼルだ。なぁ、そうだろう、きみ。お願いだから、そうだと言ってくれ……っ！

　頭のなかで鐘かねが鳴っている。ぐぅわんぐぅわんと喧やかましく、胸むねにぽっかりと開いた空くう洞どうにまで反はん響きようするかのように。気を抜けばたちまち、その場に頽くずおれてしまいそうだった。

　もはや表情さえ失って佇たたずむこちらに、アンリがひどく気の毒そうな目を向けてくる。

「……やっばりこれって、その……あんたのこと、よね？」

　それがトドメだった。

　慧太郎はへなへなと腰こしを抜かし、そのまま床に座り込んでしまう。手から滑すべり落おちたカップが、ろくでもない未来を暗示するかの如ごとく粉々に砕くだけ散ちった。




　日本には帰れない。自分はもう二度と故郷の土を踏ふむことはない。

　それが純然たる事実であり、慧太郎に突つきつけられた救いのない現実だった。

「あーもぉ、辛しん気きくさいわね！　そりゃ、あたしだって理り不ふ尽じんだなぁとは思うけど……でも、くよくよしたって始まらないでしょ!?　元気を出しなさい、慧太郎！」

　元気？　それは無理だ。こんな状況で何をどうしたら、元気など出せるというのか。

　慧太郎は半なかば放心状態のまま、アンリに手を引かれて道を歩く。あのあと、自分のあまりの意い気き消しよう沈ちんぶりを見かねたか、彼女が気分転てん換かんに外出しようと言い出したのだ。とても街まち並なみを見物する気になどなれなかったけれど、だからといって逆らうほどの気力も持てなかった。

　慧太郎が今着ているのは、一般的な厚手のシャツとズボン、そして帽ぼう子しだ。アンリが昼食を買いに出たとき、ついでに購入しておいてくれたのだという。だから、どれも微妙にサイズが合っていなかった。が、血けつ痕こんが付着した穴あなだらけの着物を再び着用するわけにはいかなかったし、何よりもまず容姿を隠す必要があったのだ。人相や名前は割れていなくても、東洋人というだけで自分の存在は、欧おう州しゆうだと周囲から浮いてしまう。

「……やっぱり、外なんて出歩くべきじゃないよ。僕はもうお尋たずね者ものなんだし……」

「だから、ずっとホテルにいれば良かったって？　あのね、慧けい太た郎ろう。あんた一生、あそこに住むつもり？　どうせじきに出て行かなきゃいけなくなるのよ？」

　彼女の言葉は正しかった。けれど、それでも今は外に出たくなかったのだ。

　往来をゆく人の数は少ない。しかし、その殆ほとんどが金きん髪ぱつの白人種だ。黒い髪かみの人間など、どこにもいない。こうなってくると、ここは敵地の真まっ只ただ中なかで、皆が自分を見張っているようにさえ思えてくる。慧太郎は帽ぼう子しを深く被かぶり直なおし、なるべく俯うつむいて通りを歩いた。

　パンマールの街まちは、端たん的てきに言ってしまえば寂さびれていた。石いし畳だたみの道と石造りの家々が続く街並みは異い国こく情じよう緒ちよに溢あふれていたし、規模もそれなりのものに見受けられたが、なぜかどこに行っても活気に欠けている。どうも街の広さに反して住民の数が極きよく端たんに少ないようなのだ。

　アンリの話によれば、一五世紀くらいまでは、とても賑にぎやかな街だったらしい。が、あるとき現れた一人の無む法ほう者もののせいで、街の住民から多くの血が流され、以来、その暗い過去を延々と引きずり続けているのだそうだ。脛すねに傷きずを持つ今の自分には、奇くしくも似合いの街だった。

　ただ、そんなふうに末期の過か疎そに冒おかされた田舎町でも、やはりと言うべきか街路のあちこちには無骨な蒸じよう気き機き械かいが散見された。大通りを逸それて裏うら道みちに一歩入れば、地下で大型のボイラーでも回しているのか、地面から突つき出だした野太いパイプが絶えず大量のスチームを噴ふん出しゆつさせており、まるで朝あさ霧ぎりの如ごとく辺りに紗しやを引いている。

　一八世紀後半からイギリスで始まった産業革命は、アンフィニーネと魔ま女じよという二つの起き爆ばく剤ざいを得て、更さらに加速度的に技術の躍やく進しんを見た。取り分け蒸気機関の発達が目め覚ざましく、今はヨーロッパのどこに行っても、大抵こんなような光景と相対するらしい。故郷でそう説明してくれたのは兄だったが、本当ならあの人自身が直じかにこれを拝みたかったのだろうと思う。

「だいたい、なんで犯人の仲間扱いされただけで、国に帰れないなんて話になるのよ」

　アンリの言葉で漫そぞろになっていた注意が引き戻された。慧太郎はのろのろと顔を上げる。

「正確な身元まではバレてないのよ？　それに日本人の旅行者だって皆無じゃない。なんとか頑がん張ばってお金を溜ためて、ぱぱっと帰ればいいじゃない。帰国者たちに混じって素そ知しらぬ顔で」

「……できないよ。今は良くてもいつ身元が発覚するか分からないのに、もし外交問題にでも発展したらみんなに迷惑が掛かってしまう。何より……そんなの父上が許さない」

「どうして？　あんたのパパンは、あんたの味方になってくれないの？」

　なってくれない。なぜなら、父は何よりも家名が大事な人だからだ。息子も家を存続させるための道具程度にしか思っていない節ふしがある。仮かりに上う手まいこと日本に帰れたとしても、事が露ろ見けんすれば間違いなく「汚お名めいを着て戻るくらいなら、なぜいっそ異国の地で果てなかった！」と激げき怒どするだろう。その場で斬きり殺ころされる虞おそれすらあった。

「何それっ、理解できない！　冤えん罪ざいだって言っても信じてくれないわけ？　息子の言葉よ？」

「無理だよ。そういう人なんだ。……それに、冤罪だとしてもそれを証明できなきゃ、どのみち秋あき津つ家けは僕のせいで不ふ名めい誉よな看かん板ばんを背せ負おうことになる」

　直後、目の前を蒸じよう気き自じ動どう車しやが荒あらっぽい運転で走り過ぎて行った。アンリがすかさず何かフランス語で悪あく態たいをつく。知らない単語だったけれど、きっと乙女おとめにあるまじき内容なのだろう。

「ふ～ん、家名ねぇ。ま、この国でも貴族たちなら似たような考えは持ってるのかもしれないけど、やっぱり理解できな……ん？　ってことは、慧けい太た郎ろうっていいとこの生まれってこと？」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとを呟つぶやいていた彼女が、なぜか一いつ瞬しゆん、少し不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。けれど慧太郎は、それを気に留とめる余裕もなかった。本当に途方に暮れていたのだ。

　やがて慧太郎は、アンリに連れられて、パンマールの街まちの小さな公園までやって来た。

　案の定、辺りに人気は殆ほとんどなく、視界に映うつるのはせいぜい鳩はとに餌えさをやっているご婦人と、犬の散歩をしている少女、あとは元気に走り回る子供が二人いるだけだ。散歩をしている少女が妙に無む機き質しつな面おも差ざしだったため気になっていると、アンリが「人間じゃないわよ」と教えてくれた。たまに歯車が引っ掛かったような挙動を見せるあたり、どうも自動人形オートマタであるらしい。

　それからベンチに座って二人、暫しばらく何をするでもなく時間を潰つぶした。

　お互い、色々と考えなければいけないことがあったのだと思う。アンリが何を沈ちん思ししていたのかは知らないけれど、ルクレール号沈ちん没ぼつ事件の犯人と見なされ、追おい詰つめられていた慧太郎の脳のう裏りには、あとからあとから不吉な思考や嫌いやな思い出ばかりが浮かんでは消えた。

　──あれは当主の器うつわではない。剣だけが取り得の不器用者だ。

　いつだったか、父にそう断じられたことがある。面と向かってではない。酒の入った父が、自室で母にそう零こぼすのを、たまたま聞いてしまったのだ。

　襖ふすまの向こうで当人が聞き耳を立てているとも知らず、父はそれから更さらに苦々しく続けた。本当なら生まれた序列的にも器的にも、家か督とくを継つぐのは兄のほうが望ましいのだ、と。兄は身体からだが弱く先が見えているため、仕方なく弟の慧太郎を後あと継つぎにすると決めただけだ、と。

　──少し前にな。あれを連れて裏うらの山を歩いているとき、たまさか〈蟲ギヴル〉と出くわした。幸さいわい人を喰くう類たぐいのものではなかったし、小型だったため速すみやかに片づけたが……あやつめ、いざとどめを刺さす段になって「可哀かわい想そうだ」などと抜かしおったわ。相手は〈蟲ギヴル〉だぞ？

　──女め々めしい奴やつだ。まったく、何かにつけてな。

　──幾いくら剣の才があっても、あれはそれだけで終わる。秋あき津つの名には相応ふさわしくない。

　それはそうだろうと思った。何せ兄は優ゆう秀しゆうだ。頭もいいし、気配りも利きくし、だから皆に好かれている。ならば自分はどうだ？　頭の出来も気配りも平々凡々で、顔立ちから他者に侮あなどられやすく、剣の腕うでだけは一丁前に立つため反感ばかり買う。誰だれの目にも当主など荷が勝ち過ぎていると明らかだから、『棚たなから牡ぼ丹た餅もちの次期当主サマ』なんて陰かげ口ぐちまで叩たたかれる。

　皆が「兄こそは」と考えていることなど分かっていた。慧太郎自身でさえそう思うのだ。自分に本当の意味で期待をかけている人間などいない。だから、ふと呟つぶやいてしまった。

「……これで、良かったのかもしれないな」

　このまま自分が日本に帰れなければ、何もかもが収まるべき場所に収まる気がした。

　例たとえ今回の一件で生家が危き機きに瀕ひんしても、兄が当主の座に就つけばすべてが上う手まく回る。身体からだが弱くて長生きできないと医者に宣せん告こくされている兄だが、それでもあの人なら万事をどうとでも切り抜けるだろう──そんな、ひどく自じ棄き的てきで身勝手な思考さえ頭をよぎった。

　丸投げだ。結局のところ、責任をみんな兄に押おしつけようとしているだけ。

　分かってはいる。分かってはいるのだ。しかし、ならばどうすればいい？　頼るツテも何もない、日本から遠く離れたこの地で、いったい自分如ごときに何ができる？

　剣しか取り得がない、こんな後ろ向きなことばかり考えている、女め々めしい自分に。

「──うん、やっぱり犯人を捕まえるしか手はないわね」

　と、不意に傍かたわらのアンリがそんなことを言った。

　鬱うつ々うつと思い悩んでいた慧けい太た郎ろうは、仰ぎよう天てんして彼女をまじまじと凝ぎよう視しする。

「何よ、そのハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔？　冤えん罪ざいを晴らすために、本当の犯人を掴つかまえようって言ってるの。ほら、理に適かなってるじゃない」

　確かに適っている。けれど、慧太郎は今この瞬しゆん間かんまで、そんなこと考えてもみなかった。いや、というかそもそも、そんな大それた真ま似ねが可能なのか？

　こちらの表情から疑問を読み取ったのだろう。アンリが鼻を鳴らして断言する。

「この際、可か否ひなんて関係ないわ。だって、やるしかないんだもの。それ以外、あんたが日本に帰る方法なんてないんだから」

「？？？　なんでさ？　もしかしたら警けい察さつが──」

「黒衣の連中を見つけてくれるかもって？　それをただ待ってようっての、あんたは？　先にあんたのほうが捕まったらどうするのよ。秋あき津つ慧太郎も容よう疑ぎ者しやの一人なのよ？」

　打てば響ひびくような反論に、慧太郎がぐっと言葉に詰つまるのも束つかの間ま、彼女は更さらに続けた。

「それにね、悪いけど警察はアテにしないほうがいいと思う」

「頼りにならないってこと？」

「ええ。でもそれは『能力的に』って意味じゃない。……あたしも色々と考えてみたのよ。あんたの話と新聞の記事を照らし合わせてみてね。で、少し疑問を覚おぼえたんだけど──ねえ、慧太郎。どうしてあんたは今、警察に容疑者として追われてるのかしら？」

「は？　いや、それは……たぶん、黒衣の連中と戦っていた僕を誰だれかが見て、それで連中と一緒にいるから仲間なんだって、そう誤解したからだと思うけど」

「なら聞くけど。あんたがそいつらとやり合ってるとき、甲かん板ぱんに他に人なんていたわけ？」

　ハッと目を瞠みはった。言われてみれば、確かにそのとおりだったからだ。

「あんた言ってたじゃない。甲板には自分と犯人、あとは宝石を託たくして死んだ例の男しかいなかった、って。そのときにはもう乗客の殆ほとんどは殺されてたし、新聞に載のってた『僅わずかな生存者』っていうのはボートに乗ってたんじゃないの？」

　たぶんそうだ。何しろあの時点で、既すでに船はかなり沈しずみ始はじめていた。辛からくも難なんを逃のがれた人々なら、きっともっと早い段階で脱出用のボートに乗っていたはずだ。

「百歩譲ゆずって、もしたまたま犯人たちが殺ころし損そこねた乗客が、たまたま甲かん板ぱんであんたを目もく撃げきしたんだとしても、それなら声の一つくらい出すでしょ。そこには犯人たちもいたんだし」

「いや……でも、距きよ離りがあったら声なんて……」

「へえ、そんな距離から分かったんだ？　託たくされた宝石がどんな色や形をしてるのかも分からないくらいの暗くら闇やみのなかで、あんたが『東洋人の少年』だって」

　今度こそ本当に慧けい太た郎ろうは呆あつ気けに取られた。直後、ベンチから勢いよく立ち上がる。

「ど──どういうことだ、アンリ!?」

「ちょっ、迫せまって来ないでよ……やだっ、顔近いってば！　せ、説明してあげるから！」

　肩かたを掴つかんでがくがくと揺ゆすりながら詰つめ寄よると、アンリは意外にも恥はじらいめいた表情を覗のぞかせた。頬ほおがちょっと赤くなっている。しかし、すぐに何度か咳せき払ばらいをして、

「い、いい？　考えられる可能性は三つよ。一つは『あんたが犯人のなかにいた』っていう証言が、そもそも嘘うそだった場合。──なんでその証言者が嘘をついたか分かる？　慧太郎」

「意地悪だから？」

「馬ば鹿かなの!?　犯人たちの仲間だからでしょ！」

「な、なるほど。でも、じゃあその犯人は、なんでボートで脱出して警けい察さつに保ほ護ごなんか……」

「これは臆おく測そくになるけどね。たぶん、そいつが犯人グループを船内に手引きした張本人だからじゃないかしら？　初めから船に乗ってなきゃならない役どころだから、当然、乗客名めい簿ぼに名前が残る。名簿を始末できなかった場合に備そなえて、きっと最初から最後まで『ただの一乗客』として船に乗り込み、脱出する手て筈はずになってたはずよ」

　いちいち頷うなずける話だった。目の前の少女の聡そう明めいさに、慧太郎は感心し通しだ。

「けど、だとしたらわざわざ半はん端ぱな証言をした意味は？　警察に何を訊きかれても『犯人は東洋人の少年』とだけ答えて、黒衣の男たちについては伏ふせておけばいいのに」

「嘘を相手に信じ込ませるコツは、九割の真実のなかに一割の嘘を混ぜることよ。大型船の沈ちん没ぼつ、乗客の虐ぎやく殺さつ、どっちも単独で出来ることじゃないもの」

「なら、二つ目の可能性っていうのは？」

「犯人たちと警察がグルだった場合」

　絶句した。同時に、彼女が「警察をアテにするな」と言った、その真意を理解した。

「もっと言っちゃえば、犯人たちが国家警察ないし更さらにその上の役人まで丸め込める力を持っていた場合ね。当然だけど、これは最悪のケースよ。あんたは国も警察も頼れないってことになる。で、三つ目だけど──うん、これは簡単。つまり一つ目と二つ目の両方ってこと」

　以上よ、とアンリが締しめ括くくるけれど、慧太郎はもう相あい槌づちを打つこともできなかった。

　犯人たちと役人が手を結んでいるかもしれない、だって？　なんだそれは。だったら、いよいよ状況は絶望的ではないか。自分はそんな大事に巻き込まれてしまったのか？

「ちょっとぉ、せっかく説明してあげたのに、なんでまた落ち込むのよ？」

「……日本がいよいよ遠とお退のいた気がする」

「だから、どうしてそうっ……あぁんもう！　ほんっっっとに難なん儀ぎな子ね！」

　アンリがベンチから立ち上がった。そして、項うな垂だれる慧けい太た郎ろうの眼がん前ぜんに立ち、両手でこちらの頬ほおをちょっと強めに叩たたいてくる。そのまま掌てのひらで頬を挟み、ぐぐっと顔を寄せてきた。

「しっかりしなさい、慧太郎！　やられっ放しで泣なき寝ね入いりなんて格かつ好こう悪いわよ！　昨日、スカラベ・ケプリの前に立ちはだかった、あのサムライはどこに行ったの!?」

　お互いの息が掛かりそうな距きよ離りで、澄すんだハシバミ色の瞳ひとみに強く見み詰つめられ、慧太郎は場違いにも息を呑のむ。しかし、すぐにかぶりを振って感情的に反論した。

「あのときとは違うっ。あのときは……ッ、斬きるべきものがはっきりしてたから！」

「今だってはっきりしてるわ！　黒衣の連中を見つけ出して、片かたっ端ぱしから刀の錆さびにしてやんなさい！　目的が明確になったのに、ウダウダしゃらくさいのよっ、あんたは！」

「無茶言うな！　見つけようにも僕一人じゃどうしようも──」

「だからッ、あたしが手伝ってあげるって言ってるの！」

　反論が止まる。呼吸も止まる。相手の申し出があまりにも信しんじ難がたくて、慧太郎は何度も何度も両目を瞬しばたたかせた。大声で怒鳴り合ったものだから、あの自動人形オートマタに散歩されていた犬がけたたましく吠ほえている。けれど、そんなものは気にもならなかった。

　アンリがゆっくり手を下ろした。そして後ろに一歩退さがり、もう一度、力を込めて言う。

「あたしが、あんたを、手伝ってあげる」

「な、なんで……？」

　なんでそこまでしてくれる？　どうしてわざわざ危険に首を突つっ込こもうとする？　会ったばかりの東洋人に、それほど入れ込む理由はなんだ？　親切にしたって度が過ぎている。

「そ、それは、その……こ、このままあんたを見捨てたら、なんか寝ね覚ざめが悪いからよ！　拾ってきたフンコロガシの面倒を最後まで見るのは、人として当然の義務でしょ！」

　回答にはかなりの間があった。フンコロガシに喩たとえられたのは些いささか抵抗があったし、そんな義務など聞いたこともなかったけれど──寝覚めが悪い、たったそれだけの理由で、追われる身の人間に助力すると言い切る少女を、慧太郎は穴あなが開くほど凝ぎよう視ししてしまった。

　そういえば、自分はまだ彼女のことを何も知らない。

　人となりは少しずつ掴つかめてきたものの、素す性じように関してはさっぱりだ。昨日は、シエルバレを駆かって〈蟲ギヴル〉と戦っていたけれど、宿で話しているときは学生の身分みたいなことを僅わずかに零こぼしていた。本質的に何を生なり業わいとしている人間なのか、未いまだにまったく見えてこない。

　ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。

　奇き縁えんにより巡めぐり会あった、自分にとってフランス最初の知人。

　ただ、それでも信じようと思った。いや、信じたかったのだ。

　彼女の善意まで疑うたがうようなら、秋あき津つ慧けい太た郎ろうはもう駄だ目めだ。いくら犯人に仕立て上げられ、それが役人ぐるみの罠わなかもしれないと分かって、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているのだとしても、そんな自分に差さし伸のべられた手まで純粋に受け取れなくなったら、自分はもう人として終わっている。

　だから慧太郎は、やおら石いし畳だたみにしゃがみ込んだ。そのまま正座して、両手をつき、深く低頭する。胸むねに込み上げてくる想おもいを、他に上う手まく表す方法など知らなかった。

「──忝かたじけない」

「へ？　って、わわ！　あんたまた……っ！」

　頭上からアンリの驚おどろきの声が降ふってくる。でも、慧太郎は額ひたいを地に擦こすりつけたまま動かなかった。頬ほおを伝うものを彼女に悟さとられたくなかったのも理由の一つだ。

「忝い……本当に、忝い……っ！」

「わ、分かった！　分かったから、そのダンゴムシポーズやめなさい！　みんなこっち見てるでしょ!?　あんたって子は、いくらなんでも難なん儀ぎ過ぎ──」

　けれど、そのときだ。不意に背はい後ごから第三者の声が響ひびいた。

「おい、そこの若いカップル！　さっきから何をやってる!?」

　男の声だった。穏おだやかではないその剣けん幕まくに、さすがに慧太郎も顔を上げて振り返る。

　危あやうく心しん臓ぞうが停止しかけた。国こつ家か警けい察さつの制服を着た警官が、二〇メートルほど先にいたからだ。しかも二人。公園で騒さわいでいるこちらを見み咎とがめたか、ゆっくり近づいて来るではないか。

「最初は痴ち話わ喧げん嘩かか何かとも思ったが……そっちのお前っ、なぜ地面に座り込んでるんだ!?」

　アンリが顔を青くした。慧太郎は咄とつ嗟さに弁解しようと立ち上がりかけ──しかし、そうやって目線の高さを相手に合わせてしまうことが、そもそも失敗だったことに遅れて気がついた。

　当然だ。幾いくら帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっていても、完全には黒い髪かみを隠せないし、肌はだの色や顔立ちはもっと隠せない。正面から注視されてしまえば、たちまち色々なことが露ろ見けんしてしまう。

　事実、怒鳴っていたほうとは別の警官が、サッと表情を強こわ張ばらせた。

「貴様っ……東洋人か!?」

　慧太郎とアンリが脇目も振らず逃走に移ったのは、まったく同時だった。




「最ッ悪だわ、このお馬ば鹿か！　あんたが目立つような真ま似ねするから！」

「す、すまないっ……けど、仕方ないだろ!?　感かん極きわまってついやっちゃったんだから！」

　見苦しく言い合いながら、慧太郎はアンリと共に路ろ地じを駆かける。後ろからは警官たちの怒鳴り声。追って来ているだけでなく、どうも応おう援えんを呼んでいるらしい。沈ちん没ぼつ事件があった海域付近の港町を虱しらみ潰つぶしにでもしているのか、相当数の国家警察官がパンマールに来ているようだ。

「『つい』でダンゴムシになるな！　そーいうのは仕方ないって言わないの！　おまけにすぐべそかくし、なんか微妙にどんくさいし！　ほら、早くこっちに来る！」

「いや、どうもこの靴くつっていう履はき物ものが慣なれなくて……待てっ、僕は泣いてないぞ!?」

　今さら言うか！　と少し前を走るアンリが、肩かた越ごしに振り返って叫さけんだ。不思議なもので、まごつくこちらに苛いら々いらきているくせ、なぜかその表情は楽しげだ。慧けい太た郎ろうは履はき慣なれない革かわ靴ぐつで、それでもなんとか速力を上げると、「早く早くっ」と急せかす彼女の隣となりに並んだ。

「お、なんか急に速くなったわね？　また別人!?」

「本人だよ！　それよりきみは……その、こんな体ていたらくの僕が言うのもあれだけど、随ずい分ぶんと面倒見がいいんだな!?　今も僕のことをいちいち気にかけてくれてる！」

「弟が一人いるのよ。あんたは、さしずめ二人目ね」

「ぐっ……弟扱い……い、いや！　甘んじて受けよう！　手のかかる弟で申し訳ない！」

　まったくよ、と微笑ほほえんだアンリが、次いで上着のポケットから何かを取り出した。掌てのひらサイズの球体だ。彼女はそれを、右折して裏うら路ろ地じに入る間ま際ぎわ、後ろに向けて思いっきり投とう擲てきする。

「後ろを見ちゃ駄だ目め！　走って！」

　なぜ？　という疑問は浮かばなかった。おそらく自分のなかに、既すでにアンリに対する信頼が根づき始めていたからだろう。しかし数秒後、背はい後ごで凄すさまじい閃せん光こうが炸さく裂れつしたときには、さすがに度ど肝ぎもを抜かれた。反射的に回りそうになる首を、大変な労力で以もって前方に固定する。

「な、なんだ!?　今、何か後ろで起きたけど!?」

「手投げ式の閃せん光こう弾だんよ！　持ってて良かった対人用っ！　これで時間を稼かせげるわ！」

　せんこーだん？　聞きき覚おぼえのない武器だ。そんなものがフランスにはあるのか。

「ないってば！　あれは『ウィッチクラフト』なの！」

　ウィッチクラフト──つまり、魔ま女じよの工作物。魔女の業わざ。魔女の知ち識しき。その総称。

　慧太郎は愕がく然ぜんと目を剥むいた。もしや、とは思っていたが、やはり驚おどろきは隠せなかった。

「じゃ、じゃあ……きみはやっぱり魔女ソルシエールなのか!?　昨日はシエルバレにも乗ってたし！」

「そ。でも軍ぐん属ぞくじゃないわよ？　フリーなの、あたし。だから、おいそれと吹ふい聴ちようしないでね。あと、シエルバレ＝魔女って図式は、もう今じゃ全然アテにならないと──」

「そんなことはどうでもいいって！　それよりフリーってことは……つまり、個人で〈蟲ギヴル〉の退たい治じを!?」

「ううん、せいぜい追っ払うくらい。学業の傍かたわら〈蟲ギヴル〉専門のトラブルバスターやっててね。よっぽどの事じ態たいでもない限り、軍は貴重な魔女を出だし渋しぶるから、けっこう儲もうかるのよ」

　魔女、ないし魔ま術じゆつ師しは、いわば〈蟲ギヴル〉に対する切きり札ふだだ、と兄は語っていた。

　かつては秘ひ儀ぎを扱う異い端たんの存在として周囲から白はく眼がん視しされていたが、強大な〈蟲ギヴル〉に魔術が殊ことのほか有効と分かってからは、教会の威い光こうを押おし退のけて彼らは表おもて舞ぶ台たいに上がってきたのだという。今では欧おう米べい諸しよ国こくのどの軍隊も、必ず魔術師を複数人は擁ようしている時代なのだそうだ。

　まさか渡仏早々に、その魔術師──しかも軍属でない、こんな若い魔女に出会うとは。

「きみは……いったい、何者なんだ？　どうして軍人でもないのに〈蟲ギヴル〉と……」

　魔術師は絶対数が少ない。魔術は血で扱うものだからだ。ゆえに、軍は魔術師が発見されると、有無を言わさず身み柄がらを押さえて飼かい慣ならす。つまり軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しが〈蟲ギヴル〉と戦うのは、あくまでそれが命令だからだ。自みずから進んで〈蟲ギヴル〉と関わろうとする者は稀まれだろう。

「単に商売がしたいだけなら、別に〈蟲ギヴル〉専門でなくても構かまわないだろ？」

「もちろん、お金だけが目当てじゃないわ。寧むしろ学術的好奇心を満たすほうが本命よ」

「学術的好奇心？　じゃあ、きみは〈蟲ギヴル〉を研きゅ──」

　言っている途中だった。裏うら路ろ地じの曲がり角から、突とつ然ぜん、大きな人影が飛び出してきたのだ。

　やはり相手は警けい官かんだった。ただし、さきほど遭そう遇ぐうした二人とはまた別の男だ。後方の二人組がさきほど呼んでいた応おう援えんが、首しゆ尾び良よくこちらの先回りを果たしたのだろう。

　新あらたに現れた警官がすかさずアンリの腕うでを掴つかまえ、更さらにその後ろからもう一人、別の警官が登場する。慌あわてて足を止めた慧けい太た郎ろうは、僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたのち、腹はらを決めて相手に踏ふみ込こんだ。

「すみません！　なるべく加減するよう努力しますから！」

　謝あやまりながら、こちらを捕らえようと走り来た警官のみぞおちに、まずは交こう叉さ法ほうで肘ひじ打うちを一発。たったそれだけで相手を昏こん倒とうさせると、次いでアンリを羽は交がい絞じめにしたもう一人の元に向かう。あまりにも呆あつ気けなく相方がやられたことに驚きよう愕がくするその顔へ、鼻を潰つぶさないよう威力を殺した掌しよう底ていを放はなち、怯ひるんだところで緩ゆるまった腕の戒いましめからアンリを奪だつ還かん。彼女を自分の背はい後ごに庇かばいつつ、敵が体勢を立て直す間を与えず、その襟えり首くびを掴んで一いつ本ぽん背ぜ負おいを決めた。

　あっという間に屈くつ強きような警官二人を片づけたこちらへ、アンリが惜おしみない賛さん辞じをくれる。

「す、すごいじゃない、慧太郎！　あんた、刀がなくてもそんなに強いんだ!?」

「いいから行こう、アンリ！　このぶんじゃ、あと他にどれくらい警官がいるか……」

　しかし、言ってるそばから路地の向こうに新あら手てが現れたため、慧太郎もさすがに頬ほおを引ひき攣つらせた。相手を撒まくために隘あい路ろを選んだつもりが、これでは逆に包囲されかねない。

「慧太郎っ、片かたっ端ぱしから千ち切ぎっては投げしちゃいなさい！」

「できるか！　彼らはただ職しよく務むを全まつとうしようとしてるだけの善良な警官だぞ!?」

　あの黒衣の連中の手が国こつ家か警けい察さつにまで及んでいるのだとしても、末まつ端たんの警官たちに咎とががあるわけではない。なるべくなら穏おん便びんに事を済ませたかった。

　慧太郎は路地の両りよう脇わきに並ぶ家々の壁かべを眺め、イチかバチかの荒あら業わざに出ると決意を固める。

「アンリ、悪い！」

「え？　ちょっ、きゃ──」
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　速すみやかにアンリの矮わい躯くを抱きかかえると、次に慧太郎は助走をつけて右の家の壁に跳とんだ。そして、靴くつ底ぞこが壁面を捉とらえた瞬しゆん間かん、今度は反対側の家の壁に跳ちよう躍やくする。そうやって右から左、左から右へと、三角跳びの要よう領りようで宙ちゆうに身体からだを押おし上あげてゆき、ほどなく屋根に到達。抱えていたアンリを降ろしてやると、彼女があんぐりと顎あごを落として、こちらを見上げてきた。

「あ、あんた今、さらっと超ちよう人じん的てきなことを……っ！」

「うん、僕もちょっと驚おどろいてる。さすがに人ひとり抱えてじゃ無理かと思ったんだけど」

「ちょっと驚おどろく程度で済む話!?　バッタも真っ青の跳ちよう躍やく力りよくだったわよ今の!?」

　そんなことを言われても、できてしまったものはしょうがない。ともあれ、足場が悪いため今度は慧けい太た郎ろうがアンリの手を引いて駆かけ出だす。下からは警けい官かんたちの叫さけび声ごえが絶えず響ひびいてきていた。その声から遠ざかるようにして、屋根伝いに宿のある方角へ向かう。

　やがて、ようやく辺りが静かになった頃ころ、不意にアンリがぽつりと言った。

「……あんた、昨日も『彼』の足を斬きってたけど、昔からあんな凄すごい真ま似ねができたわけ？」

　小走りのまま振り返れば、彼女の表情がなぜか昏くらい。慧太郎は首を捻ひねりつつも答えた。

「どうかな。何しろスカラベ・ケプリと遭そう遇ぐうしたのはあれが初めてだったし。二年くらい前、人を喰くおうとしてたアリみたいなやつなら、仕方なく三匹斬ったことがあるんだけど」

「三匹一組スリーマンセルのアリ型で、肉食性の〈蟲ギヴル〉となると……たぶん『小隊アリフオルミ・ペロートン』ね。確かに『彼ら』もけっこう硬かたい種だけど、でもケプリとじゃ甲こう殻かくの厚さが全然……」

　ぶつぶつとアンリが小声で呟つぶやく。やはり彼女は〈蟲ギヴル〉に対する造ぞう詣けいがかなり深いらしい。次いで彼女は、こちらにひどく真剣な眼まな差ざしを向けてきて、

「ね、慧太郎。さっき宿であんた、左目をしきりに気にしてたけど、あれはどうして？」

「？　いや、撃うたれた傷きずがどこにもないのが、単に不思議だったからだよ。昨日は左目がやたらと痛いたんだのに、今日は平気なのも少し引っ掛かってたし」

「痛んだ？　傷もないのに左目が？　でも、今はもうなんともない？」

　やけにしつこく問とい質ただしてくる。訝いぶかしく思いながらも首しゆ肯こうすれば、アンリは顎あごに手を当てて暫しばらく思案げに唸うなったのち、ある種の達観とおぼしき溜ため息いきをついた。

「……ま、いいわ。そっちもあたしが色々調べてあげる。あんた、なんか放っとけないし」

「くっ、やっぱり弟扱い……外国に来てまで僕は弟ッ……」

「ほ～らほら、何またしょげてんの！　さっき甘んじて受けるって宣せん言げんしたでしょ！」

　張り切るように叫さけんだアンリが、次いで手を繋つないだままこちらの前に出る。ここまで落ち込んだり逃げたりで忙しくて特に意い識しきしていなかったけれど、女の子と触れ合っている事実がなんだか急に恥はずかしくなってきた。掌てのひらから伝わる温もりが、こそばゆいやら気持ちいいやら。

「ま、待て！　きみはまだ、僕の質問に答えてないぞ！」

　浮ついた気持ちを誤ご魔ま化かすように大声をあげれば、アンリが「質問？」とおうむ返しした。

「アンリ・ファーブルが、いったい何者なのかっていう話だ！」

「あぁ、それ？　ん～、難しいわね。学生だし、魔ま女じよだし、〈蟲ギヴル〉専門のなんでも屋だし、詩人だし、作曲家だし、本もけっこう出版してるけど……一番の肩かた書がきって何かしら？」

　詩人？　作曲家？　それに本の出版!?　その出で鱈たら目めと言うにもほどがあるだろう多才ぶりに唖あ然ぜんとするが、そんな慧けい太た郎ろうに構かまわずアンリは更さらに衒てらいなく続けた。

「ま、ライフワークが昆こん虫ちゆうと〈蟲ギヴル〉の研究なのは間違いないわね。あたしは『彼ら』の行動観察を主題としてるの。だから──うん、今のところはただの『ムシ好き女』でいいわ」

「そ、そんな大おお雑ざつ把ぱな！」

「なら、慧太郎があたしを見て、勝手に決めてちょーだい」

　素敵なのを期待してるわ♪　とさり気なくウィンクを決めて、アンリが軽い身ごなしで屋根を走ってゆく。そんな彼女に手を引かれる慧太郎は、もはや言葉もなかった。

　不ふ整せい脈みやくはどんどん酷ひどくなる。胸むねもどんどん苦しくなる。




　それから慧太郎たちは宿に戻って荷物を纏まとめると、急ぎチェックアウトを済ませて街まちの郊こう外がいの駐ちゆう機き場じようまで再び走った。幸さいわいにして今度は、誰だれにも発見されることはなかった。

　短い滑かつ走そう路ろに隣りん接せつした駐機場には、数台のシエルバレが停められており、そのなかにはアンリの赤いシエルバレもあった。慧太郎はシエルバレを、軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しを迅じん速そくに〈蟲ギヴル〉がいる場所まで運ぶ乗り物としか思っていなかったため、その光景に少し驚おどろいてしまう。飛行機き械かいはまだ実用化されて歴史が浅く、その殆ほとんどは軍用品なのだ、と兄から聞かされていたからだ。

「ちょっと前まではシエルバレもそうだったわ。何しろ『空飛ぶ箒ほうき』の名前の由来だもの。でも、従来の飛行機より手軽だから、一般にも広めるべきだって考えた連中がいたわけね。それでもまだ値段がバカ高いから、基本的には金持ち専用の乗り物だけど」

　なるほど、と得心する。『シエルバレ＝魔女ではない』とは、そういう意味か。

「あれ？　じゃあ、きみは裕福な家の出なのか？　あ、それとも本の印いん税ぜいで？」

「……まっさか。あたしの実家は極ごく貧ひんだし、本の売り上げだって微び々びたるものよ。このシエルバレは学園の飛ひ術じゆつ部ぶのを借りてるだけ」

　アンリの顔が俄にわかに曇くもったため、慧けい太た郎ろうは慌あわてて「ひ、飛術部って？」と話題を変える。

「その名のとおりよ。今じゃシエルバレの操そう縦じゆうは、馬術やピアノなんかと同じで、芸げい事ごとの一種になりつつあるの。最近じゃ賭かけ事ごと込みのレースまであるんだから。やっぱりイギリスが発はつ祥しようでね、『モータースポーツ』って呼ぶのよ。フランスでも今、すごく盛さかんなのよ？」

　へぇ、と驚おどろいていると、アンリがこちらにスペアの飛ひ行こう帽ぼうを投げて寄よ越こした。続いて彼女は自機のシートに跨またがり、コンソールの下に鍵かぎを差し込んで、蒸じよう気きエンジンに火を入れる。

「さ、早く後ろに乗って。こんな街まちさっさとおさらばしないと」

「いや……けど、この街を出ても他に行くアテがないよ。僕はどこにいても目立つし」

「だいじょーぶよ。あたしに、とっておきの考えがあるから。──え～、ときに秋あき津つ慧太郎クン？　あんた、ちょっと髪かみを解ほどいてみてくれない？」

　髪？　と目が点になる。確かに慧太郎の髪は、男にしては少々長めだ。昼ひる頃ごろ、宿で目め覚ざめたときは解けていたのだけれど、あれから今は再び一本に纏まとめてある。

「なんで？　また結ぶの面倒なんだけど」

「うっさい！　いいから解く！　お返事は!?」

「…………はウいイ」

　なんか尻しりに敷しかれつつあるなぁと思いながらも、言われたとおり結っていた髪を解いた。そうすると自分の黒髪は、だいたい肩かたに掛かる程度の長さだと知れる。

「うっわ、さらさら！　あんた、女の子みたいな髪質してるわね？」

「ほっとけよ！　人が気にしてることをズバズバと……っ！」

「ふふ、かぁいーわよ、慧太郎。……でも、気にしてるならどうして髪を伸ばしてるの？」

　それにはちょっとした理由がある。が、西せい欧おう文化の流入で髷まげはもう古いと主張する薩さつ摩まの維い新しん派はと、それでも武士ならばやはり髷だと譲ゆずらない下級藩はん士しの父、その両者の板挟みになった結果だとはとても言えなかった。慧太郎だって本当なら、さっさと切ってしまいたい。

　アンリは機き上じようからこちらをしげしげと眺めたあと、やがて「やっぱり思ったとおりだわ」と何やら不ふ吉きつな笑えみを浮かべた。端たん的てきに言ってしまえば、まるでイタズラ小こ僧ぞうのような。

「うん、イケルかも？」

「……アンリ、気のせいかな？　僕は今とても嫌いやな予感がしてる」

「勘かんの鋭い弟は、お姉ちゃん嫌きら～い！　さぁ、乗った乗った！　飛ばすわよ！」

「や、だからどこに!?」

　とたまらず訊きけば、飛行帽を被かぶったアンリはびしっと北の方角を指差して、

「もちろん！　我わがくそったれの学まなび舎や、聖カトリーヌ学園に！」




　　　　○




　結論から言おう。嫌いやな予感は的中した。それはもう物の見事に。

　アンリと共にパンマールの街まちを脱出して二日後、慧けい太た郎ろうは聖カトリーヌ学園の二年生の教室で、法衣カソツクにも似た黒い制服を身に纏まとい、あれよあれよと教きよう壇だんの上に立つ羽目になった。

「は～い、注目してくださ～い。今日は～、皆さんに～、新しいお友達を紹しよう介かいしま～す」

　傍かたわらに佇たたずんだ女おんな教きよう師し、シスター・ミレーユが間ま延のびした声で皆に呼びかける。が、呼びかけるまでもなくクラス一同全員が、隠しようもない好奇の視線を遠えん慮りよなく自分に浴あびせていた。

　なぜこうなった？　慧太郎は思う。この期ごに及んで分かり切った問いを何度でも。

「な～んと転入生さんは～、日本からの留学生なので～す。拍はく手しゆしてあげてくださいね～」

　ぱちぱちと疎まばらな拍手が起こる。ミレーユの説明がまったりと続く。そんななか、ただ一人、窓まど際ぎわの一番後ろの席に座った女子生徒だけが、頑かたくなにこちらを見ようとしない。枯かれ葉は色いろの髪かみを有す彼女は、さも興味なさげに頬ほお杖づえをついて、じっと窓の外を眺めている。内心では冷ひや汗あせだらだらの今の自分を、大いに笑っているに違いないのだった。

「では、秋あき津つさ～ん。みんなに挨あい拶さつして～？」

　促うながされ、慧太郎は深呼吸したのち前に進み出た。喉のどは既すでにカラカラに乾ひ上あがり、胃は軋きしむような痛いたみを発している。こちらを注視する幾いくつもの瞳ひとみは、さながら頭を隠して尻しりだけ出したタヌキを見るそれ。この場に限っては自じ意い識しき過か剰じようからくる錯さつ覚かくとも言い切れまい。

　聖カトリーヌ学園は元は修しゆう道どう院いんだったらしいのだが、今はその趣おもむきを大きく変えて貴族たちが通う名門の寄宿学校になっている。いや、より正確に記すなら──

「……初め、まして。日本からやって来ました…………秋津、ケイです」

　麗うるわしき貴族の令れい嬢じようたちが通う、完全男子禁制の名門女子校になっている。

　ゆえに、教室のなかはおろか学園中どこを探してみても、目につくのはただ歳とし若い少女・少女・少女の山。そんな秘密の花園に、今、慧太郎は恥はじを忍しのんで立っていた。

　あろうことか、自身も女生徒に成り済まして、だ。

「…………よろしく、お願い、しま……ぅくっ、う、ううぅぅ……」

「ど、どうしたの～、秋津さ～ん!?　いきなりさめざめと泣き出して～？」

　秋津慧太郎。薩さつ摩まの下級藩はん士しの家に生まれた武士の子。

　日本男児たる者、いつ如い何かなるときも雄お々おしく在あれ──未いまだ実じつ践せんできないまでも、そう自分に言い聞かせ続けて早一六年。流れ着いた異国の地にて、まさかの奇き態たい。

　何度でも何度でも思う。なぜこうなった、と。













　　　　第二章　やって来たのは麗しの園







「──つまり、彼をこの学園で匿かくまえと？」

　だいたいの経けい緯いを話し終えたあと、幾いくぶん間を空けてから彼女は口を開いた。

　決して威い圧あつ的てきな声ではなかったと思う。けれど、それでも慧けい太た郎ろうは微かすかに萎い縮しゆくを覚おぼえた。重厚な執しつ務む机づくえの向こうに座った初老の女性が、どこか形けい容ようし難がたい雰ふん囲い気きの持ち主だったからだ。

　物もの腰ごしは温厚。顔立ちは柔にゆう和わ。隙すきもなく法衣を着込み、たおやかに微笑ほほえむ姿は、いかにも敬けい虔けんなクリスチャン──と、ここまでは良いのだが、なぜか彼女の場合はその笑顔が引っ掛かる。

　なんというか、笑いながら平気で人に無む理り難なん題だいをふっかけてきそうな、そんな有無を言わさぬ曲くせ者ものじみた気配をひしひしと感じるのだ。実際、今、慧太郎の隣となりで佇たたずむアンリなどは、ここに来るまでの道すがら、「一ひと筋すじ縄なわではいかないババァよ」などと評していたっけか。

　マザー・テレーズ。ブルターニュ地方の端はしの端、フランス最古の港町であるイースからほど近い場所に建つ、この聖カトリーヌ学園の学園長が、他ならぬ彼女だった。

　そして、そんなテレーズが発した先の問い掛けに、アンリが我わが意いを得たりと頷うなずく。

「ま、早い話がそういうことね。迷える子こ羊ひつじに手を差さし伸のべるのは、神に仕える者の大事な務めでしょ、マザー」

　机と椅い子すと書しよ棚だな、あとは個人用の祭さい壇だんくらいしか見当たらない質素な学園長室のなか、部屋の主に物もの怖おじする様子も見せないアンリは、年長者に対する礼れい儀ぎもどこへやらだ。しかし、そんな彼女の態たい度どを特に咎とがめるでもなく、テレーズはやんわりと応じた。

「それは時と場合にもよりますね、アンリエット。相手が咎人だというなら、私たちにできることはせいぜい懺ざん悔げを聞くことくらい。罪つみとはまず裁かれるものではなくて？」

「だ～か～ら～、それは今さんざん説明したでしょ？　慧太郎は犯人じゃないんだってば」

「ええ、聞きましたとも。けれど、彼の無実を主張しているのは今のところ貴女あなただけ。その話を裏うらづける証拠は何かあるのですか？」

「血だらけの着物を見せたじゃない。それじゃご不満？」

「殺人犯かもしれない人間、しかも殿との方がたをこの学園に通わせるなどという無茶を通すには、たいがい不充分でしょうね。私を頷かせたければ、もっと旨うま味みのある条件をお出しなさい」

「…………」

　当事者を蚊か帳やの外に置いて、二人のやり取りは続いている。慧太郎は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　パンマールの街まちを出て数時間後、何が何やら分からないままこの学園に連れて来られた慧太郎は、実のところ未いまだに状況がさっぱり呑のみ込こめていない。到着するなり学園長室に踏ふみ込こんだアンリが、自分の冤えん罪ざいにまつわるあれこれをテレーズに曝ばく露ろし始め、更さらにいつの間にか匿かくまうだの匿わないだのという話になっている。さすがに黙だまっているのも限界だった。

「あ、あの……ちょっと、いいかな？」

　おずおずと口を挟むと、アンリとテレーズがきょとんとした表情で、こちらに振り向いた。

「何よ、慧けい太た郎ろう？」「はい、なんでしょう？」

「……いや、答えてくれるのはどちらか一方だけでいいんだけど……いいんですけど。さっきから二人は……その、いったいなんの話を？」

　アンリとテレーズが、やはりきょとんとした表情のまま、互いに顔を見合わせた。やがてテレーズが「どうぞ」と手で促うながし、アンリが再びこちらに向き直って当然のように告げてくる。

「決まってるじゃない。編入についての相談よ」

「？？？　編入？」

　意味が分からず目を瞬しばたたかせる。アンリはあっさりと「そう、編入」と首しゆ肯こうした。

「誰だれが？」

「あんたが」

「……どこに？」

「この学校のクラスに」

「なんで!?」

「都つ合ごうがいいから」

　尋たずねてみても、やっぱり意味が分からない。というか、あらかじめアンリから説明されていた話によれば、確か聖カトリーヌ学園は女子校だったはずなのだけれど。

「こ、この学校には男子科があるのか？」

「ううん、ないけど」

「だったら無理じゃないか！　僕は男だぞ!?」

「でも、これから学校にいるあいだは女の子になるのよ？」

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。さながら奉ぶ行ぎよう所しよで縛しばり首くびを言い渡されたような気分。

　途中から薄うす々うすそうではないかと察していたけれど──つまり、なんだ。彼女はよりにもよって自分に、この自分に……あぁ、駄だ目めだ！　忌いまわし過ぎてその先を考えられない！

「ま、待ってくれっ。というか、ぜひ待て！　わけが分からないぞ、アンリ！」

「分かるわよ。簡かん単たんだわ。あんたがうちの学園に通えば、どっさり利点が生まれるの」

「どんな!?　僕には不利益どっさりの未来しか浮かんでこない！」

　そんなことないってば、とアンリは腰こしに軽く手を添そえ、チッチッチッと指を振って、

「いい？　警けい察さつが追っているのは、あくまで『東洋人の少年』なのよ？　つまり、例たとえ東洋人だとしても対象が『女』なら、それだけで疑うたがいの目は格段に緩ゆるむってわけ」

「それに、うちは基本的に貴族の子女たちが通う学校ですからね」

　反目していたはずのテレーズが、なぜかアンリの意見を擁よう護ごするようなことを口にした。

「ただでさえ世間と隔かく絶ぜつされた全ぜん寮りよう制せいの名門校、更さらに貴族の令れい嬢じようたちが通っているとなれば警けい察さつの方々もそう迂う闊かつには手が出せません。おまけに、この学校にいるあいだは生活に最低限必要な『衣食住』が保証されます。悪い話ではないと思いますよ？　ムッシュ・秋あき津つ」

「や、あの、マザー？　貴女あなたは僕がこの学園に留とどまることに反対していたんじゃ……？」

「あれは単なるポーズです。アンリエットとの取り引きを有利に運ぶためのね。初め気のない素そ振ぶりで、徐々に態たい度どを軟なん化かさせる。交渉事の基本ですよ」

　にっこり笑顔で果てしなく腹はら黒ぐろいことを宣のたまう神の奉仕者。アンリが途と端たんに「……こういう女なのよ」とげんなりした面おも持もちになった。しかし、彼女は続けて更に言う。

「利点ならまだあるわ。もうなんとなく分かってると思うけど、あたしとマザーはちょっとした仲でね。お互い持ちつ持たれつでやってるの。学内では色々と便べん宜ぎも図はかってもらってる。だから、あんたがここの生徒になれば、あたしを通じてあんたも学園最大の権力者から、洩もれなく援えん護ご射しや撃げきが受けられるってわけ。どう？　至いたれり尽つくせりでしょ？」

「い、いや……だけどっ！」

「それとも何？　どっかにアパートでも借りる？　でも、外を迂闊に出歩けないあんたは、その場合、部屋に閉とじ籠こもりっ放ぱなしになるわよね。じゃあ、どうやって犯人を見つけるの？　お金は？　生活は？　あ、もしかしてそれ全部あたしに任せようって魂こん胆たん？　……ふ～ん、慧けい太た郎ろうクンってそういう子だったんだぁ。ふぅぅぅぅん」

「独ひとり合が点てん早いな!?　というか、言い回しに露ろ骨こつな悪意を感じる！」

　なんとかそれだけを反はん駁ばくすれば、アンリはハシバミ色の瞳ひとみを弓なりに細め、

「うん、まぁ別にあたしはそれでもいいんだけどね。あんたを手伝うって言っちゃった手前、途中で投げ出すつもりはないから。──ただ、あんまりあたしに借りを作り過ぎると、例たとえ容よう疑ぎが晴れたとしても、あんたどっちみち日本に帰れなくなるわよ？」

　ぞくり、と肌はだが粟あわ立だった。こちらに流し目をくれるアンリが、なんだか妙に邪よこしまな、それでいて蠱こ誘わく的てきな笑みを浮かべていたからだ。正直、股こ間かんが縮ちぢみ上あがるかと思った。

「……な、なんで？」

「だってそうなったら最後、あんたの人生みんなあたしのものでしょ？」

「………………」

「ふふ。ねえ、慧太郎？　カマキリの雄おすと雌めすの関係って──」

「嫌いやだ嫌だッ聞きたくない！　この流れでそんな意味深な話は絶対に聞かないぞ！」

　耳を押おさえてがたがたと震ふるえ出だしたこちらを見て、アンリが心の底から楽しそうな笑い声をあげる。最悪だ。最悪の、まさしく魔ま女じよだ。もはや疑うたがう余地はあるまい。

　けれど、ここが正念場だった。このまま言い負かされれば、待っているのは死よりも辛つらい現実だ。慧太郎は意を決して、今まで避さけていたその言葉を口にする。

「だ、だいたい！　筋すじは通っていても、根本的なところで障害があるだろ!?　何度も言うが僕は男なんだぞ!?　いくら、その……お、女の格かつ好こうをしたって、すぐバレるに決まってる！」

　そこで、アンリとテレーズが再びきょとんとした表情になって、互いに顔を見合わせた。そしてほどなく、二人は同時にこちらへ振り返ると、

「「大丈夫。全然へっちゃらよ」」

　異い口く同どう音おんに、そんなちっとも嬉うれしくない太たい鼓こ判ばんを押おしてくれた。




　　　　○




　またもや結論から言おう。へっちゃらだった。それはもう男の沽こ券けんが危あやぶまれるほどに。

「まぁ、なんて綺き麗れいな髪かみなのかしら！　黒髪というのも素敵ですわね」

「わたくし、日本の方と初めてお話しますの。ぜひ仲良くしてくださいましね」

「ケイ様とお呼びしても良いかしら？　ケイ様は、とても背せが高くていらっしゃるのね」

「フランスにはいつ頃ごろお着きに？　さぞ長旅だったでしょう」

　一時間目の授業が終わったあと、さっそくとばかりに近くに寄ってきた少女たちが、きゃいきゃいと黄色い声をあげる。同年代の、しかし自分とはまったく異なる生き物に囲まれ退路さえない慧けい太た郎ろうは、彼女たちの相手をしているだけで早くも強い疲労感に苛さいなまれつつあった。

「……あ、あはは……そう、だね……」

　無ぶ難なんに受け答えしつつも思う。股またがスースーと頼りない女物の制服を着て、こうして髪を解ほどいて座っているだけで、なぜ誰だれも気づいてくれないのか、と半なかば筋すじ違ちがいな怒りさえ抱いて。

　初めはいつ男だとバレるか気が気ではなかった。が、いくら待てども少女たちの口から聞こえてくるのは、綺麗だの美しいだのといった無ぶ礼れい千せん万ばんな褒ほめ言葉ばかり。どうやら『男にしては』細身で上うわ背ぜいもなくそのうえ中性的な顔立ちの慧太郎は、ここだと『女にしては』多少がっしりしているし長身だけれど厳きびしい面おも持もちと相あい俟まってそこが凜り々りしくて素敵っ、という武士の子としてはあんまりな評価になるらしいのだ。甚はなはだ遺い憾かんなことに。

　つまり、しつこく繰くり返かえすようだが、全然へっちゃらなのだった。

　誰も『秋あき津つケイ』が本当は『慧太郎』なる名前の男子であるなど疑うたがいもしない。

　故郷でも何かにつけて周囲から、男らしさが足りない云うん々ぬんと揶や揄ゆされることはあったけれど、さすがにこの結果はちょっとショックだった。

「……そんな馬ば鹿かな。いくらなんでも一人くらい……」

　そう思うも、教室にいる二〇名余りの生徒たちは、こちらを遠巻きにしている者も含ふくめ、やはり誰も慧太郎の正体に奇き異いを抱いているふうはない。皆が皆、一様に金きん髪ぱつで白い肌はだのためか、どうしても黒目黒髪という慧太郎の風変わりな容姿ばかりが気になるようなのだ。おまけに貴族らしく美形揃ぞろいなものだから、辺りから漂ただよってくるなんともいえない『女の子の香り』の、その生なま々なましさといったらない。おかげで慧けい太た郎ろうは、先せん刻こくからびくびくしっぱなしだ。

　男だとバレたら一巻の終わり。でも、バレなかったらバレなかったで心が痛いたい。

　悩ましい状況だった。現実を取るか、理想を取るか。そう、それが問題だ。

「う、うぅ……」

「あら、どうかなさいまして、ケイ様？　どこかお身体からだの具合でも？」

「へ？　あ、あぁいや……だ、大丈夫。うん、僕なら大丈夫だから……」

「「「「──『僕』？」」」」

　しまった。ここまで特に演技を迫せまられる場面がなかったため、つい普通に応じてしまった。

　これはマズイ。さすがにバレる。バレなきゃおかしい。と、そう観念しながらも、やや期待して周まわりの反応を窺うかがっていると、果たして少女たちは小さく円えん陣じんを組み、

「……ねぇ、今の聞きまして皆様？」

「『僕』ですってよ、『僕』！　あぁ、まるで殿との方がたのよう」

「女の子なのに『僕』！　決めたわ、僕ぼくっ娘こと呼びましょう！」

「でも、なぜかしら？　凜り々りしいケイ様には不思議と──」

「「「「ええ、合っていますわね」」」」

　なんで簡かん単たんに納得するんだ！　慧太郎はそう叫さけびたいのをぐっと堪こらえた。そして代わりに背はい後ごを振り返ると、自分をこんな苦境に叩たたき込こんでくれた元げん凶きようへ、恨うらみがましい視線を向ける。

　前から二番目の席になった慧太郎の左斜め後方、窓まど際ぎわの列の最さい後こう尾びにアンリはいた。

　やはり昨日までとは打って変わった物もの憂うげな表情で、周囲の騒さわぎなどまるで意に介かいさず窓の外を眺めている。どうやらこちらを助けてくれる気はないらしい。まだ数日のつき合いだけれど、自分の困っている姿を彼女が密ひそかに楽しんでいるのは間違いないことのように思われた。

「くっ……僕は断固抗こう議ぎするぞ、この扱い……っ！」

　そう小声で毒づくあいだも、クラスメイトたちの質問攻めは続く。親から蝶ちようよ花よと大事に育てられ、厳きびしい校則が敷しかれた学園に入れられた反動か、『日本人の留学生』という降ふって湧わいた存在が、彼女たちの目には殊ことのほか物もの珍めずらしく映うつるらしい。

　慧太郎は茹ゆだり始めた頭で、ふと昔のことを思い出した。兄に強引に連れて行かれた遊ゆう郭かくでの一幕だ。あのときも自分は今と同じように華はなやかな女性たちに囲まれ、初う心ぶな性格を散々にからかわれ続けた。そしてその結果、遂ついには恥はずかしさの余り鼻血を吹いて失神し、兄に背せ負おわれて朝帰りを果たす羽目になったのだ。もうあんな醜しゆう態たいは晒さらしたくないものだけれど。

　だが、捨てる神あれば拾う神あり。そのとき救いの主が現れた。

「いい加減にしなさい、貴女あなたたち。彼女が困っている」

　やたらと滑かつ舌ぜつのいい発音で、何者かが静かに叱しつ責せきを飛ばす。直後、姦かしましかった少女たちが、一いつ斉せいにしゅんと黙だまり込こんだ。慧太郎はその見事な手て際ぎわに驚おどろき、声のしたほうを振り返る。

　他の生徒たちと同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、けれど周囲とは明らかに一線を画かくす存在感の持ち主が、自分の席のすぐ後ろに颯さつ爽そうと佇たたずんでいた。

　美しい少女だった。溌はつ剌らつたる自立を『強さ』として体現していたアンリともまたタイプが違う、古いにしえの女おんな騎き士しとでも称すべき清せい廉れん潔けつ白ぱくな『強さ』を感じさせる麗れい人じんだった。

　女らしさと精せい悍かんさを見事に同居させた立ち姿と、頭の後ろで編んで小さく纏まとめた長い髪かみが、なおさらその印象に拍はく車しやをかける。笑えばさぞや魅み力りよく的てきだろう可か憐れんな面おも差ざしは、しかし残念なことに今は眉まゆをきりりと吊つり上あげ、多少の不快感を露あらわにしていた。

「ク、クロエ様……」

　女生徒の一人が呟つぶやいた。クロエという名前らしい少女が、嘆たん息そくをついたのちそれに応こたえる。

「……貴女あなたたちの気持ちも分からなくはありません。ですが、彼女はまだフランスを訪れて日が浅い。そう性急に根掘り葉掘り問とい質ただしては、この国の貴族は礼れい儀ぎに悖もとると思われても仕方がないでしょう。貴女たちはそれでも構かまわないのですか？」

「い、いえ！　決してそのようなことは……っ！」

「なら慎つつしみなさい。──大丈夫。心配しなくても、ケイとわたしたちは今日から級友となるのです。彼女に日本の話を伺うかがう機き会かいは、これから幾いくらでもあるでしょう」

　最後に纏っていた険けんを僅わずかに和やわらげ、安心させるように微笑ほほえんでみせるクロエ。途と端たん、少女たちが今しがたまでの沈しずみようもどこへやら、一気に舞まい上あがったのが表情で分かった。

　少女たちが嬉うれしそうに席へ戻ってゆく。代わりに、今度はクロエが慧けい太た郎ろうの前に立った。

「──許してください、ケイ。彼女たちは少し浮かれているのです。今、ヨーロッパは空前の日本ブームジヤポニスムに沸わいているものですから」

「え？　あ、うん。それはもちろん許すけど……でも、じゃぽにすむ？」

　成り行きについていけず、たどたどしくそう尋たずねれば、クロエは頬ほおを緩ゆるめて言った。

「知りませんか？　日本の文化が好まれる風ふう潮ちようのことです。西せい欧おうとは何もかもが違う貴女の国に、今やヨーロッパ全土が憧あこがれを抱いている。フランスも例外ではありません」

「あぁ、なるほど。そうか、だから彼女たちもあんなに……」

「ええ、大変お見苦しいところをお見せしました。やはり不快にさせましたか？」

「い、いやいや。それに関しては本当に気にしてないから。……あ～、それよりも、ね」

「？　はい」

「その、なんだ。きみはいったい誰だれなのかなぁ、とか……」

　クロエが目をぱちくりさせた。そうしていると、これまで騎士然としていた彼女が、たちまち可愛かわいらしい姫君に変身する。なんともあどけない表情だった。けれど、僅かに女の子らしい隙すきを覗のぞかせたのも束つかの間ま、今度は湯気を立たち昇のぼらせんばかりの勢いで顔を紅潮させ、

「す、すすすみません、ケイ！　わたしはなんて不作法をっ」

「え？　いや、別にそんな畏かしこまらなくても……」

「くっ、いけない……っ！　これでは彼女たちと同じだ！　級長としての面めん目もくが──ハッ！　そ、そういえばわたしは、貴女あなたになんの許可もなく『ケイ』などと馴なれ馴なれしく!?」

「だ、だからいいってば！　名前なんて好きに呼んでくれて構かまわないから！」

　怒ど涛とうの狼ろう狽ばいっぷりを見せるクロエを、どぅどぅとなんとか落ち着かせる。なんだか、すごく親近感が湧わいた。が、暫しばらく経たったのち、彼女はゴホンと咳せき払ばらいを一つして、

「……し、失礼しました。自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたね。わたしはクロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクラン。このクラスの級長を務めています」

　と、まだ恥はずかしそうにしつつも、ようやく名前を教えてくれた。

　級長、というのは、おそらくクラスを纏まとめるリーダーのことだろう。日本には私し塾じゆくはあっても、学校と呼べるほどの教育機き関かんは存在しなかったため、断言はできないけれど。

「丁重な挨あい拶さつ、痛いたみ入いる。──や、さっきは助かったよ。えっと、ロシュジャクラン？」

「『クロエ』で構かまいません、ケイ。貴女はこうしてファーストネームで呼ぶことを、わたしに許してくれたのですから。それに、わたしも気安い関係のほうが望ましい」

　気安くと言う割に、随ずい分ぶんと堅苦しい口調だったが、生き真ま面じ目めな慧けい太た郎ろうとしては寧むしろやり易やすかった。握あく手しゆを求められたので、当然それにも応じる。そこでふと「おや？」と眉まゆを顰ひそめた。

　クロエの掌てのひらの皮が、思いのほか厚かったからだ。それに、指のつけ根のあたりには硬かたい肉た刺こまで出来ている。しかも小指に行くほど大きい。慧太郎の掌と作りがよく似ていた。

　だから分かった。そしてクロエも気づいたのだろう。ほぅ、と唇くちびるから感かん嘆たんの声が洩もれる。

「不ぶ躾しつけですが、ケイ。ひょっとして貴女は──」

「うん。たぶん、きみが思っているとおりだ」

「──では、やはり何かおやりに？」

　何か、と暈ぼかした言い回しではあったものの、お互いそれがなんなのかは見当がついていた。

「サムライ、ですね。日本における騎き士しと同義なのだと人ひと伝づてに聞いたことがあります。これはいよいよ会えて光栄だ、ケイ」

「こちらこそだよ、クロエ。本物の騎士と友ゆう誼ぎを持てて僕も嬉うれしい」

　固く握手を交わし、無言のまま「いずれ手合わせを」と意思の疎そ通つうを図はかる。まだ会ったばかりだけれど、彼女とは通ずるものを感じた。仲良くできそうな気がする。

　ほどなく、次の授業の鐘かねが鳴った。クロエは「では、またのちほど」とにこやかに去っていき、慧太郎は比較的簡かん単たんにクラスに馴な染じめそうなことに、複ふく雑ざつな心境に囚とらわれながらもホッと息をつく。そして、なんとはなしにもう一度だけ、肩かた越ごしに背はい後ごを振り返ってみた。

　アンリは相変わらずそっぽを向いていた。こちらの視線に気づいていないはずもないのに、どうしてか頑かたくなに自分と目を合わせようとしない。ただ、その横顔はさっきまでと比べて、どこか不ふ機き嫌げんそうに見えた。あくまで、そんな気がするという程度の話ではあるのだけれど。

「……まさか、このままずっと僕を無視し続ける気じゃないだろうな？」

　つい不満が口を衝ついて出た。女生徒として学園に編入させられた件は、まぁ今の自分の立場上しょうがないにしても、ここまで執しつ拗ように存在を黙もく殺さつし続けるのはさすがにひどいと思う。

　だが、結局その後もアンリは、こちらに一いち瞥べつすら寄よ越こそうとはしなかった。




　午前の授業がすべて終わり、やがて待ちに待った昼休み。

　教きよう師しが退出するやいなや、慧けい太た郎ろうはすかさず席を立った。もちろん、アンリにちょっと文句を言ってやるためだ。けれど、当の彼女はなぜか手にバスケットを持って、そそくさと教室をあとにしてしまう。慧太郎も慌あわててそれを追った。

「アンリ！」

　戸口から廊ろう下かに出てすぐ、まだ近くにいた目当ての背せ中なかに呼びかければ、一いつ瞬しゆん、細い肩かたがびくりと跳はねた。ややあってから、彼女が意を決したように、こちらに向き直る。

　改めて校内で対たい峙じしたアンリ・ファーブルは、やはりいつもとは別人のようだった。

　法衣カソツクを模もした黒い制服など着ているからだろうか？　出会ってから常に感じていた活発な印象が鳴りを潜ひそめ、今は静せい謐ひつでどこか冷めた気配を発している。自分を映うつす澄すんだ瞳ひとみの、なんとも言えない白けた感触に、慧太郎はひどくたじろいだ。

「……なに？　留学生があたしになんの用？」

　声も違う。まったく温かみが感じられない。意図して感情を抑おさえ込こんだようなそれは、自分を『あんた』呼ばわりして憚はばからなかった、アンリの朗ほがらかな声音とは似ても似つかなかった。

「あ、い、いや……用というか、なんというか……」

「焦じれったいわね。用がないなら話しかけないでくれる？　悪いけど急いでるの」

「ま、待ってくれ！　僕はただ、さっきまでのきみの態たい度どについて……っ！」

「態度？」

　アンリが胡う乱ろんげに顔をしかめた。こっちはお前に関心などない。そう言わんばかりの風ふ情ぜいで。

　それを見て慧太郎は、もしかすれば──と、ここに来てようやく思い至った。

　もしかすれば、彼女は茶目っ気から自分のことを、ああも無視していたのではなかったのかもしれない。秋あき津つ慧太郎の困こん窮きゆうに見て見ぬふりを続けたのは、持ち前の性格からそれを楽しんでいたからではなく、ただ本当に自分のすべてに興味がなかっただけではないのか？

　そんな、ひどく寒々しい可能性に、今ようやく思い至ったのだ。

「……もう行くわ」

　こちらの返事がないことに見切りをつけたのか、アンリがぶっきらぼうに告げて去ってゆく。慧太郎は彼女を呼び止めることもできず、廊下で独ひとり凍こごえるように立たち尽つくした。

　港町で甲か斐い甲が斐いしく自分の世話を焼いてくれたアンリ。小こ柄がらなくせにすぐお姉さんぶっていたアンリ。人ひと懐なつっこくて少し意地悪で、けれどとても愛らしいアンリ・ファーブル。

　掴つかみかけていたその人物像が、脆もろくも崩くずれ去さってゆく。自分が見ていた『アンリ』など、本当は全部、ただの夢ゆめだったのではないか？　今となってはそんな気さえした。

「…………」

　衝しよう撃げきのあまり一歩も動けない自分を、遠ざかるアンリがちらりと顧かえりみた。その両目に僅わずかに逡しゆん巡じゆんめいたものが生まれる。やがて彼女は肩かたを落として大きく溜ため息いき。くるりと反転すると、肩を怒らせてこちらに戻って来て、何事かと驚おどろく慧けい太た郎ろうに素早く顔を寄せた。

「……あ～もう！　そんな捨てられたアブラムシみたいな顔しないっ、慧太郎！」

　そっと耳打ちで齎もたらされた叱しつ咤たは、紛まぎれもなく『アンリ』の言い様だった。

　慧太郎は自分でもびっくりするくらい嬉うれしくなって、長いおあずけ食らったのち、ようやく餌えさを与えてもらった犬みたいに、伏ふせていた顔をバッと上げてしまった。

「ア、アンリ！」

「うっさい黙だまるっ。事情はあとで説明してあげるから、とりあえず今はこれだけ押おさえておくの！　いい？　他の連中が見ている前では、あたしに学内で話しかけないこと。分かった？」

「なっ……」

「初日からあんたに対する心象を悪くしたくないのよっ。約束したからね！」

　困惑に困惑を重ねる慧太郎を余よ所そに、アンリはそこまで早口に言い切ると、今度こそ速すみやかに踵きびすを返してしまう。狐きつねに摘つままれたような気分、とはまさにこのことだった。

　胸むねの喪そう失しつ感かんは、もうない。それは大変喜ばしい。けれど、今度は別の疑問が慧太郎のなかで鎌かま首くびをもたげつつあった。彼女はなぜ、あんなことを言ったのだろう？

　幾いく度どとなく首を捻ひねりながらも、とにかく教室に戻ろうと後ろを振り返る。が、そこで遅おそ蒔まきながら気づいた。自分がいつの間にか、クラスメイトたちの注目を浴あびていたことに。

　これまでとは違う。教室のなかから向けられてくる視線は、明らかに好奇心以外の感情をも含ふくんでいた。不ふ審しんや疑ぎ惑わく、嫌けん忌きといった負のそれだ。慧太郎は俄にわかに動どう揺ようした。

「──ケイ」

　クラスを代表するように、クロエが廊ろう下かまで出てきて呼びかけてくる。相次ぐ異変に戸と惑まどう慧太郎の前で、彼女は持ち前の毅き然ぜんとした態たい度ども忘れ、ほとほと歯切れ悪く続けた。

「貴女あなたは、その……ひょっとして、アンリエット・ファーブルとお知り合いなのですか？」

「……うん。入にゆう寮りようするとき偶ぐう然ぜんね。彼女に部屋の場所を教えてもらったんだよ」

　もし誰だれかに自分との関係を訊きかれたらそう答えろ、と事前にアンリから言いい含ふくめられていたため、でまかせは案外すんなりと口から出てきた。クロエの緊きん張ちようしていた面おも持もちが安あん堵どに和やわらぎ、声が聞こえたのだろう他の生徒たちも、如実に胸を撫なで下おろしたような顔つきになる。

「そうでしたか。いえ、それならいいのです。お手間を取らせました」

「…………」

「あぁ、ケイ。もし宜よろしければ食堂に行ってみませんか？　我わが校こうの学食はなかなかに凝こっている。行き帰りがてら、貴女に校内も案内して差し上げたいのです」

「うん、それはもちろんありがたい。ありがたいけど……でも、その前にいいかな？」

　はい？　と訊きき返かえしてくるクロエを伴ともなって、慧けい太た郎ろうは少し場所を移すことにした。クラスメイトたちの目を避さけるためだ。やがて教室から幾いくぶん距きよ離りを置いたところで、

「──単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊くけど、アンリエットってどういう生徒なんだ？」

　声量を落としてそう尋たずねた。途と端たん、クロエが困ったように柳りゆう眉びをきゅっと寄せる。

「彼女は……ええ、とても優ゆう秀しゆうな生徒です。学業はもちろんですが、特に音楽的な感性がずば抜けている。その才能を買われ、学園の聖せい歌か隊たいに入ることを条件に学費の免めん除じよを──」

「知ってる。本人から聞いたよ。だから、あんまり裕福じゃない家の出なのに、きみたち貴族に混じってこの学園に通ってるんだろ？　それに飛ひ術じゆつ部ぶにも所属してて、やっぱりそっちでも優秀な成せい績せきを収めてる。でも、僕が知りたいのはそんなことじゃないんだ」

　分かるだろ？　と目線で問いかければ、彼女はあわあわと胸むねの前で手を振った。

「わ、わたしは、級長ですからっ。軽々しくクラスメイトについて語るなどとても……」

「そこを曲げて頼む。きみの所感でいいんだ、クロエ。正しよう味みのところを聞かせてくれ」

　こちらに退ひく気がないと分かったのだろう。長らく迷ったあと、不承不承の体ていでクロエが薄うすい唇くちびるを開く。気重げに語られた彼女のアンリ像は、まずこんな言葉から始まった。

「…………甚はなはだ協きよう調ちよう性せいを欠いた問題児です。おそらく彼女は、わたしたち貴族のことが嫌きらいで仕方がないのだと思います」




　　　　○




　アンリは慧太郎を教室に残し、毎度のように図書館にやって来た。

　さすが貴族の令れい嬢じようたちが通う学校というべきか、聖カトリーヌ学園はとにかく広い。広大な敷しき地ちには校舎以外にも、学がく生せい寮りようやカフェテリア風の食堂、チャペルといった幾つもの建物が並び、果てはなんとシエルバレの飛行場まで備そなわっている。そんな学園だから、やはり校舎の別べつ棟とうとして建てられた図書館も立派なもので、その蔵書量たるや凄すさまじいの一言だった。

　アンリが鼻持ちならない貴族サマの巣すに単身飛び込んだのは、ひとえに学費免除とシエルバレの操そう縦じゆう技ぎ能のうの修しゆう得とく、そしてこの大図書館こそが目的だったからだ。秘密の合あい鍵かぎで扉とびらを開けてなかに入れば、今日も変わらず知ち識しきと教養の微び醺くんが、自分を穏おだやかに包み込んでくれる。

　二階建ての吹き抜け構造になった薄うす暗ぐらい館内、整然と列を為なす本ほん棚だなの迷路を抜けると、やがて長なが机づくえと椅い子すが並んだ読書スペースに辿たどり着ついた。窓のカーテンが開けられ、仄ほのかに陽光が差し込む一画には、着席して独ひとり黙もく々もくと本を読み続ける、等身大のビスクドールの姿がある。

　アンリはそのビスクドールに話しかけた。呆あきれ半分、感心半分の、飾らない地の口調で。

「うわ。やっぱり今日もあたしより先にいた。あんた、また授業サボったでしょ？」

「ええ」

　ビスクドールが抑よく揚ようなく答える。相変わらず気のない返事だった。最近では自動人形オートマタだってもう少し達者に喋しやべるというのに。アンリは肩かたを竦すくめて、彼女の対面に腰こしを降ろす。

「あんたがあたしと同じように、マザーと色々取り引きしてるのは知ってるけど、お目こぼしにも限度があるわよ、マルティナ。他の教きよう師しにインネンつけられても知らないから」

「手遅れよ」

　マルティナ・ロセリーニの返答は常に簡かん潔けつだ。あの慧けい太た郎ろうと同じ、フランスでは珍めずらしい黒い目と髪かみを有すこのサルデーニャ王国からの留学生は、万事において無む駄だを嫌きらう。授業でやる内容など既すでに知っているから無駄、と多くの場合ここで日がな一日、本を読よみ耽ふけっている始末だ。

　そのスタンスは彼女の雰ふん囲い気きにもよく表れていた。ちんまい背せ丈たけに眼鏡めがねを掛けた愛らしい目鼻立ち、と優すぐれた容姿にも拘かかわらず、感情の瑞みず々みずしさがごっそり抜け落ちているせいで、どうにも人形じみて見えるのだ。喜き怒ど哀あい楽らくは無駄の極きよく致ち──それがマルティナの自論なのだった。

「ま、いいけどね。あんたがそれで構かまわないなら」

「構わないわ」

「あそ。じゃ、あたしはいつもどおり、ここで昼食にさせてもらうけど、問題ない？」

「問題ないわ」

「あはは、言うと思った。ちなみにあんた、今日のお昼ご飯は？」

「そこのサンドイッチ」

「……な～んであたしのバスケットを指差すかなぁ」

　本に没ぼつ頭とうしたままこちらに目線の一つもくれず、ちゃっかり昼飯だけご馳ち走そうになろうとは太い奴やつだ。まぁ、アンリはマルティナのこういうブレない姿勢が割と気に入っているので、生来の世話焼きな気質も相あい俟まって仕方なくトマトサンドをあげるのだけれど。

　留学生、しかも孤こ児じだと言うから、なんとなく関わりを持ち始めた相手だが、アンリは未いまだにマルティナを友達と呼んでいいのかどうか判断に迷うことがある。金持ちだらけのこの学園において、自分の数少ない話し相手なのは間違いない。ただ、彼女はあまりにも謎なぞが多過ぎた。

「って、うわわ。あんた口の周りに食たべ滓かすついてる！　べとべとついてるってば……っ！」

「構わないわ」

「いや、そこは構っときなさいよ!?」

「なら拭ふいて」

「あたしが!?　どうしてあたしが！　づあ～っ、手のかかる！」

　なんで自分の周まわりは、こんな難なん儀ぎな子ばかりなのだろう？　アンリは心の底からそう思った。




　　　　○




　扉とびらをノックして室内に入ると、場違いなほど明るい声が自分を歓かん迎げいしてくれた。

「いらっしゃ～い！　よく来たわね、慧けい太た郎ろうっ」

　ずるっ、と思わずコケかける。昼間、校内で見たときとはあまりに異なるアンリの態たい度どに、慧太郎はいっとき激はげしい脱力感を覚おぼえた。

　太陽は既すでにとっぷりと沈しずみ、あともう二時間もすれば全室消しよう灯とうとなる時刻。アパートメント代わりに入居したばかりの学がく生せい寮りようで、慧太郎はアンリ・ファーブルの部屋を訪れていた。その理由は言わずもがな、約束どおり昼間の一件について説明してもらうためだ。

「……まったく、きみって奴やつは。やっぱり僕をからかってるんじゃないだろうな？」

「ま、生意気な子っ。そんなわけないでしょ？　ほらほら！　いいから入った入った！」

「はぁ……もういいよ。それで僕はいったいどこに座れば？」

　聖カトリーヌ学園の学生寮は全室個室だ。そしてアンリの部屋は、簡単に言ってしまえば足の踏ふみ場ばにも困る有あり様さまだった。何かの書類やら本やらが秩序なく床に散乱し、昆こん虫ちゆうや花の標ひよう本ほんまで無造作にそこらへ転ころがしてある。間取りや家具は基本的に慧太郎の部屋と同じだから、アンリが机つくえとセットの椅い子すを占せん有ゆうしてしまえば、あとはもう座れる場所といったら──

「ベッドにどうぞ」

「ぐっ、やっぱりか……」

　しゅたっ、と手で示されてしまったため、渋しぶ々しぶベッドの上に浅く腰こし掛かける。こんな時刻に異性の部屋を訪れるというだけでも、日本男児の風上にも置けないのに、そのうえ女の子の寝しん具ぐにまで触れてしまうとは。このフランスで一生ぶんの不覚を使い切りそうな気配だった。

「あ、ちなみにベッドの匂においを嗅かいだりしたら、容よう赦しやなくコイツが火を吹くからね？」

「だ、だだ誰だれが嗅ぐか！　というか、鉄てつ砲ぽうを手に取るんじゃない！」

　机に置かれていた短たん筒づつの銃じゆう把はをさりげなく握にぎったアンリは、想像していたよりもずっと女の子らしい寝ね間ま着きを身に着けていた。フリルの沢山ついたふわふわのワンピースから覗のぞく、白い鎖さ骨こつや薄うすい胸むねの谷間が非常に目の毒だ。斯かく言いう慧太郎は、男女どちらでも通りそうな質素な服を着用している。昨日、学園の城下町とでもいうべき古都イースで、生活に必要なものを一通り買かい揃そろえてきたのだ。無論、すべてアンリの貸しで。

「……うぅ、こういうの僕の故郷では『ヒモ』って呼ぶんだよなぁ」

「ふふん、女に貢みつがせるなんて男おとこ冥みよう利りに尽つきるじゃない。よっ、この色男！」

「嬉うれしくないよ！　そ、それより……昼間のことをそろそろ聞かせてくれないか？」

「うん、まぁいいけど。でも、もうその必要もないんじゃない？　どうせ、あの堅かた物ぶつ女おんなあたりから、だいたいの話は聞いたんでしょ？　あんた、あいつと意気投合してたし」

　なぜか不服そうに唇くちびるを尖とがらせながらアンリが言う。彼女の推すい測そくは当たっていた。

「……きみが協きよう調ちよう性せいに欠けてて、何かにつけて単独行動ばかり取って、そのうえ他の生徒とよく揉もめ事ごとを起こして、特に級長のクロエとは頻ひん繁ぱんに衝しよう突とつしてるっていう話は聞いたよ」

「ふん、騎き士し気取りのあの女らしい、毒にも薬にもならない言い様ね。他には？」

「あと……きみは、もしかしたら貴族が嫌きらいなのかも、と」

「違うわ。金持ちが嫌いなのよ」

　アンリの声が意い固こ地じな響ひびきを伴ともなった。このあたりの話が彼女にとって鬼き門もんらしいのは、そろそろ慧けい太た郎ろうも気づき始めている。そして、彼女が「嫌われ者の自分と一緒にいれば、慧太郎が編入早々に立場をなくすかもしれない」と気を遣つかってくれたことも既すでに察しはついていた。事前になんの説明もなかったのも今なら納得だ。自分からは些いささか切り出しにくい話だろう。

　ゆえに、慧太郎も慎しん重ちように口を開いた。訊きいてもいいものかどうか、かなり思い悩んでから。

「なあ、アンリ。きみは、その……ひょっとして友達がいないのか？」

「フンコロガシは親友よ？」

「せめて哺ほ乳にゆう類るいからは見み繕つくろえなかったのか!?」

　人類で、とまでは言わないから。

「フンコロガシに限らず、昆こん虫ちゆうと〈蟲ギヴル〉はみんなあたしにとって友達ね。まぁ、結婚したいとまでは思ってないけど」

「思ってたら、ちょっと引くよ」

「いやぁ、ちっちゃいとき少しだけ迷ったことはあったのよねー」

　あったんだ。自分の『遊ゆう郭かく気絶事件』に匹ひつ敵てきする残念な過去だな、それ。

　けれどもまぁ、こんな答えが返ってくるあたり、やはりアンリが学内で孤こ立りつしているのは間違いないらしい。慧太郎としては少し切なくなる話だった。これがもし周まわりのほうに咎とががあるなら、大恩ある彼女のため一ひと肌はだだろうが二肌だろうが脱ぬぐ所存だが、根本的な原因は彼女のなかにある富裕層への敵てき愾がい心しんだ。迂う闊かつに手を出していい案件ではない気がした。

　だって、慧太郎には分かるのだ。周囲から白はく眼がん視しされる者の気持ちが。如何いかんともし難がたい自業によって輪からはみ出してしまう厄やつ介かい者ものの在あり方かたが。

　何事にも力が及ばず、当主に能あたわじと故郷で評されていた、この自分には。

「慧太郎、どうしたの？　難しい顔しちゃって」

「……ぇ？　あ、あぁ、いや……なんでも、ない」

　頭を振って雑念を散らす。気を取り直して話題を変えることにした。

「ところでアンリ。僕は今さっき大変なことに気づいてしまったんだ」

「え、何よ急に？　改まって」

「風呂だよ！　隣りん室しつの生徒に聞いたんだ！　この学校、風呂は二日に一度らしいけど、あるのは大浴場だけだそうじゃないか！　しかも学年ごとに時間厳げん守しゆで湯に浸つかるって！」

「良かったじゃない。役得よ、役得っ♪」

「そ、そそそそういうことが言いたいわけじゃないッ！」

　いや、それも大いに問題ではあるのだけれど。しかし、それ以上に重要なのは、裸はだかのつき合いなどすれば、自分の性別が一発で皆に看かん破ぱされてしまうということだ。

「ん～、確かにあんたが服の下に隠し持ってる、そのマスケット銃じゆうを晒さらすのはちとマズイか。よし、分かった。何か魔ま術じゆつ薬やくを調合してあげる。簡単な幻げん覚かく系けいでなんとかなるでしょ」

「幻覚？　へぇ、すごいな。魔ま女じよってそんなことまでできるんだ」

　感心すると同時、ずっと気になっていたことがふと思い出され、なんとなく尋たずねてみた。

「……というか、そもそもきみは魔術なんてどこで覚おぼえたんだ？」

〈蟲ギヴル〉の出現で俄にわかに脚きやつ光こうを浴あびた魔術師たちは、その本ほん懐かいである〈蟲ギヴル〉の駆く除じよの他にも、持ち前の秘術を活いかして社会に多くの貢こう献けんを果たした。〈蟲ギヴル〉の化石の液体燃料化、蒸じよう気き機き関かんの超ちよう小こ型がた化か、より人間的になった自動人形オートマタ、電気・水道・ガスの広域供給システム──どれも彼らの錬れん金きん術じゆつがなければ、とても短期間では実現し得なかったものばかりだ。

　しかし、いかんせん魔術師は数が少ない。多くの秘ひ儀ぎが血で行使されるからなのも理由の一つだが、そもそも彼らは一昔前なら十字教の弾だん圧あつに晒される日ひ陰かげ者ものに過ぎなかったのだ。

　細々と一部の者にのみ伝えられてきた技術体系があまりにも特とく殊しゆ過ぎるため、例たとえ国が魔術の素そ養ようを持つ者を発掘しても習しゆう熟じゆくまでに相当な時間を要してしまう。アンリの若さで魔女を自称するには、よほど恵まれた才能と環かん境きよう、そして何より優ゆう秀しゆうな師しが必要だろう。

「生まれは一般の家庭なんだろ？　魔術を習う機会なんて、そうあるとは思えないんだけど」

「ん～、あたしの場合、殆ほとんど偶ぐう然ぜんみたいなものかなぁ。昔、サン・レオンの実家から、マラヴェルにあるお祖じ父いちゃんの家に預けられてた時期があってね。その頃ころはよく近くの山とか森に入って一人で遊んでたんだけど──」

「ははぁ。きみの虫に対する興味だか偏へん愛あいも、そのあたりの体験が原因か」

「──ふふ、そうよ？　実はあたしってば意外と野や生せい児じなの。でね、そうやって近くの山で遊んでたある日、ちょっと深い場所まで入り過ぎて、肉食性の〈蟲ギヴル〉と出くわしちゃってね」

　そのとき助けられたのだという。やたらめったら派手な格かつ好こうをした一人の魔女に。

「当時のあたしはもう、昆こん虫ちゆう学がくと〈蟲ギヴル〉学に傾倒し始めてたからさ。〈蟲ギヴル〉に有効な魔術を学びたくて、その人に『ぜひ弟子に！』って頼み込んだわけ。幸さいわいあたしの家って、何世代か前に曰いわくありなモノと関わった家系だったらしくて、血の問題も簡かん単たんにクリアできたのよ。それに師匠せんせいが言うには、あたしってば『一〇〇年に一人の天才』だったらしいし」

「それはまた。なんとかに刃物って言葉を思いだ──すいません、許してください」

　アンリが無言で机つくえの上の短たん筒づつに手を伸ばしたため、すかさず謝あやまり倒たおす。たまには反はん撃げきしてやろうかと思ったのだけれど、どうやら自殺行為だったようだ。

「……ま、それだけ軽口が叩たたけるなら大丈夫そうね。あんた、女装して学園に通うこと、すっごく気にしてたから、登校初日はどうだったのかな～って、ちょっと心配してたんだけど」

「あのな、大丈夫なわけないだろ？　こっちは心労で何度も死にかけたっていうのに」

「でも、まだ生きてるでしょ？　なら問題なしってことよ。──うっし、決めた。やっぱり明日にしよ。慧けい太た郎ろう、今日はもう部屋に戻って寝ねちゃいなさい。明日、少し早くなるから」

　明日？　何かあるのだろうか？　そう目線で問いかけると、

「あんたが目め覚ざめたっていう例の海岸、そこに朝一番で行ってみましょ。ひょっとしたら他に何か漂ひよう流りゆう物ぶつが流れ着いてるかもしれないし。船の残ざん骸がいとか……あとは、犠ぎ牲せい者しやとか」

　さすがに後半はアンリの声も硬かたくなった。慧けい太た郎ろうも表情を引ひき締しめ、大きく首を縦たてに振る。

　そうだ。忘れてはいけない。自分は冤えん罪ざいを晴らし、日本に帰るためにここにいる。聖カトリーヌ学園に裏うら口ぐち入学したのも、あくまでいずれ来たる雄ゆう飛ひのときに備そなえた雌し伏ふくに過ぎない。犯人を見つけ出すための手掛かりは、どれほど些さ細さいなものであっても必要だった。

「……アンリ、感服したよ」

「へ？」

「きみはふざけているように見えても、その実、既すでに次の方針をきちんと決めてたんだな。僕なんか犯人を探し出すために、まず何をしたらいいのかも分からなかったのに」

　率そつ直ちよくな思いを口にすると、彼女は「そ、そお？」と照れながらも控ひかえめな胸むねを張った。

「ああ。僕のことをそんなにも真剣に考えていてくれたなんて、僕は……僕はっ！」

「もぉ、大おお袈げ裟さね。言ったでしょ？　あんたの面倒はちゃんと最後まで──って待った。なんで急にベッドを降りるの？　どうして床に座るの!?　あぁっ、それ書きかけの原げん稿こう！」

「……忝かたじけないっ！」

「ダンゴムシポーズはいいから！　ちょっ、こら、原稿をお尻しりの下に敷しかない！」

　断固たる土下座。そのツケは直後にやって来た。

　アンリの断固たるお説教、実に三〇分。




　　　　○




　翌朝、慧太郎とアンリは予定どおり学園を出発した。まだ殆ほとんど夜と言ってもいいような時間だ。飛ひ術じゆつ部ぶが保有している色彩豊かなシエルバレのうち、まるで除のけ者ものにされるように格かく納のう庫この隅すみに置かれていた赤い機き体たいを外に出し、滑かつ走そう路ろを使って一気に空へ飛び出した。

「ふぁ～……」

　蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんにも似た軽飛行機、その操そう縦じゆうシートの後ろに跨またがった慧太郎は、思わず大おお欠伸あくびをしてしまう。さりとて意識は明めい瞭りようになってきたものの、まだ目がしょぼしょぼしていた。

「こーらっ、大口開けて欠伸しない！　せめて手で押おさえなさい！」

「や、分かってはいるんだけど……これがなかなか」

　慧太郎の目の前、というよりほぼ密着状態に等しい位置で操縦桿かんを握にぎるアンリが、こちらの不作法を見み咎とがめて、さっそくお姉ちゃん風を吹かせてくる。彼女はお馴な染じみの飛行服姿で、その腰こしに掴つかまっている慧太郎は、眠いやら不ふ整せい脈みやくが再発しかかるやらで割と一いつ杯ぱい一杯だ。

　ちなみに慧太郎は、現在は男の格かつ好こうをしている。やや値段は張るものの、黒いジャケットとスラックスという、ごく普通の装よそおいだ。飛ひ術じゆつ部ぶにサイズが合う飛行服がなかったのと、自分の本来の性別を忘れないために、そろそろ一度、男に戻っておく必要性を感じたわけである。髪かみも一本に結わい、背せ中なかにはクリケット用のバットケースに収めた愛刀を背負っていた。

「ったくもう！　慧けい太た郎ろうがあんなに朝に弱いなんて知らなかったわ！　なかなか下に降りてこないから、迎むかえに行ってみれば、平気でぐーすか寝ねてるし！　信じられない！」

　吹ふき荒すさぶ風に負けじとアンリががなり立てる。珍めずらしく本気で腹はらを立てている様子だった。

「…………面めん目ぼくない」

「おまけに変なものまで見せられるし……っ！　なに朝から頑がん張ばってんのよ、あんたは!?」

「ち、違っ！　だから、あれは不ふ可か抗こう力りよくだ！　男の生理現象なんだってば！　そ、それにきみはパンマールの宿で僕のを見たとかなんとか言ってたじゃ──」

「それとこれとは話が別っ！　あのときはマスケット銃じゆうだったでしょ!?　それなら弟ので見み慣なれてるもの！　カルバリン砲ほうになってたら誰だれだってびっくりするわよ！」

　こちらを肩かた越ごしにキッと睨にらんでくるアンリの目め尻じりには涙なみだが溜たまっていた。その顔は茹ゆでダコのように真っ赤だ。慧太郎はやはり「……面目ない」を繰くり返かえす。

　で、その後も更さらにああだこうだと言い合いながら、小一時間ほど海岸沿いを飛んだ頃ころ。薄うす闇やみの帳とばりが晴れ始めた空の向こう、高速で流れてゆく景色のなかに、慧太郎はふと弱々しく輝きを発する何かの一群を見つけた。思わず目を凝こらし、後ろからアンリに呼びかける。

「なあ、アンリ。あそこで何か光ってないか？　ほら、三時の方向」

「え、どこ？　あぁ、『ダマスカスチョウパピヨン・ダマスカス』でしょ。近寄ってみましょうか？」

　アンリが限界まで機き速そくを落とし、シエルバレを宙ちゆうで横よこ滑すべりさせる。接近してみれば、それは一メートルほどの大きさの蝶ちようの群れだった。なんというか、とても複雑な色と模も様ようが描かれた翅はねを有していて、その翅が俄にわかに日の出を迎えた陽光を、きらきらと照り返していたのだ。

「すごく綺き麗れいな〈蟲ギヴル〉だな……」

　初めて見る〈蟲ギヴル〉に正直な感想を洩もらすと、前に座ったアンリがくすりと笑った。

「でしょ？　ダマスカスチョウは、この時期ヨーロッパで一番目にする機会が多い〈蟲ギヴル〉なの。高度八〇〇メートルくらいまで上じよう昇しようできてね、場合によっては海まで渡るんだから」

「海も？　そりゃすごい。日本ではお目にかからなかったけど……でも、危険とかは？」

「ぜんぜん。花の蜜みつの摂せつ取しゆ量りようが少し多い程度よ。同じ蝶や蛾がの系列なら『枯渇パピヨン・ド・チョウニユイ・ヴアンピール』のほうがずっと危険ね。あれに集たかられたら、人間なんて物の数分でミイラだもの」

「へぇ、さすがに詳くわしいや。どっちも調べたことが？」

「のみならず、研究書として出版までしたわ。ま、売上げはぼちぼちね」

　アンリが昆こん虫ちゆうと〈蟲ギヴル〉の学者志望なのは本人から既すでに聞いていた。彼女は自分と同い歳どしのくせに、もう何冊も本まで出版しているのだ。大抵は昆虫と〈蟲ギヴル〉の研究書で、たまに自作した曲集や詩集も出すらしい。なお、ペンネームはすべて『アンリ・ファーブル』で統一しており、どうもこれが慧けい太た郎ろうと宿で会話したとき、彼女が愛称に拘こだわった理由のようなのだ。

「今のご時世、どこもかしこも男社会だから、女が著者だとそれだけで舐なめられるのよ。契約してる出版社とも、基本、渉わたりをつけてもらったマザーを介かいしてしか打ち合わせしないし。だから、あたしってば世間では謎なぞの覆ふく面めん作家って扱いになってるのよね」

「でも、『アンリ』って愛称は気に入ってるんだろ？」

「もちろん。初めは師匠せんせいがあたしをそう呼んだんだけどね。以来なんか気に入っちゃって、そのままペンネームにしたのよ。あ、ちなみにその名前であたしを呼んでるのは、今じゃあんただけだから、くれぐれも学園では『アンリ』って口走らないこと。いい？　分かった？」

　と、やけにしつこく念を押おされた。望外に光栄な話ではあったけれど、なぜ自分がそこまで彼女に優ゆう遇ぐうされているのかが不思議だ。目を瞬またたかせながらも、慧太郎は別のことを尋たずねる。

「きみは〈蟲ギヴル〉専門のよろず屋としても仕事してるんだよな？　じゃあ、やっぱりそのときもあのマザー・テレーズが仲ちゆう介かい人にんを？」

「そうよ。ああ見えて意外と理解力はあるのよ、あの人。とんだ腹はら黒ぐろだけどね。ちゃんと理屈が通ってて、それが生徒の個性を伸のばす結果に繋つながると分かれば、あとは交渉次第かしら」

「交渉っていうのは、やっぱり金きん銭せんが目当てで？」

　三日前、学園長室で対面したテレーズの油断ならない笑えみを想起する。慧太郎の入学など認められない、と見みえ透すいた拒きよ否ひを長々と続けていたくせ、アンリが依頼を数回言い値で受けると承しよう諾だくした途と端たん、ころっと掌てのひらを返した彼女は、きっと神よりも悪あく魔まに仕えたほうが似合いだ。

「……聖せい職しよく者しやとは思えないよな、ほんと」

「ん～、マザーが尼あまさんらしくないのは同感だけど、お金が目当てっていうのは、ちょっと違うんじゃないかしら。あの人、普段は仲介料とかも大して取らないしね」

「じゃあ、なんで？」

「要は筋すじの問題よ。ただ、低頭して一方的に施ほどこしを受けるだけじゃ、物もの乞ごいと変わらないでしょ？　そういうのは嫌きらうのよね、マザー。大したタマだと思うわ」

　なるほど、と納得しながら、同時に慧太郎は居い心ごこ地ちの悪さも覚おぼえていた。一方的に施しを受けるだけ、とは、まさに今の自分のことだったからだ。

「──少しずつになるかもしれないけど、僕もきみに借りを返してゆくよ」

「あはは、身につまされちゃったかぁ。いいわ、せいぜいこき使ってあげる。あんたは暫しばらくあたしの『助手』ね。おっかない〈蟲ギヴル〉が出たときは、あたしを護まもってちょーだい」

「承知っ！　秋あき津つ慧太郎の剣、暫しきみに預けよう！」

「あら、また別人？」

「本人だよ！　せっかく格かつ好こう良く決めたんだから、もうちょっと──アンリ？」

　掛け合いの途中で、不意にアンリの気配が不ふ穏おんさを孕はらんだため、慧太郎は彼女の視線の先を追った。途中で後方に置いてけぼりにしてきた、さきほどのダマスカスチョウの群れが、一いつ斉せいに編隊を乱して散り散りになっていたのだ。その先に何か小さな黒い点が見える。いや、距きよ離りがあるため小さく思えるだけで、実際はかなり大きいだろう。何か空気の爆はぜるような音が微かすかに、その点がある方向から響ひびいてきていることにも気づいた。慧けい太た郎ろうは眉まゆを顰ひそめる。

「……たぶん、飛行船だわ」

「飛行船？　あのちっちゃな点が？」

「ええ、銃じゆう声せいで進路上のチョウを追い払ってる。あんなことしなくても、ダマスカスチョウは臆おく病びようだから勝手にどくのに……知ち識しきがないからってまぁ、傲ごう慢まんに好き放題やっちゃって」

　気に入らないわね、とアンリがぽつりと呟つぶやいた。ひどく嫌いやな予感がしたけれど、慧太郎が制止する間もなく次の瞬しゆん間かんには、シエルバレはぐぐっと飛行船の方角へ機き首しゆを向け始めていた。

「ちょっ……待て、アンリ！　きみは何をする気だ!?」

「別にぃ？　ただ、あの飛行船って小型だから、たぶん自家用か何かなんだろーなぁ。きっとお金持ちが乗ってるんだろーなぁ。ちょっと煽あおってやろーかなぁ。って思ってるだけー」

「だけー、じゃないだろ！　なんできみはそう捻ひねくれてるんだ！　こらっ、アンリ！」

「ぱらりらぱらりらー♪」

　軽快にそう口ずさむ彼女の目は、しかしこれっぽっちも笑っていなかった。




　　　　○




「……ったく、なんなんでしょうね、あのシエルバレは？　どこのボンクラ貴族なんだか」

　そう呆あきれ気ぎ味みに呟いた世話役の乗務員が、デッキへ行ってしまって既すでに一〇分ほど経たった。

　窓の外で曲芸じみた飛行を続けていた赤い機影は、もう既に見える範はん囲いにはない。今しがた姿を消してしまった。飛行船の周囲にはまだ薄うすい霧きりが立ち込めていて、それは例のシエルバレが推進剤を煙えん幕まくのように撒まき散ちらしていったあとだったが、無論、目め眩くらましとしては甚はなはだ不充分だ。相手も承知の上でやったらしく、本当に子供のイタズラと同じだった。

　しかし、子供のイタズラというのは、稀まれに思いがけず大きな問題に発展することがある。

　それ自体はさして咎とがめるべき行為ではなくとも、蝶ちようの羽ばたきがときに地球の裏うら側がわでは嵐あらしとなるように。巡めぐり巡って単なる悪ふざけが、埒らち外がいの惨さん事じを引き起こす可能性もゼロではない。

　フランス外務省の高等文官モーリス・ボワヴァンが、額ひたいに汗あせしながらふとそんなことを思ったのは、己おのが対面に座る男が先のシエルバレの騒そう動どうで、いたく機き嫌げんを損そこねつつあったからだ。

　何せ相手は国こく賓ひんクラスの要人である。お忍びのフランス訪問とはいえ、その待たい遇ぐうが変わるわけではない。もし万が一さきほどの騒さわぎを要因に、あとに控ひかえた会談がまずい方向へ進んだらと思うと、胃に穴あなが開きそうだった。子供のイタズラで国の一大事など洒落しやれにもならない。

　ラウンジ風に設しつらえられた豪ごう奢しやな内装の船内、小さな丸テーブル一つ挟んで、現在、ボワヴァンは件くだんの男と二人っきりだ。一刻も早くあの口の軽い乗務員が戻って来て、またぞろ給仕がてらに世間話を再開してくれるのを切に願うが、あいにく彼は一向に姿を現す気配がなかった。

「──先刻のシエルバレのパイロット、あれは魔ま女じよですかな？」

　今までむっつりと押おし黙だまっていた男が、ようやく重々しげに口を開いた。

　ボワヴァンは相手が身に纏まとった衣装の、目の痛いたくなるような赤色から視線を逸そらしたくなるのをどうにか堪こらえ、「と、とんでもない」とやや大おお仰ぎように首を横に振ってみせる。

「お、大方どこぞの貴族の娘むすめが、親から買い与えられたオモチャを我わが物顔で乗り回していただけでしょう。魔女などと、そのようなことは決して……」

「ほう？　まるで『魔女ならばその所在はすべて掴つかんでいる』というような口振りですな」

「っ!?　い、いえ、それは穿うがち過すぎというものでは……は、はは……」

　魔女、ないし魔ま術じゆつ師しは〈蟲ギヴル〉への対抗手段だ。だから国は彼らを発見次第、強制的に軍に所属させる。しかし、かつて異い端たんと見なされていた者たちを大っぴらに運用しては、その力を衰すい退たいさせているとはいえ、未いまだ各国に強い影えい響きよう力りよくを持つ『彼かの者ものたち』との関係を拗こじれさせかねない。ゆえに軍ぐん属ぞく魔術師は、あくまで非公式の存在として扱われるのが暗あん黙もくの了解なのだ。

　つまり、男の言は露ろ骨こつな挑ちよう発はつだった。こちらが絶対に「はい、そうです」とは言えない公然の秘密を、敢あえて迂う遠えんに論あげつらってきたわけである。まったく、返す返すも嫌いやらしい男だ。

「まぁ、良いでしょう。それより、イースにはあとどのくらいで着きますかな？」

「も、もう間もなくです。首相も今日の夜には、現地に到着する予定となっておりますので」

「結構。此こ度たびの諸国訪問、オーストリアやプロイセンでは実に不毛な時間を過ごしました。ティエール首相にはぜひ色いろ好よい返事を聞かせて頂きたいものですな」

　男が鷹おう揚ように言って窓の外に視線を戻す。こちらを煩わずらわせるばかりのくせ、そのいかにも大物ぶった態たい度どが、ひどく癪しやくに障さわった。だからボワヴァンは、密ひそかに腹はらの底でこう唱となえてしまう。

　貴方あなたの馬ば鹿かげた要求に、色好い返事をする者などおりませんよ、猊げい下か──と。




　　　　○




　潮しお騒さいの音ねがどこか遠く聞こえる。

　革かわ靴ぐつの爪つま先さきを濡ぬらす海水が、内側まで染しみたわけでもないのに、なぜか冷たく感じられた。

　周囲には朝あさ霧ぎりの残ざん滓し。吐はき出だした白い息と溶とけ合あい、すぐに見分けがつかなくなる。

　切り立った岬みさきが多いブルターニュ地方の海岸沿いのなかでも、この辺り一帯は比較的なだらかな浜辺が続いていた。でなければ自分は、今いま頃ごろこの場所に打ち上げられることもなく、ルクレール号に乗っていた大多数の人々と同じように、深い海の底で眠りについていただろう。

「……ずいぶん遠くまで来たな」

　初めてフランスの土を踏ふんだ砂浜に独ひとり佇たたずみ、慧けい太た郎ろうは知らず胸きよう中ちゆうの想おもいを吐と露ろしていた。言葉にしてみればなんともありきたりな、けれどどうしようもなく切実な感かん慨がいだった。

　アンリによれば一年を通して荒あれ気ぎ味みだという海は、しかし今日は例外と言ってもいいだろう穏おだやかさで、慧太郎の胸むねの奥の琴きん線せんに爪つめを立て続けている。ゆったりと寄せては返す波を眺めていると、その遥はるか彼方かなたにある故郷へ思いを馳はせずにはいられなかった。

　自分は、果たして帰れるだろうか？　──ふと、そんなことを考える。

　器うつわの足りない次期当主と陰で揶や揄ゆされ、日々重責に押おし潰つぶされそうになりながら、それでも決して嫌いやな思い出ばかりではなかった母国。未練を断ち切れるはずもない薩さつ摩まの地。

　自分は、果たして本当に帰れるだろうか？　生きてもう一度、会うことが叶かなうだろうか？

　既すでに懐なつかしささえ抱き始めている、あの場所に。愛いとしい人たちに。

　例たとえどんな不運に見み舞まわれたとしても、諦あきらめずにさえいれば『いずれ』は。

「…………いけないな。弱気になってる」

　慧太郎は頭を振り、止とめ処どなく溢あふれてくる望郷の想おもいを、なんとか断ち切った。日本から遠く離れた土地で取り返しがつかないような大事件に巻き込まれてしまい、必ず帰ると誓ちかいながらも心の底でささくれのように引っ掛かっていた不安が、またぞろぶり返したのだ。

　だが、帰れないかもしれない、など例え一時の気の迷いでも考えるべきではないだろう。自分に力を貸してくれているアンリに申し訳が立たない。

　鼻の奥が少しツンとしていた。周囲を見てくる、と気を利きかせて暫しばらく自分を一人にしてくれた彼女が戻ってくる前に、この情けない顔をどうにかしなければいけない。

　しかし、慧太郎はそこではたと気がついた。

　いつの間にか、自分の背はい後ごに人の気配があったのだ。

　砂浜をゆっくりと歩き、こちらに向かってくる何者か。重たい足音からして、まずアンリではない。かなり大おお柄がらな──そう、つまりは男だ。彼ひ我がの距きよ離りは既にだいぶ近かった。

　この間合いに至るまで他者の接近を悟さとれなかったとは、自分の腑ふ抜ぬけぶりに些いささか呆あきれるけれど、それ以上に問題なのは、今、慧太郎が男装をしているという点だ。こんな早朝に何もない海岸で人と出くわす事じ態たいなど想定していなかったため、さすがに少し焦あせる。相手がルクレール号沈ちん没ぼつ事件のことを、何も知らないでいてくれると助かるのだけれど。

「別にいいんじゃないか？　少しくらい弱気になったって」

　それが男の第一声だった。野太いが、不思議と愛あい嬌きようのある声だ。どうも先の独り言を聞かれていたらしいと分かり、羞しゆう恥ちで俄にわかに身体からだが固まる。その隙すきに男は、慧太郎の隣となりに並んだ。

「故郷ってのはそういうもんさ。誰だれだって心の置き場のことを考えれば、多かれ少なかれ感かん傷しよう的てきになる。さりとて男って生き物は、幾いくつになってもママンのスープが恋しいもんでね」

「……分かるんですか？　僕が何を考えていたのか」

「おうとも。俺おれの経験上、異国人が海の前で黄昏たそがれてたら、そりゃ十中八九ホームシックだ」

　なるほど、そうかもしれない。などと簡かん単たんに納得しつつも、慧けい太た郎ろうは被かぶっていた帽ぼう子しのつばを下ろした。そして、なるべく顔を向けないようにしながら、相手の風体を横目で盗ぬすみ見みる。

　予想どおりの巨きよ漢かんだった。身の丈たけは一九〇センチ以上あるかもしれない。身体からだつきもがっしりしており、まるで羆ひぐまのような印象を受ける。身なりはかなり良く、なかなか洒落しやれた装よそおいをしていた。口にはパイプを咥くわえ、容よう貌ぼうは野性味溢あふれる壮年のそれ。にも拘かかわらず粗そ野やな印象がつき纏まとわないのは、表情の作り方が剽ひよう悍かんなのと、目の奥の輝きが理知的だからだろう。

　あと、もっとも目を惹ひく特徴として──なんか、モミアゲが凄すごい。

　で、その凄いモミアゲを指で掻かきながら、男がやはり人当たりのいい熊くまみたく告げてきた。

「お前さん、日本人だろ？」

　いきなりだった。慧太郎はつい反射的にぎょっと相手の顔を睨にらみつけてしまう。

　髪かみや肌はだの色で東洋人と見抜かれるのは分かるにしても、半なかば断定口調で日本人であることを言い当てられるとは思わなかったからだ。こちらの反応を認め、男がにんまりと破顔する。

「ふふん、やっぱりか。その背せ中なかにあるのは……ん、クリケットのバットケースだな。なかに何が入ってるんだ？　って、そんなのバットに決まってるよなぁ？　はは、まさか物ぶつ騒そうなモンを隠して持ち歩いてるなんて、そんな馬ば鹿かなことあるわけがない。だろ？」

「あ、貴方あなたは……っ！」

　慧太郎はよろめくように後ずさりする。次いで一いつ拍ぱく置いたのち、おそるおそる問いかけた。

「……警けい官かんか何か、なんですか？」

「減点一だ、坊や」

「は？」

「ちょいと探りを入れられたからって、すぐに『お巡まわりさんですか？』なんて尋たずねたら、自分は後ろ暗いところがあるって白状してるようなもんだぜ。あと、表情にも出し過ぎだな」

「…………」

「そう警けい戒かいするなよ。俺おれは刑けい事じじゃない。元・刑事だ。あぁ、刑事って分かるか？　つまり私服で活動する警けい察さつ官かんのことだ。今はしがない『探し屋』を営いとなんでる」

　よろしく、と挨あい拶さつされるが、理性は今すぐ逃げるべきだと告げていた。この男はかなりの切れ者だ。自分の素す性じようについても、もう既すでに粗あら方かたの理解が及んでいるのかもしれない。

　けれど、それでも慧太郎は訊きいてしまった。なんとなく気になってしまって。

「探し屋って……何を探すんですか？」

「なんでもさ。行方ゆくえ不ふ明めいのペット、無なくした結婚指輪、夫の浮気現場、あとは迷宮入りしかかっている事件の真相なんぞも手掛ける。俺は勝手に『探たん偵てい』なんて名乗ってるがね」

「たん、てい？」

「おうよ。今のところ、たぶん世界で唯ゆい一いつの私立探偵。それが俺さ」

　誇ほこらしげにそう言って、男が胴どう間ま声ごえで大笑いする。わけが分からない。慧太郎はますます疑ぎ問もん符ふを浮かべた。が、そのときだ。不意にやや離れた場所から、聞きき慣なれた声がした。

「フランソワ・ヴィドック！」

　アンリだった。自分が誰だれかと一緒にいるのを見て取り、泡あわを食って駆かけて来たのだろう。僅わずかに肩かたで息をしている。その視線は凝ぎよう然ぜんと男のほうに据すえられていた。

「あ、あんた、なんでこんなとこにいるのよ!?」

「そりゃこっちの台詞せりふだろうさ、マドモアゼル・アンリエット。このお転てん婆ば娘むすめめ」

　男──ヴィドックが一段と笑えみを深める。どうも二人は知り合いらしい。アンリが急いでこちらの傍かたわらまでやって来て、毛を逆立てた猫みたいな風ふ情ぜいで彼と正面から対たい峙じする。

「すぐそこに赤いシエルバレが着陸してたんで、もしやと思って来てみれば案の定かい。毎度毎度よく仕事でかち合うもんだが……しかし、なんだ。お前さんが動いてるところを見ると、ひょっとしてルクレール号の沈ちん没ぼつには〈蟲ギヴル〉が絡からんでるのか？」

　ヴィドックのその台詞を聞いて、慧けい太た郎ろうはたまらず身を強こわ張ばらせた。やはり、この男は事件のことを知っていて、最初から容よう疑ぎ者しやだと当たりをつけて、自分に近づいてきたのだ。

「な、なんのことかしら？　あたしには何がなんだかさっぱり……」

「おいおい、惚とぼけるのはナシにしようぜ。大方、俺おれと同じで船の残ざん骸がいなり証拠品なりが流れ着いてないかと考えたから、こうして海岸沿いを探たん索さくしてたんだろ？　違うか？」

　その問いに、アンリは下した唇くちびるを噛かんで暫しばらく迷っていた。が、やがて意を決したように頷うなずき、

「……そうよ。あたしも事件を追ってる。でも、それは行きがかり上の都合であって、いつもの仕事とは関係ないの。というか、あたしも事件のことはまだ殆ほとんど何も分かってないのよ」

「ふぅん。行きがかり上の都合、ねぇ」

　顎あごを擦さすりながら呟つぶやいたヴィドックが、次いで手に持っていたパイプをこちらに向けてくる。

「そりゃつまりあれか。そこの可愛かわいい顔をした、日本人の坊ぼうやのことを言ってるのかな？」

「いえ、待ってヴィドック。違うのよ。こいつは確かに事件の関係者だけど──」

「分かってるよ。犯人じゃない、だろ？　俺の調査でも、その坊やはシロと出てる」

「「……へ？」」

　もし何かあればアンリを抱えて速すみやかにこの場を離脱するつもりだった慧太郎は、ヴイドックの言に面食らって間抜けな声をあげていた。アンリも出鼻を挫くじかれたような顔をしている。

「い、いや、ちょっ……待って！　あんたっ、なんでそんなことを!?」

「あのなぁ、俺を誰だと思ってるんだ？　パリに巣す食くう闇やみを浮き彫りにし、あらゆる真実を探し出す。泣く子も黙だまる名めい探たん偵てい、フランソワ・ヴィドックだぞ？」

　そう自信満々に語る彼だけれど、そもそも先の説明を信じるなら探偵という職業は現在、彼一人のものらしいので、比較対象が存在しない以上、『名』もへったくれもないと思う。

「というかアンリ、そろそろ彼が誰なのか紹しよう介かいしてほしいんだけど。あと、きみとの関係も」

「え？　あ、うん……そ、そうね」

　珍めずらしく混乱しているのだろう。アンリが枯かれ葉は色いろの髪かみを掻かきながら、やりにくそうに続けた。

「こいつはヴィドック。簡単に言っちゃえば、あたしの商しよう売ばい敵がたきよ。主に〈蟲ギヴル〉が関係してる事件でよくぶつかるの。パリで警けい察さつの真ま似ね事ごとみたいな仕事をしてて──」

「や、それはもう聞いた。ついでに言えば、昔は本当に警察官だったって話も」

「──ええ、そうよ。それもただの警察官じゃない。若いとき何度も刑けい務む所しよにぶち込まれた札ふだつきのワルのくせに、なぜか警察に密みつ偵ていとして拾い上げられて出世しまくって、遂ついには国家警察パリ地区犯罪捜そう査さ局きよくの初代局長にまで昇のぼり詰つめておきながら、『飽あきた』の一言でさっさと辞やめて探たん偵ていなんてウダツの上がらない商売に鞍くら替がえした、掛け値なしに阿あ呆ほうの元・警察官よ」

「…………は？」

　アンリが長ちよう広こう舌ぜつを淀よどみなく喋しやべり切きれば、慧けい太た郎ろうは再び間抜けな声をあげていた。

　犯罪者が警察官？　捜査局長の座を飽きて辞任？　なんだそれは。わけが分からな過ぎる。

「あ、その顔は信じてないわね？　まぁ、気持ちは分かるけど。でも全部ほんとの話よ。世界に二人といないような、極きわめつけにふざけた経歴の持ち主なんだから、こいつ」

「俺おれにとっちゃ褒ほめ言葉だな、そりゃ」

　ヴィドックが愉たのしげに肩かたを揺ゆする。が、しかしすぐに彼は表情を引ひき締しめると、

「だがね、ふざけた経歴って言うなら、そっちの坊ぼうやも負けてないだろ？　ルクレール号の数少ない生き残りにして、犯人グループの一人という汚名を着せられた、目下、警察に追われる身の東洋人。ぜひとも詳くわしい話を聞かせてほしいもんだ」

　アンリがちらりとこちらに目配せしてきた。僅わずかに躊躇ためらったものの、慧太郎は小さく顎あごを引く。マザー・テレーズの信条に倣ならうなら、ここは取り引きを持ちかける場面だった。

「いいわ。ただし持ってる情報は交換よ。どうせ誰だれかの依頼を受けて事件のことを嗅かぎ回まわってるんでしょ？　さっきの口振りだと、あたしたちが知らないことも掴つかんでそうだしね」




　主に基本的な説明はアンリが、船の上での出来事に関しては、慧太郎がその役を替わった。

　なお、謎なぞの男から死しに際ぎわに託たくされた宝石のことや、海に落ちて浜辺で目め覚ざめると受けた銃じゆう創そうが完治していたことについてなどは黙もく秘ひした。アンリが目線で「よせ」と制してきたためだ。まぁ、確かに俄にわかには信しんじ難がたい話なので、言えば逆に戸と惑まどわせるだけだったろうとは思う。

「──なるほどな。そういうことかい。色々と合点がいったぜ」

　ヴィドックが鼻を鳴らし、ぷかりと紫し煙えんを宙ちゆうに漂ただよわせた。アンリが腕うで組ぐみして言う。

「あたしたちが知ってることは、これでだいたい全部よ。さぁ、今度はそっちの番。ヴィドック、あんたなんでこんなところにいるの？」

「それについちゃ、さっき言ったろ？　お前さん方と同じ理由さ」

「なら、雇やとい主ぬしは誰？　そいつが公表されてる事件の概がい要ように不ふ審しんを抱いて、あんたを雇ったんでしょ？　もしそうなら、あたしたちの味方になってくれるかもしれない」

「残念だが、そりゃ無理だ」

　ぴしゃりと突つっぱねられ、アンリが柳りゆう眉びをきつく寄せた。

「あちらさんは確かに事件に腑ふに落ちないものを感じてるらしいが、あくまで狙ねらいは犯人グループ──ええと、その黒衣の連中？　のほうみたいでな。そこの坊ぼうやを気の毒に思うことはあっても、立場上、表立って動くこともできんから、手を差さし伸のべることはまずないと思うね」

「……つまり相当な大物ってことね。誰だれ？」

「守秘義務があるから言えん」

「ッ、あんたね！　こっちは情報を渡したのに、そういう態たい度どはっ──」

「俺おれに寄よ越こした情報は『だいたい全部』なんだろ？　微妙にはぐらかした箇か所しよがあったように思うんだが、ありゃ俺の気のせいかね？」

　駄だ目めだ。見抜かれている。いっそすべて話してしまえば、と慧けい太た郎ろうなどは思うのだけれど、アンリはやはり無言でこちらを鋭するどく一いち瞥べつしてきた。意地でも喋しやべるな、ということらしい。

「……隠した情報があるのは認める。でも、それはあんたの仕事には直接関係がない話よ」

「信じるさ。だから、お前さんも信じてくれ。俺の依頼主が誰なのか突つき止とめたって、事態は何も変わらんよ。奴やつこさんはそこの坊やを絶対に助けない」

「…………分かった。なら、あんたが慧太郎をシロって判断した根拠は？」

「証言が信用に値あたいしないからさ。東洋人が云うん々ぬんと語った証言者は、事件の直後に行方ゆくえ知れずになってる。調書を取った警けい官かんが誰なのかも不明。他の生存者たちも当たってみたが、誰もそいつのことを詳くわしくは知らなかった。セルジュと名乗る平凡な白人男性だったらしいがね」

　人相書きならあるぞ、とヴィドックが似顔絵の描かれた紙を渡してくる。確かに、どこにでもいそうな白人種だった。記き憶おくに残しておくのがまず一苦労、といったような。

「写真はない。端はなっから撮とらなかったのか、撮ったのに誰かが処分したのかは知らんが」

「あんた、昔取った杵きね柄づかで警けい察さつには顔が利きくって豪ごう語ごしてたじゃない。もっと他に色々と調べられなかったわけ？　つっかえないわね」

「無茶言うな。元は犯罪者のくせに捜そう査さ局きよくのテッペンまで昇のぼり詰つめちまったから、上の連中ほど今でも俺を妬ねたんでやがるんだよ。人相書きコレだって昔むかし馴な染じみを締しめ上あげてようやくだぜ？」

　というかな、と彼は少し息をつき、さもアテが外はずれたと言わんばかりの顔つきで、

「肩かた透すかし食ってるのはこっちも同じだ。さっきも少し言ったと思うが、お前さんが動いてると知って、俺はてっきり〈蟲ギヴル〉絡がらみと睨にらんだんだよ。だからこうして情報交換にも乗った」

「あら、それはおあいにくさま～。っていうか、なんで〈蟲ギヴル〉が出てくるわけ？」

　ヴィドックが目を丸くした。アンリは彼のその反応こそ不可解と片かた眉まゆを吊つり上あげる。

「……おいおい、本気で言ってるのか？　俺は真っ先に『その可能性』を疑ったぜ？」

「？？？　どういう意味よ？」

「大型客船の沈ちん没ぼつだぞ？　しかも乗客はほぼ皆殺し。坊やの話じゃ、犯人の数だってせいぜい五、六人だ。できなくはないだろうが、常人が実行しようと思ったら大変な苦労だぜ。だが、今のフランスには『いかにもそんな真ま似ねをしでかしそうな連中』がいるだろ？」

　慧けい太た郎ろうは我わが耳を疑った。ヴィドックは今、根こん拠きよ薄はく弱じやくながらも、あの事件の犯人たちに心当たりがあると述べたのだ。自分にとっては目の色を変えるに足る発言だった。

「……うそ。いや、でも……待って、そんなこと……っ！」

　逆にアンリは、なぜか激はげしく狼ろう狽ばいしていた。どうやら彼女もヴィドックの言う『連中』とやらを知っているらしい。けれど、何か様子がおかしかった。

「ま、気持ちは分からんでもない。お前さんが〈蟲ギヴル〉にかける情熱を俺おれは知ってるからな。最近、巷ちまたでよく聞く連中の噂うわさに、お前さんが密ひそかに心を痛いためてただろうことも、なんとなく想像はつく。奴やつらが坊ぼうやの仇かたきかも、なんて可能性は無む意い識しきに視野の外へ置いてたのかもな」

「………………」

　アンリは応こたえなかった。その表情は複雑だ。怒りや悲しみ、困惑に歯は痒がゆさ。雑多な感情が同居している。慧太郎はそんな彼女の様子が気になりながらも、さきほどから忌いむように明言が避さけられている件くだんの集団について、ヴィドックに問とい質ただそうとした。が、その直前──

「ッ！　な、なんだ!?」

　突とつ如じよ、大気を渡って遠方から轟とどろいた、下したっ腹ぱらを殴なぐりつけるような重たい大だい音おん響きように、慧太郎を始め三人は騒そう然ぜんとなった。思わず一いつ斉せいに彼方かなたを振ふり仰あおぐ。

　轟ごう音おんは更さらに続いた。一発、二発、三発、と断続的に、けれど少しずつ勢いを増しながら途絶えることなく。どうやら北の方角から響ひびいてきているようだった。

「……砲ほう声せいだわ。かなり大きいのをぶっ放してる」

　アンリが厳きびしい面おも持もちで呟つぶやいた。それにヴィドックが「砲声？」と応じる。

「海軍の演習か？　いや、まさかイギリスが攻めてきたわけじゃないよな？」

「ううん、違う。砲ほう撃げき位置がやけに高い。砲ほう弾だんの風切り音も。これは……空の上？」

　音の響き方によってそんなことまで分かるのか、アンリが目を瞑つむって耳を澄すましながら自分自身に確認を取るように言う。慧太郎はふと気づいたことがあった。

「なあ、アンリ。確かあっちの方角って、さっきの飛行船が向かった先じゃ──」

　こちらが指摘するまでもなく、アンリは悟さとっていたのだろう。慧太郎の言葉の途中で「まさか……っ！」と急に血相を変えるや、彼女は自分のシエルバレに向かって駆かけ出だしていた。

「ア、アンリ!?　きみっ、どこに行く気だ！」

　取り残されてはたまらない、とヴィドックに会え釈しやくしてから慧太郎もそのあとを追う。アンリはシエルバレに跨またがりエンジンを始動させながら、こちらに振り返って焦しよう燥そうも露あらわに叫さけんだ。

「たぶん間違いないわ！　砲撃してるのは、さっきの飛行船よ！」

「や……けど、なんで!?　戦せん闘とう機きにでも襲おそわれてるのか!?」

「戦闘機にあんな巨砲は使わない！　同じ飛行船が相手ならともかく！」

　慧けい太た郎ろうは被かぶっていた帽ぼう子しを風に飛ばされないよう上着のポケットに入れ、来たときと同様にアンリの後ろに跨またがった。彼女は飛行帽のゴーグルを装着し、かつてなく張はり詰つめた声で呻うめく。

「〈蟲ギヴル〉だわ……っ！　それもたぶん、かなりの数に包囲されてる！」




　　　　○




　どうして自分ばかりがこんな目に遭あうのか。船内の隅すみに縮ちぢこまったモーリス・ボワヴァンの思考は、今や世の理り不ふ尽じんさを呪のろう限りない罵ば詈り雑ぞう言ごんで埋うめ尽つくされつつあった。

「くっ……なんとかしろ！　撃うち落おとせ！　先刻からまるで効果が出ていないではないか！」

　視界の隅で喧やかましく怒鳴っているのは、例の赤あか装しよう束ぞくの男だ。自分と同じように床に這ばいつくばっているくせ、プライドだけは人一倍なのか、どこまでも偉そうに振ふる舞まい続けている。そのみっともない様さまは大変痛つう快かいだったものの、だからといって心が休まるはずもない。

「ボワヴァン外務書記官っ！　この責任をどう取るおつもりか！」

　遂ついには八つ当たりの矛ほこ先さきを、こちらにまで向けてくる。が、そんなものはボワヴァンの知ったことではなかった。国こく賓ひんをイースまで連れて行くように指示されたのは確かに自分だが、有事の際に尽じん力りよくするのはこの飛行船の乗組員たちだし、そもそもこのような事じ態たいが誰だれに予想できたはずもない。だから、ボワヴァンはせいぜい皮肉げに返してやることにした。

「……もし生き残れたら、そのときはティエール首相に言って私をクビにするなりなんなりお好きにしてください。貴方あなたなら一心に神へ祈いのりを捧ささげれば、あるいはってこともありますし」

「き、貴様ぁ……っ！」

　男の顔が憤ふん怒ぬに染まる。しかし、その直後、飛行船を何度めかの激げき震しんが襲おそった。

　気き嚢のうから吊つり下さがったゴンドラ部分、しかもちょうどボワヴァンたちがいる区画に、外部から何かが猛もう然ぜんと衝しよう突とつしてきたのだ。ややあって顔をゆっくりと上げたボワヴァンは、あらかじめ覚悟を決めていたにも拘かかわらず、その瞬しゆん間かん、危あやうく失禁するところだった。

　目の前にいた。

〈蟲ギヴル〉だ。

　イナゴかバッタか、とにかくそれに類似する昆こん虫ちゆうを模した、体長二メートルほどの〈蟲ギヴル〉。

　ソイツの顔が──馬ば鹿かでかい複眼が、しょりしょりと蠢うごめく大おお顎あごが、角つのの如ごとくそそり立った触角が、見るだにおぞましい悪夢のような器官の群れが──僅わずか窓一枚隔へだてたところにあった。

　さきほどの衝しよう撃げきは、コイツがゴンドラに取りついたときに、起きたものだったらしい。窓ガラスには無数にヒビが入り、窓枠は壁かべごと船内に向けて隆起している。〈蟲ギヴル〉は今にも内部に侵入してきそうな気配だった。歯の根が合わないボワヴァンは、もはや恐怖のあまり立つことさえできない。頭のなかを駆かけ巡めぐるのは、やはり埒らちもない思考ばかりだった。

　自分は〈蟲ギヴル〉の構造や生態になど詳くわしくない。こんな気色の悪い生き物のために一瞬だって思考を費やすのはご免めんだ。しかし、それでも考えてしまう。もし侵入されたらどうなる？　コイツは果たして肉食か？　自分はまさか〈蟲ギヴル〉に喰くわれるのか？

　そんなの──そんなのッ、人間の死に方じゃない！

「ひ、ひぃ……っ！」

　喉のどが自然と絞しぼられた。眼前の〈蟲ギヴル〉の背はい後ご、夜が明けて間もない空に掛かる、黒々とした霧きりのような『ナニか』を目まの当あたりにしてしまったからだ。

　その黒こく霧むはかなりの速度で盛んに宙ちゆうを乱れ飛び、立て続けに撃うち込こまれる砲ほう弾だんなど物ともしない。さながら独ひとりでに姿を変える絵の具だ。空のキャンバスを汚しに汚し、そして時折、高度を下げては飛行船の大たい砲ほうを一本、また一本ともぎ取ってゆく。

　あの霧のように見えるモノが、その実、すべて眼前のコイツと同種の〈蟲ギヴル〉なのだ。

　一〇〇〇匹か、二〇〇〇匹か。あるいはもっとか。とにかく、それほどの〈蟲ギヴル〉の大群に、現在、自分たちの乗った飛行船は襲おそわれている。それこそバッタに集たかられる葉のように。

　こんな不幸があっていいのかと思う。ボワヴァンは泣なき叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられた。

「私を……この私を喰おうというのかッ！」

　だが、先に声をあげたのは、またしてもあの男だった。

「たかが〈蟲ギヴル〉風ふ情ぜいがっ、旧約聖書においては人の贄にえでしかないイナゴ如ごときが！　このエドアルド・ヴァルテス・コルアーノを喰らうなど、許されると思っているのか！」

　未いまだ床に蹲うずくまったまま、しかし絶体絶命のなかにあってもなお尊大さだけは忘れず、口泡を飛ばして目前の〈蟲ギヴル〉に喚わめき立たてるコルアーノ。愚おろかな男だと思う。そんなことを奴やつらに言ってなんになる？　あの無む機き質しつな複眼めを見ろ。奴らに感情などない。己おのが行為に意味さえ抱いていない。ただ、本能に従って動くだけだ。餌えさが何を抜かそうが構かまうものか。

　これが〈蟲ギヴル〉だ。気づいたときにはもう感染症のように世界に蔓まん延えんしていて、生物の頂点たる座を瞬またたく間に人類から簒さん奪だつした、生きつ粋すいの化け物だ。

　窓に取りついた〈蟲ギヴル〉が、身の毛のよだつような鳴き声をあげる。ボワヴァンの前で大おお顎あごがぽっかりと開いた。晒さらされた口こう腔こう内ないに、鑢やすりの如く配された小さな突とつ起きが、すべて歯であると悟さとったとき、ボワヴァンは肉を削けずられて捕食される自分を、まざまざと瞼まぶたの裏うらに思い描いた。

　それが現実の光景にならなかったのは、果たして如い何かなる奇跡によるものだったのか。

　突然、真横から飛来した青白い光に、〈蟲ギヴル〉が胴体を穿うがたれて窓から弾はじき飛とばされた。

「なっ……？」

　唖あ然ぜんとするのも束つかの間ま、〈蟲ギヴル〉が失うせた窓すれすれの距きよ離りを、何か赤いものが猛もうスピードですっ飛んでゆく。その正体がなんであるのか思い至るには僅わずかに時間が必要だった。

「ッ、あのシエルバレか!?」

　思わず窓に這はい寄よって周辺を見回した直後、今度は例の黒い霧の中心部で閃せん光こうが炸さく裂れつした。




　　　　○




　アンリが腰こしのベルトから抜いた一いつ挺ちようの小振りな銃じゆう。胡桃くるみ材ざいの銃じゆう把はにスカラベの銀細工が施ほどこされた、短銃身型マスケットが火を吹いた瞬しゆん間かん、慧けい太た郎ろうの視界が俄にわかに青く塗ぬり潰つぶされた。

「ッ！」

　それでも目を眇すがめて事じ態たいを認めれば、シエルバレの操そう縦じゆう桿かんを片手で捌さばきながら狙ねらいをつけたアンリの短銃の筒つつ先さき、何もない空間に複雑な紋もん様ようのようなものが描き出されている。どうやら撃うち出だされた光の銃じゆう弾だんは、見事ゴンドラに取りついていた〈蟲ギヴル〉に命中したらしい。

「な、なんだ今の!?」

「魔ま術じゆつ弾だんよ！　弾丸に呪じゆ物ぶつとあたしの髪かみを封入して一定の文もん言ごんを刻印、攻性魔術の行程を大幅に省はぶいてるのっ！　それより、身体からだは固定した!?」

　シエルバレが飛行船のゴンドラの脇わきをすり抜け、次いで今度は一気に上じよう昇しようを始める。アンリの肩かたに掴つかまっている慧太郎は、彼女の指示どおりシエルバレの座席から伸のびたロープを、金具で自分の腰のベルトに装着していたため、「ああっ！」と大声で頷うなずいた。

「なら、ちょっと支えてて！」

　言うが早いか、アンリがなんと操縦桿から手を離し、こちらに寄りかかるように身を任せてくる。かつてない密着度と、飛行中に自じ機きの制御を放り出すという暴挙に、思わず慧太郎は情けない悲鳴をあげかけた。状況が状況でなければ、実際、何か口走っていただろうと思う。

　その間かんにアンリは、弾たまの切れた短銃の銃口に、何やら小さな筒状の装そう置ちを取りつけ、その尻しりを強めに掌てのひらで叩たたく。プシュッと空気の抜ける音がして、おそらくそれで装弾と装薬は済んだのだろう。続けて火皿に火薬を盛って火ひ蓋ぶたを閉じると、最後に撃げき鉄てつを完全に起こし切った。

「ありがと！　もういいわ！」

　アンリが真剣な声音ながらも礼を言って、短銃を手に再びシエルバレの操縦に戻る。発射準備にかけた時間は、物の四秒足らずだった。まさに電光石火の早はや業わざだ。

「い、今どうやって弾と装薬を同時に込めた!?　何か変な道具を使ってなかったか!?」

「空圧式の携けい行こう装弾装薬器よ！　自作したの！　あと、さっきから質問ばっかりうるさい！」

　こちらを叱しかりつけながら、アンリが次いで狙いを定めたのは、空を生き物のようにうねり飛ぶ黒い霧きりだった。あれが大量の〈蟲ギヴル〉が集合した結果であることは既すでに分かっている。一糸乱れず編隊を組むその様さまは、昔、故郷の海で見たカツオの群れか何かを彷ほう彿ふつとさせた。

「────っ」

　アンリがぶつぶつと何かを呟つぶやき始める。知らない言語だが、たぶんギリシャ語だ。前に兄が似たような発音で喋しやべっていたのを聞いたことがある。そう理解すると同時、彼女の行為の意味にも気づいた。アンリ自身がさきほど言っていたではないか。特とく殊しゆな弾を用いて魔術の行程を省はぶいている、と。にも拘かかわらず、わざわざ新あらたに手間をかけるということは──

　予感は的中した。短たん銃じゆうの筒つつ先さきに展開した、例の紋もん様ようの複雑さは先の比ではなく、更さらに言えば幾いく重えにも重なり合って、機き体たいの前面を覆おおい隠かくすほど巨大だったからだ。

　まもなくアンリが吼ほえる。既すでに撃げき鉄てつの起こされている己おのが牙きばを、しかと標的に向けて。

「『──プロメテウスの名に誓ちかい、原初の焔ほのおを解とき放はなつ！　開けッ、煉れん獄ごくの竈かまど！』」

　爆ばく光こうが世界を塗ぬり変かえた。今度の光は翠すい緑りよく色いろのそれだ。銃口から放たれた魔ま術じゆつ弾だんは、一ひと塊かたまりとなっていた〈蟲ギヴル〉たちの中心に呑のみ込こまれると、一いつ拍ぱく置いて盛大な花火を打ち上げた。

　純粋な熱量とは何かが違うのか、必中を期してかなり対象群に接近していたにも拘わらず、爆風による熱さは殆ほとんど感じなかった。しかし機体は俄にわかに煽あおられたため、アンリは慌あわててそれを制しつつ、自分の為なした結果を緊きん張ちようの面おも持もちで見守る。

　果たして、エメラルドの爆炎のなかから飛び出してきたのは、やはり無数の黒い影。

　ある程度の数が既に化石化して地表に墜つい落らくを始めていたが、まだ大部分の〈蟲ギヴル〉が健在だった。そのうえ、今のでこちらを完全に敵と判断したのか、宙ちゆうに蟠わだかまっていた濃のう霧むがやおら二つに分離して、その一方が自機目掛けて突つっ込こんで来るではないか。

　アンリは舌打ちを一つ、速すみやかにシエルバレを転進させた。翅はねを鳴らして追おい縋すがってくる巨大な影を振り返りつつ、その口からは珍めずらしく乱暴な言葉が発せられる。

「ちっきしょう、やっぱり無理だわ！　数が多過ぎる！」

「ならアンリ！　今のをもう一発──」

「駄だ目め！　今日はそんなに手持ちがないの！　どのみち全部は斃たおせない！」

　アンリが悔しげに唸うなり、距きよ離りが離れてしまった飛行船の様子を、振り返って確認する。

「少し脅おどかしてやって時間を稼かせげたら、あとは薬で退散させようと思ってたのに……っ！　これじゃあたしたちはともかく、あの飛行船が保もたないわ！」

「きみは鉄てつ砲ぽうをもう一いつ挺ちよう持ってなかったか!?　あの長いやつは!?」

「見りゃ分かるでしょ！　仕事でもないのに、あんな嵩かさ張ばるもの持って来ないわよ！」

　それでも備そなえとして短銃だけは携けい行こうしていたということか。慧けい太た郎ろうも知らず唸っていた。

「……あの〈蟲ギヴル〉はなんなんだ？　なんであんなに大量に……」

「あれは『暴食イナゴソートレル・グルートン』ッ！　集団で活動する〈蟲ギヴル〉で……って、あぁもう！　説明が面倒くさい！　あんただって『アバドン・ショック』って言葉ぐらい聞いたことあるでしょ!?」

　慧太郎は慄りつ然ぜんとした。この世界に生きていて、その事件のことを知らない人間などいない。例たとえどれほど〈蟲ギヴル〉に関して無知であってもだ。

　アバドン・ショック──それは一言で語ってしまば、世界最大規模の『蝗こう害がい』のことだった。

　通常の蝗害ならば、慧太郎も一度だけ薩さつ摩まの地で目もく撃げきしたことがある。藩はん内ないのとある小さな村での出来事だ。大挙して押おし寄よせたイナゴだかバッタだかの大群が、夕焼けの空という空を狂ったように飛び交い、辺りの田畑を無む惨ざんに荒らし回っていた。あとになって聞いた話によれば、そのときの被害によって、村のその年の稲いな作さくは全滅だったらしい。

　アバドン・ショックとは、つまりそれと同じ現象を〈蟲ギヴル〉が引き起こすのだ。

　兄の話によれば、一七八七年、神聖ローマ帝国の大森林シュバルツバルトにおいて大量発生した雑食性の〈蟲ギヴル〉が、帝国内のみならずフランスを始めとした近きん隣りん諸国にまでなだれ込み、それによって莫ばく大だいな人命と各資源が瞬またたく間に食くい尽つくされたらしい。〈蟲ギヴル〉という存在が持つ負の面をもっとも極きよく端たんに表し、その脅きよう威いを世界中に知らしめた大事件なのだそうだ。

　そのアバドン・ショックを起こしたのと同種の〈蟲ギヴル〉が、今も自分たちを大おお顎あごで噛かみ砕くだかんと迫せまって来くる暴食イナゴたち。さしもの慧けい太た郎ろうも悪お寒かんが走るのを止められなかった。

「そんな……よりにもよってアバドン・ショックだなんて……っ！」

　思わず叫さけんだこちらに、しかしアンリは強くかぶりを振ってみせた。

「違うわ！　確かにこれもかなりの数だけど、でも本当のアバドン・ショックはこんなものじゃない！　この程度の数で〈蟲ギヴル〉が相そう変へん異いを起こすはずないもの！」

「そう、へんい？」

「個体数が増え過ぎて、生物が短時間で習性を大きく変えること！　アバドン・ショックの原因は、産業革命によって各国から大量に垂たれ流ながされるようになった廃はい棄き物ぶつを、暴食イナゴたちが嫌きらって一箇か所しよに集まってしまったことが原因なの！　だから……ッ、おかしいのよ！　相変異が起きるとしたら、最低でも三万かそこらの個体群密度が必要になってくるはず！」

　アンリは口早に続けた。シエルバレを限界まで駆かり立たて、速度で僅わずかに勝まさっている点を活いかして、後方のイナゴたちを直線距きよ離りで振り切ろうとしながら。

「それに、あの暴食イナゴたちは動きも変だわ！　なんで飛行船ばかり狙ねらうの!?　ううん、百歩譲ゆずってそれに納得したとしても……どうしてゴンドラや砲ほう門もんばかり!?　『彼ら』は食べ物を選えり好ごのみなんてしない！　気き嚢のうをやられてとっくに墜おちててもおかしく──」

　衝しよう動どう的てきに喋しやべり続つづけていたアンリが、そこで何かに気づいたようにハッと口を噤つぐんだ。そして次の瞬しゆん間かんには、大量の暴食イナゴを引き連れたまま、飛行船に向けて機き体たいを急旋回させる。

「な、何してるんだ、アンリ!?　これじゃ後ろに引っついてきてる奴やつらが、またあっちのイナゴたちと合流するかもしれない！　あの飛行船はそろそろ本気でまずいぞ!?」

「いいから、あたしを信じて！　それより飛行船の気嚢の上を確認してちょうだい！」

　気嚢の上？　怪け訝げんに思いつつも、一気に高度を上じよう昇しようさせたシエルバレから、三〇〇メートルほど距離を空あけて下方に位置する飛行船の気嚢に、言われるがまま視線を飛ばす。

　案の定、何も見当たらない。一瞬、そう思った。しかし慧太郎の優すぐれた視力は、そのとき目め路じの隅すみで僅わずかに生じた奇き異いを見み逃のがさなかった。何かが動いたように感じられたのだ。

「…………誰だれか、いる？」

　人間だった。黒いローブのような衣い装しようを頭からすっぽりと被かぶり、頭ず巾きんで風ふう貌ぼうを秘め隠した何者かが、気嚢に備そなわった尾び翼よくの陰に、片かた膝ひざをついた状態で座り込んでいたのだ。長身であるため、おそらくは男。なぜか指し揮き者しやのように両りよう腕うでを掲かかげ、それをゆらゆらと宙ちゆうで振っている。

　もっとも不可解なのは男の足元、そこに広がっている複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようだった。淡あわい輝きを放つあれは、間違いなくアンリが魔ま術じゆつ弾だんを撃うった際に、空間に描かれたものと同じだろう。

「アンリ、あそこに人がいる！　足元に、きみのと同じような光る模様を出して！」

「……そう。やっぱりね、そういうこと……っ！」

　アンリが震ふるえる声で呻うめき、次いで何やら気き炎えんを燃え上がらせて荒々しく叫さけんだ。慧けい太た郎ろうの知らないフランス語だったけれど、やはりとんでもない悪あく態たいだったのだろう。

「ッ、あいつが首しゆ謀ぼう者しやよ！　魔術で暴食イナゴたちを操あやつってるんだわ！」

「なっ……？　〈蟲ギヴル〉を操る!?　そんな真ま似ねできるのか!?」

「あたしにはできないっ……せいぜい〈蟲ギヴル〉が嫌きらう匂においを使って、進路を誘ゆう導どうするくらいが限界！　でも、できる連中がいるのよ！　魔術で〈蟲ギヴル〉たちを好き勝手に操そう作さして……まるで兵器みたいに使し役えきする、最低最悪のクソヤローどもが！」

「ア、アンリ？」

「信じられないっ、どうしてこんな……ッ、ヴィドックが変なこと言うからよ！　だから、こんなところで奴やつらに出くわす羽目にっ……あたしは、あたしは……っ！」

　支し離り滅めつ裂れつな言い様だった。けれど、ムシ好きの彼女の心中は痛いたいほど察せられる。いくら鈍にぶい自分の頭でも、その程度は理解できた。

　慧太郎は再び眼下を見た。やり取りをするあいだもシエルバレは進んでいたため、既すでに飛行船との距きよ離りはだいぶ縮ちぢまっていた。間もなくこちらは、あの真上を通過することになる。

　アンリはまだショックが大きいらしく、シエルバレをただ飛ばすだけで精せい一いつ杯ぱいのようだった。

　ゆえに、慧太郎は腹を括くくった。己おのが剣を預けた女ひとの悲しみも止めてやれず何が武士か、と。

　背せ中なかのバットケースから、鞘さやぐるみの無む垢く嬢じよう矩のり安やすを取り出す。腰こしのベルトに装着していたロープも外はずした。そして、彼女に一声かける。

「──アンリ」

「え……あ、ご、ごめん、慧太郎。取り乱しちゃって……待って、すぐに落ち着くから……」

「行ってくる」

　え？　と涙なみだ声ごえになっていたアンリの呟つぶやきが、後ろから追いかけてくる。だが、そのときには既に、慧太郎はシエルバレの座席を蹴けって、二〇メートル下の飛行船に自由落下を始めていた。




　初しよ撃げきが外れるのは計算の内だった。

　相手がこちらに警けい戒かいを抱いているのは、ほぼ間違いないと踏ふんでいたからだ。

　だから慧太郎は、二〇メートルの距離を落下しざまに放った袈け裟さ斬ぎりが、黒衣の男に難なんなく避よけられたとしても、まったく動じなかった。いや、そればかりか身体からだの動きさえ微み塵じんの遅ち滞たいもなく、柔らかい気き嚢のうの上に着地した瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきを殺すため前方に一度受け身を取り、後退した男との間合いを周到に詰つめてすらいたのだ。そして、立ち上がる動きそのままに、

「ぬぅっ……!?」

　下段からの斬きり上あげ。文字どおり間かん髪ぱつ入れず二撃げき目を見み舞まっていた。

　迅じん雷らいの斬り返しは、さすがに男にとっても予想外だったらしい。結局、芯しんは捉とらえ損そこなったものの、会心の速さで急浮上した白はく刃じんは、仰のけ反ぞった相手の胸むな板いたを浅く裂き、目ま深ぶかに被かぶっていた頭ず巾きんを掬すくい上あげるように跳はね除のけていた。

　無論、ここで攻め手を休める道理はない。幸さいわい男にはもうあとがないのだ。尾び翼よくのそばに陣じん取どっていたため、残り数メートルも後ろに退さがれば、たちまち自みずから虚こ空くうに身を投じることになる。好こう機きと見た慧けい太た郎ろうは、更さらに畳たたみ掛かけるため相手の懐ふところに踏ふみ込こもうとして──

「ッ!?」

　しかし、気き嚢のうを蹴けりかけた送り足を、たまらず凍こおりつかせていた。

　理由は男の顔だ。先の一撃で頭巾が払われ、その下から現れた容よう貌ぼうが、あまりにも尋じん常じようではなさ過ぎた。そのため、慧太郎は今が戦いの最中であることも、いっとき忘れた。

[image: ]

　人間。

　クモ。

　その両者が混ざり合ったような、この世のものとは思えない異形の面つら構がまえ。

　人として当たり前に、目があり耳があり鼻がある。しかし同時に、額ひたいには六つの単眼が鈍にぶく輝き、口からは牙きばの如ごとく鋏しよう角かくが生はえている。肌はだは既すでに人の皮ひ膚ふ感かんを離れ、剣山のように剛毛を生やして浅黒く、金色の頭とう髪はつは斑まだら模様に赤く汚れていた。

　ローブに包まれているとはいえ、人間のそれとおぼしき胴体の上に、まるで悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんのようにそんな奇き相そうが据すえられていたのだ。その様さまはどこか戯画カリカチユアめいていた。

「ばっ……!?」

　馬ば鹿かな、と思う。こんな生物が、この世にいるわけがない、と。

　だが、そんなこちらの狼狽うろたえぶりを、男は鋏角を鳴らして大いにせせら笑った。

「──くく、いかにも不気味なモノと相対したという顔だ。些いささか傷きずつくな」

　ひどく聞き取りづらい、くぐもった声。けれど、言語は間違いなく人のそれだ。

「〈裸蟲ミルメコレオ〉を見るのは初めてか、小こ僧ぞう？」

「……ッ、〈裸蟲ミルメコレオ〉!?」

　その名前は知っていた。例によって例の如く、かつて兄から教わったことがあったのだ。

　アバドン・ショックが〈蟲ギヴル〉という生物が内包する数あま多たの問題のなかで、もっとも分かりやすい例なら、〈裸蟲ミルメコレオ〉はもっとも難解で、それがゆえ根深く陰いん惨さんな事情を孕はらむ。彼らについて語ろうと思えば、人権や差別、倫りん理りや宗教といった命題を避さけては通れなくなるからだ。

　昆こん虫ちゆうと人の合いの子のような容姿。けれど、彼らもまた歴れつきとした人間だった。

　ただ、寄生虫型の〈蟲ギヴル〉によって、生まれ持った肉体を変異させられたというだけの。

「ふん、声も出んか。威い勢せいが途と端たんに失うせたな。戦士がただの詰つまらぬガキになった」

「……っ」

　存在は聞き及んでいた。けれど、目まの当あたりにした実物は、慧けい太た郎ろうの想像を遥はるかに超こえて冒ぼう涜とく的てきだった。〈裸蟲ミルメコレオ〉とはここまで逸いつ脱だつしているのか。寄生虫型の〈蟲ギヴル〉とはここまで他の生物の在り様を蹂じゆう躙りんするものなのか。闘とう志しはまだ消えていなかったものの、慧太郎は畏おそれから知らず数歩後ろに下がってしまう。逆に男はそのぶんだけ前に進み出て肩かたを竦すくめた。

「がっかりだな。敵とはいえ、剣の腕うでと飽あくなき闘争心は買っていたものを。随分と興きよう醒ざめさせてくれる。サムライとはその程度の存在か」

「？　何を、言っている……？」

　男の不可解な言い回しに、未いまだ驚おどろき冷めやらぬ慧太郎は、なんとかそれだけを返した。

　場に沈ちん黙もくが降りる。気を抜けばよろめきそうになる強風のなか、対たい峙じする男の人相部分に僅わずかに感情が垣かい間ま見えた。両の瞳ひとみに湛たたえられた色は怪け訝げんのそれだ。

　が、ほどなく男が哄こう笑しようする。すべてに合点がいったと、身を捩よじらんばかりに。

「は、ははははは！　なんだ貴様ッ、てっきり俺おれと分かった上で斬きりかかってきたのかと思えば、ただの偶然でこの場に居合わせたか！　とんだ機き運うんの持ち主だな！」

「？？？」

「くくっ、いいだろう。ならば、これでどうだ？」

　男がローブ状の外がい套とうの下から、微かすかに金属音をさせて何かを取り出す。

　槍やりだ。ただし、一般的なそれとは違い、柄つかと穂ほに確たる境がない。一つの金属から丸ごと削けずり出だしたような形状だった。おまけに、穂先は鋭するどく尖とがっていても肝かん心じんの『刃は』がなく、まるで長大な杭くいのようにも映うつる。単なる槍として見れば、寧むしろ寸すん尺しやくは短いくらいなのだけれど。

　だが、問題なのはそんな瑣さ末まつなことではなかった。

　槍。長なが柄えの得え物もの。自分はこれを扱う相手と、確かについ最近、鎬しのぎを削った経験がある。

　今にして思えば、なぜすぐに気づけなかったのか。いくらあのときは暗かったとはいえ、身に纏まとった黒い外套や口調など、手掛かりは幾いくつもあったではないか。

　──小こ僧ぞう、奴やつから何か受け取ったか？

　何より、自分を『小僧』呼ばわりする相手など、このフランスでは他に思い当たらない。

「お前、は…………」

　声が震ふるえた。いや、もはや満身が歓かん喜きか義ぎ憤ふんかもよく分からない激げき情じように打ち震えていた。

「悟さとったか。そうでなくてはな。俺おれもあのとき仕し損そんじた手前、貴様には思うところがある」

「貴っ……様はァ！」

「さて、ではルクレール号の甲かん板ぱんで為なした問答の続きだ」

　銃じゆう声せい。悲鳴。爆ばく音おん。

　怒号に次ぐ怒号、そして激はげしい揺ゆれ。

　夜空を焦こがす、特大の篝かがり火び。

　遺い志しを託たくして死んだ男。皆殺しにされた罪つみもない乗客。それらの行いに荷担したと自分を罠わなに嵌はめ、今ものうのうとどこかで生き長らえている、親の仇かたきほどにも憎い真犯人たち。

「──奴から何か受け取らなかったか？　小僧」

「貴様はぁぁぁッ！」

　空と海。往ゆく道は違えど、やはりフネの上で。

　慧けい太た郎ろうは、探し求めた怨おん敵てきの一人と、今ようやく再会を果たしたのだ。

　もはや問答は無用だった。こと奸かん族ぞくを討うつのに慧太郎の判断は一点も曇くもらない。

　消し飛ぶ恐怖。荒ぶる決意。取るは示じ現げん流りゆうが正調正規、蜻蛉とんぼの構かまえ。師しより譲ゆずられし業わざ物もの、無む垢く嬢じよう矩のり安やすのぬらりと冴さえる刀身が、己おのが右みぎ肩かたより真まっ直すぐに天を衝つく。

　慧太郎は雄お叫たけびと共に敵に向かって突とつ進しんを開始した。

「少しはやる気になったか。だが──」

　男が嗤わらう。外套の内からもう一本、杭の如ごとき短たん槍そうを取り出し、先のものと合わせてそれを両手に握にぎりながら。だが、慧太郎は手合いの戦せん闘とう処方になど構わず必殺の雲うん耀ようを解とき放はなつ。

　地を蹴けるのではない。流水の如く足場を滑すべった。一ひと塊かたまりにした重心を特定方向に一挙に動かすことで可能となる、雲耀の要よう訣けつが一つ『雲の足運び』。速いというよりは寧むしろ早い。まるで地面が縮ちぢまったかのような、唐突な加速と入り身。そして寸すん毫ごう入れず打ち込まれるは、

「雄お雄おぉお！」

　上段からの奇きを衒てらわぬ斬きり下おろし。雲うん耀ようのもう一つの要よう訣けつ『雷いかずちの太た刀ち』。

　相手が気づく間もなく接敵し、生なま半なかな防御など意味を為なさない裂れつ帛ぱくの一刀を放はなつ。これこそがときに魔ま剣けんとさえ称される雲耀であり、『二の太刀要いらず』が示じ現げん流りゆうの象徴だった。

「──だが、やはりまだ戦士とは言いい難がたいな。それでは暴れ牛と何も変わらん」

　それでも反応した男はさすがといえた。こちらが絶対の自信を込めて放った一いち撃げきを、男は二本の槍やりを交差状に掲かかげて真っ向から受けてみせたのだ。視界が甚はなはだ悪いなかでの立ち合いだったとはいえ、船上での一戦から相手が並みの使い手でないことは慧けい太た郎ろうも承知していた。

　ゆえに、受けられると同時、全身のバネを瞬しゆん発ぱつさせ、打ち終わりで伸のび切きった両りよう腕うでをさながら自分の腰こしに向けて巻き込むように引きつけて──

「喝かッ！」

　摩ま擦さつ力りよくを最大限に活いかした引き斬り。俗ぞくに『鋼はがね斬り』や『斬ざん鉄てつ』と呼ばれる技法だった。

　よもや一度加速をやめた剣が、そこから更さらに威力を上乗せさせられ、己おのが得え物ものを二本まとめて寸断するという現象は、男も瞠どう目もくを禁じ得なかったらしい。「くっ……!?」と微かすかに呻うめきながらも身を捻ひねり、首を傾けて脳のう天てん唐から竹たけ割わりの憂うき目めを避さけるが、完全にとはいかなかった。袈け裟さに入った斬撃が、今度こそ決して浅くない太刀傷きずを敵に刻む。

　肩かた口ぐちから斜ななめに外がい套とうの一部が千ち切ぎれ飛とんだ。血ち飛沫しぶきが白い気き嚢のうの上にぱっと散る。

　そのとき、裂けた外套の内側に、何か七色の輝きが見えた。

　おそらく装飾品──いや、ブローチブロツシユだ。テントウムシ型の、鞘しよう翅しに色違いの宝石を七つ配した精巧なブローチ。男が身につけるには、あまりにも不似合いな代しろ物ものだった。

　とまれ、慧太郎は叫さけぶ。手で傷口を押おさえる男に、血を吸った愛刀の切っ先を向けて。

「舐なめるな、悪あつ漢かん！　小細工など使わずとも敵を斬きり伏ふせるのが示現流だ！　暴れ牛と言わば言え！　僕のひと突つきはそれでもなお貴様を討うつ！」

「……どうやらそのようだ。少々甘く見過ぎたか」

　まるで「自分はまだ本気ではない」とでも言いたげな口振りだった。安い自尊心から来る発言に、いよいよ頭が熱くなる。いいだろう、ならば徹てつ底てい的てきにその天てん狗ぐの鼻をへし折ってやる。

　慧太郎は再び蜻蛉とんぼに構かまえ、いざ前に踏ふみ出だそうとした。けれどその直前、不意に男があさっての方角を振ふり仰あおいだため、その露ろ骨こつ過ぎる隙すきに出鼻を挫くじかれ、思わず機きを逸いつしてしまう。

「チッ、『蟲むしの報しらせ』がもう来たか。意外に早かったな」

「？　……なんだと？」

「軍だ。ブレスト──と言っても分からんだろうな。フィニステール県にある海軍最大の軍港都市から、じきに軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しがここへ来るらしい」

　慧太郎は目を瞠みはった。なぜそんなことが分かるのか、と思ったのもあったが、それ以上に驚おどろきだったのは男の面おも差ざしだ。こちらに向き直った彼の顔が、いつの間にか一変していた。

　数秒前までの異相は既すでにない。あるのはただ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの苦みばしった白人男性の表情だけだ。歳としの頃ころは三〇代後半。苛か烈れつな半生を思わせる、異様にギラついた眼光の持ち主だった。

「まさかっ、擬ぎ態たいか!?」

「ほう、それは知っていたか」

〈裸蟲ミルメコレオ〉最大の特徴『擬態』。寄生虫型の〈蟲ギヴル〉に侵おかされた生物は、それが犬なら犬に、人なら人に、といった具合に己おのが肉体を元の形態へ戻す能力を得る。寄生した〈蟲ギヴル〉の類たぐい稀まれなる生存能力が、宿主をコミューンに溶とけ込こませ、社会に適応させようとするのだという。その生命力の高さを証明するように、さきほど慧けい太た郎ろうが与えた傷きずも既に塞ふさがりつつあった。

「こうして人の真ま似ね事ごとをしてみせねば、たちまち『善良なる人々』が嵩かさにかかって俺おれたちを駆く逐ちくしようとする。正義を盾たてに取った人間は、ほとほと手に負おえん。そうは思わんか？」

「……まるで自分は人ではないかのように言う」

「当然だ。逆に訊きくが貴様には人に見えたのか？　さきほどまでの俺が」

　男が嘲あざけるように言った。けれど、そこに「自分は人間を超こえたモノである」といったような優ゆう越えつ感かんは含まれていない。ただ、薄うすら寒さむくなるほどの感情の凝こごりが僅わずかに覗のぞき見みえた。

　次いで、男が手にしていた短たん槍そうの一方、その切り口を矯ためつ眇すがめつ確かめる。

「驚おどろきだな。たかが鋼はがねの剣でスカラベ・ケプリの甲こう殻かくより削けずり出だしたこの槍やりを断つか」

　その言に慧太郎は眉まゆを顰ひそめた。ケプリの甲殻から削り出した？　そんなことができるはずがない。〈蟲ギヴル〉は死ねば悉ことごとく化石に変わる。切除された体組織も『死んだ』ものと見なされる。例外はない。〈蟲ギヴル〉の甲殻を武具に加工する技術など存在しないはずだ。

「それに初めの攻防の際もそうだ。いくら下が気き嚢のうだったからとはいえ、あの高さから落下して斬きりかかり、あまつさえ一呼吸の間も置かず二撃げき目とは。まったく恐れ入る」

「……回りくどいな。何が言いたい？」

「自分がどれだけ超人的な真似を繰くり返かえしているか分かっているのか、と問うている」

　立て続けに胡う乱ろんな台詞せりふを投げかけられ、前に出ようにも出られない慧太郎は、そこでふと男の強きよう烈れつな視線を顔に感じた。いや、正確には──こちらの左目を見ている、のか？

「──やはりか。僥ぎよう倖こうだ。これで俺を大役に推おしてくださった『御お三さん方かた』にも顔向けできる」

　喜き悦えつを含んだ謎なぞの発言。だが、直後に敵が取った行動は更さらに不可解だった。突とつ如じよ、男が背はい後ごに向けて大きく跳とんだのだ。飛行船の気嚢から、平然と宙ちゆうに向けて。

　いきなりの投身に慌あわてて駆かけ込こんだ慧太郎は、しかし地表目掛けて真っ逆さまになったはずの男が、数秒後、再び同じ目線まで浮かび上がってきたため呆あつ気けに取られた。

　否いな、浮いているのではない。暴食イナゴたちの一部を密ひそかに呼び寄せていたのか、男は隙すき間まなく〈蟲ギヴル〉を『空に敷しき詰つめ』て、それを足場代わりにして中空に佇たたずんでいたのだ。

　慧太郎は焦あせった。男の次なる行動が読めたからだ。

「待てっ、どこに行く!?」

「仕切り直しだ。軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しに複数人出張られては、俺おれとてさすがに危ない。目的は遂とげられなかったが、収獲もあったのでな。この場はそれで良しとする」

「ふざけるな！　ここまでやって逃げるのか!?　尋じん常じように勝負しろ！」

「喚わめくな小こ僧ぞう。俺も貴様には用ができた。遠からずこちらより出向いてやる」

　言い捨てて男が遠ざかってゆく。皆の仇かたきが、帰国するための手掛かりが、自分を置いて。

　一いつ瞬しゆん、半なかば自殺覚悟で、男が乗る暴食イナゴたちの群れに、跳とび移うつろうかと思った。が、それをいち早く諌いさめたのは、気き嚢のうに接近してきた赤いシエルバレ──アンリの怒鳴り声だった。

「慧けい太た郎ろうっ、暴食イナゴたちが一いつ斉せいに退ひき始はじめてる！　たぶん軍が動いたんだわ！　あたしたちも急いで退散するわよ！」

「ッ、馬ば鹿かを言わないでくれ、アンリ！　あそこに犯人がいるんだ！　あともう少しで手が届く！　逃げるよりもそのシエルバレで奴やつを──」

「ごねないのっ！　その前にあんたが捕まったら、元も子もないでしょ！」

　悔しさに歯は軋ぎしりする。噛かみ締しめた奥歯が砕くだけそうだった。だが、アンリの言葉は正しい。奴やつを捕らえたところで、それが自分の潔けつ白ぱくを証明する確実な材料になるとは限らないのだ。

　慧太郎は今一度、男のほうを仰あおぎ見みた。相手はまだそこにいた。ゆえに、力の限り叫さけぶ。

「秋あき津つッ……秋津慧太郎だ！　貴様も名乗れ！」

　アンリが「馬鹿っ！」と悲鳴をあげた。男は被かぶり直なおした頭ず巾きんの下で酷こく薄はくに笑う。

「お尋たずね者ものが自みずから名を明かすか。その行為が己おのれの首を更さらに締しめるとは考えんのか？」

「…………」

「──ジョゼフだ。せいぜいその左目を大切にしろ、日本人ジヤポネ」

　あとは一瞬だった。それまで飛行船を襲おそっていたすべての暴食イナゴたちが、慧太郎の目の前を黒い川のように流れて覆おおい隠かくし、それが失うせた頃ころにはもうジョゼフの姿は彼方かなたにあった。

　苛いら立だちを隠せぬまま慧太郎も踵きびすを返し、限界まで機き体たいを寄せてくれたアンリの元に急ぐ。

　胸むねのなかで、幾いく度どとなく男の名を繰くり返かえしながら。




　　　　○




「助かった、のか……？」

〈蟲ギヴル〉の大群はどこかに消えてしまった。あのシエルバレもだ。床にへたり込んでいたボワヴァンは、今しがたまでの狂乱がまるで嘘うそのように凪ないでいる青空を呆ぼう然ぜんと眺める。

「…………助かったのか。私は、本当に……」

　俄にわかには信しんじ難がたい話だけれど、どうもそうらしい。飛行船もあちこちミシミシと軋きしみをあげていたが、このまますぐに墜つい落らくするような心配はなさそうだった。

　一気に安あん堵どした。生の実感が戻ってくる。一度は諦あきらめかけた命を、まさか再び拾えるとは。家で自分の帰りを待っている妻つまと娘むすめにまた会えるのだ。そう思うと澎ほう湃はいと涙なみだまで流れた。

「……モーリス・ボワヴァン『元』外務書記官殿どの」

　が、しかしその喜びは傍かたわらであがった低い声に、一いつ瞬しゆんで凍とう結けつさせられることになる。

　コルアーノが服の裾すそを払いながら、間近に立って自分を見下ろしていた。その冷れい淡たんな眼まな差ざしは元より、役やく職しよくの前につけられた余計な一言が、ボワヴァンの肝きもをなお一層寒からしめた。

「げ、猊げい下か……今、なんと？」

「おや、もうお忘れになられましたかな？　さきほど自みずから仰おつしやっていたではありませんか。もし生き残れたならば、そのときは首相を通じて自分を如い何か様ようにでもしろ、と」

　満面の笑えみでそう白々しく語るコルアーノの目は、当然と言うべきか欠片かけらも笑っていなかった。自分も散々に醜しゆう態たいを晒さらしたくせに、今ではすっかり元どおり権力を笠に着ている。

　不思議なものだ。いざこうして助かってみると、今度は擲なげうったはずの地位が途と端たんに惜おしくなってきた。家で自分の帰りを待っている妻と娘に「死ね！」と面めん罵ばされる情景が目に浮かぶ。

「いやはや、実に潔いさぎよい。ぜひ貴殿の望むとおりに致しましょう、『元』外務書記官殿。おっと、任期が残り僅わずかとはいえ、やはり『元』はまだ気が早過ぎますかな、『元』は。ハハハハ」

「い、いや、待って……お待ちください、猊下っ。そ、それはあんまりにもご無体な仕打ちというか、私めも先刻は口が過ぎましたというか……お、お待ちを、コルアーノ枢すう機き卿きよう猊下！」

　微び笑しようのまま立ち去ろうとするコルアーノを、ボワヴァンは涙なみだながらに引き止める。ちょうどそのとき、デッキに続くドアが開き、例のお喋しやべりな乗組員が今いま頃ごろになって戻ってきた。

「いやぁ～、えらい騒さわぎでしたねぇ。お二人ともご無事でした？」

　命に関してはとりあえず。ただ、ボワヴァンの人生は現在進行形で割と崖がけっぷちだ。




　　　　○




「さっきの飛行船に、バチカンの枢機卿が乗ってた!?」

「かもしれない、だ。……あと、もう少し声量を落としちゃくれんかね、アンリエット」

　やまびこになりそうなアンリの素すっ頓とん狂きような叫さけび声ごえを、ヴィドックがしかめっ面つらで正す。

　現在、事件があった空域を全速力で離脱した慧けい太た郎ろうたちは、そこから五キロほど離れた地点にぽつんと一軒けんだけ建つ農家の納な屋やにお邪じや魔ましていた。幸さいわい家人たちは畑仕事に出かけていて留守だったので、ほとぼりが冷めるまで暫しばらく身を隠そうという話になったのだ。

　蒸じよう気き自じ動どう車しやに乗ったヴィドックが農家のそばを通りかかったのは、運び込んだシエルバレに藁わらを被かぶせて隠いん蔽ぺい工作をしている最中のことだった。なんでもアンリの性格からいって、魔ま術じゆつ師しが出動しているなか無理に空を飛んで逃げるような真ま似ねはすまい、と逃走方向まで当たりをつけて追いかけて来てくれたらしい。名めい探たん偵ていという肩かた書がきは伊だ達てではないな、と思ったものだ。

　そして、何があったかその詳しよう細さいを知りたがったヴィドックに、アンリが事件のあらましを語り終えたところで、彼の口からとんでもない情報が飛び出した、という次第だった。

「ちょっ、待ちなさい、ヴィドック！　それ、どこから手に入れた情報!?」

「どこ、と言うほど確かな情報源はないな。官かん僚りようたちが今こぞって噂うわさしてやがるのさ。エドアルド・ヴァルテス・コルアーノ枢すう機き卿きようが、少し前からヨーロッパ各地を巡めぐってる、ってな」

「コルアーノ……？　待って。その名前、聞いたことあるっ。確かそいつって──」

「そう、バチカンきっての右う翼よくさ。〈蟲ギヴル〉はおろか魔ま女じよも異い端たんとして世界から排はい斥せきすべきだって主張してる、十字教の復権に殊ことのほか熱心な盲もう目もく的てき野心家だよ。お前さんが知ってるのは、たぶん奴やつがあの悪名高い〈ゲオルギウスの剣〉の発足者の一人だからだろうな」

　ヴィドックが言う〈ゲオルギウスの剣〉という名称には少し憶おぼえがあった。確か十字教内における対〈蟲ギヴル〉専門の武装組織だったはずだ。〈蟲ギヴル〉が発生した当初、それを悪あく魔まの遣つかいなどと評しておきながら、まったく有効な解決策を持ちえず、遂ついには自分たちが異端扱いしていた魔女にお株を奪うばわれるかたちで、十字教は近年、急速に力を衰おとろえさせていった。〈ゲオルギウスの剣〉はそんな教会が威い信しんを取り戻すべく教きよう皇こう庁ちように設立した機き関かんなのだと聞く。

　けれど、慧けい太た郎ろうの頭はそこより深く物事を考えることを拒こばんでいた。真犯人ジヨゼフを取り逃がしたことが、未いまだに胸むねの奥で後悔の尾おを曳ひいている。痛つう恨こんのミスという気がしてならなかった。

「でも、ヨーロッパ各地を巡るって……つまり、お忍びってことよね？　なんのために？」

「こいつはあくまで風聞の域を出ない情報だ。だから、俺おれもあんまり胸張って開かい陳ちんはできないんだが……なんでもな、各国の重じゆう鎮ちんたちと極ごく秘ひ裏りに会談を持って、大昔の『魔女狩がり』よろしく〈裸蟲ミルメコレオ〉たちを狩り出そう、ってのが枢機卿サマの狙ねらいらしい」

〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの狩り出し？　さすがに聞き流せない内容だった。俯うつむけていた顔を上げれば、表情を唖あ然ぜんと凝ぎよう固こさせていたアンリが、たちまち両目に力を溜ためて烈れつ火かの如ごとく怒り出す。

「ば、馬ば鹿かなんじゃないの!?　〈裸蟲ミルメコレオ〉にはほぼ完かん璧ぺきな擬ぎ態たい能力があるのよ!?　もし彼らを本気で一いつ掃そうしようと思ったら、無関係な人間がいったいどれだけ巻まき添ぞえを食うか……っ！」

「だから『魔女狩り』なんだよ。まったく血迷った話さ」

「ッ、そんなの！　まともな神経の持ち主なら首を縦たてに振るはずないわ！」

「ああ、噂でも枢機卿は他の国じゃあっさり袖そでにされたらしい。が、さて──フランスは果たしてどうかね？　何しろ一度は宗教の自由を禁じて『ヴァイゼの反乱』みたいな大規模な内乱まで起こしてる。で、その挙あげ句く、ナポレオンが国の舵かじ取とりを始めたら、また臆おく面めんもなく神の後光で民衆を宥なだめる始末だ。いわば十字教に対する『借り』だぜ、こいつは」

　それに、とヴィドックは溜め息と同時、吸ったパイプの煙けむりを大きく吐き出して、

「フランスには『連中』がいる。あのテロ屋どもの近ちか頃ごろの活動熱心さには、誰だれだって辟へき易えきしてるだろ。教会にごり押おしされて仕方なく──なんて言い訳が立つ状況を、寧むしろ好都合と捉とらえるお偉いさん方もいるかもしれん。ま、それでも単なる噂で済むうちは笑ってられたがね」

「でも、『奴やつら』は本当に現れた……」

「ああ。会談場所はイースのどこかだって説が有力だったからな。〈蟲ギヴル〉を操あやつる〈裸蟲ミルメコレオ〉なんてそういるとは思えんし、あんな小型の飛行船を襲おそってる時点でキナ臭くささ倍増だ」

「……枢すう機き卿きようと会談する相手は？」

「アドルフ・ティエール首相。これまた色々と黒い噂うわさの絶えん御ご仁じんさ」

　アンリの顔つきが険けわしさを増す。慧けい太た郎ろうにはどれも理解が及ばない話だったけれど、今ここで自分が気にすべきことは、国の思惑や小難しい政まつりごとのあれこれではあるまい。

「──教えてくれ、アンリ」

「？　慧太郎？」

　ともすれば悔しさで震ふるえそうになる語ご尾びを隠し、慧太郎はゆっくりと言葉を絞しぼり出だした。

「その連中って誰だれのことだ？　さっき飛行船を襲おそったあいつは……ルクレール号を沈しずめたジョゼフたちは、いったいなんなんだ？　テロ屋っていうのは何をする連中だ？」

「………………」

　アンリが暫しばし口を閉じる。けれど、やがて訥とつ々とつと語り始めた。

「……テロリズムは、フランス革命の『九月虐ぎやく殺さつ事件』で定義された、武力で政治的主張を押おし通とおそうとする考え方や行動のことよ。『連中』は自分たちの要求を通すために、軍と正面切って事を構かまえるような真ま似ねはせず、国内の至る場所で散発的に火を起こす。一般人から幾いくら犠ぎ牲せいが出ても厭いとわず、恐怖でフランスの足元を炙あぶり続つづける」

　ルクレール号のように。先刻の飛行船のように。ときには〈蟲ギヴル〉まで兵器として利用して。

　アンリは言った。慧太郎が憎むべき敵、斬きるべき外げ道どうたちの名を、掠かすれた声で厳おごそかに。

「──〈ブリュム・ド・シャルール〉。〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの秘密結社だって言われてるのよ」













　　　　第三章　しかし荒野を前に立ち竦み







　その日の朝は、珍めずらしくすんなりと目が覚さめた。

　ただし、寝起きの気分は普段のそれに輪をかけて最悪だ。気温の低さに反して寝ね間ま着きは汗あせでぐっしょりと濡ぬれている。慧けい太た郎ろうは仰あお向むけのまま額ひたいを押おさえ、ベッドの上で陰いん鬱うつに呟つぶやいた。

「……なんだか嫌いやな夢を観た気がする」

　内容はよく思い出せない。夢とは得てしてそういうものだし、思い出したところで不快な気持ちになるのは目に見えているから、なるべく追求しないようにするのだけれど。

　ともあれ、まずは起きる。次いで一いつ旦たん自室を出て、寮りよう生せいが共同で使う水場で歯を磨き、顔を洗い、再び部屋に戻ってきて、手早く制服に着替えた。学校生活三日目にして、早くもスカートやドロワーズに慣なれつつある自分が、ちょっと悲しい。

　それから、時計を見て頃ころ合あいと判断し、一階の食堂に降りた。まだ登校までだいぶ時間があるせいか、並んだ席は一つも埋うまっておらず、慧太郎はカウンターで寮母から朝食を受け取ると、一番隅すみっこの目立たない場所を確保する。待ち人が現れたのは、そのすぐあとだった。

「おっはよ、慧太郎。今朝はちゃんと一人で起きれたみたいね？　よし、えらいえらい」

　アンリだ。彼女はこちらを見つけると、近寄ってきて開口一番、陽気に挨あい拶さつしてくれる。

「……あ～、うん。おはよう。けどさ、その、男子の頭を撫なでるのはさすがにどうかと……」

「お、今日はクロワッサンなんだ？　うちの寮食のは割とイケるのよねー」

　びたいち聞いちゃいない。でもまぁ、制服姿で明るく振ふる舞まう彼女はなかなかお目にかかれないので、慧太郎も多少のことは我が慢まんするのだけれど。

　続いてアンリは、寮母から朝食を貰もらってくると、対面の席に腰こしを下ろしてテーブルの上に今日の新聞を広げた。生徒なら誰だれでも読めるようにと、カウンターの棚たなに収まっていたものだ。

「そういえばさ、慧太郎。昨日あんた、遅刻して学校で何か言われなかった？」

　新聞に視線を落としたままアンリが訊きいてくる。昨日の朝、かなり時間に余裕を持って海岸の調査に行ったのに、結局、軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しが出てきたせいで学園に帰るのが大幅に遅れたのだ。

「いや、特に何も。留学したてでまだ勝手も分からないだろうから、って大目に見てもらったよ。そう言うきみこそ、一日ぶんの授業、丸ごと休んじゃって平気だったのか？」

「へーきよ。今、授業でやってる内容は知ってるのばっかりだし、あたしはマルティナと違って出席日数も足りてるしね。二人揃そろって三時間目から登校するほうが、ずっと問題だわ」

　余計な邪じや推すいを招くでしょ？　と語るアンリ。ところでマルティナって誰のことだろう？

「じゃ、問題のお風呂のほうは？　あたしがあげた拡散性の認にん識しき改かい竄ざん薬やく、ちゃんと利きいた？」

「……利きいた。けど、それについては、あんまり語りたくない……」

　回想するだに恐ろしい。相手には自分が女に見えているとはいえ、全ぜん裸らの少女たちがきゃっきゃっうふふしている大浴場に、一人だけ男が紛まぎれ込こんでいるのだ。いやらしい気分になるゆとりさえありはしない。慧けい太た郎ろうは卒倒しないように、殆ほとんど目を瞑つむって適当に身体からだを洗い終えると、あとは湯にも浸つからず一目散に部屋に逃げ帰って来てしまった。

「どうせ騎き士し女おんなの裸はだかでも見て、ま～たカルバリン砲ほうに変形させてたんでしょ？　あいつ、身体鍛きたえてるくせに、おっぱいおっきくてズルいのよ」

「語りたくないって言ってるだろ!?　というか、なんできみは風呂にいなかったんだよ！」

「当たり前じゃない。あんたがいるのに大浴場なんて使えるはずないでしょ。あたしはこっそり学園を抜け出して、イースの銭せん湯とうに行って来ました～」

「くっ……卑ひ怯きような……っ！」

「ん？　はっは～ん？　さては少し期待してたわね？　そっかそっか、なるほどね。慧太郎は騎士女の無む駄だな贅ぜい肉にくより、お姉ちゃんのキュッと絞しぼれたあられもないのがお好みかぁ」

「そ、そそそそんなわけあるかッ！　というか、なんだか言い方が中年くさいぞ、きみ!?」

「──ふふ、かぁいーわよ、慧太郎」

　そうやって実に愉たのしげに繊せん細さいな男心をチクチクしたあと、アンリは暫しばらくのあいだ新聞の記事に没頭していた。が、やがていかにも納得いかなげに首を捻ひねると、

「ん～、やっぱりどこにも出てないわね」

「？　何が……って、もしかして昨日の飛行船のことか？」

「それもある。けど、あんたの名前が出てないのよ。昨日、あのジョゼフって奴やつに本名を知られちゃったから、てっきり『ルクレール号沈ちん没ぼつ事件の最新情報』とかって見出しで、でかでかと載のせられてるものとばかり思ってたんだけど……おかしいわね。なんでかしら？」

　慧太郎は『ジョゼフ』という名前に、わけもなく表情が硬くなるのを自覚した。

　昨日あのあと、迂う闊かつに姓名を名乗ったことや、犯人を取り逃がしてウジウジ悩んでいたことなどで、アンリからこっぴどく説教を受けたけれど、未いまだにあの男のことを考えると心中穏おだやかではいられない。あそこで捕らえていれば、と未練がましくも思ってしまう。

〈ブリュム・ド・シャルール〉──『陽かげ炎ろう』の意を持つ、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの秘密結社。

　現在、フランス全土にその名を轟とどろかすテロ犯罪組そ織しきであり、発足経けい緯い、規模、詳しよう細さいな根拠地、その他諸もろ々もろ、組織の概がい要ようは殆どが不明。唯ゆい一いつはっきりしているのは彼らの名前と目的のみ。

「……きみは昨日、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちに人権はない、みたいなことを言ってたよな？」

　新聞を畳たたみ、クロワッサンを口に運びかけていたアンリに、なるべく感情を抑おさえて尋たずねた。食堂に誰だれもいない時間帯を見み計はからい彼女とこうして会っているのは、今後の打ち合わせのためだったが、慧太郎としてはまず〈裸蟲ミルメコレオ〉に関する疑問を解消しておきたかったのだ。

「──ええ、そうよ」

　アンリはクロワッサンを皿に戻し、厳きびしい面おも持もちでこちらを正面から見み据すえた。

「法律では〈裸蟲ミルメコレオ〉たちはあくまで〈蟲ギヴル〉に寄生された『患者』って扱いになってるけど、実際のところ彼らに権利なんてないわ。発見されれば良くて私し刑けい。悪ければ特別施設に強制収容されて、一いつ生しよう涯がい『治ち療りよう』という名目の人体実験を受けることになる」

「そんなっ……そんなこと、許されるはずが……」

「道徳的には許されないわ。でも、今の社会はそれを許容してしまった」

「ッ、なぜ!?」

　最後まで平静を装えず、思わず大声をあげる。カウンターの向こうで寮りよう母ぼが飛び上がらんばかりに驚おどろいたのが見えた。対面に座るアンリの表情が心持ち翳かげりを帯おび──そして同時、瞳ひとみにささやかな苛いら立だちの色がよぎる。なんでこんな簡かん単たんなことも分からないの？　あたしにその不ふ愉ゆ快かいな事実を言わせてどうするつもり？　そう暗に告げられたような気がした。

　慧けい太た郎ろうはそれでも彼女の言葉を待った。やがて先に折れたのは、アンリのほうだった。

「……少数派が割を食うのは、いつの時代も同じよ。人種、思想、階級、価値観、色んなものが垣かき根ねを作って、そのどれもがときとして火種になる。──何よりね、慧太郎。人間は他者の上に立つと、ひどく安心する生き物なの。誰だれかを踏ふみ躙にじることで快感を得る、そういう心理を皆が至し極ごく当たり前に持っているのよ」

「…………」

「フランス革命からこっち、民衆の不満が常に爆ばく発はつ寸前の状じよう態たいで、ひっきりなしに銃じゆう声せいが響ひびいてるこの国じゃ、なおさら鬱うつ憤ぷんの捌はけ口ぐちがどこかに必要だったのね。外見からして普通じゃない〈裸蟲ミルメコレオ〉は、いわば格かつ好こうのスケープゴートだった。だから政府も彼らを救わないのよ」

　アンリは言う。世界で初めて〈裸蟲ミルメコレオ〉が確認された国、それこそがフランスなのだと。

「俗ぞくに『ジェヴォーダンの獣けもの』なんて呼ばれてる事件でね。一八世紀の終わり頃ごろ、ジェヴォーダン地方に正体不明の肉にく食しよく獣じゆうが出没して、ゆうに一〇〇名を超こえる犠ぎ牲せい者しやが出たの。当時は結局、その獣の正体は分からずじまいだったんだけど……後年の研究で寄生虫型の〈蟲ギヴル〉『シメーラ』が発見されて、世界はアバドン・ショック以上の衝しよう撃げきに震しん撼かんすることになったわ」

　最終的に人の手で駆く除じよされた件くだんの肉食獣は、触手らしき器官を備そなえた奇き怪かいな姿や屍し骸がいが化石化したことから、今ではシメーラによって変異させられた狼おおかみだったと見られているらしい。

「その後、シメーラがあらゆる生物……人間まで変異させると分かって、たたでさえ互いに手を取り合えなかった世界は、それまで以上に隣りん人じんを疑うようになった。なまじ〈裸蟲ミルメコレオ〉に高い擬ぎ態たい能力があって、そのうえシメーラの寄生法やその経路も分からないとなると、もういっそ彼らは切り捨てて社会の安定化を図はかったほうが得になる、ってね」

　そして、その『切り捨て』を最初に実行したのも、やはりフランスなのだという。

「昨日、ヴィドックが枢すう機き卿きようの要求を魔ま女じよ狩がりって評してたけど、小さなものなら既すでにヨーロッパ中で起きてるのよ。その悪あしき前例を作ったのは紛まぎれもなくフランスだわ。〈ブリュム・ド・シャルール〉が『自分たちの権利を勝ち取るならこの国からだ』って考えたのも当然ね」

「なら、きみは奴やつらのやり方を認めるって言うのか!?」

「ッ、そんなわけないでしょ!?」

　それまで淡たん々たんと──おそらく意図して杓しやく子し定じよう規ぎに言葉を重ねていたアンリが、ここで初めて感情的になった。テーブルに掌てのひらを叩たたきつけ、凄すさまじい剣けん幕まくで身を乗り出しくる。

「あいつらは無関係な人も大勢巻き込んでるのよ!?　自分たちが『化け物』って一ひと括くくりで扱われたのと同じように、常人をみんな『敵』って認にん識しきでテロ活動を繰くり返かえしてる！　あれじゃ荷か担たんしてない〈裸蟲ミルメコレオ〉たちも含めて、世間の風当たりは強くなる一方だわ！」

　あぁ、そうだ。そうだとも。慧けい太た郎ろうはアンリを見み据すえながら、胸きよう中ちゆうで己おのれに言い聞かせる。

　奴らは人でなしだ。例たとえどんな理由があっても、テロなど赦ゆるされるわけがない。秋あき津つ慧太郎にとって〈ブリュム・ド・シャルール〉は、どこまでいっても斬ざん奸かんの対象でしかないのだ。

　けれど──ならばなぜ、自分は今、アンリと喧けん嘩か腰ごしでやり合っているのか。

　分かり切った質問ばかり彼女に浴びせて。それで、そのたびに膨ふくれ上あがってゆくこの胸むねの靄もや々もやとしたモノは、いったいなんだ？　どうしてこうも言い知れぬ不安が募つのる？

　そのまま、暫しばらく睨にらみ合あいが続いた。けれど、先に視線を逸そらしたのは、またしてもアンリのほうだった。彼女は徐々に気勢を弱めると、再び椅い子すにストンと腰こしを落としてしまう。

「……でも、元を正せば初めに過あやまちを犯したのは、やっぱり世間のほうなのよ」

「先だとかあとだとか、もうそんなのは……っ！」

「慧太郎。この世にはね、『ままならないこと』っていうのが、現実としてあるんだと思う」

　そっぽを向いたまま告げられたアンリの言葉は、まるで楔くさびのように胸の中心を抉えぐった。

　自分がなんとか目を背そむけようとしている事実を、慧太郎自身でさえまだ理解が及んでいない腹はらの底の醜しゆう悪あくさを、彼女には完全に見み透すかされている気がしたのだ。

「──お、お二人とも、何を朝から怒鳴り合っているのですか？」

　一気に空気が悪くなった場へ、不意に横合いから声が掛かる。慧太郎が振り向くと、そこには乗馬服に似た衣い装しようを身に纏まとった、クロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランがいた。背せ筋すじをピンと伸のばした姿勢で、腰にはなぜか精せい緻ちな拵こしらえが施ほどこされたレイピアを差している。

「……あんた、なんでこんな時間に食堂にいるのよ？」

　アンリが表情を歪ゆがめてぶっきらぼうにそう質ただせば、クロエは自分が場違いな闖ちん入にゆうを果たしたと気負っているからか、らしくない歯切れの悪さで応じた。

「わ、わたしは、その……剣の自主練のために、今日は少し早起きを」

「ふ～ん、あっそ。で、何か用？」

「いえ、用というほどのことは……ただ、食堂の外にまで声が響ひびいてきていたので、何事かと思いまして。あ、あの、決してお二人の邪じや魔まをするつもりはなかったのですが……」

　可哀かわい想そうなくらい畏かしこまっている彼女に、やがてアンリは「……馬ばっ鹿かみたい」と吐はき捨すてた。

「なに誤解してるのか知らないけど、あたしはこの留学生に懐なつかれて迷惑してただけよ。前に寮りようを案内してやったから、自分が優やさしくされたとでも勘かん違ちがいしたみたいね。救えないわ」

「ッ、待ちなさいアンリエット！　それは言い過ぎだ！　ケイは見知らぬ土地に単身留学してきているのだから、少しくらい心細くなるのも無理はない！」

「だったら、あんたが慰なぐさめてやりなさいよ。あたしはつき合い切れないわ」

　アンリはぞんざいな口調で言うと、自分のトレイを持って席を立ってしまう。それが演技だと弁わきまえている慧けい太た郎ろうでも、少しカチンとくる態たい度どだった。いや、ひょっとすれば今だけは、僅わずかに本音も含んでいたのかもしれない。しかも彼女は、最後に余計な爆ばく弾だんまで残してくれた。

「──あ、そうそう。どうせ慰めるんだったら、いっそご自じ慢まんの胸むねで泣かせてやったら？　留学生は、あんたのそのだらしないおっぱいに、いたく興味があるみたいよ？」

　クロエが「なっ!?」と絶句する。アンリが邪よこしまな笑えみを浮かべて去ってゆく。

　暫しばしの沈ちん黙もく。ややあってクロエが、ギギギッと油の切れた自動人形オートマタみたいに、こちらに向き直った。なぜか両りよう腕うでで胸を庇かばいながらだ。そうすると逆に膨ふくらみが強調されて危険なのに。

「あ、あああ貴女あなたという人はっ、まま、まさかまさかそういう趣しゆ味みが!?　ケ、ケイ！」
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「ないよっあるわけないだろ冷静になれっそしてなぜ剣を抜く!?」

　彼女とは仲良くできそうだけれど、つき合い方は考えるべきかもしれない。恥はじらいの余り剣を振り回してくるクロエから逃げながら、慧太郎はしみじみそう思った。




　じきに登校という時刻になり、鞄かばんを手に自室をあとにした慧けい太た郎ろうは、寮りようを出る前にアンリの部屋を訪れることにした。簡かん単たんにでもいい、食堂での一件を彼女に謝あやまっておきたかったのだ。

「アンリ、いるか？」

　躊躇ためらいとも取れる合間を挟んでから、扉とびらの向こうから「どうぞ」と声があがる。慧太郎が室内に入れば、アンリはなんだか所在なさげに、ベッドの上に腰こし掛かけていた。

「──もうすぐ学校よ、慧太郎。何しに来たの？」

「や、さっきのことを謝ろうと思って。……すまない、アンリ。食堂では熱くなり過ぎた」

　閉めた扉の前に立って、素直に頭を下げれば、アンリが目を丸くした。ほどなくして彼女はぷっと吹き出し、可お笑かしそうにこちらを見み詰つめてくる。

「これはこれは。また直球で来たわね？」

「持って回った謝しや罪ざいの仕方は知らないんだ。たぶん、僕にはできないと思うし」

「そうね。確かにそういうしち面倒くさいのは、あんた向きじゃないかな」

　ころころと鈴すずを転ころがすように笑ったあと、少しばつの悪そうな顔になってアンリは続けた。

「あたしこそ、さっきはごめんね？　ちょっと意地の悪い言い方し過ぎたわ」

「きみが何より意地悪だったのは、間違いなく最後のアレだと思うけどね……」

「あははっ。あのあとどうだった？　あの、なんちゃって女おんな騎き士し、また暴走した？」

「また!?　危あやうく刺身にされるところだったんだぞ、僕は！　彼女はいつもああなのか!?」

「うん、いわゆる一つの発作ね。あいつ格かつ好こうつけてるくせに、アドリブには滅めつ法ぽう弱いのよ。あたしと口論になったときも、下ネタ一発で逆上して襲おそいかかってくるし」

　喧けん嘩かは先にキレたほうが負けよ、とアンリは語る。いや、そんな自じ慢まんげな顔をされても。

　慧太郎は苦笑し、扉に背せを凭もたれさせながら、「ところで」と話題の軌き道どう修しゆう正せいを試みた。

「さっき決められなかった、今後の方針のことなんだけど」

「？　うん」

「僕も自分なりに色々と考えてみたんだよ。でさ──やっぱりバチカンの枢すう機き卿きようを見つけ出して、彼の身しん辺ぺん警けい護ごに当たるのが最善かな、と思ったんだけど。どうかな？」

「……待って。どういうこと？」

「昨日、ヴィドックさんが言ってたじゃないか。枢機卿と首相が会談する場所はイースかも、って。この学園の目と鼻の先だ。ほら、きみの部屋の窓からもよく見える」

　慧太郎は顎あごをしゃくり、正面の窓から窺うかがえる街まち並なみを示した。イースはフランス最古の港町であり、規模も相当なものだが、それ以上に十字教に縁えんのある建造物が多い。会談のための秘ひ匿とく性せい、そして枢機卿を迎むかえるに相応ふさわしい格式、その両者を兼かね備そなえているのは確かだろう。

「で、でもっ、会談場所がイースっていうのは、あくまで官かん僚りようたちの噂うわさが出所なのよ？」

「どのみち僕たちには、他に頼れる情報なんてないんだ。やって損そんはないさ」

「……あのジョゼフって奴やつが、また現れる保証なんてないわ」

「そうかな。会談の内容が〈裸蟲ミルメコレオ〉たちにとって都合が悪くて、だから昨日、ジョゼフは枢すう機き卿きようの乗ってる飛行船を襲おそったんだろ？　一度の失敗で諦あきらめるとは思えないんだけど」

「ッ、ジョゼフは〈ブリュム・ド・シャルール〉の一員かもしれないのよ!?　テロ上等を謳うたうような連中と、たった二人で事を構かまえて……それで無事に済むと思ってるの、あんたは！」

　段々と語気を荒げ始めたアンリに、慧けい太た郎ろうは幾いくぶん面食らいながらも肩かたを落として頷うなずく。

「あ、ああ……うん、分かってる。こればっかりは、きみに手伝ってくれとは言えないよ。けど、僕は日本に帰るために、どうしたって奴らを避さけては通れないから……」

　場合によっては一人でもやる。その意志が通じたのだろう、アンリが顔をしかめて俯うつむき、スカートに包まれた自分の膝ひざ小こ僧ぞうに、じっと視線を落とした。その横顔に葛かつ藤とうが垣かい間ま見みえる。

　長い静せい寂じやくが室内を満たした。ぽつりと、まるで水面に投げ込まれた小石のように儚はかない声音が零こぼれたのは、それからどのくらい経たった頃ころだったろうか。

「ねえ、慧太郎」

「ん？　な、なに？」

「勘かん違ちがいしないで欲しいの。あたしは別に怖おじ気けづいたわけじゃない。あんたを最後まで手伝うって約束したあれは、誓ちかって嘘うそじゃないわ。あんたを日本に帰すために、どうしても〈ブリュム・ド・シャルール〉と関わらなきゃいけないなら、あたしだってもちろん力を貸す」

「アンリ、ならっ──」

「でも……それでも、言わせてちょうだい」

　アンリが顔を上げる。彼女の唇くちびるの端は僅わずかに震ふるえていた。自分がこれから言わんとしていることに、彼女自身が一番傷きずついているかのように。けれど、言葉は確かに続けられた。

「この一件、静せい観かんしない？」

「…………？」

　さして広くもない部屋の温度が、不意に低下したように感じられた。それが、自分の全身の血の気が急きゆう激げきに引いたからだと、慧太郎はなかなか気づくことができなかった。

　静観？　今、彼女は静観しないかと、そう自分に提案したのか？

「アンリ、きみはいったい、何を……？」

「……別に〈ブリュム・ド・シャルール〉を放置するって言ってるんじゃないわ」

　アンリが再び視線を落とす。後ろめたさに恥はじ入いるように、あのアンリ・ファーブルが。

「枢機卿を見つけ出して、その近辺に張り込もうっていう考えは、あたしも賛成。けど……ジョゼフたちが会談をご破算にすること自体は、別に食い止める必要もないと思うのよ。だってそうでしょ？　もしそれで枢機卿の馬ば鹿かげた要求が通りでもしたら……」

　後半は言葉にならない。だが、どのみち慧太郎の耳にはもう何も届いていなかった。

　呆ぼう然ぜんと思う。信しんじ難がたい気持ちと共に。彼女は自分の発言の意味を理解しているのか、と。

　イースのどこかで行なわれるらしい会談は、非公式とはいえ大物二人が顔を合わせる重要なものだ。二、三度邪じや魔まが入った程度で中止になる可能性はまずない。ジョゼフもそれが分かっているから、昨日、あれだけの真ま似ねをしでかしたのだ。〈ブリュム・ド・シャルール〉の所業を静せい観かんするとは、つまりコルアーノ枢すう機き卿きようかティエール首相、あるいはその両方を──

「……見殺しにするって言うのか？」

「………………」

「アンリッ！」

　斬きりつけるように名を呼ばわれば、アンリもまた鋭するどく返す刀で応じた。

「ええ、そうよ！　たかが二人の犠ぎ牲せいで事が済むなら、寧むしろ儲もうけものだわ！　〈裸蟲ミルメコレオ〉の狩り出しなんて馬ば鹿かげた真似、少しでも起こる目があるなら、摘つみ取とっておくべきだもの！」

「きみは、本気でそんなことを……っ！」

　痛つう烈れつな裏うら切ぎりを受けた気分だった。まさか彼女の口から、こんな台詞せりふが出てくるなんて。

「食堂で言っていたじゃないか！　〈ブリュム・ド・シャルール〉は認められないって！」

「認められないわよ！　それは変わらない！　でも……ッ、先に認められないことをしたのは世間なの！　社会なの！　神の教えなんて名分を振りかざして、実際は腐ふ敗はいでどろどろに汚れ切ってるバチカンの阿あ呆ほうが一人、今もまた同じことを繰くり返かえそうとしてる！　起こってしまったことのけじめなんて、もう誰だれにも取れないのに……っ！」

「だからって、どんな理屈をつけても、赦ゆるされないものは赦されないだろ！」

　アンリが赫かく然ぜんとハシバミ色の目を向けてきた。大粒の瞳ひとみはどこか憎々しげですらある。彼女は立ち上がり、床に散らばっている書類を踏ふむのも顧かえりみず、おもむろに慧けい太た郎ろうの前に立った。

「あたしは魔ま女じよだもの！　もっと早い時代に生まれてたら、きっとあたしも異い端たん扱いされて火ひ炙あぶりになってた！　生きてるだけで罪つみなんて、そっちのほうがよっぽど赦されないでしょ!?」

「けど……けどっ、やっぱり見殺しは駄だ目めだ！　起こるかもしれない悲ひ劇げきと、起こると分かり切ってる惨さん劇げきじゃ、まるで話が違う！　秤はかりに掛けられる問題じゃない！」

　アンリの表情にかつてない焦しよう燥そうがよぎる。いや、もどかしさと言うべきか。

　よりにもよって、なんであんたが分かってくれないの!?　言外にそう詰なじられるのを感じた。

「……分からない。分からないよ、アンリ。そんな理屈は分かりたくもない！」

「ッ、あぁそう！　そうでしょうね！　あんたみたいな、いいとこのボンボンには、あたしの喋しやべってることなんて、それこそ意味不明の外国語も同じなんでしょうね！」

「おい待て！　僕の育ちは今、関係ないだろ!?」

「いいえ、あるわ！　あたし、初めて会ったときから思ってたもの！　あんたが事あるごとに披ひ露ろうする青あお臭くささっ、たまに我が慢まんできないくらい鼻につくことがあるって！　正しさの陰に隠れなきゃ満足に主張もできない人間なんて、つくづく手に負おえないわよ！」

「……ッ」

　さすがの慧けい太た郎ろうも、これには自制が利きかなかった。そのとき胸むねの内で荒れ狂ったのは、自分でも想像できないほどの凄せい烈れつな怒りだ。

　それは、故郷で「剣術だけが取とり得えの堅かた物ぶつ、世間知らずのガキ」と周まわりから小こ馬ば鹿かにされていた事実を、アンリが見事に言い当ててしまったからだった。また、昨日、飛行船の気き嚢のうの上でジョゼフに投げかけられた台詞せりふと、奇くしくも内容が似ていたのも理由の一つだろう。

　あとは売り言葉に買い言葉だった。ソレが一線を越える言葉だと気がついたときにはもう、慧太郎は半なかば勢いに引ひき摺ずられるようにして、怒りの丈をぶちまけていたのだ。

「いい加減にしろッ！　金持ちに対するやっかみなんて、みっともない！　そんなんだからきみは、いつまで経たってもムシしか友達がいないんだ！」

　失言を後悔する暇ひまは、与えられなかった。直後、耳元で鋭するどい音が鳴ったからだ。

　少し経たってから、次第に頬ほおが鈍にぶく痛いたみ出だす。じわり、じわり、と焼けるように。

　アンリに引ひっ叩ぱたかれた──そう事じ態たいを悟さとるまで、随分と時間が掛かった。

　そして、そのあいだに彼女は、よろけた自分の傍かたわらをすり抜け、足早に部屋を出て行ってしまう。叩たたきつけるように閉められた扉とびらの音が、慧太郎に遅れて正体を取り戻させた。

　アンリの部屋に独ひとり残された慧太郎は、平手打ちを喰くらった頬を押おさえて立たち尽つくす。

　出て行く寸前、アンリが消え入りそうな声で、しかし心の底から悔しそうに呟つぶやいたからだ。去さり際ぎわに紡つむがれたその一言が、頬の痛みなんかより何万倍も心に応えた。

　──あんたも結局、あたしを変人扱いする連中と同じね。

　彼女は、たぶん泣いていたのだと思う。




　　　　○




　己おのが剣を預けた女ひとの悲しみも止めてやれず何が武士か。

　昨日、アンリの背せに掴つかまりながら胸むねに抱いた決意が、今日はそのまま自分を責める棘とげとなって、執しつ拗ように心を刺さし続つづけている。授業のあいだも、慧太郎は朝のことばかり考えていた。

　教きよう師しが黒板にフランス語で板書を綴つづる。だが、慧太郎の意い識しきは常に自分の背はい後ご、窓まど際ぎわの席に向けられていた。そこに座るべき人物は、今はいない。アンリは二日続けて授業を無断欠席したのだ。あれから彼女が学校にも行かず、どこに向かったのかは皆かい目もく見当がつかなかった。

　アンリに謝あやまらなければいけない。他の生徒の目があるところでは話しかけない──そんな約束など反ほ故ごにして、顔を合わせたら何があっても。

　そう決めて登校してきたのに、どうやら彼女はその『謝る』という行為すら、もう自分には許してくれないらしい。ひょっとしたら、今朝、自分が口走ったあれは、互いの関係に永遠の断絶を刻む、決定的な言葉だったのかもしれない。今ではそんなふうにさえ思い始めていた。

「……くそっ」

　最低だ。自分の低てい劣れつさ加減に、腹はらが立って仕方がなかった。いくら頭にきたからって、大恩人の彼女に何もあんな心ない台詞せりふを浴あびせることはなかったのに。

　なぜ、自分はあんなことを言った？　どうして穏おん便びんに矛ほこを収めることができなかった？

　決まっている。アンリの指摘がすべて図星だったからだ。

　どこか適当に逃げ場を見つけて、感情をはぐらかすこともできないほどに。

　正義の陰に隠れなければ満足に主張もできない。それは、まさしく秋あき津つ慧けい太た郎ろうという人間そのものだった。物事の一側面しか捉とらえようとしない、ただ柔じゆう軟なん性せいを欠くだけの信念とは名ばかりの精神性。故郷で「当主の器うつわではない」と言われ続けた、その所以ゆえん。

〈ブリュム・ド・シャルール〉に対する感情だって、きっと煎せんじ詰つめればそこに行き着く。

　食堂でアンリと話したとき、慧太郎が彼女に自明の問いばかりぶつけたのは、結局のところ他者の口からはっきりと否ひ定ていしてもらいたかっただけなのだ。

　ジョゼフたちは絶対に間違っている。奴やつらこそ諸悪の根源なのだ、と。

　自分に罪つみをなすりつけ、多くの人を殺あやめた彼らが、しかし視点を変えれば社会からはぐれたある種の犠ぎ牲せい者しやに変わるなど──そんなことは認めたくなかった。

　ジョゼフたちを、ただ『敵』とだけ認識していたかったのだ。分かりやすい枠わくに嵌はめ、正義の名の下に恨うらみつらみを晴らしてしまえば、良心への被害は最小に抑えられる。相手方の厄やつ介かいな背景など、お構かまいなしに刀を振るえる。そう思ったのだ。

　吐はき気けがするような惰だ弱じやくさだ。つまるところ自分は、昔と何も変わっていない。

　兄に広い世界を見て来いと背せ中なかを押され、フランスにやって来て僅わずか数日で多くのことを見聞きしたはずなのに、最終的には慣なれ親したしんだ単純な法則が支配する道、甘えの道程を選んで歩いてゆこうとしている。世の事々がそんな簡かん単たんに白と黒で塗ぬり分わけられるはずもないのに。

　正しい人間なのではなく、ただ正しい行いが『好き』なだけの偽ぎ善ぜん者しや。

　それが、秋津慧太郎という人間の、偽いつわらざる本質だった。

「……っ！」

　不覚にも緩ゆるみかけた涙るい腺せんを、血が滲にじむほど唇くちびるを噛かんで堪こらえる。都合が悪くなったら泣くのでは、自じ己この行いに責任を持てない子供と同じだ。これ以上、無様にはなりたくなかった。

　とにかく、アンリに謝あやまらないといけない。もしかしたら、今日はもう彼女とは会えないかもしれないけれど。日を跨またいでもいいから、できる限り誠意を込めて、きちんと謝らなくては。

　しかし、慧太郎はあまり時間的な猶ゆう予よが残されていないことにも気づいていた。

　昨日、ヴィドックが言っていたのだ。枢すう機き卿きようと首相の秘密会談は、噂うわさによれば二、三日中にも行なわれるらしい、と。

　慧太郎は視線を横に流し、校舎の窓からイースの街まちを遠目に見た。

　アンリとの仲を回復させるのは、もちろん重要だ。けれど、慧太郎は同時に証明もしなければいけなかった。今度こそ偽善ではない、確たる信念を持って。例たとえどんな事情があっても、やはり人ひと死じに沙ざ汰たを看かん過かするのは、決して許されることではないのだ、と。

　アンリも本当は分かっているはずだ。〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの窮きゆう状じようを憂うれうなら、なおさら不当な方法であらゆる始末をつけようとする〈ブリュム・ド・シャルール〉の企たくらみは阻そ止しすべきだった。

　まだ迷いは晴れない。だが、慧けい太た郎ろうは行動する他に、己おのれの本気を示す術すべを知らないのだ。




　　　　○




　アンリは長なが机づくえに突つっ伏ぷしたまま、ただ徒いたずらに時間を浪ろう費ひする。

　場所は、聖カトリーヌ学園の大図書館、その奥まったところにある読書スペースだった。

　朝、慧太郎と喧けん嘩か別れして寮りようを出たあと、教室でまたすぐに彼と顔を合わすことになるのかと考えたら、急にすべてが嫌いやになってしまった。それで向かう先を校舎から変更し、こうして図書館にやって来たわけなのだけれど。正直、失敗だったかもしれない。

　静かな場所で目的もなくじっとしていると、人の思考は嫌でも内に向かうものだ。

　慧太郎の糾きゆう弾だんに対する怒りやら、最後には涙なみだまで流した自分の醜しゆう態たいやら──とにかく朝の一幕が、繰くり返かえし脳のう裏りで再現されていた。これで話し相手でもいれば少しは気も紛まぎれたろうが、あいにく自分には望むべくもない。集団のなかで孤立するとは、そういうことだった。

　いや、一人だけ。知人以上、友人未満の、距きよ離り感かんがよく掴つかめない相手なら、いるにはいる。

　先刻からページをめくる音が、いやに大きく辺りに響ひびいていた。その音は、現在、自分が独ひとりきりではないという事実をアンリに教えてくれるが、逆に言えばそれだけでしかない。何しろ相手は、大抵の場合、本を読むだけの置物と化している、自分以上の偏へん屈くつ者ものだ。

　アンリは顔を上げた。対面の席には、変わらぬ姿勢でマルティナ・ロセリーニがいる。

　自分と同じく学園の聖せい歌か隊たいに入ることを条件に学費を免めん除じよされている、サルデーニャ王国からの留学生。一学年のとき、ふとした縁えんで知り合った、もっさりした黒くろ髪かみのちんちくりん。

　行儀良く座って黙もく々もくと読書を続けるその様は、自分が図書館に来てから身じろぎはおろか、瞬まばたき一つさえしていないように思えた。眼鏡めがねの奥の黒こく瞳どうは、毎度の如ごとくひたすら淡たん白ぱくだ。

「……ねぇ、マルティナ」

　ふと呼びかけてみたのは、ほんの気き紛まぐれだった。特に何かを期待したわけではない。

　事実、マルティナは手元の本から目も離さず、がらんどうの声音で言ったものだった。

「なに？」

「あんたさ…………あ～、うん。いや……やっぱりいいや」

　アンリは首を横に振って、再び机の上に突っ伏した。どう言葉を続けたものか分からなかったからだ。マルティナも「そう」とだけ呟つぶやいて、やはりそれっきり読書に戻ってしまう。

　思えば、自分と彼女もたいがい不思議な関係だ。同学年ではあるもののクラスが違い、またマルティナが平気で授業を休みまくるため、校舎や寮りようでは殆ほとんど会ったことがない。学内ではこの図書館と、そして聖せい歌か隊たいの練習風景だけが、アンリとマルティナの僅わずかな接点だった。

　これまでは、それでいいと思っていた。余計な煩わずらわしさがなくて実に結構だ、と。

　でも、今ばかりは少し勝手が違った。甚はなはだ都合のいい話ではあるけれど。

　別に悩みを聞いてほしいとかではないのだ。しかし、こうも会話がないと、さすがに気が滅め入いる一方だった。試しに何か他愛のない話でも持ちかけてみようかと思うが、それでマルティナが「へえ」や「そう」以外の返事をくれる可能性は著いちじるしく薄うすい気がする。

　まったく、どうしたものやら──と、そんなふうに殆ほとんど諦あきらめていたからこそ、

「らしくない」

　抑よく揚ようなくぼそぼそと囁ささやかれたとき、アンリは初めそれが誰だれの声なのか分からなかった。

「言いたいことがあるなら言えばいい」

「……っ!?　ちょっ、まさかマルティナ!?」

　勢い良く顔を上げる。凝ぎよう然ぜんと見れば、あのマルティナが読んでいた本を閉じて、とろんとした双そう眸ぼうをこちらに向けていた。

「なんでそんなに驚おどろくの？」

「や、だって……あ、あんたが自分から話しかけてくるなんて……」

　あり得ない。あり得なさ過ぎて、いっそ怖い。失礼ながらそんなことさえ思った。

「カス喋しやべりは嫌きらい。無む駄だだから。でも、今日は貴女あなたが話したそうにしてる」

「あ……ひょ、ひょっとしてあたし、読書の邪じや魔まだった？」

「いいえ。邪魔になるほど貴女の価値は、わたしのなかで高くないわ」

　抜け抜けと言う。あんまりな評価だ。が、裏うらを返せばそれは、彼女が信条を曲げて話につき合ってくれるという意味でもあった。その素そっ気けない歩み寄りが、なんだかとても心ここ地ち良よい。

　アンリは苦笑した。苦笑して、深呼吸して、それから言葉を紡つむぐ。

「──ある人とね、朝、ちょっと喧けん嘩かしちゃったの」

「悪いのはどっち？」

「最後は子供みたいな口論になっちゃったから、どっちもどっちだけど……根本的な原因を作ったのは、たぶんあたし。ううん、それは間違いない」

　そうだ。だからこそアンリは、今こんなにも鬱うつ々うつときている。慧けい太た郎ろうには色々もっともらしいことを言ったけれど、結局、自分はあのとき単に駄だ々だをこねていただけなのだから。

「……謝あやまらなきゃ、って思うのよ。でも、なかなかね……」

「友達なのね」

「ん、え？」

「その人。貴女の友達なんでしょう？」

　違うの？　と無感動な目で見み詰つめられる。アンリは暫しばらくぽかんと口を開けてしまった。

「い、いや……けど、あたしとあいつはまだ会ったばかりでそんなっ……」

「友達よ」

　今度はきっぱりと断言され、知らず口を衝ついて出た反はん駁ばくが、尻しり切きれてどこかに飛んでゆく。

「謝あやまろうと思うのは、仲直りがしたいから。謝しや罪ざいが難しいと分かっている相手と、それでもなお関係の修復を望むのは、その人が貴女あなたの友達だからよ」

「…………」

「こんなこと、子供だって知ってるわ」

　もはや一ヵ月ぶんくらい喋しやべったのではないかという、マルティナにあり得ざる長なが台詞ぜりふに、アンリは再びぽかんと口を開けた。その間かんに彼女は、自分の役目は終わったとばかりに、またぞろ読書に戻ってしまう。アンリは暫しばらくそのまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　トモダチ──その、なんてことのない響ひびきが、大きなしこりとなって胸むねに残る。

　そういえば、そもそも自分はなぜ彼に協力しようと思ったのだったっけ？




　授業がすべて終わり、部活動も珍めずらしく休んだアンリは、その後も延々と図書室で悩み続けていた。が、やがて閉館の時間になり、マルティナも席を立ってしまうと、さすがにチェックメイトだ。数少ない他の利用者たちに混じって、仕方なく寮りように戻ることにした。

　いの一番に慧けい太た郎ろうの部屋に向かったのは、やはりマルティナのおかげだったように思う。

　自分とあのお人ひと好よしな日本人の関係は、未いまだによく分からないけれど、とにかく謝りたい──マルティナの言い様によれば「仲直りしたい」という気持ちは薄うすれていなかったからだ。

　けれど、いざ踏ふん切ぎりをつけて彼の部屋の前まで行くと、なんの因果か今もっとも会いたくない人物と鉢はち合あわせしてしまった。向こうもこちらに気づき、途と端たんにむっとした表情になる。

「アンリエット・ファーブル！　貴女は今日も学校を休みましたね!?」

「……なんで、あんたがここにいるのよ？」

　無断欠席したその日にクロエと会えば、口くち煩うるさい説教を受けるのは火を見るより明らかなのに。

「朝は色々あって指摘し忘れましたが、貴女は昨日も教室に顔を見せなかった！　さすがに級長として黙だまっていられない！　納得のいく説明を聞かせてもら──」

「『女の子の日』だったのよ。重くてね。今もお手洗いに行ってきた帰り」

　なので、アンリは相手が口火を切った瞬しゆん間かん、速攻で奥の手を使って続く言葉の先を封じた。

　案の定、クロエが口をぱくぱくと開閉させて、顔を景気良く噴ふん火かさせる。彼女がこの手の話に弱いのは知っていたが、女が月モノの話題を振られて、この反応はいかがなものか。

「も、ももも申し訳ありません！　よ、よもやそういう事情だったとは……っ！」

「いいから。それより、あたしの質問の答えがまだよ。あんた、留学生の部屋になんの用？」

「ケ、ケイが心配で見に来たのですっ。今日の彼女は、どこか様子が変だったので……」

　なんて律りち儀ぎな。教きよう師しに言われたから、というならまだしも、あろうことか自主的にとは。

「男日照りが続く女所帯なんかじゃ、たまに特とく殊しゆな性せい癖へきに目め覚ざめる奴やつがいるって聞くわね」

「そ、そんなわけがないでしょう!?　わたしは歴れつきとした『男好き』です！　武勇と知略に優すぐれた、『シャルルマーニュ一二勇士』のローラン様のような男性が好みなのです！」

「……乙女おとめチックな恥ち女じよみたいな発言になってるわよ、あんた」

「ま、まぁ確かに？　ケイが殿との方がただったら、わたしも多少は胸むねが高鳴ったでしょうが……」

　へぇ、と相あい槌づちを打ちながら、アンリは強く思った。慧けい太た郎ろうの正体が男だということは、特にこいつには絶対に知られてはならない、と。よく分からないけれど、強く強くそう思った。

「──ところで、アンリエット。貴女あなたこそ、なぜケイの部屋に？」

「違うわよ。あたしは偶然ここを通りかかっただけ」

「偶然？　ですが、貴女の部屋は確か一つ下の階だったはずでは……」

「詮せん索さくはご遠えん慮りよ願うわ。親切心も度が過ぎれば、下げ衆すの勘かん繰ぐりになるって理解しなさい」

　クロエが再びむっと顔をしかめた。だが、ここで腹はらを立てればまた話がこじれると思ったのだろう。肩かたを落として溜ため息いきをつくと、そのままこちらに背せを向ける。

「……そうですね。残念ながら、わたしも無む駄だ足あしだったようですし、これにて失礼します」

「？　待って、級長。無駄足って？」

「ケイですよ。彼女は今、部屋にいません」

　アンリは眉み間けんに皺しわを寄せた。慧太郎が留守？　既すでに日も暮れ始めているのに？

　彼の行動範はん囲いは今のところ、たかが知れている。それに多くの秘密を持つ身でもあるため、よほどの事情でもない限り自室で大人しくしているだろうと踏ふんでいたのだけれど。

　いや、待て──と、そのときアンリは俄にわかに血相を変えた。

　よほどの事情なら、ある。あるではないか。

「まさか、あいつ……」

「アンリエット？　どうしました？　顔色が優れないようですが」

「～～～ッ、あんの馬ば鹿か！」

　一声叫さけぶや、アンリは矢も盾たてもたまらず走り出した。クロエが驚おどろいた声をあげるが、もちろんそんなものは無視する。まずは自室に向かい、至急装備を整える必要があった。




　　　　○




　街まちに入ってから陽ひが完全に沈んだ頃ころ、慧太郎は自分が尾び行こうされていることに気づいた。

　イースはフランス最古の港町であると同時、フィニステール県で最大の港こう湾わん都と市しだ。石造りの古い街並みと、蒸じよう気き機き械かいや電飾看かん板ばんで彩色された新しい街並みが、至し極ごく当然とばかりにごちゃごちゃと同居している。すぐ目の前を蒸気軌き道どう──路面機関車が通り過ぎ、吐き出されたスチームに曇くもる視界の彼方かなたを仰あおぎ見みれば、空に坐ました緋あかい月へ伸のびる時と計けい塔とうの威い容ようがあった。

　数日前、生活に必要なものを買いにアンリと共にイースを訪れたときは、ひしめく建物と人に圧倒され、入り組んだ路ろ地じでは年とし甲が斐いもなく何度も迷子になりかけた。だから慧けい太た郎ろうは、今回は一人ということもあって、なるべく目抜き通りに沿って街まちなかを進んだ。

　初めは男性の格かつ好こうで来たため、おっかなびっくりだった足取りも、すぐにこなれたそれへと変わる。女性用で動きやすい装よそおいは制服しかなく、聖カトリーヌ学園の生徒だと身元がバレるとまずいと判断したため、仕方なく男の姿で出歩くことにしたのだけれど、夜の闇やみとこの人の多さは思った以上に慧太郎の容姿を隠してくれていた。

　なぜ危険を冒おかし、無理に一人で学園を出て来たのかといえば、それは言わずもがな。

　結局、あれからアンリに謝あやまることはできなかった。寮りように戻ってから暫しばらく部屋の前で待ってみたものの、彼女はいつまで経たっても自室に帰ってこなかったのだ。

　ジョゼフと再び邂かい逅こうする僅わずかな機き会かいを物にするためには、会談が行なわれるという期日中、イースを奔ほん走そうすることになるのは必至。今日のところは単独で動くしかなかったのである。

　これが愚ぐ挙きよだという自覚はもちろんあった。例たとえ猶ゆう予よがないとはいえ、一人で土と地ち勘かんもない場所に赴おもむき、半なかば運任せの会敵を狙ねらうなど、どう贔屓ひいき目めに見ても賢明な選択ではない。

　けれど、アンリとの口論で詳つまびらかになった己おのが胸きよう中ちゆうの卑いやしさを払ふつ拭しよくし、何より断固として無用な流血を阻そ止ししたい慧太郎は、もはや一分一秒とてじっとしていられなかったのだ。

　枢すう機き卿きようは確かに業ごう腹はらな手合いかもしれないが、だからといって死なせていい道理はない。

　人命は平等に尊とうとばれるべき──それこそが秋あき津つ慧太郎の奉ほうじる武士道なのだから。

　だが、そんな事情から街に入り、通行人を捕まえては聞き込みをすること二時間余り。

　中央広場で、かつての民衆に訴える聖ゲノルの銅像の前を通り過ぎ、百貨店の角を曲がってそれまで避けていた裏うら路地に入ったところで、慧太郎はやおら足を止めた。

「？」

　饐すえた匂においが鼻を衝つく汚らしい路地の奥に、数人の男が屯たむろしていた。耳をそばだてれば、何やら小声で乱暴な言葉が飛び交っている。同時、踏ふみ下おろされる足と、聞こえてくる鈍にぶい音。その人ひと垣がきの向こうに、襤ぼ褸ろを纏まとった矮わい躯くの姿を認め、慧太郎はおおよその事じ態たいを悟さとった。

　おそらくは浮ふ浪ろう児じなのだろう。顔は見えなかったが、手足の小ささからいって一〇歳さいかそこらとおぼしき子供が、ガラの悪そうな男たちにこぞって暴力を振るわれていたのだ。

「おいそこ！　いい大人が寄ってたかって、子供相手に何をやっているんだ！」

　思わず大声をあげれば、凶きよう漢かんたちが弾はじかれたように振り返った。そして次の瞬しゆん間かんには、糾きゆう弾だんした慧太郎が驚おどろくほどの変わり身の早さで、彼らはその場から退散してしまう。隠れて集団で弱者に暴行を加えるような手合いだ。当然といえば当然の反応ではあったかもしれない。

　なんの保証も持たず、反抗する力もない者を、憂うさ晴ばらしに痛いためつける──ありふれた理り不ふ尽じんとはいえ、今この瞬間に限っては殊ことさら胸むねに迫せまる光景だった。今朝のアンリの言葉、「誰だれもが弱者を当たり前に踏み躙にじり得る」という説の論証が、提示されてしまったようなものだ。

　やるせなさに苦虫を噛かみ締しめながらも、慧太郎は路地に蹲うずくまった子供の元に駆かけ寄よった。

「……きみ、大丈夫か？　もし怪け我がをしたなら医者に連れて行って──ッ」

　だが、そう言って差さし伸のべかけた手を、慧けい太た郎ろうは雷かみなりに打たれたように途中で引っ込めていた。

　頭から被かぶった襤ぼ褸ろの隙すき間ま、そこから覗のぞいた子供の相そう貌ぼうが、普通ではなかったからだ。

　複眼や触角などの昆こん虫ちゆうの器官と、真っ当な人間のそれがごちゃ混ぜになった幼い顔立ち。まだ上う手まく擬ぎ態たいすることが叶かなわないのか、彼はよりにもよって〈裸蟲ミルメコレオ〉の少年だったのだ。

　相手の思わぬ正体に驚おどろき、意図せず忌き避ひするように手を引いてしまったこちらに、少年が青あお痣あざだらけの顔を歪ゆがめてみせる。剥むき出だしの敵意に刺さされ、慧太郎はたちまち金かな縛しばりに遭あった。

「……いい人ぶるなよ、中シ国ノ人ワ。お前もさっきの連中とおんなじだ」

　年ねん齢れいにそぐわない禍まが言ごとが、アンリの『あの一言』と重なって、隘あい路ろに昏くらく響ひびいた。

　ぺっと血の混じった唾つばを吐き出した少年は、直後、跳はねるように身を起こして路ろ地じの向こうに走り去ってしまう。闇やみに呑のまれる小さなその背せ中なかを、引き止めることはできなかった。

　暫しばらく打ちひしがれていた慧太郎は、やがて半はん端ぱに伸ばしたままだった手を力なく下ろす。

　あんな幼おさな子ごすら無自覚に傷きずつけた自分の情けなさに、総身が瘧おこりに襲おそわれたように震ふるえてたまらなかった。背はい後ごに気配を感じていなければ、よろけて壁かべに倒れかかっていたかもしれない。

「言われたな。酷ひどいザマだ」

「…………」

　振り返れば、ガス灯の仄ほの暗ぐらい明かりの下、まるで幽ゆう鬼きの如ごとく人影が佇ちよ立りつしていた。出いで立たちこそ昨日と同じだったが、相手はもはや頭ず巾きんを脱いで素顔を晒さらしている。

「……悪あく趣しゆ味みだな。僕はこうして人ひと気けのない場所まで来てやったのに、そっちはなかなか姿を現さないばかりか人の失敗を高みの見物か」

「ほう、俺おれの尾び行こうに気づいていたか。その歳としで大した修しゆう練れんだ、小こ僧ぞう」

　陰いん々いん滅めつ々めつたる長ちよう躯くの男、ジョゼフは低く笑って、ぞんざいに拍はく手しゆをして寄よ越こした。外がい套とうの内から伸びたその手には、既すでに二本の短たん槍そうが握にぎられている。慧太郎は鼻に皺しわを寄せて応じた。

「よく言う。最初から僕に気づかせる腹はらづもりだったろうが」

「まあな。察せぬ愚ぐ鈍どんなら仕事も手早く済んだろうが、あまり容易たやすく運び過ぎてもそれはそれでつまらん。だが、たまさかこうも簡かん単たんに見つかるとは、些いささか意外だったぞ。やはり、この県の界かい隈わいに潜せん伏ぷくして……いや、よもや俺に発見されるのを期待していたか？」

　正解だった。人目を忍しのんでいるだろう枢すう機き卿きようや首相を探すよりも、なぜか自分に用があると語っていたジョゼフを釣つったほうが効率が良かろうと、慧太郎なりに考えたのだ。街まちなかで彼の視線を感じて誘おびき出だした先で、まさかあんな場面に遭そう遇ぐうするとは思っていなかったけれど。

「そっちから訪ねてくるという話だったが、あいにく僕はそれほど悠ゆう長ちような性た質ちじゃない」

「ふん、今日は幾いくぶん冷静だな。子供にまで欺ぎ瞞まんを暴あばかれ、少しは自分を見み詰つめ直なおす気になったか。内心、怒りを御ぎよするのに必死なのが透すけているが」

「……ッ、これから悪あつ鬼きを討うつのだ！　猛たけらずにおれるか！」

　喝かつ破ぱし、バットケースから取り出した愛刀を鞘さやから解放する。ジョゼフは持ち前の爛らん々らんとした双そう眸ぼうで無む垢く嬢じよう矩のり安やすの刀身を眺め、間もなく闘とう気きに満ちた凄すさまじい形相を浮かべた。

「意気や良し。殺さぬ程度に遊んでやる」

　ほざけっ、という叫さけびはもはや言葉カタチにする意味も感じなかった。次の瞬しゆん間かんには、慧けい太た郎ろうは膝ひざを脱力させ、半なかば前のめりに倒れるかのように地を疾しつ駆く、ただの一ひと跨またぎで間合いを踏とう破はし、ジョゼフに急迫していたからだ。対してジョゼフは、左の短たん槍そう一本のみでこれに応じた。

「喰くらわんよ。それはもう懲こりている」

　まともに受ければ不利と判じてか、掲かかげられた槍やりがこちらの初しよ太だ刀ちを捌さばきにかかる。

　させまじと手首を返せば、無垢嬢矩安の刃が槍の表面を荒々しく滑すべり、夜や陰いんに繚りよう乱らんと火花を散らした。そこから即座に鍔つば迫ぜり合あいの状態に持ち込んだ慧太郎は、目まぐるしく体たいを入れ替えながら、下方よりこちらの腹はらを抉えぐりにきた、もう一本の槍の柄つかを蹴けり足あしで払はらい除のけ──

　狙ねらったのは、その直後。すかさず下か肢しを撓たわませ、腕うでを畳たたんだまま敵の股また下したに足を差し入れた慧太郎は、上半身まで運んでおいた重心を、噛かみ合あった得え物もの越しに一息で相手に『移した』。

「ッ!?」

　零ぜろ距きよ離りからの予期せぬ押おし込こみに遭あい、ジョゼフがたたらを踏ふんで身体からだを泳がせる。中国武術の寸すん勁けいにも似た、しかし武器を持ったままで行なう、鍔迫り合い時の高等技法だった。

　まるで体当たりでも受けたような衝しよう撃げきをジョゼフは感じたはずだ。傾かしいだ体勢を立て直そうとするが、ここまで極きよく端たんに崩くずれたバランスは、もう重心移動だけでは如何いかんともし難がたい。結果、ジョゼフは後ろに退ひくことを余よ儀ぎなくされ、そして退けばそのぶん距離に余裕ができる。

「──破はっ！」

　決めにいった。間かん髪ぱつ入れず正せい眼がんに構かまえ直なおした剣先を、相手の右みぎ肩かた目掛けて豪ごう速そくで射出する。

　刺し突とつ。数ある剣術、数ある剣技のなかでも、総じて最速とされる一いち撃げき。ジョゼフの得え物ものが短槍であり、互いの刃は圏けんにさほど差がないことを逆さか手てに取った、敵の虚きよを衝つく片かた手て突つきだった。

　今のジョゼフは完全に死に体。これを躱かわすことは不可能だ。そう確信した。

　しかし、その刹せつ那な、慧太郎の培つちかわれた戦せん闘とう嗅きゆう覚かくが、いきなり激げき烈れつに警けい鐘しようを鳴らした。

　必殺の突きが軌き道どうを逸そらすのも構わず、その警鐘に従って身を捌さばくことができたのは、殆ほとんど直感によるものだった。ほぼ同時、寸前まで自分がいた位置を、何かが猛もう然ぜんと擦さつ過かしてゆく。

「なっ……!?」

　一いつ瞬しゆん、ジョゼフが手にしていたあの槍を、交差状に投じてきたのかとも思った。

　違った。敵はまだ両手に得物を握にぎっている。だが、その代わり、ジョゼフの纏まとっていた外がい套とうが大きく払われ、その内側からナニかがこちらへと伸のびていた。

　腕うでだ。

　三本目の腕。

　ただし、人間のものではない。黒光りする昆こん虫ちゆうの節足の如ごとき腕が、爪つめを備えた歪いびつな指でやはり杭くい状じようの槍やりを握にぎり、攻防の最さ中なか、こちらが放った突つきと同時に慧けい太た郎ろうを貫きに来たのだ。

　あまりのことに呆あつ気けに取られるなか、異形の腕うでがジョゼフの元に引き戻される。

「〈裸蟲ミルメコレオ〉の変異が、まさか首から上だけだと思っていたわけではあるまい？」

　そう言うジョゼフの容よう貌ぼうは、既すでに人とクモが混ざり合った、現うつし世よのものとは思えないそれ。次いで外がい套とうが脱ぎ捨てられ、その下から現れた敵の全姿に、慧太郎は暫しばし言葉を失った。

　大まかな形けい態たいは人とさして変わらない。革かわ製せいの丈夫そうな衣服に包まれた身体からだは、細かい部分まではどうあれ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした『五体』と呼べるだけの特徴を残している。が、問題なのは背せ中なかから生はえ伸のびている歪いびつな影だった。

　四本の腕。いずれも虫の節足に酷こく似じしており、そのうちの二本はやはり槍を握っている。人間としての腕で手た繰ぐる短たん槍そうに比べて、やや柄えが長い『中槍』とでも呼ぶべき得え物ものだった。

　更さらに異常は続く。不意に、頭上からジョゼフの足元に、二条の鈍にぶい光が降り落ちたのだ。

　地に突き立ったのは新たな二本の槍。こちらは従来の物と寸すん尺しやくが変わらない、一般的な『長槍』だった。慧太郎が泡あわを食って上を仰あおげば、路ろ地じの左側にそびえる百貨店の張り出しに、ジョゼフが今しも脱いだのと同じ外套を身につけた、二つの人影があるではないか。

「ッ、仲間!?」

「いきり立つな。部下の助勢など受けん」

　ジョゼフが二本の長槍を、空あいていた残る虫の腕で引き抜く。そして、おもむろに構かまえを取ってみせた。長・中・短と、対ついになった六本の杭めいた槍が、絡からみ合あうように掲かかげられる。

　生まれたときから持っていた人間の四し肢しに、〈裸蟲ミルメコレオ〉に変じてから備そなわった異形の腕を四本加えたその姿は、まさしく八本足のクモを彷ほう彿ふつとさせた。

　否いな──阿あ修しゆ羅ら。

　三さん面めん六ろつ臂ぴの仏教天が一ひと柱はしら、彼かの武神の如ごとき凄せい絶ぜつ極きわまる立ち姿だった。

「みだりに正体を明かせぬ身ゆえ、これまで腕二本のもどかしさに苦く慮りよしたが……正式な命が下った以上、話は別だ。貴様を生いけ捕どりにとなると、さすがに俺おれも些いささか本ほん腰ごしを入れねばな」

　生け捕り？　自分を!?　瞠どう目もくするこちらに、ジョゼフは己おのれに一切の熱を持つことを禁じているかのような静かな口調で、淡たん々たんと戦せん闘とう再開の合図を発した。

「──征ゆくぞ」

　直後、六つの単眼が夜よ闇やみを縦じゆう横おうに躍おどり、六条の銀光が爆ばく散さんするかの如く虚こ空くうに弾はじける。

　勝負の趨すう勢せいは、実質、三〇秒で決した。




　そう、たったの三〇秒だ。

　考えようによってはもっと短かったかも知れず、少なくとも一分は絶対にかからなかった。

　三〇秒。それが慧太郎が敗北を喫きつするまでに要した時間だった。

「くっ……うおおぉ！」

　叫さけぶ。打だ突とつの際の掛け声は、こと示じ現げん流りゆうにおいては非常に重視される。特とく殊しゆな発声によって横おう隔かく膜まくを効果的に刺し激げきし、肉体を可能な限り意のままにする──そういった技術面の理由もあったが、もっと単純に雄お叫たけびとは己おのれを鼓こ舞ぶし、相手を圧する『形なき斬ざん撃げき』であるからだ。

　しかし、今、慧けい太た郎ろうの口から迸ほとばしる絶ぜつ叫きようは、怯きよう懦だに憑つかれた犬のそれと何も違いはなかった。

　叫ばずにはいられない。哭なかねば微み塵じんも耐えられない。自分にとってほぼ唯ゆい一いつ無む二にともいえた特技、抜群と信じた技の冴さえが、しかし相手に何一つ痛つう痒ようを齎もたらさないという現実を前に。

「微ぬ温るいぞ」

　端的な一言。構かまわず右回りに踏ふみ込こみ、渾こん身しんの力で放はなった稲いな妻ずまが、しかし虚むなしく空を切る。敵は頭上にいた。跳とび上あがり、建物の壁へき面めんに二本の槍やりを突つき立たてて、へばりつくように。

　次いで寸すん毫ごう置かず逆さか落おとし。まず別の二本が牽けん制せいとして先行し、それを嫌いやがって退ひいたときには、落下しざまの蹴けりがこちらの首を刈かりにくる。咄とつ嗟さに屈かがんでやり過ごすが、重心を下げ過ぎたその姿勢からは、もうあとがない。続く上下同時、左右からの横よこ薙なぎに、反応できたのは頭部を狙ねらった一方のみ。もう一方に為なす術すべもなく足を払われ、石いし畳だたみに倒れ込みながら、それでも横に転ころがって追つい撃げきを逃のがれる。が、辛からくも窮きゆう地ちを脱したと立ち上がりかけた矢先、

「地を這はうな、お偉い人間サマが。それは俺おれたちの特権だ」

　周到に先回りしていたジョゼフに、わけもなく頭部を蹴り抜かれた。

　ジョゼフは立ち回りの最中、一貫して得え物ものを『槍』ではなく『棍こん』として扱っていた。六本三種の異なる間合いを持った武器が、それぞれてんでバラバラに狭い路ろ地じを暴れ回り、それでいて奴やつは決して『待ち』に徹てつさない。嵐あらしの如ごとき刃やいばの結界を形成しながら、〈裸蟲ミルメコレオ〉の運動能力を存分に活いかし、常にこちらの先へゆく。既すでに読みがどうこうといった次元ではなかった。

　元来、刀を持つ者が槍の繰くり手てと対たい峙じした場合、相手の三倍は実力が必要とされる。

　奴は六ろく槍そう使い。単純に考えれば得物の優ゆう位い差さは一八倍にも及ぶ。こうなってくるともう、事は城攻めと大差がなく、いかに空間を支配する六本の槍をかいくぐり、相手の懐ふところに潜もぐり込こむかが重要になってくる。だのに、その肝かん心じんの城が厚く防備を保ったまま、身軽なはずのこちらよりも数段速く自由に動き回るのだ。制空権まで奪うばわれてしまい、反はん撃げきの糸口すら掴つかめない。

　こと剣術に関して、慧太郎には絶対の自信があった。門弟に厳きびしく接するのが当然の立場である師しをして、かつて『麒き麟りん児じ』と言わしめた経験さえある。事実、故郷では誇こ張ちようなく負け知らずだった。技量的にはもう師をも超こえているという手て応ごたえすら感じていたのだ。

　──いいだろう、ならば徹てつ底てい的てきにその天てん狗ぐの鼻をへし折ってやる。

　なのに、昨日の一戦でさも本気ではないかのような発言をしたジョゼフに心中で投げかけたあの台詞せりふが、今まさに慧太郎自身に跳はね返かえって来ようとしていた。

　最初の五秒で戦力差を痛つう感かんした。それから更さらに五秒ごとに絶望感がいや増し、二〇秒経たったところで慧太郎は既に半なかば以上、敗北を認めていた。それほど一方的な展開だった。

「……解げせんな。昨日の貴様のほうが、もっと速かったように思うが」

　死合いの渦か中ちゆう、ジョゼフが口を開く。つまり、それだけの余裕が向こうにはあるのだ。

「左目を十全に使い切れていない……いや、それを言うならまだ自覚もあるまい。ならば貴様、よもや迷いを持って戦いに臨のぞんだか？　だとすれば俺おれも舐なめられたものだが」

　迷い？　迷いならある。幾いくつもまだ胸むねの奥に蟠わだかまっている。だが、それでもじっとしてはいられなかった。行動ですべての困難に挑む以外、他に自分は処方を知らなかったのだ。

「気になることはもう一つある。昨日からどうにも、ここぞというところで踏ふみ込こみが浅くなり、狙ねらう部位も急所から外はずれているが──貴様、もしや人を斬きった経験がないな？」

「……ッ！　黙だまれ！」

　ない。場数は豊富なほうだと思うが、大抵は彼ひ我がの実力差があり過ぎて、相手の命を奪うばわずとも事を収めることができてしまった。それが幸か不幸か、今となってはよく分からない。

「道理でな。貴様の剣は鋭するどいが、それだけだ。恐れを感じぬから、俺も難なく踏み込める」

「黙れと言っている！　賢さかしらに口を動かすな！　本気を見せろ！」

「本気？　構かまわんが……しかし、な」

　言って、鋏しよう角かくと顎あごを大きく開いたジョゼフの口から、突とつ如じよ、何かが勢い良く飛び出した。

　完全に不意を衝つかれた。直前で、なんとか自分と吐き出された白い塊かたまりのようなもののあいだに刀を挟んで防ぎに回るが、それも悪わる足あ掻がきでしかなかったろう。

　白い塊が中空で解ほどける。それは糸だった。クモの巣す状に編まれた糸が、まるで投と網あみのように眼前で広がり、そのまま掲かかげた無む垢く嬢じよう矩のり安やすに、果ては腕うで、頭、全身に覆おおい被かぶさるように絡からまってくる。奇き襲しゆうと呼ぶにも埒らち外がい過ぎるまさかの攻こう撃げきに、慧けい太た郎ろうはいよいよ進しん退たい窮きわまった。

「これ以上、俺が本気を出せば、チャンバラごっこがすぐに幕まく引ひきとなるぞ？」

　ジョゼフの嘲あざけりの声。慌あわてて糸を取り払おうとするも、粘ねん着ちやく性せいのあるそれは生なま半なかには離れない。そうこうするうちに、人間を捕ほ獲かくする巨大なクモの巣すは、次第にパキパキと音を立てて鈍にび色いろに変色──いや、そればかりか凄すさまじい速度で硬かたくなってゆくではないか。

「諦あきらめろ。俺の糸は空気に触れれば物の数秒で硬こう化かする。素手で鋼こう線せんは切れまい？」

　刀を前面に立てた防御姿勢のまま、身を開くこともできなくなった慧太郎は、遂ついには何かに蹴け躓つまずいて無様に石いし畳だたみに倒れ伏す。そこへジョゼフがゆっくりと歩を進めてきた。

　勝負開始から約三〇秒。文句の出る余地がない完敗だった。

　手も足も出ない。文字通りそうなった慧太郎は、もはや悔しさに臍ほぞも噛かめなかった。

「──なぜだ!?」

　それでも思わず糾ただすように言ったのは、命欲しさの時間稼かせぎなどでは断じてなかった。確かにこのとき慧太郎は、武の優ゆう劣れつや二元的な価値観、あらぬ罪つみを着せられたことに対する私し怨えんなどとは別のところで憤いきどおっていた。もっと『ままならないもの』に衝き動かされていた。

「なぜテロなど行なう!?　なぜ貴様ほどの男が、ルクレール号であんな残ざん虐ぎやくな真ま似ねをした!?　非道を繰くり返かえせば、その皺しわ寄よせは他の〈裸蟲ミルメコレオ〉たちにも及ぶ！　分かっているのか!?」

「その口振り……誰だれかから〈ブリュム・ド・シャルール〉のことを聞いたか」

　ジョゼフが目の前で足を止める。慧けい太た郎ろうはなおも彼に向けて叫さけんだ。

「そんなやり方でっ、本当に〈裸蟲ミルメコレオ〉の権利を獲かく得とくできると思っているのか!?」

「……さあな。俺おれは無ぶ頼らいだ。難しいことは分からん。ただ、信じるしかない」

　信じる。他には何もできないから。そこまで追おい詰つめられているから。ただ、信じる。

　慧太郎はこの瞬しゆん間かんまで、『信じる』とはもっと前向きな行為だと思っていた。

「少なくとも俺個人は、世の仕組みを変えられるなどと大層なことは考えていない。人はそう簡かん単たんには変われん生き物だ。ただ、それでも座して滅ほろびを待つよりはな」

「……僕の国でも同じだ。世のなかに蔓延はびこる無数の不平不満が募つのって、革命の熱が日増しに強まりつつある。尊そん皇のう攘じよう夷い、倒とう幕ばく、維い新しん……ッ、けど！　以もっての外ほかなんだ、そんなことは！」

　大小問わず争いが起きれば人が犠ぎ牲せいになる。だが、一番の泣きを見るのは、いつだって当事者以外だ。慧太郎は何より人命が無む闇やみに奪うばわれることが我が慢まんならなかった。〈ブリュム・ド・シャルール〉のテロリズムとやらは、無む辜この民たみに犠牲を強しいる最たるものだろう。

「急きゆう激げきな変化が無理と理解しているなら抑おさえてくれ！　堪こらえてくれ！　お前たち〈裸蟲ミルメコレオ〉が真の意味で社会に受うけ容いれられるには時間が掛かる！　今ここで自や棄けになってしまえば、いずれやって来る共存の未来さえ失われて──」

「いずれ？　未来、だと？」

　そのとき慧太郎は、なんの前触れもなくジョゼフの満身が、火に包まれたように錯さつ覚かくした。

　狂おしいまでの悲ひ憤ふん、そして底なしの憎悪が、夥おびただしい刃は物ものの群れと化して肌はだをなます斬ぎりにする。息苦しさの余り、たまらず喘あえいだ。ジョゼフが俄にわかに見せた凄すご味みは、本質的には自分に向けられたものではない。だが、相対する者の心しん胆たんを寒からしめる壮そう絶ぜつな熱量を秘めていた。

「……貴様のような人種は、皆揃そろって似たようなことを言う」

　にも拘かかわらず、彼が激することなく舌ぜつ鋒ぽうで応じたのは、果たしてなぜだったのか。

「『いずれ』『いつか』『きっと』『必ず』『未来』『明日』──まるで素晴らしい夢でも語るように、この先には無限の展望が開けているのだと、なんの根拠もなく口にする。だが、貴様は本心からそう思っているのか？　掛け値なしに『いずれ』は来る、と」

「な、何を……」

　言い差したところで、昨日、砂浜で海を眺めながら考えたことが、不意に脳のう裏りを掠かすめた。

　──例たとえどんな不運に見み舞まわれたとしても、諦あきらめずにさえいれば『いずれ』は。

　故郷に帰れる。そう信じていた。信じる他なかった。しかし同時に、自分は確かに一いち抹まつの不安も抱いていたはずだ。秋あき津つ慧太郎は、もう二度と帰れないのかもしれない、と。

　本当に自分は、未来を信じていたのか。信じるという行為を、前向きに行なえていたのか。

　ジョゼフと同じように、単に『それしかできなかった』だけではなく？

「ち、違う！　そうじゃないっ、僕はただ……っ！」

　決して訪れないと分かっているモノだから、ときに何より美しく尊く見えてしまう。『いずれ』とは諦てい観かんと憧しよう憬けいが口にさせる、手て慰なぐさみと同義の無為な言葉だったのではないのか？

「俺おれも昔は、その『いずれ』を待っていた。焦こがれるように、待ち続けていた。そして、その結果──この世でもっとも、かけがえのない者たちを喪うしなった」

　ジョゼフが感情を殺して語る。語りながら、六ろく槍そうのうちの一本を、ゆるりと掲かかげてみせた。

「貴様は真しん摯しだ。ゆえに嗤わらいはせん。だが、幼よう稚ちだ。浅い理解で物を喋しやべっている」

「……ッ」

「慣なれぬ弁舌になど頼るから簡かん単たんに粗あらを出す。素直に復ふく讐しゆうだけで剣を取れば良いものを」

　綺き麗れい事ごとを口にした気など毛頭なかった。けれどジョゼフからすれば、自分はその場限りの耳みみ心ごこ地ちのいい台詞せりふを餌えさにして、安あん全ぜん圏けんから異国の迫害者たちを指し弾だんする、ひどくお門かど違ちがいな男に映うつったのかもしれない。何しろ秋あき津つ慧けい太た郎ろうは〈裸蟲ミルメコレオ〉ではない、ただの人間なのだから。

「もはや待てぬ。既すでに止まれぬ。我われらは〈ブリュム・ド・シャルール〉。在ありもしない未来ほのおになお惹ひかれ、身を投ずる羽虫が群れ。どのみち叶かなうのが難しい夢というなら、せめて自みずからの手でそれを掴つかむ可能性に賭かける愚ぐ者しやの集つどい。さぁ、否ひ定ていできるか。答えられるか」

　槍やりが無造作に振り下ろされる。狙ねらいは腹ふく部ぶ。故意に急所を外はずした、しかし決して軽けい傷しようとは言いい難がたい一撃。身の内に潜もぐり込こんだ冷たい刃やいばの感触と、続けて走った激げき痛つうに吐きそうになる。

「──『いずれ』とは、いったい『いつ』だ？」

　ジョゼフの言葉は、やはり最後まで冷れい徹てつだった。けれど、彼は紛まぎれもなく何かを叫さけんでいたのだと思う。ただ、その血を吐くような叫びを聞き取れない自分の愚ぐ鈍どんさが呪のろわしかった。間違いを「間違っている」と吠ほえるしかない、己おのれの無力さが歯は痒がゆくて仕方がなかった。

　夜の闇やみが一層濃こくなる。視界が急速に閉ざされ、ひとたまりもなく意い識しきが遠ざかる。

　だが、その寸前、慧太郎は優やさしい幻げん聴ちようを耳にした。

「慧太郎っ！」

　こちらの身を案じてくれる、アンリ・ファーブルの声だ。




　　　　○




　さきほどの爆ばく音おんと閃せん光こうが耳目を集めたらしく、周囲には人ひと集だかりの山ができつつあった。

　立ち込めていた煙けむりは既に晴れている。だが、やはり路ろ地じに見当たるのは血けつ痕こんだけだ。

「……チッ、逃がしたか」

　ジョゼフは舌打ちと共に吐き捨てた。既に擬ぎ態たいは済ませ、肉体は人の形態に戻っている。

　あと少しで任務の一つを片づけられたものを、今一歩のところで場に飛び込んで来た第三者に、あの秋津慧太郎という目標の身み柄がらを強ごう奪だつされてしまった。まったく、ひどい失しつ態たい続きだ。

　邪じや魔ましてきたのは、飛行船を襲おそった際にも付近にいた、あの赤いシエルバレだった。操そう縦じゆう者しやは飛ひ行こう帽ぼうとゴーグルで顔を隠していたが、どうやら在野の魔ま術じゆつ師しであるらしい。こちらを上空から急きゆう襲しゆうするやいなや、派手な音と光を盛大にばら撒まいて、駄だ目め押おしに煙えん幕まくまで放はなつ徹てつ底ていぶりだ。大きな任務がもう一つ控ひかえているため、街まちなかで必要以上に目立つわけにもいかず一いつ旦たん退ひいたが、時を置いて現場に戻ってみれば、案の定、目標の姿は消失していた。

　大した手て際ぎわだ。相当に場ば慣なれしている。なぜ目標にあんな協力者がいるのかは知らないが、さりとて無視できる脅きよう威いでもない。任務の難なん易い度どが一つ上がったと見るべきだろう。

「いかがします、ジョゼフ殿どの」

　呼びかけに振り返る。人込みに紛まぎれた二人の部下が、こちらの指示を粛しゆく然ぜんと待っていた。

　この二人はルクレール号の強襲にも参加しており、本来はあと二人を加えた五人のメンバーで、そのまま次の『枢すう機き卿きよう暗殺任務』に入る予定だった。が、その二人の錬度が思いのほか低く、ルクレール号では許可なく発はつ砲ぽうして手に入れるはずだった物品ごと秋あき津つ慧けい太た郎ろうを海中に没させ、その後も諸しよ処しよでミスが目立ったため、本部に送り返してしまったのだ。もはや新あらたな兵の補充を待っている余裕もないため、今ここにいる三人で暗殺任務を続行する他なかった。

「東洋人を追いますか？　捨て置くのは危険と思われますが」

「……いや、奴やつは後回しにする。枢機卿の抹まつ殺さつが優ゆう先せんだ。もう猶ゆう予よがない」

　御ぎよ意い、と短く返答して、あとは何を命じずとも部下たちが目の前から消える。最後の下した拵ごしらえのために行動を開始したのだ。本来、部隊とは斯かく在あるべきだが、前述した役立たず二人のように、最近、組そ織しきの拡大に伴ともなって程度の低い連中が増えつつある。嘆かわしいことだった。

「理想を忘れれば、『いずれ』は永遠に『いずれ』のまま、か」

　信じる他ない、とは恐らくこの世でもっとも甘かん美びな不自由だ。

　夢を観ているあいだ人は満足できる。だが、得てしてそれは『夢を観ることしかできない』ことをも意味している。信じるとは根気の要いる作業だ。形なり振ふり構かまってはいられない。

　若い世代の同どう胞ほうが増えること自体は歓かん迎げいできた。だが、果たして彼らは今、己おのれのなかに確固たる決意を持っているだろうか。長い年月によって摩ま耗もうし、今となっては胸むねの奥にこびりついた燃もえ滓かすにしがみつくしかない自分が、かつて確かに抱いていたあのような想おもいを。

　不意に、感かん傷しよう的てきなことを考える。兵を率ひきいる者の立場では許されない、それはほとほと甘あまい思考ではあったが──もし叶かなうなら、あの日本人の答えも聞いてみたいものだな、と。




　　　　○




　また夢を観た。ひどく取り止めがない、しかし故郷にいた頃ころ、よく苛さいなまれた悪ユ夢メだ。

　知っている顔、知っているような気がする顔、まったく知らない顔。

　次々に目の前に人が現れて、慧太郎に言葉を投げてゆく。その殆ほとんどは誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの類たぐいで、内容は主に「家か督とくを継つぐには云うん々ぬん」と、耳にタコができるほど聞かされた捻ひねりのない罵ば倒とうだった。

　そして、夢の最後に現れるのは、いつも決まって父だ。

　だが、今回だけはそれが師し匠しようのようにもジョゼフのようにも感じられ、また兄や〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供、果てはアンリの面影にもどこか重なって見えた。

　──女め々めしい奴やつめ。

　やはり締しめは、ただの一言。けれど、それがどうしようもなく胸むねに痛いたみを喚かん起きさせる。

　あぁ、分かっているさ。誰だれに言われるまでもなく、そんなのは僕が一番よく分かっている。

　もはや反発心さえ湧わかず、そう投げやりに返したところで──ふと、唐とう突とつに目が覚さめた。

「……？」

　天井に吊つるされたカンテラが、頼りない明かりで室内の陰影をぼんやりと浮かび上がらせている。雑多な物がところ狭しと並ぶそこは、どうやら小屋の中か何かのようだった。

　自分は隅すみの小さな寝しん台だいに寝ねかされおり、腹ふく部ぶにはきつく包ほう帯たいが巻かれている。夜明けが近いのか窓の外は白み始めていて、たぶんジョゼフと戦ってから一〇時間くらいは経過しているのだろう。かんかんにストーブが炊たかれた部屋のなかは、存外に温かくて居い心ごこ地ちが良かった。

　不意にガタンッという音が響ひびく。首を巡めぐらせば、ドアを開けたすぐそこに、飛行服を着たアンリ・ファーブルがいた。足元には木製の桶おけが落ちており、なかの水を盛大に床へぶち撒まけている。おそらく外に井戸か何かがあって、そこで水を汲くんできた帰りなのだろう。

「や、やあ……こボ、こんばんはボンソワール？」

　喧けん嘩か中の相手に、またもや危き機きを救われた──状況的に見てまず間違いあるまい──こともあり、なんとも決まりが悪い。慧けい太た郎ろうはつい手を上げて、変な挨あい拶さつをしてしまった。

　次の瞬しゆん間かん、こちらを呆ぼう然ぜんと眺めていたアンリが、覿てき面めんに素早く動いた。部屋の中央に置かれていた机つくえの上から、自分の上半身くらいある定じよう規ぎを取ると、問答無用で打ちかかってくる。

「え？　いや、ちょっ……痛っ！　や、やめてくれ、アンリ！　それ、けっこう痛い！」

「うっさい、うっさいの！　黙だまって殴なぐられるの！」

　ペチン！　ペチン！　と定規で思いっきりこちらの頭をぶっ叩たたきながら、アンリが肩かたをわななかせる。その顔は興こう奮ふんで赤く染まり、鼻息はふーふーと荒く、何より目には大粒の涙なみだ。

「なに！　なんなの、あんた!?　あたしに恨うらみでもあるわけ!?　どうしてまた死にかかってるの!?　なんで心配ばっかりかけるのよ！　あんな血ち塗まみれになって、あたしがどれだけ……ッ、とにかく難なん儀ぎな子よ、あんたは難儀な子っ！　ダンゴムシなのに手を煩わずらわせ過ぎなの！」

「わ、分かった！　ごめん、悪かったから……イタタタ、痛い痛い！」

「赦ゆるさないわ！　赦すはずないでしょ!?　そうやって落ち込んで無茶やって謝あやまって、いかにも不器用ですって顔して！　内心じゃ、あたしとかあのおっぱい騎き士しとか、母性くすぐってチョロく引っ掛けてやろうとか思ってるんでしょ!?　そうよ、引っ掛かったわよ！　悪い!?」

「ま、待て待てっ、なんの話をしてるんだ!?　わけが分からな過ぎる！」

　堰せきを切ったように乱心するアンリに、慧太郎は暫しばらく言葉を尽つくして、莵とにも角かくにもひたすら謝あやまり続つづけた。もちろん、土下座だってした。会心の土下座だ。なのに、三〇回以上はペチンされたと思う。自分が全面的に悪いとはいえ、さすがに少し理り不ふ尽じんを感じてしまった。

　やがて、ようやく落ち着いたのか、アンリがしきりに肩かたで息をしながら定じよう規ぎを下ろす。

「……ほんとに、心配したわよ」

　ぽつりと、なんだか拗すねたように言われた。途と端たんにいたたまれなさと申し訳なさが込み上げてくるが、反面、なぜか妙に嬉うれしさも覚えてしまう。思わず顔を綻ほころばせてしまった。

「うん、ごめん。勝手に一人で無茶して。それに……朝のことも」

　アンリがぷぅと頬ほおを膨ふくらませた。先に謝られた、とでも言いたげなその表情が、なおさら可お笑かしかった。次いで彼女は、背せを向けて戸口に戻り、床に落っことした桶おけを拾うと、

「……水、汲くみ直なおしてくる」

「え？　あ、いや、なんだったら僕が──」

「駄だ目めよ、馬ば鹿かっ！　自分がどれだけ大おお怪け我がか分かってるの!?　いいから寝ねてなさい！」

　そう噛かみつくように言われてしまう。けれど、腹ふく部ぶの刺さし傷きずにまったく痛いたみはないのだ。たぶん、もう殆ほとんど完治しているのだと思う。アンリが魔ま術じゆつで治ち癒ゆしてくれたのだろうか？

　ともあれ、桶を手に再び外に向かう間際、彼女が恥はずかしそうに言ってきた。

「──慧けい太た郎ろう」

「？」

「あたしも、朝はごめんなさい。その……な、仲直り、しましょ？」

　びっくりするくらい素直な謝しや罪ざい。なので、慧太郎は今度こそ大笑いしてしまった。当然、そのあとまた暫しばらくアンリに、ペチンペチンされることになったのだけれど。




　傷はもう大丈夫だ、と彼女に納得してもらうのは、なかなか骨が折れる作業だった。

　聞けば、ここは聖カトリーヌ学園の東側に広がる森の浅い場所で、アンリが大掛かりな研究や魔術の修しゆ業ぎようの際に用いる工房なのだという。小屋も半年かけて自分で建てたそうだ。

　で、やや手狭なその小屋のなか、中央のテーブルに着いて、淹いれてもらったカフェ・オ・レを飲みながら慧太郎が街まちでの出来事を説明し終えると、対面に座ったアンリはこう言った。

「……それで、あんたはどうする気なの？」

「？　どうって？」

「ジョゼフの企たくらみを止めるつもりなのは分かってる。それについてはもう、あたしもとやかく言わないわ。ただ、あんたは『どう止める気』なのかなって話」

　どう止めるか。それが、もちろん手段に関しての話でないことは、慧太郎も分かっていた。

「……分からないんだ。自分のなかに正義はある。でも、それはなんの益もない正義だ。刀を振るったところで、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちが置かれている現実は少しも変えられない。救えもしない人たちに『その方法は間違ってる』って、いくら言っても届くはずがない」

「難しく考え過ぎ──なんて諭さとしても無む駄だなのよね、あんたは。だって難なん儀ぎな子だもの」

「……うん。ジョゼフにも同じことを言われたよ。『復ふく讐しゆうだけ考えていればいいのに』って」

　確かに、そうすれば話は格段に簡かん単たんになるだろう。何しろ復讐だ。ごたくはいらない。けれど、それだけを理由に剣を取ることを、慧けい太た郎ろうのなかの何かが強く拒こばんでいた。

　きっとジョゼフと刃やいばを交わし、彼の内面に僅わずかとはいえ触れてしまったからだ。

〈ブリュム・ド・シャルール〉全体のことは分からない。けれど、少なくともジョゼフ個人は自分に正義がないことを理解していた。テロリズムという行いの悪あく辣らつさや非道さを十全に弁わきまえたうえで、それでも苦く渋じゆうの決断をせざるを得なかった彼の、痛いた々いたしいまでの感情の発はつ露ろを慧太郎は肌はだで感じてしまった。今いま更さらそこだけを器用に知らぬ存ぜぬで通せるわけがない。

　それとも、やはり自分は女め々めしいのだろうか？

　どうせ答えを導き出す頭もないなら、いっそ『ままならない』すべてを、だからどうしたと突つっぱね、得意の剣で一切合切の決着を図はかってしまうべきなのだろうか？

　父なら迷わずそうする。師しもきっとそうだろう。兄は分ぶを弁えて傍ぼう観かんを選ぶかもしれない。

　だが、慧太郎には無理だった。そのどれも選べそうにない。

　ただ見ているだけなど嫌いやだ。迫害される〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの心情を、常人である自分は真の意味では理解できないのかもしれないが、それでも嫌だ。しかし慧太郎にできるのは、せいぜい刀を振ることだけ。そして敵は、間違ってはいても、おそらく『悪』ではない。だから迷いも消えない。だいたい自分は、その唯一の手段ですら、既すでに後おくれを取っているのだ。

　行動で何も示せない今の自分は、もはや武士とは呼べないのかもしれない。遂ついに何もかも失ってしまったと、半笑いの表情が浮かぶのを止められなかった。

「──ね、慧太郎。ちょっと外に出てみない？」

　長らく途切れていた会話の末に、アンリが妙なことを言い出したのは、そのときだった。

「あんたに、あたしの自じ慢まんの庭を見せたげるわ。ほら、きりきり立つ！」

「へ？　に、庭？　いや、意味がよく……ちょっ、アンリ！　今はそれどころじゃ……」

　だが、反論も虚むなしく強引に手を引かれ、慧太郎は小屋の外に連れ出される。ドアの向こうに広がっていたのは、当然と言うべきか鬱うつ蒼そうと繁しげる木々だった。既に日の出は始まっていて、頭上を覆おおう厚い樹じゆ冠かんからは、弱々しく木こ洩もれ日びが降り注いでいる。

　アンリに連れられて向かった先は、小屋の裏うら手て側がわだった。自慢の庭などと言うから、てっきり色とりどりの花でも植えられているか、でなければ枯かれ山さん水すいみたいな整えられた庭園を想像していたのに、「さぁ、ここよ！」と披ひ露ろうされた光景には、正直かなり面食らった。

　荒あれ地ちだ。

　殺さつ風ぷう景けいなこの森でも一等見所がない、ひたすら荒れているだけの、だだっ広い空間。

　あちこち岩いわ肌はだが剥むき出だしになり、目立った花はおろか背せの高い樹きの一本さえ生はえていないそこは、まさしく荒地としか呼びようがなかった。

　一応、人の手が加えられている形跡もあるのだ。が、無造作に石が積まれていたり、老木が横倒しに放置されているだけで、なんの面白味もない。繁はん茂もした下草のあちこちには、お世辞にも綺き麗れいとは言えない妙な植物が何種類も群生し、おまけに柵さくさえ設しつらえられていなかった。

　ただ、なぜかその場所からは、小さな息いき遣づかいがやけに多く感じ取れた。

　周囲の深しん閑かんとした森のなかよりもずっと、たくさんの虫たちの気配が潜ひそんでいたのだ。

「ふふ、どう？　すごいがっかりしたでしょ？」

　棒ぼう立だちになった慧けい太た郎ろうの隣となりで、アンリが返答に困るようなことを訊きいてくる。けれど、彼女はこちらが言葉を探しているあいだに、いつになく穏おだやかな口調で続けた。

「ここはね、あたしの二番目の『荒地アルマス』なの」

「ある、ます？　二番目？」

「そ。ちなみに一番目は、お祖じ父いちゃんの家の裏うら山やまに、むかし作ったやつね。荒地アルマスっていうのは、あたしにとって『楽園』のこと。虫たちが自由に暮らせる、小さいけれど平和な箱庭」

「…………」

「一年を通してあまり気温に変化がない場所に、色んなところから植物や鉱こう物ぶつを持って来て、たくさんの種類の虫が一緒に暮らせる環境を作ってあげるの。ときには魔ま術じゆつなんかも使ってね。そうやって出来た荒地アルマスを、あたしはただ眺めているのが好きなのよ」

　慧太郎はどきりとしてアンリの横顔を見た。告げられた内容に驚おどろいたのではない。喋しやべっている途中で、彼女が急にこちらの手を握にぎってきたからだ。ひんやりとした掌てのひらだった。

「──全部あんたの言うとおりよ、慧太郎。あたしってば、意外とみっともない女なのよ」

　アンリはやはり穏やかに続けた。それは昨日の朝、慧太郎が彼女に向けた心ない一言だった。

「前にも話したと思うけど、あたしの家ってド貧びん乏ぼうでね。父さんと母さんはいい人だけど致命的に商才がないもんだから、家業を潰つぶすわ新しく商売を始めても軒のき並なみ駄だ目めだわで、遂ついには洒落しやれにならない額の借金まで作っちゃったの。で、このままじゃ弟を食べさせるのにも困るってんで、『よし、だったらお姉ちゃんが一ひと肌はだ脱ぐか！』って、あたしが一いち念ねん発ほつ起きしたわけ」

「じゃあ、きみがたくさん本を出したり、〈蟲ギヴル〉に関わる危あぶない仕事をしてるのは……？」

「ええ。コツコツとだけど、今も毎月、家に仕送りしてるわ」

　暫しばしのあいだ沈ちん黙もくする。何か気の利きいた台詞せりふでもかけるべきかと悩んだ。けれど、アンリ自身がやんわりとかぶりを振って、そういう意味ではないと否ひ定ていしてくる。実際、彼女の語り口はとても軽かろやかで、安い同情を欲しているふうではなかった。

「だけど、そんなんだからかな？　金持ちって連中が、とにかく我が慢まんできないのよ。自分でもひがみ根性まる出しで嫌いやになるけど、でもほんと、どうしようもないの。いつも『気に入らない』って気持ちが先に来ちゃう。……ううん、富裕層だけじゃないわ。そもそもあたしは、たぶん人間全体をあんまり信用してないんだと思う。ただ、貴族や成金はそのなかでも、生まれのこともあって、あたしからすると目の敵かたきにしやすいのね」

「人間全体を？　なんで……？」

「あたしが『ムシ好き女』だからよ」

　分かるでしょ？　と困ったような瞳ひとみがこちらを見る。確かにそれは明めい瞭りような答えだった。

　虫を忌き避ひする者は多い。〈蟲ギヴル〉ともなれば尚なお更さらだ。自分は実体験としてそれを知っている。

　昔、故郷でイモムシに似た〈蟲ギヴル〉と遭そう遇ぐうしたことがある。その〈蟲ギヴル〉は人を喰くうはおろか、なんの悪さもしなかったのに、最後は一緒にいた父の手で始末された。当時、慧けい太た郎ろうは泣いたのだ。可哀かわい想そうだから見み逃のがしてやってくれ、と。父は奮ふん然ぜんと怒鳴り散らしたものだった。

　──たわけめッ！　こんな気色の悪い化け物を生かしておいてなんになる!?

　傲ごう慢まんだ。この上なく。貴方あなたがどれほどのものかと、子供心にそう感じたのを憶おぼえている。

「マラヴェルのお祖じ父いちゃんの家には、近くに同世代の子供がいなかったのよ。だから、あたしはいつも一人で自然のなかを走り回ってて、そのうち虫や〈蟲ギヴル〉の生せい態たいに惹ひかれるようになっていって……気づいたときにはもう、だいぶ周まわりとは感性がズレてたのね。おかげで、実家に戻って村に一つきりだった学校に入ってからが大変よ。不気味な生き物のことばっかり調べてる根ね暗くら女おんなって、ガキンチョならではの過か激げきさで、よく苛いじめられたわ」

「根暗？　苛め？」

　どちらも今のアンリには似つかわしくない単語だ。ちょっと想像がつかなかった。

「金持ちは嫌きらい。虫や〈蟲ギヴル〉を悪く言う奴やつも嫌い。だからあたしは、世のなかの人間がみんな嫌きらい。ムシだけが友達。──そんなふうに四六時中、楽園アルマスに逃げ込んで過ごしてたから、アンリ・ファーブルは案の定、すくすくと捻ひねくれた娘むすめに育ちましたとさ。ちゃんちゃん♪」

「い、いや、茶化すような話じゃ……」

「──でもね？　そんなある日、出会ったのよ。へんてこな日本人の男の子に」

　慧太郎ははたと口を噤つぐんだ。まじまじとアンリを見る。彼女は片目を瞑つむってみせた。

「そいつは、汽車に乗った大勢の人を助けるために、スカラベ・ケプリの前に立たち塞ふさがるような無茶をして、でもきっちり乗客も〈蟲ギヴル〉も死なさずに事を収めて……その挙あげ句く、自分が斬きったケプリのことを心配しちゃうような、恥はずかしくなるくらい真まっ直すぐな奴だった」

　アンリがくすぐったそうに笑った。繋つないでいた手に、ぎゅっと優やさしい力が籠こもる。

「なんていうかね、ちょっとした宝物を見つけたような気になったの。『あ、すごい！　なんかすごいかも！』って。あたしがあのとき、どんなに興こう奮ふんしてたか分かる？　慧太郎」

「……なら、きみが会ってすぐに僕に色々と良くしてくれたのは……？」

「うん、たぶんそう。実はあたしもさっきまで、自覚がなかったんだけどね。昨日、知り合いに『仲直りしたいのは、その人が友達だからだ』って指摘されて、それからずっと理由を考えててさ。大おお怪け我がしたあんたの看かん病びようをしてるとき、やっとあの日の気持ちを思い出したの」
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　アンリが嬉うれしそうに語る。まるで素敵なオペラに心奪うばわれる乙女おとめのように。しかし、だからこそ逆に慧太郎は、自じ己こ嫌けん悪おで胸むねがむかついて仕方がなかった。

　──そんなんだからきみは、いつまで経たってもムシしか友達がいないんだ！

　重ね重ね痛つう感かんする。自分はあのとき、絶対に口にしてはならないことを言ったのだ。

　それはアンリの想おもいを、彼女が秋あき津つ慧けい太た郎ろうという人間に抱いていた期待を、すべて台だい無なしにする最悪の背はい信しん行こう為いだったはずだ。なのに、彼女は今もこうして、こちらに微笑ほほえみかけてくれている。寛かん容ようだとか大らかだとか、そんな簡かん単たんな言葉で片づけていい話ではなかった。

「ごめん、アンリ。僕は……」

　慧太郎は途中で言葉を切った。アンリがいきなりこちらの頭を引き寄せ、自分の胸むな元もとに抱きかかえたからだ。ぱふっと柔らかい感触が頬ほおに触れ、たちまち顔から湯気が立たち昇のぼる。

「いいの。もう謝あやまらなくていいから。間違ってたのは、あたしのほうだから」

「で、でも……っ！」

「あのね、慧太郎。あんたはいつだって正しい。正し過ぎるから、ときどきちょっとイラっとくる。でも、それはあたしを始め周囲に問題があるからなの。あんたが悪いわけじゃない」

　素直には受け取りにくい言葉だった。慧太郎はもう自じ己こに疑いを持ってしまっている。

「……悪くはなくても、僕にはまるで力がない」

「そうね、今はまだ。でも、力がないからって糾ただすのをやめてしまったら、きっとこの世は歪ゆがみだらけになってしまうわ。あたしが『人間の友達なんていらない』って、そうやって割り切ってしまったみたいに。なんにでも簡単に見切りをつけて、突つき放はなして、上から見下ろして冷笑して──世界はそんなふうに、本当の荒あれ地ちに変わってしまう」

　アンリの声はしっとりと濡ぬれていた。こんな大人びた雰ふん囲い気きの彼女は初めてだった。

　慧けい太た郎ろうはいつの間にか瞼まぶたを閉じて、彼女の華きや奢しやな肢し体たいに手を回している。異性に気安く触れるなんて、本来なら自分にできるはずもないのに、なぜか今は自然とそうしてしまっていた。

「あたしは〈蟲ギヴル〉が好きで、そのうえ魔ま女じよなの。だから異い端たんなんて一律の札ふだを貼はって、自分の都合で〈裸蟲ミルメコレオ〉を崖がけから蹴け落おとそうとする枢すう機き卿きようが許せない。でも、許せないからって認めてはいけないこともあるわよね？　静せい観かんするなんて馬ば鹿かなことを言った昨日のあたしを、あんたは必死で止めてくれた。それは胸むねを張っていいことだと思うわ、慧太郎」

　彼女はそこで少しはにかみ、おどけるように普段の口調に戻って、

「第一さぁ、よく考えてみたら、あたしってば〈裸蟲ミルメコレオ〉はともかく〈ブリュム・ド・シャルール〉は大だいっ嫌きらいなのよね。だってあいつら、〈蟲ギヴル〉を兵器にするような連中だし」

「……うん。飛行船がイナゴに襲おそわれてたときも、きみは珍めずらしいくらい怒ってた」

　きっと色々あるのだろう。孤独な幼少時代、ムシを友として過ごした彼女には、〈蟲ギヴル〉に変異させられて塗と炭たんの境きよう遇ぐうに追いやられた〈裸蟲ミルメコレオ〉たちや、その〈蟲ギヴル〉を利用して社会に牙きばを剥むいた〈ブリュム・ド・シャルール〉に対する感情が、自分が思っているよりもずっと。

「この世に、馬鹿は必要かな？　間違っていることを『間違っている』と叫さけぶ馬鹿は」

　こくり、と彼女が頷うなずく。まったく迷いなく、そんなの当たり前じゃない、とばかりに。

　アンリがこちらの頭を放はなした。遠ざかる温もりに、一いつ瞬しゆん、名な残ごり惜おしさを感じながら、慧太郎も手を放す。心しん臓ぞうが凄すさまじく早はや鐘がねを打っていて、なんだか彼女の顔をまともに見れなかった。

「けど、やっぱり馬鹿なままじゃ嫌いやだな。他人のやり方を否ひ定ていするからには、ちゃんとそれとは違う別のやり方を提示したい。じゃないと、筋すじが通らないから」

「ほんとに真ま面じ目めね。あんたらしいわ。なら、これから答えを見つけましょ」

　でも、それはきっと言うほど容よう易いなことではないだろう。何しろ『ままならないこと』をどうにかする方法なのだ。それこそ『アテのない未来いずれ』と口にしたくなるほどの困難だろう。

　なのに慧太郎は、その『いずれ』を今は強く信じられる気がした。

「長い道のりになるわね。ま、乗りかかった船だし、あたしも一緒に探してあげるわよ」

「あ～……いや、すごくありがたいんだけど、それは遠回しに『どうせお前、暫しばらくは日本に帰れないし』って言ってないか？」

「だってあんた、またあたしに助けられたじゃない。もうあんたの人生、半分くらいあたしのものよ？　例たとえ冤えん罪ざいが晴れたって、取り立てが済むまでは、帰国なんて絶対にさせないわ」

　カマキリか。やっぱり自分は、最後には雄おすカマキリの末路なのか。

　慧太郎は思わず苦笑し、そして胸に手を当てた。そのなかにはまだ、迷いが山ほど詰つまっている。けれど、不思議と前よりも心が軽く感じられた。迷うことと覚悟を持つことは、ひょっとしたら矛む盾じゆんしないのかもしれない。そんなことに、今いま更さらになって気づかされた。

　慧けい太た郎ろうは眼前に広がる荒れた庭、アンリの言う『楽園アルマス』を今一度見やった。

　この世は如何いかんともし難がたい問題ばかりで、真実、荒れ果てたひどい土地なのかもしれない。けれど、それでも同じ荒地ならば、慧太郎は多くの虫たちが共存する、平和な彼女の『アルマス』がいい。ままならなくとも、ままならないなりに、皆が手を取り合える世界が。

「──アンリ」

「なに、慧太郎？」

　微かすかに息を吐く。言葉を継つぐのに勇気はいらなかった。

「ジョゼフを止めたい。きみに手伝って欲しい」

「ええ、喜んで。たった一人のお友達の頼みだもの」

　彼女は打うてば響ひびくように、そう返してくれた。やがて、お互い顔を見合わせて、照てれ隠かくしに笑いながら、どちらともなく再び手を繋つなぐ。今度こそ放はなさないように、離れないように、と。

　ふと天を仰あおげば、日の出は完全に過ぎたようだった。ここだけは森のなかでも周囲に木々がない空間だから、早朝の爽さわやかな陽ひ射ざしが全身に降ふり注そそぐ。空は澄すみ切きっていた。

　が、しかし──

　慧太郎はそこで、視界の向こうに奇き妙みようなモノを発見した。

「？　なんだ、あれ？」

　雲一つない見事な蒼そう穹きゆうの彼方かなたに、まるでケチをつけるように黒い染みが付着している。

　霧きりか煙けむりか、とにかくそれらに類するものに見える何か。近くに対比物はないものの、おそらく相当な大きさのはずだ。生き物のようにざわざわと蠢うごめき、急速に西の方角へ向かっていた。

　まさかっ、と慧太郎は戦せん慄りつした。足元にいきなり奈な落らくの口が開いたかのようだった。

「あれは……暴食イナゴ!?」

　悲鳴じみた声で叫さけんだのはアンリだった。それはそうだろう、何しろあの黒い霧の大きさからいって、密集しているイナゴの数は、飛行船を襲しゆう撃げきしていた際の比ではないはずだ。

　一万か、二万か。いや、明らかにもっと多い。想像を絶する規模の群れだった。

　今というタイミングで、突とつ然ぜん、現れた暴食イナゴの大群──これを自然的な現象と安あん易いに捉とらえるには、慧太郎もアンリもあまりに事情に精通し過ぎていた。

　間違いない。〈ブリュム・ド・シャルール〉が、ジョゼフたちが、いよいよ動き出したのだ。

　となれば、イナゴたちの行き先はイースか？　まさか会談一つ潰つぶすのに街まちを丸ごと？

　慄然と立たち竦すくむ慧太郎の傍かたわらで、アンリが常になく緊きん迫ぱくした声音で言葉を洩もらす。自分たちの決意を嘲あざ笑わらうかのように最悪へと進む事じ態たいを前に、彼女の顔色は死人さながらだった。

「……アバドン・ショックの、再来だわ……」

　その呟つぶやきを聞きながら、慧太郎はほぼ確信に近い予感を得ていた。

　自分はおそらく、これから試されるのだ。己おのが剣を預けた女ひとの悲しみを止められるか否いなか、今度こそ誤ご魔ま化かしも利きかないほど完かん膚ぷなきまでに。













　　　　第四章　それでも僕は歩き出す







　事じ態たいは火急を告げていた。事の始まりは一〇分ほど前に遡さかのぼる。

　礼れい拝はい堂どうで他の生徒や教きよう師したちと朝のミサを終え、学園の敷しき地ちをのんびりと戻る途中、西の空に掛かった妙な黒雲を初めに発見したのは、傍かたわらを歩いていたシスター・ミレーユだった。

「あら～？　学園長、あれ、なんでしょう～？」

　聞いた者を誰だれであれ微睡まどろみに誘さそう、彼女の異様に間延びした口調は、甚はなはだ緊きん迫ぱく感かんというものに欠ける。だから呼びかけられたときも、当初、マザー・テレーズは「大方、また珍めずらしい鳥でも見つけたのだろう」と考え、適当に相あい槌づちを打って足さえ止めなかった。

「やだ、気持ち悪い……なんですの、あれ？　まるで生きているみたい……」

「あ、ご覧になって！　イースのほうに向かってますわ！」

　けれど、続いて背はい後ごで立ち止まったとおぼしき生徒たちが、口々に空を仰あおいで不安げな声を洩もらし始はじめるに至り、そこでようやくテレーズも雲行きのおかしさを感じて顔を上げた。

「なっ……？」

　思えば──そう、今になって思えば。そのときミレーユや生徒たちが、すぐに状況を察することができず、暢のん気きに事を構かまえていたのも無理からぬ話だったのかもしれない。

　何しろ彼女たちは皆若い。生徒に至っては裕福な生まれの者ばかりだ。殆ほとんどは〈蟲ギヴル〉など満足に見たことがなく、ましてや大群など言わずもがなだろう。

　だが、テレーズは知っていた。その瞬しゆん間かん、そこにいた者たちのなかで、唯ゆい一いつ、テレーズだけが一七八七年に起きた未み曾ぞ有うの大だい蝗こう害がい──アバドン・ショックを直じかに体験していたからだ。

　悲鳴をあげなかったのは、まさしく奇跡と言う他なかった。

　あの事件で自分は父を喪うしなっている。歳としの積み重ねで得た落ち着きなど、心しん胆たん深くに刷すり込こまれた恐怖の前では、なんの役にも立ちはすまい。事実、ともすれば腰こしを抜かしそうだった。

　それでも、悲鳴もあげず腰も抜かさず、速すみやかに次の行動に移れたのは、結局のところ教育者としての意地、最後のプライドが為なせる業わざだったのだろう。

「──皆さん！　これから私が言うことを、よくお聞きなさい！」

　そして現在、聖カトリーヌ学園は狂きよう騰とうしていた。建物という建物をうら若い少女たちが駆かけずり回り、敷地内の至るところで教師たちが喉のどを嗄からして叫さけび続つづけている。

　年三回実施している避ひ難なん訓くん練れんなど、まさかと高たかを括くくって身が入らぬまま行なっている限り、本物の危き機きが訪れた際にはなんの役にも立たない。そう証明されてしまった瞬間だった。

「ほら、そこ！　何をやっているのです!?　受け持ちの班の点呼は済んだのですか!?」

　テレーズは既すでに簡かん単たんな荷造りを終え、今は中庭で陣じん頭とう指し揮きを取っている最中だ。もたつく教きよう師し。ぐずつく生徒。学園始まって以来の一いつ斉せい避ひ難なんは遅れに遅れていた。空を振ふり仰あおげば、ほんの目と鼻の先──そう、ほんの目と鼻の先だ──のイース上空には、相変わらず黒々とした雲が蟠わだかまっている。なぜ〈蟲ギヴル〉たちがすぐさま食事を開始しないのかは不明だが、今いま頃ごろイースも上へ下への大おお騒さわぎだろう。街かい道どうを既に何台もの自動車や馬車が通り過ぎていた。

「が、学園長～っ！　やっぱりファーブルさんと秋あき津つさんが～、どこにもいませ～ん！」

　情けない声をあげて走ってきたのはミレーユだった。テレーズは深く嘆たん息そくする。

「……そうですか。なら結けつ構こうです。あの二人のことは、今はお忘れなさい」

「で、でも～っ！　二人とも～、わたしの生徒なんですよ～!?」

　分かっている。けれど、見つからないものは仕方があるまい。どのみち、さきほどミレーユに両者の不在を報告されたときから、なんとなしに予期していたことではあるのだ。

「〈蟲ギヴル〉在あるところ、必ずファーブル在り──と言ったら、さすがに吹き過ぎかしらね？」

　おそらく今、二人は行動を共にしているはずだ。あのイースの街まちのどこかで。

　将来有望なあの教え子に、こんな状況でまで一いち抹まつの期待を寄せるのは、些いささか酷こくというものだろうか？　苦笑混じりにそう考えていたら、ふと中庭の隅すみで蹲うずくまっている生徒を見つけ、

「そこの貴女あなたっ、今は手を動かしなさい！　祈いのりなど捧ささげている場合ですか!?」

「……うわ～。学園長、身も蓋ふたもないですね～」

　事じ態たいは火急を告げていた。それこそ修しゆう道どう女じよが神に祈る間も惜おしむほどに。




　　　　○




　切せつ羽ぱ詰つまった人間は危き機き的てき状況でどのような行動に及ぶのか。混乱の只ただ中なかに陥おちいった群集心理は如い何かなる形で顕けん現げんを果たすのか。その明白な答えが今、イースの街で展開されていた。

「……酷ひどいな、これは」

　シエルバレのシートから眼下の光景を認め、慧けい太た郎ろうは我われ知らずそう呻うめいていた。

　街がい路ろでは人波が押おし合あい圧へし合あい、道路では自動車が大だい渋じゆう滞たいを起こしている。ひっきりなしに耳じ朶だを刺さす怒号。ガンガンと喧やかましく避難勧告を発する鐘しよう楼ろうの鐘かね。一部の住民が警けい官かんたちに詰め寄って暴動が起きかけ、また一部の住民たちはストレスの余り浮ふ浪ろう者しやに暴力を振るう。どこかで銃じゆう声せいが鳴なり響ひびき、別のどこかでは火の手が上がっていた。あとを絶たない火事場泥どろ棒ぼう。次から次に湧わく頭のネジが外はずれた煽せん動どう者しや。何より恐るべきは、まだ実質的な脅きよう威いが始まっていないにも拘かかわらず、早くもここまで都市機能が麻ま痺ひしている点だろう。

　もはや一刻の猶ゆう予よもならない事じ態たいに、着きの身み着きのままアンリの工房を飛び出して来たのだが、イースの置かれている状況は予想以上に酷かった。慧太郎は歯は噛がみしつつも、次いで頭上を仰ぎ、なぜか街の中央上空から動こうとしない、暴食イナゴたちの群れを睨にらむ。

「イナゴたちは、なんで動かないんだ？　本当にジョゼフたちに操あやつられてるのか？」

「間違いないわ！　魔ま術じゆつでも使わなきゃ、『彼ら』をあんなふうに一箇か所しよでじっとさせておくなんて真ま似ね、できっこないもの！」

　シエルバレの操そう縦じゆう桿かんを握にぎり、焦あせりを隠しもせず叫さけんだアンリは、かつてない重武装で身を固めていた。長短二挺ちようのマスケット銃じゆうに加え、腰こしの後ろには大おお筒づつらしきものまで提さげている。昨晩、慧けい太た郎ろうを探しに学園を出た時点で、既すでに彼女はこれだけの装備を身に帯おびていたらしい。

　慧太郎は続けて訊きいた。早く早くと、気ばかりが急せくのを、どうにか堪こらえながら。

「なら、狙ねらいは？　ジョゼフたちは魔術で〈蟲ギヴル〉を使し役えきして、それでいったい何を？」

「分からない！　ただ、少なくとも無差別テロをやろうってんじゃないと思う！」

　ジョゼフが武ぶ侠きようの心意気を見せ、無む駄だな犠ぎ牲せいが出るのを嫌いやがったからでは──一いつ瞬しゆんそんな考えが浮かび、しかし慌あわてて首を横に振る。あまりにも都合良く事を捉とらえ過すぎだったからだ。

　ルクレール号の顛てん末まつを思えば、まずあり得ない可能性といえた。ジョゼフがよもや程度の低いごろつきなどとは、今さら欠片かけらも思わないけれど、必要とあれば幾いくらでも流血を辞さない男であるのもまた事実だ。標的の枢すう機き卿きようたちを燻いぶり出だすため、街まちなかに雑食性のイナゴを解とき放はなつくらい、たぶん平然とやるだろう。にも拘かかわらず、それを実行に移さないのは──

「……もしかしたら、だけど」

　それまで風音のせいで声を張り上げていたアンリが、ぽつりと独ひとりごちるように言った。

「『やらない』んじゃなくて、『できない』のかもしれない」

「？　それはつまり……魔術的な限界、ってこと？」

「ええ、何しろあれだけの数だもの。密集状態ならいざ知らず、街中に『彼ら』を放しちゃったら最後、制せい御ぎよが利きかなくなって自分たちも危ないのかも」

「じゃあ、あそこで固まってるイナゴの群れは、あくまで示じ威いが目的なのか？」

「それは……ん、そうね。ちょっと微び妙みようか。標的の居い所どころを短時間で特定するのが狙いじゃないなら、わざわざ『彼ら』を使って事を大きくしなくても、普通に暗殺で済むものね」

　ともあれ、今は余計なことを考えていてもしょうがなかった。問題なのは、どうやってジョゼフたちより先に、枢機卿たちを捕ほ捉そくするかだ。現在、アンリは街の建造物の屋根ぎりぎりのところまで、シエルバレの高度を下げていた。そうやって低空飛行をしつつ、手当たり次第に眼下の風景を探す以外、他に方法がないのだ。あまりにも要よう領りようが悪い話だけれど。

　しかし、そのときだった。慧太郎は不意にこちらを呼ぶ声が聞こえた気がして、ハッと街並みに視線を落とす。さして時間もかからずに、見み覚おぼえのある偉い丈じよう夫ふを発見した。

「アンリ、あそこ！　ヴィドックさんがいる！　赤い屋根のホテルの四か──うわっ!?」

　教えている途中でアンリも気づいたのだろう。いきなりシエルバレが旋せん回かいし、思わず舌を噛かみそうになる。アンリはそのまま、世界でただ一人の探たん偵てい、フランソワ・ヴィドックが手を振っていたホテルの四階、そのテラスに向けて機き速そくを限界まで落として接近すると、

「慧けい太た郎ろうっ、飛び移って！」

「は…………はぁ!?　正気で言ってるのか、きみは!?」

「当然でしょ！　街まちがあんな状じよう態たいじゃ機き体たいを降ろせないし、もし降ろせたとしてもまた離陸できるかどうか分からないものっ！　あんたが行って話を聞いてきなさい！」

　理屈は通っているけれど、要求は無む茶ちや苦く茶ちやだった。まったくもう、とぼやきつつも即座に腹はらを決めた慧太郎は、タイミングを見み計はからって跳ちよう躍やくを敢かん行こう。幸さいわいアンリが上う手まいこと機体を近づけてくれたため、さほど苦もなくテラスに着地できた。二〇メートル上空から飛行船の気き嚢のうに飛び降りることに比べたら児じ戯ぎにも等しい。で、目の前のヴィドックに向き直った。

「おはようございますボンジユール、ムッシュ！　アンリに代わって僕が用件を承うけたまわりますっ」

「と、とんでもない真ま似ねしといて、けろっと挨あい拶さつしてくるなぁ、お前さん」

　なぜか彼は少し引き気味だった。が、すぐにそれどころではないと思い直したか、

「大変なことになっちまったな、おい。〈ブリュム・ド・シャルール〉が何かしでかすだろうとは踏ふんでたが、まさかここまで大っぴらに動きやがるとは……俺おれもちと計算が狂ったぜ。もう街からトンズラするのも難しい状況になっちまった」

「……はい。危険ですから、なるべく屋外には出ないでください」

　頼まれたって出ないよ、とヴィドックはいまいち真剣味に欠ける風ふ情ぜいで身体からだを揺ゆする。

「で、お前さんたちはなんでこの街に？　デートなら今じゃなくてもいいと思うんだが」

「ち、違いますよ！　その、〈ブリュム・ド・シャルール〉を、なんとかしようかと……」

「ふん、やっぱりか。若気の至りにしても度が過ぎてんな。会談の情報を教えてやった俺が言うのもなんだが、変な正義感で首を突つっ込こもうとしてんならやめておけ。命に関わる」

「お断りします」

　即答した。ヴィドックが苦笑する。しかし、彼はどこか嬉うれしげだった。

「強情だな。なんでだ？　枢すう機き卿きようの野郎も、一昨日おととい、飛行船で痛いたい目を見てるんだ。それでも会談を続行しようと考えたら、それなりの用意もするだろうさ。お前さんみたいな坊ぼう主ずが何をするまでもなく、きっと自分らでどうとでも切り抜けると思うぜ？」

「かもしれません。でも、どのみち僕は〈ブリュム・ド・シャルール〉を無視できない」

「……だよな。やっぱ自分の潔けつ白ぱくを証明したいか。ま、当然っちゃあ当然だ」

　違う。いや、違わないけれど。でも、今はそれだけが理由ではない。ただ、自分の気持ちを彼に理解してもらう必要もないだろう。そう思っていると、やがてヴィドックが言った。

「よしっ、分かった。会談の噂うわさを事前に知っておきながら何もできなかったのは、俺もちっとばかし責任を感じてる。最新の情報を売ってやるよ。ロハでいい。──会談が行なわれるのは今日だ。枢機卿と首相の行方ゆくえは知らんが、その会談場所ならばっちり掴つかんでるぜ？」

　自分がアホ面づらを下げたのが分かった。一も二もなく彼に詰つめ寄よってしまう。

「ほ、ほんとですか!?　すごいっ……でも、どうやって!?」

「モーリス・ボワヴァンって外務省のうら成りに聞いた。例の飛行船に乗ってた文官でな。あの襲しゆう撃げきのとき枢すう機き卿きようの機き嫌げんを損そこねたらしくて、今、仕事をクビになりかかってる。で、この街まちに枢機卿を届けたあと、朝から晩まで酒場で飲んだくれてくだ巻いてやがったんで、何なん杯ばいか奢おごってべろんべろんに酔よわせたところで、さりげなくな。チョロいよ」

　名めい探たん偵ていだ。この人は間違いなく名探偵だ。もう『名』をつけることに、なんら異存はない。

　尊敬の眼まな差ざしを受けて、気分が良かったのだろう。ヴィドックは衒てらいなく続けてくれた。

「──聖コランタン寺院だ。場所ならアンリエットが知ってるだろ」

「か、忝かたじけない！　今は時間がないので、土下座はまたの機き会かいに！」

　いらんいらん、とヴィドックが手を振った、その直後だった。シエルバレを駆かって再びホテルに接近してきたアンリが、突とつ然ぜん、「慧けい太た郎ろう、イナゴたちがっ！」と緊きん迫ぱくした声をあげる。

　凝ぎよう然ぜんと暴食イナゴが密集していた空域に視線を向けると、何やらその付近で幾いくつもの小しよう爆ばく発はつが起きていた。目を凝こらせば、空を猛もう速そくで飛び交う、何台ものシエルバレが認められる。

「？　ひょっとしてありゃ、軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しか？」

「そうみたいですね。だとすれば良かった。街まちの異変に気づいて軍が──」

　と、最後まで言い終わるよりも早く、脈みやく絡らくなくヴィドックが「あぁ！」と叫さけんだ。

「くそっ、そういうことか!?　おい、まずいぞこいつは！」

「ま、まずい？　いや、だって彼らはどこかの軍施設から救きゆう援えんに来てくれたんじゃ……？」

「違う！　ブレストからにしたって、いくらなんでも早過ぎるっ。それにあの数だ。ありゃ最初からこの街にいたとしか思えん。たぶん奴やつらは枢機卿と首相の護ご衛えいだ！」

　痛いたい目を見たからには、それなりの用意もする。さきほどヴィドックはそう語っていた。飛行船での教訓を活いかし、再び〈蟲ギヴル〉をけしかけられた場合に備えて、相当数の魔術師を身辺に侍はべらせていた、ということだろう。しかし、それのどこがまずいのだ？

「分からんのか？　陽動だ！　だから〈蟲ギヴル〉どもは、ずっと目立つ場所に固まってた！」

　陽動。注意を惹ひく。兵が誘さそい出だされる。──あぁ、そうか。つまり本丸が手て薄うすになる。

「急げ、坊ぼう主ず！　〈ブリュム・ド・シャルール〉はもう枢機卿たちの居場所を掴つかんでるぞ！」

　言われるまでもなかった。慧太郎は踵きびすを返し、テラスの手て摺すりから身を乗り出して叫ぶ。

「アンリ、行こう！　聖コランタン寺院だ！」




　　　　○




　聖コランタン寺院──正式名称イース大だい聖せい堂どうは、宗教的な建造物が多いイースの街にあって、頭ず抜ぬけて人々の目を惹く荘そう厳ごんなゴシック建築だ。

　かつて悪徳が蔓まん延えんしたというイースで熱心に布教を続けた聖ゲノル、その彼と関連深い聖コランタンの名を冠かんしたこの寺院は、規模でこそ彼かの有名なパリのノートルダム寺院に及ばないものの、複雑にして精せい緻ちな二〇〇枚以上ものステンドグラスを誇ほこり、その美しさから『地上に降りた虹にじの城』などとも称される。所在地はイースの西地区、街まちの中央広場から数キロも行かない場所で、ダーユ川に映うつる落陽に染まった姿こそが、もっとも素晴らしいとされていた。

　その聖コランタン寺院の礼れい拝はい堂どう、講こう壇だんのすぐ前に設もうけられた卓たくを挟み、エドアルド・ヴァルテス・コルアーノ枢すう機き卿きようは現在、アドルフ・ティエール首相と向かい合っている。

　外の身も世もない騒さわぎは、無論、礼拝堂の内にまで聞こえてきていた。先刻から扉とびらの前では見張り役の護ご衛えいに、なかに匿かくまってくれと訴うつたえる民衆があとを絶たず、うるさくて敵かなわない。

「……やれやれ。会談どころの騒ぎではありませんな、これでは」

「なに、騒ぎはじきに収まりますよ。我わが軍の精せい鋭えいが力、とくとご覧に入れましょう」

　芝しば居いがかった言い回しで余裕の態たい度どを崩くずさないティエール。微び笑しようを絶やさぬ瓜うり実ざね顔がおの、しかし猛もう禽きんのそれを彷ほう彿ふつさせる眼光に射られ、コルアーノは危あやうく舌を打つところだった。

　我が軍の精鋭が力などと、この自分を前によく臆おく面めんもなく言えたものだ。

　さり気なく横目で周囲を確認すれば、こちらの会話の妨さまたげにならないよう、適度に距きよ離りを取った場所で数名の護衛が油断なく侵入口の警けい戒かいに当たっている。彼らはいずれも私服姿だったが、そのうち二人は間違いなく軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しだ。さきほど街の上空に出現した〈蟲ギヴル〉の駆く除じよに向かった七名を含め、実に九名もの異い端たんの輩やからをティエールは引き連れていたことになる。

　一昨日おとといの飛行船での襲しゆう撃げきを鑑かんがみれば入念な用心は必ひつ須すだし、護衛に魔術師が含まれている可能性も、もちろんコルアーノは考えていた。が、まさかこれほどの数を、しかも有事の段となるや、あっさり正体を曝さらすとは。自分が誰だれだか理解しているのか、この男は？

「そう怖い目をなさらないで頂きたいものですな、猊げい下か。魔術師がいなければ今の世は一歩も立ち行かず、そしてそれはバチカンの方々も重々承知しているはずのこと。猊下もまさかそのような公然の秘密を今さら糾ただしに、我が国を訪れたわけではありますまい？」

「……然さ様よう。ですが首相、何事にも『崩してはならぬ形式』というものがありますぞ？」

　悪びれもせずつけつけと言うティエールを睨にらむも、彼の顔にはそよ風に吹かれたほどの変化も表れなかった。予想の斜め上をいくタヌキぶりに、コルアーノは思わず苦虫を噛かみ潰つぶす。

　が、この男の言うとおり、上うわ辺べの話ばかりでは始まらないのもまた事実だ。せっかくの秘密会談、そろそろ切り込んでみる頃ころ合あいか。コルアーノは姿勢を正し、さも痛いたましげに続けた。

「──とはいえ、貴国がその身を下げ賤せんな蛆うじ虫むしどもに蝕むしばまれているのは確かなご様子。方々で未いまだ反乱の火種も収まらぬなかの問題続き、心中をお察し致しますぞ、首相」

「はは。いやはや、まったく。彼かの団体、〈ブリュム・ド・シャルール〉と名乗る奴やつ儕ばらのはしゃぎようは、こと最近、些いささか以上に目に余る。いよいよ鬱うつ陶とうしくなってまいりましてな」

　コルアーノはほくそ笑んだ。そうこなくてはな、と。何しろここまでの諸国訪問はあくまで前ぜん哨しよう戦せん、本命はこのフランスだ。〈裸蟲ミルメコレオ〉の組そ織しきなどという忌いまわしい存在に悩まされているこの国ならば、教会の威い光こうを逆手に取れる状況を好ましく捉とらえる目もく算さんがあった。

「ならば本題に入りましょう、首相。私の話をぜひとも聞いて頂きたい」

「ほう？　それはもしや私の悩みを一挙に解消してくれるようなイイ話ですかな？」

　ええ、もちろん──見みえ透すいたやり取りの末に、コルアーノがそう頷うなずきかけたとき。

　突とつ如じよけたたましい音が頭上で鳴なり響ひびいた。ぎょっと視線をそちらに向ければ、目眩めまいを覚おぼえるほどに高い礼れい拝はい堂どうの天井、その付近に設しつらえてあったステンドグラスの一枚を突つき破やぶり、何か黒い塊かたまりが猛もう然ぜんとこちらに落下してくるではないか。

　俄にわかに息を呑のむコルアーノたちのなか、落ちる速度に反して不自然なまでに柔らかく床に着地したそれは、ほどなく色鮮やかなガラスの雨を浴びつつ、すっくと立ち上がった。

　黒衣の男だ。まるで影から抜け出たような風ふう体ていの。第一声は殊ことのほか静かな誰何すいかだった。

「──エドアルド・ヴァルテス・コルアーノ。そしてアドルフ・ティエールだな？」

　しかし、そのときには既すでに護ご衛えいの面々も動き出していた。襲しゆう撃げき者しやが降り立ったのが、ちょうどコルアーノたちと己おのれらを分断する位置だったため、彼らは一人として銃じゆうを抜かず魔ま術じゆつも用いず、白兵戦で敵を無力化せしめようと、速すみやかに黒衣の男に殺到した。

　一いつ閃せんだった。

　いや、正確には六閃というべきか。

　その瞬しゆん間かん、六条の銀光が眼前で躍おどり狂くるった。少なくともコルアーノの目にはそう映うつった。だが、結果だけを見れば、やはりそれは一閃としか表現のしようがなかったろう。

　気づいたときには、礼拝堂のなかに動くものは三つだけ。残りは急所を悉ことごとく一いち撃げきで抉えぐられ、血と臓ぞう物もつをぶち撒まけて床に倒れている。骸むくろはいずれも呆ほうけた顔を晒さらしており、自分たちがどう死んだのかも理解していないふうだった。事の起こりから僅わずか一〇秒足らずの惨さん劇げきだ。

「愚ぐ図ずどもめ。数の利を自みずから捨てるか」

　ぼそりと敵の手前を酷こく評ひようし、淡たん々たんと武器の血振りをする男は、もはや黒衣を脱ぎ去っていた。

　クモと人が融ゆう合ごうしたような奇き相そう。四し肢しとは別に存在する四本の節足ならぬ節せつ腕わん。胸むねにはなぜか七色の宝石を散りばめた、テントウムシのブローチを着けている。コルアーノがようやく事じ態たいを理解して席を立ったのは、宙ちゆうを漂ただよっていた男の外がい套とうが床に落着したあとだった。

「な、ななっ……!?」

「──〈裸蟲ミルメコレオ〉だな。となれば〈ブリュム・ド・シャルール〉か」

　動転して呂ろ律れつが回らないコルアーノに対し、ティエールはこの状況でも臆おくさず騒さわがす、椅い子すに腰こしを預けたまま呟つぶやく。自分がひどく小物に思えたが、もはや言ってはいられなかった。

「き、貴様っ！　このような真ま似ねをして、ただで済むと思っているのか!?」

　なけなしの威い厳げんをかき集めて指し弾だんすれば、男はゆらりとこちらに向き直って陰いん鬱うつに言った。

「ただで済ます気など、こちらとてさらさらない。欲しいのは貴様の命だ、枢すう機き卿きよう」

「……っ！」

　なぜ、と思う。なぜこうも世には分ぶを弁わきまえぬ輩やからが多いのか、と。

　自分は枢すう機き卿きようだ。バチカンの、世界最大の宗教派は閥ばつである十字教の、枢機卿なのだ。神の代弁者に向けて「命をもらう」などと、なんという倣ごう岸がんさ、なんという恥はじ知しらずか。異い端たん者しやのゴキブリは、この自分を前にしたならば、進んで穢けがれた身を火中にくべるのが礼れい儀ぎだろうに。

　怒りにわななくコルアーノとは対照的に、ティエールはあくまで落ち着き払ったまま言った。

「よくここを突つき止とめたものだ。まったく厄やつ介かいな害虫だな、きみたちは」

「褒ほめて頂き恐きよう縮しゆくだ、首相。だが、貴様はもう少し身なりに気を遣つかったほうがいい。護ご衛えいをぞろぞろ引き連れて歩く派手な衣い装しようの肥満体など、上から見れば歩く広こう告こく塔とうも同然だったぞ？」

「ッ、誰だれか……！　誰かおらんのか！　ええい、外の見張りは何をやっている!?」

「諦あきらめろ。そちらも既すでに始末済みだ。肉叢ししむらが散乱する教会になど、暫しばらくは誰も立ち入らん」

　男の言葉を裏うらづけるように、扉とびらの前で騒さわいでいた民衆の声が、今はぴたりと止んでいた。それでもコルアーノは憤ふん怒ぬに染まった顔で、生き意地汚く助けを求めて周囲を見回す。だが、もはや護衛は一人もおらず、ティエールも観念したように肩かたを窄すぼめるだけだった。

　しかし、いざ武器を構かまえて詰つめ寄よろうとしたところで、男が不意に背はい後ごを振り返った。講こう壇だんから一直線に伸のびる色いろ褪あせた絨じゆう毯たんの先、礼れい拝はい堂どうの出入り口である大扉をじっと睨にらみつける。

「──やはり来たか」

　意味の通じぬ一言。それを訝いぶかしむ間はなかった。直後、大扉が轟ごう然ぜんと吹き飛んだからだ。

　分厚い扉を力任せにぶち破り、その向こうから現れたのは流線形の赤い影。

　コルアーノは憶おぼえていた。一昨日おととい、自分が乗った飛行船にくだらぬイタズラを仕掛け、しかしその後、〈蟲ギヴル〉に襲おそわれた際には、なぜかこちらの救きゆう護ごに現れた、あのシエルバレだ。

　礼拝堂に飛び込んできたシエルバレは、その時点で既に宙ちゆうを飛ひ翔しようしていなかった。胴体着陸を決めた姿勢のまま、慣かん性せいに従って扉を破り進んで来たらしい。歴史ある床板を遠えん慮りよ呵か責しやくなく削けずり荒あらし、礼拝堂のなかを猛もう然ぜんと直進してくる赤い機き体たいは、その途中で半なかば横倒しになって機首とノズル先で両側に並ぶ長なが椅い子すを蹴け散ちらしながら、なおも止まらない。

　シートに跨またがっている操そう縦じゆう者しやとは別、その後ろに座っていた黒くろ髪かみの少年が、床を滑すべり来くるシエルバレの上で片かた膝ひざ立だちになり、さながら引ひき絞しぼられる矢の如ごとく前傾姿勢を取った。両の手は己おのが身体からだの支持には使わず、腰こしに差した剣らしきものの柄つかと鯉こい口ぐちに伸のびている。

　直後、少年が虚こ空くうを迸はしった。爆ばく走そうするシエルバレの勢いを利用し、まるで砲ほう弾だんのようにこちらへ──いや、コルアーノの数メートル前に立つ〈裸蟲ミルメコレオ〉目掛けて一直線に。

「雄お雄おぉぉおおお！」

　堂内を震わす咆ほう哮こう。鞘さや走ばしる銀線。交こう錯さくする影。高らかに鳴る剣けん戟げき音おん。

　ずざざっ、と飛び込みざまに一ひと太た刀ちを見み舞まった少年が、そのまま〈裸蟲ミルメコレオ〉の傍かたわらをすり抜けて、こちらの眼前で急制動をかける。異国の風ふう貌ぼう、異国の剣。まるで奔ほん馬ばの如き立ち姿。顔の下半分を秘め隠すように、何かの布地を首に巻いていた。

　赤いシエルバレが、やっと礼拝堂の中央付近で止まった。手始めとばかりに一合だけ刃やいばを交えて動かずにいた両者が、そこで同時に振り返る。少年が昂こう然ぜんと叫さけび、男が揶や揄ゆで応じた。

「決着をつけに来たぞ、ジョゼフ！」

「拾った命をむざむざ捨てに来た、の間違いではなくてか？」

　神前にて殺気も露あらわに相対した両雄の目には、もはやコルアーノたちのことなど夾きよう雑ざつ物ぶつ程度にしか映うつっていないようだった。
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　礼れい拝はい堂どうのなかは酸さん鼻び極きわまる様相を呈ていしていた。枢すう機き卿きようたちの護ご衛えいとおぼしき男が数人、今や見るも無む惨ざんな姿で事切れている。慧けい太た郎ろうは蜻蛉とんぼに構かまえながら、目前の相手を鋭するどく睨ねめつけた。

「……殺したな？」

「ああ、殺した。実にお粗そ末まつな連中だった」

　一足一刀の間合いに佇たたずむジョゼフは、既すでに〈裸蟲ミルメコレオ〉の本性を剥むき出だしにし、異形の阿あ修しゆ羅らと化している。長さが不ふ揃ぞろいの六本三対の爪つめが、ゆらゆらとこちらを誘さそうように揺ゆれていた。

　慧太郎は視界の端はしで、シエルバレから降りたアンリを捉とらえる。彼女はこちらを大きく迂う回かいして、講こう壇だん前の枢機卿たちの元へと向かっていた。ジョゼフもそれには気づいているだろうが、さすがにこの近きん距きよ離りでは自分から一いつ瞬しゆんとて目は離せまい。

　慧太郎はゆっくりと息い吹ぶきを繰くり返かえし、張はり詰つめてゆく闘とう争そうの空気を肌はだに馴な染じませる。まとわりつくような圧力に、知らず膝ひざが震ふるえるのを感じた。飛行船、昨日の晩、二度の対たい峙じでは起こらなかったことだ。その恐怖が何に起因するものかは、もちろん分かっていた。

「もう馬ば鹿かな真ま似ねはやめろ、ジョゼフ」

　慧太郎は口を開く。一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引くこの場で、もはや言葉など塵ちり芥あくたほどにも価値がないのかもしれないが、それでも告げずにはいられなかった。ジョゼフが鼻を鳴らして目を眇すがめる。

「ここに来て蒸むし返かえすか。貴様もしつこい男だな。それは昨日終わった話だろうが」

「勝手に終わらせるな。お前の胸むねに届いていない以上、僕は何度だって同じことを叫さけぶ」

「『いずれ』届くそのときまで、か？」

　ジョゼフが嗤わらう。言葉少なではあったものの、それは痛つう烈れつな切り返しだった。

「若い割に随ずい分ぶんと気長なことだ。ルクレール号の一件はどうでもいいと見える」

「…………」

　アンリがやがて背はい後ごの枢機卿の元まで辿たどり着ついた。慧太郎は腕うでにぐっと力を込める。ジョゼフが仕掛けてくるとすれば、すべての人間が直線上に並ぶこの瞬間だろうと踏ふんでいた。

「だが、愚ぐ直ちよくだけが取とり得えの男が何をしたところで──ッ、俺おれには永久に届かん！」

「僕は届かせると言っている！」

　叫んだのはジョゼフが先。だが、地を蹴けるのは僅わずかに慧太郎のほうが早かった。

　爆ばく発はつ的てきな加速を見せるジョゼフの刃は圏けんに、漂ひよう漾ようたる雲の足あし捌さばきで滑すべり込こんだ慧けい太た郎ろうは、掲かかげ持った無む垢く嬢じよう矩のり安やすを小細工なしに斬きり下おろす。対して迎むかえ撃うつは六条の閃ひらめき。多角的な乱みだれ突づきが、虚きよ実じつも織おり交まぜず肉迫を試みる愚おろかな獲え物ものへ、暴ぼう風ふう雨うさながらに襲おそい掛かかった。

　まさに昨夜の対決の再演だ。手数とリーチに差があり過ぎるため、こちらが相手を間合いに捉とらえるより先に、向こうの連れん撃げきがこちらを串くし刺ざしにせんとする。結果、踏ふみ込こむ方向を土ど壇たん場ばで変更させられ、身を翻ひるがえして退ひくばかりの展開となるのだ。

　しかし、このとき慧太郎が狙ねらったのは、そもそもジョゼフ本人ではなかった。

　自分目掛けて真っ先に迫せまった左の長ちよう槍そう。慧太郎はその柄つかに全力で袈け裟さ斬りを叩たたきつけ、刺し突とつを左斜め下方へ弾はじき返かえしていたのだ。打ち落とし、と呼ばれるごく初歩的な技術だった。

　相手の得え物ものは六本。〈裸蟲ミルメコレオ〉であるジョゼフは膂りよ力りよくも尋じん常じようではなく、そのうえ穂ほ先さきに囚とらわれない杖じよう術じゆつめいた槍やりの扱いを旨むねとするため、それぞれ片手でも竿さお状じよう武器を天てん衣い無む縫ほうに操あやつってみせる。ならば、たかがそのうちの一本を払はらい除のけたところで、さしたる益はないか？

　いや、ある。あるのだ。六本もの得物を手た繰ぐるがゆえの、避さけ得えぬ陥かん穽せいが。

「ッ!?」

　その刹せつ那な、ジョゼフが目め尻じりを裂かんばかりに双そう眸ぼうを見開いた。澄すんだ金音を立てて打ち落とされた長槍が、あろうことか左下段から迫っていた別の一本──中槍の柄に激げき突とつしたからだ。

　続けて軌き道どうを逸そらされた中槍が大きく横に跳はね、今度は先じた二撃の合間を縫ぬって繰り出されようとしていた左の最後の一撃、本命だったろう短槍とぶつかってその脅きよう威いを阻はばむ。

　ただの一刀。それのみで左からの三槍を悉ことごとく防いでのけた慧太郎の妙技に、ジョゼフがはっきりと畏い怖ふを露あらわにした。同時、その口から微かすかに感かん嘆たんのようなものが洩もれる。

　だが、慧太郎は構かまわなかった。もはや刀を再び振り上げる間もない寸すん毫ごう、必然的にがら空あきとなった左側面から一挙に敵へ肉迫する。先の三刺と同時に迫っていた右からの三刺を半身になって辛からくもいなし、肩かたから相手に衝しよう突とつしてゆくかたちで接触するや、

「──噴ふんっ！」

　渾こん身しんの当て身。始動から今やっと一歩目に至った足が床板を踏み抜き、それこそ蒸じよう気き自動車にでも撥はねられたかのように、ジョゼフの痩そう躯くが後方へと吹き飛んだ。

　地面すれすれを滑かつ空くうした相手は、そのままゆうに五メートル近い距離を隔へだてたところで、手にしていた槍の幾いく本ほんかを床に突き立ててようやく止まる。直後に勢い良く跳ね上がった顔、こちらに向けられた眼光は、奴やつにあるまじき炯けい々けいたる滾たぎりを湛たたえていた。

「……くく、なるほど。そうきたか」

　ジョゼフが歯を剥むき出だしにして笑う。これまでの皮肉げなそれとは違う、心の底から嬉うれしそうな獣けものの如ごとき笑えみだった。全身の毛穴がいっぺんに開き、嫌いやな汗がどっと噴出する。

「恐れ入った。今のは少々感動的だな。なかなかに魅みせてくれる」

「──届かせると言った」

　そう、何も自分とて一度敗やぶれた相手に、無む策さくで再び挑いどむほど馬ば鹿かではない。今朝、小屋で目め覚ざめてからここに至るまで、ずっと考えていたのだ。打倒ジョゼフのための戦略を。

「お前の六ろく槍そうは確かにすごい。でも、だからこそ致命的な穴あながあるんだ」

　四方八方から多勢に襲おそわれるなら問題はない。が、一いつ騎き打うちなら軌き道どうはどうあれ槍やりが最終的に向かうのは相手がいる一点となる。つまり、その段階で既すでに六槍の自由度がある程度制限されているのだ。そこで慧けい太た郎ろうが考案したのが、打ち落としを軸じくに据すえた先刻の攻防。自みずから手た繰ぐる得え物もので『それぞれの得物の攻こう撃げき空間を削けずっている』こと、それがジョゼフの隙すきだった。

「アンリ！　そこの二人を連れて、ここを脱出しろ！　奴やつは僕が引き受ける！」

　ジョゼフから片時も視線を外はずさぬまま、次いで背はい後ごでこちらを見守っているアンリに呼びかけた。彼女が僅わずかに逡しゆん巡じゆんする気配を感じたが、切迫した状況に重ねて一言だけを叫さけぶ。

「信じろ！」

「ッ」

　力強く。きみの助手を、アンリ・ファーブルの剣を信じろ、と。

「……分かった！　言ったからにはそいつ、絶対こてんぱんにしなさい、慧太郎！」

　しっかりと伝わったのだろう。もはや彼女も迷わなかった。ああだこうだと何かにつけてうるさい枢すう機き卿きようと、どういうわけか妙に余裕がある首相をせっつき、急ぎ祭さい壇だん横の小さな扉とびらへ向かう。ジョゼフがそれに咄とつ嗟さに反応しかけたものの、さきほどの二にの舞まいになると感じたか、さすがに迂う闊かつには踏ふみ込こんで来ない。逃げる標的を忌いま々いましげに視線で追うだけに留とどめた。

　ほどなく扉が開く音。アンリが礼れい拝はい堂どうを出ていく。しかしその間ま際ぎわ、慧太郎はある懸け念ねんを思い出した。まだ包ほう帯たいが巻かれたままになっている、腹ふく部ぶの刺さし傷きずを意い識しきする。

「──アンリ、一つ教えてくれ」

「？」

「僕が昨日、ジョゼフにやられた傷。治してくれたのは、きみか？」

　アンリが大きく息を呑のむ。答えを言ったも同然の反応だった。彼女も意外と嘘うそが下へ手たらしい。

「け、慧太郎……あ、あたしは！」

「いいよ。分かってる。きみが言わなかったなら、何か相応の事情があったんだ。だろ？」

　暫しばらくして、か細い声で「……うん」といらえがあった。ならば問題はない、と納得する。どのみち慧太郎も薄うす々うす察していたことではあるのだ。確かに、ばたばたと忙しかったここ数日、更さらに余計な問題を提議されては、にっちもさっちもいかなくなっていただろう。

「呼び止めてすまなかった！　行ってくれ！」

　やはり背後は振り返らず、最後にそう告げてアンリを送り出す。彼女は一いつ瞬しゆん、何か言いかけたようだったけれど、やがて引かれる後うしろ髪がみを断ち切るように礼拝堂をあとにした。

　そして二人だけが残され、周囲が一挙に静けさを増す。街まちの喧けん騒そうは今も絶えず聞こえてきていたが、目の前の男から発される尽じん烈れつな殺気が、戦いに不要な外界のすべてを極きよく端たんに遠ざけていた。ともすれば狭きよう窄さくしそうになる視野を、慧けい太た郎ろうは努めて広く保つよう心掛ける。

「──貴様も一応の自覚はあったわけか」

　ジョゼフが言った。そろりそろりと横に動きつつ、隙すきあらば枢すう機き卿きようのあとを追おうとして。

「事あるごとに、あれだけ思わせぶりな発言をされれば、誰だれだって嫌いやでも察しはつく」

「そうか。俺おれも敢あえてやっていたわけだが、無む駄だにならずに済んで幸いだ」

　ジョゼフと同じ方向、彼の進路を断つように動きながら、慧太郎は言葉を連つらねた。

「お前たちの目的は初め、僕が託たくされたあの宝石だったはずだ。なのに今は、どういうわけか僕の目に固こ執しつしてる。船の上で確かに潰つぶれたはずだった、この左目に」

「…………」

「ルクレール号で死んだ彼は何者だ？　あの宝石はなんだ？　僕の身に今、何が起きてる？」

「一切語る必要なし──と言いたいところだが、思いがけず因いん縁ねんを引ひき摺ずった仲だ。最初の質問にだけ答えてやる。貴様に後事を任せた男はな、元は俺たちの同どう胞ほうだった」

　予想外の答えに、慧太郎は眉まゆを立てた。船上で逝いったあの男、暗がりのなかで顔立ちさえよく確認できなかった彼が、ジョゼフと同じ〈ブリュム・ド・シャルール〉の一員？

「つまり、仲間割れ……？」

「然しかり。奴やつは俺たちを裏うら切ぎった。裏切り、長い歳さい月げつをかけてようやく発掘した貴重な品を、あろうことか持ち逃げした。中国での出来事だ。そこから船で組そ織しきの縄なわ張ばりたるフランスに危険を冒おかして戻ってくるあたり、もしかすれば奴は政府の狗いぬだったのやもしれん」

　間かん諜ちようだった、ということか。思し惟いを巡めぐらすこちらに、ジョゼフはさも苦々しげに続けた。

「……だが、今となってはそんな奴の行動もまた『予言』の一部だった気がしている」

「？？？　予言？」

「『女王』は言った。『四人目は遠からずその姿を、我われらの前に現すだろう』と。それがまさか東洋人、しかも〈裸蟲ミルメコレオ〉でさえないただの子供というのは、さすがに意外過ぎたがな」

　女王？　四人目？　分からない。ジョゼフが何を言っているのか、さっぱり分からない。

　またぞろ意図してこちらになんらかの示し唆さを与えようとしているのか。いや、どうもそういう雰ふん囲い気きではない。どこか憑つかれたような口調だと慧太郎は感じた。

「彼女を疑うわけではない。が、ここまで埒らち外がいが続くと確かめたくなるのが人の性さがだ」

「……ッ！」

　慧太郎はそこで、あらゆる疑問を捨てた。ジョゼフの纏まとっていた闘とう気きが不意に、怖おぞ気けを震ふるうほどの膨ぼう張ちようを見せたからだ。研とぎ澄すまされた感覚が、来るっ、と予知さながらに直感した。

「──さぁ、力を見せてみろ！　貴様が果たして本当にそうなのか、この俺に証明してみせろ！　極きよく東とうの島国より来たりて我らを導く、『あり得ざるダルタニアン』よ！」

　謎なぞの呼びかけ。が、その意味を判じている暇ひまなど当然なく、二人の修しゆ羅らは再び己おのが牙きばを携たずさえて神の宿を疾しつ走そうする。慧太郎は得意の蜻蛉とんぼに構かまえ、余すことなく裂れつ帛ぱくの気合いを迸ほとばしらせた。

　もしこの場に第三者が居合わせたなら、きっと彼らは戦せん慄りつと共に思ったことだろう。

　既すでに技術云うん々ぬんだけでは説明がつかない、常じよう軌きを逸いつした動きで勝負を繰くり広ひろげる二つの影を見て──六本腕うでの男は元より、黒くろ髪かみの少年もまた『化け物』に相違あるまい、と。
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　裏うら口ぐちから聖コランタン寺院を出たアンリは、よたよたと後ろをついて来る二人の鈍にぶさに、早くも怒りが沸ふつ点てんを突とつ破ぱしかけていた。詮せん無ないとは思いつつも、つい苛いら々いらと叫さけんでしまう。

「ッ、あぁもう！　もうちょっと速く走れないわけ!?　それで全力なの!?」

「き、貴様っ……さきほどから誰だれに向かって偉えらそうな口を利きいて……」

「うるさい！　一リヤールにもならないご高説を打つ暇ひまがあったら、せめて人並み程度には足を動かしなさい！　運動もろくにしてないから、そういうことになるのよ！」

　この期ごに及んでまだ高こう慢まんに振ふる舞まおうとするコルアーノの言葉を一いつ蹴しゆうする。アンリとしては甚はなはだ面白くない展開だった。事件に首を突つっ込こむと決めたとはいえ、それでもやはりバチカンの枢すう機き卿きようを助けるとなると、胸むねの内には昏くらい感情が湧わいてくる。

「ふぅ……それでマドモアゼル？　これからいったい、どこに向かう気かね？」

　訊きいてきたのは、コルアーノの背はい後ごからついて来るティエールだった。こちらもトロくさいことに変わりはないのだが、なぜか妙に飄ひよう々ひようとしている。単に暢のん気きだから、というわけではあるまい。巷こう間かんに流れる噂うわさが正しいなら、この首相はなかなか油断できない人物のはずだ。

「決まっておりましょう、首相！　今すぐ飛行船の発着所へ──」

「駄だ目めよ。相手にはまだ仲間がいるもの。そんな目立つ逃げ方できるわけないでしょ？」

　浅せん慮りよ極きわまりないコルアーノに釘くぎを刺さし、アンリは周囲を見回した。現在、自分たちが移動しているのは、聖コランタン寺院からまだ五〇〇メートルと離れていない西地区の裏路ろ地じだ。表通りは人でごった返しており、真っ赤な法衣と金のかかった一いつ張ちよう羅らの二人組など、とても連れて歩けるものではない。空を見上げれば、やはりそこにはイナゴの群れが認められた。

「でも、だいぶ数は減ってきてるわね……」

　軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師したちが奮ふん闘とうしているのだろう。それは確かな好材料であり、同時にアンリにとってはやるせなさの源みなもとでもあった。〈ブリュム・ド・シャルール〉が『彼ら』を奸かん策さくに利用しなければ、こんな騒さわぎにはならなかったし、『彼ら』も一いつ斉せい駆く除じよなどされずに済んだのだから。

「くそっ、くそぉ！　なぜ私ばかりが、こんな理り不ふ尽じんな目に遭あう!?　私は枢機卿だぞ!?　人民の敵たる〈裸蟲ミルメコレオ〉を殲せん滅めつしようと、身を粉こにして働いていただけだというのに！」

　コルアーノが性しよう懲こりもなく喚わめく。が、この台詞せりふはさすがにアンリも腹はらに据すえかねた。飛ひ行こう帽ぼうで容姿が隠れているのを幸さいわいと、彼の襟えりぐりを掴つかんで思い切り壁かべに叩たたきつけてやる。

「ふざけんな！　勝手なことばかり抜かすのも大たい概がいにしなさい！　〈ブリュム・ド・シャルール〉なんて組そ織しきができたのは、元はといえばあんたみたいな連中が〈裸蟲ミルメコレオ〉を不当に虐しいたげたのが原因でしょ！　こんな事じ態たいになってもまだ反省しようって気になれないわけ!?」

「は、反省……？　反省だと!?　馬ば鹿かも休み休み言え、この魔ま女じよが！　やはり貴様も異い端たんの端はしくれだな！　だから同じ異端である〈裸蟲ミルメコレオ〉を庇かばうのだッ！」

　路ろ地じの壁かべに押おしつけられながら、それでも唾つばを飛ばして叫さけぶコルアーノ。アンリは怒りよりも先に徒と労ろう感かんを覚おぼえてしまった。彼の目が自じ己この正当性を欠片かけらも疑っていなかったからだ。

　だが、これは何もコルアーノに限った話ではない。多くの人間に同じことが言える。

　魔女はまだいい。不可思議な技術を扱うものの、外見が間違いなく人であるため、快く思わない者がいても、世に果たした功こう績せきで帳ちよう尻じりが合う。せいぜい軍ぐん属ぞくにされる程度だろう。

　しかし、ならば〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉はどうだ？　アンフィニーネという液体燃料は今現在〈蟲ギヴル〉の屍し骸がいからしか精せい製せいできないが、それで〈蟲ギヴル〉の益虫としての側面を重視する者がいるか？　社会に劇げき的てきな貢こう献けんができず、見た目も常人から逸いつ脱だつしている〈裸蟲ミルメコレオ〉は？　彼らが元は『自分と同じ人間だ』という事実を憶おぼえている者が、今この地上に何人いる？

　勝手だ。どいつもこいつも嫌いやになるくらい勝手だ。自覚もないのが何より腹はら立だたしい。

　理性では慧けい太た郎ろうの主張が正しいと認めているし、人ひと死じに沙ざ汰たを看かん過かするのは過あやまちとも思う。けれど、やはりアンリは感情的に、どうしても今の世の大多数の人間が好きになれない。慧太郎に頼まれたのでなければ、枢すう機き卿きようを助けるために動く気になど到底なれなかっただろう。

「……これはでっかい貸しよ、慧太郎。全部あんたのためなんだからね」

　コルアーノを解放し、唇くちびるを尖とがらせてぼやく。なんだかもう『友達だから』という理由だけでは、全然割に合わない気がしてきた。この気持ち、どうしてくれようか。

「おい、見たまえ。何か〈蟲ギヴル〉たちの様子がおかしくないかね？」

　と、そこで不意にティエールが空を指差して言った。アンリは柳りゆう眉びを寄せて頭上を睨にらむ。

　彼の指摘どおりだった。確かにイナゴたちの動きがおかしい。先刻までは一つところに集まったまま、シエルバレに跨またがった魔ま術じゆつ師したちに攻こう撃げきされ放題になっていたのに、今は少しずつ散開して反撃の兆きざしを見せつつある。いや、そればかりか一部のイナゴたちに至っては、高度を下げて、そのまま街まちのほうへ──そこでアンリは「まさかっ」と顔を青あお褪ざめさせた。

「まずいっ！　連中、やり方を変える気だわ！」

「？　どういうことかね？」

「『蟲むしの報しらせ』よ！　〈裸蟲ミルメコレオ〉はある種の念話能力を持つの！　きっとジョゼフから、あたしたちが逃げたって連絡が行って、イナゴたちを使し役えきしてる術者が動いたんだわ！」

　アンリは〈ブリュム・ド・シャルール〉の魔術師が、一定以上の個体群密度に達した〈蟲ギヴル〉を操あやつれないのでは、と踏ふんでいた。決して読み違えてはいないはずだ。しかし、軍属魔術師たちのおかげで、そのイナゴの数が激減してしまった今、もはや動かぬ脅きよう威いという認識は通用しない。おそらく『彼ら』を街に放はなって、こちらを炙あぶり出だすつもりなのだろう。

「あんたたち、上着を脱ぎなさい！　そんな派手な格かつ好こうじゃ、すぐに見つかっちゃう！」

　早くっ、と怒鳴りつければ、さすがに命の危き機きとあってか、コルアーノとティエールも打って変わった機き敏びんさで服を脱ぎ始める。その間かんにアンリは、猛もう烈れつな勢いで思案した。

「一般人から被害が出るかもしれない、絶対に止めないと！　でも……ッ、どうやって!?」

　術者の位置が分からない。それさえ判明すれば、魔ま術じゆつを妨害できるのだけれど。

「高所ではないかね？」

　ふと言ったのは、やはりティエールだった。心を読まれたことに僅わずかにぞくりとしながら、しかしアンリが「え？」と訊きき返かえせば、彼は突つき出でた腹はらを揺ゆすってこう続けた。

「あの男が言っていたのだよ。上から見れば、私はさしずめ広こう告こく塔とうのようだった、と」

「上？　……そうか、飛行船の発着所も西地区にある。標的が空路でイースに入ると分かってるなら、そこを中心に見張っていれば……」

　ぶつぶつ独白しながら考える。飛行船の発着所だけでなく、枢すう機き卿きようや首相が寝ね泊とまりしそうな高級ホテル、更さらには会談に使いそうな施設も、魔術で上げた視力で監かん視しできる場所が望ましい。これらの要件を満たす、西地区で頭ず抜ぬけて高い建造物といえば、もう一つしかなかった。

　アンリはその方向を振ふり仰あおぐ。さして遠からぬ距きよ離りに画かく然ぜんとそびえ立つのは、古こ色しよく蒼そう然ぜんとまではいかないものの、充分古ぼけた感がある尖せん塔とうの姿。思わずその名を叫さけんでいた。

「イース復ふつ興こう記念時計塔！」




　　　　○




　クロエは気が気ではなかった。浮き足立つクラスメイトたちを宥なだめるのも忘れて、たじろぎつつもどこか頑かたくなに立つシスター・ミレーユに、我われ知らず激はげしい剣けん幕まくで詰つめ寄よってしまう。

「なぜですか！　なぜ二人を探しに行ってはいけないのです!?　ケイとアンリエットはどちらもクラスメイトだ！　わたしは級長として二人の無事を確認する義務がある！」

　場所は街かい道どう。全校生徒と教きよう師し陣じんが聖カトリーヌ学園をあとにして間もない頃ころである。長ちよう蛇だの列となって道をゆく生徒たちは、現在、列車に乗ってフィニステール県を一いつ旦たん離れるため、近くの駅舎に向かっていた。普段、遠出の折に利用するイースの駅が今は使えないためだ。

「彼女たちが不在なのに、我々だけ避ひ難なんなど……こんな馬ば鹿かな話がありますか!?」

「……う～ん、わたしもそう言ったのよ～？　でも～、学園長が二人は心配するなって～」

　それはもう聞いた。というか当のマザー・テレーズにも既すでに直じか談だん判ぱん済みだ。それでも探しに行く許可をもらえなかったから、こっそり来た道を取って返そうとしたのに、列から離れた途と端たん、ミレーユに見つかってしまうとは。だが、クロエはなおも真しん摯しに言いい募つのった。

「後生だから行かせてほしい、ミレーユ先生！　今ならまだっ──」

「気持ちは分かるけど～、駄だ目めと言ったら駄目で～す。ロシュジャクランさんがいなくなったら～、今度は他の皆さんが心配して～、居ても立ってもいられなくなるでしょ～？」

「……っ」

　正論だ。級長の自分は、こんなときだからこそ、皆を励ましてクラス全体に気を配る必要がある。しかし、正論では納得できないこともあるのだ。会ったばかりですぐ意気投合した秋あき津つケイはもちろん、気づけば喧けん嘩かばかりしているアンリ・ファーブルだって、実のところクロエは憎からずと思っている。二人を置いて行くなど、とても許容できる話ではなかった。

「とにかく～、今はロシュジャクランさんも早く避ひ難なんして～？　またこっそり列から外はずれようとしても～、ちゃ～んと見てますからね～」

　蕩とろけそうな笑えみで、しかし決して譲ゆずろうとしないミレーユ。彼女の教きよう師しらしい姿を初めて見た気がした。クロエは渋しぶい顔になり、仕方なく一度、生徒たちの列に戻ろうと決める。

　そのとき、ふと自分と同じく集団から離れて、独ひとりぽつんと佇たたずんでいる女子を見つけた。

　マルティナ・ロセリーニだ。隣となりのクラスの、サルデーニャからの留学生。おそらく学園でもっとも有名な生徒の一人。いまいち何を考えているのか読めない娘むすめなのだけれど、学園の聖せい歌か隊たいに所属している彼女の圧倒的な美声は、もはや学内外を問わず語り草になっている。

　自身も聖歌隊に所属しているクロエは、アンリの弾くリードオルガンアルモニオムの伴ばん奏そうに合わせて歌うマルティナを何度も目もく撃げきしている。そして、そのたびに『天才』の存在を強く実感させられるのだ。プロの楽団や劇げき団だんから早くもスカウトが殺到しているのも頷うなずける話だった。

　あまり喋しやべったことはない相手だけれど、彼女が何をしているのか気になり、その視線の先を追ってみる。マルティナはやや遠ざかった学園の向こう、イースの街まちをじっと見み詰つめていた。

　空で一ひと塊かたまりになっていた〈蟲ギヴル〉の群れが、ついさきほどから急に活発に動き出しており、クロエを始め誰だれもが、いよいよ最悪の事じ態たいを感じているはずだ。マルティナもやはり何かと世話になってきた手前、街の様子が気になるのだろうか？

　クロエは彼女に声をかけようと決めた。自分も他ひ人とのことは言えないけれど、やはり立ち往生というのは状況的によろしくない。早く避難するよう背せ中なかを押おしてやるべきだろう。

　そう考え、なんの気負いもなくマルティナに呼びかけようとして──

「……ッ」

　次の瞬しゆん間かん、たまらず喉のどを凍こおりつかせていた。

　マルティナは、笑っていたのだ。口端を大きく持ち上げ、無む邪じや気きに目を輝かせながら。

　滅めつ多たなことでは表情を変えない、あの人形のような少女が。まるでとっておきのお菓子にどこから口をつけようか迷う子供みたいに、爛ただれ滴したたる歓かん喜きを満面に貼はりつけていた。

　イースの街が〈蟲ギヴル〉に蹂じゆう躙りんされるその瞬間を、今か今かと待まち侘わびているかの如ごとく。

「──？　何か用？」

　たぶん気配で気づいたのだろう。彼女がこちらに向き直った。毎度と同じ眠そうな表情で。

　それで固まっていたクロエも我われに返り、自分が今見たものは錯さつ覚かくだったのかと頭を振る。「あ、い、いえ……立ち止まっていては危険だと、差し出がましいようですが忠告を……」

「そう。分かったわ」

　彼女は平へい淡たんな声でたどたどしく言うと、あとはこちらに目もくれず、列のほうに向かってしまう。どこからどう見ても、我わが道をゆくいつものマルティナ・ロセリーニだった。

　やはり、ただの気のせいだったらしい。そう理解して、ほっと溜ため息いきをつく。

　ともあれ、クロエもまた急ぎ列に戻った。内心では行方ゆくえ知れずの級友二人をいたく案じていたが、口くち惜おしいことに今現在、自分にできることは何もなかったから。




　　　　○




　遂ついに〈蟲ギヴル〉が街まちなかへと降下を始め、更さらなる狂きよう騒そうに煮にえるイース。だが、住人たちは知らない。己おのが頭上を絡からみ合あうように飛び過ぎる、爪そう牙がを有した二羽の燕つばめがいることなど。

「「──ぁぁああああッ！」」

　重なる雄お叫たけび。絶えぬ剣けん戟げき。冴さえ渡わたる一刀。乱らん舞ぶする六ろく槍そう。水みず際ぎわ立だった体たい捌さばきで建物の屋根から屋根へ跳とび移うつりながら、今こん生じよう最高の剛つよさと疾はやさを求めて互いの得え物ものが鎬しのぎを削けずる。

　疾しつ駆く、瞬しゆん転てん、跳ちよう躍やく、後退、果ては宙ちゆう返がえりなどの曲芸じみた動きまで取り入れながら、両者はただのいっときも休まない。ひたすら果敢に攻め入り斬きり結むすぶその姿は、どちらも戦いくさの権ごん化げそのものといった風ふ情ぜいだ。いくら磨みがき抜ぬかれた技を振るおうと、真の武人に華か麗れいさは付ふ随ずいしない。敵対者の命を散らすことにのみ特化するがゆえ、ただ苛か烈れつ。それはまさしく死し闘とうだった。

「破はッ破ァ！　その調子だ、小こ僧ぞう！　昨日とはまるで別人のような動きではないか！」

　ジョゼフが熱に浮かされた声で叫さけぶ。いったいどのような心境の変化なのか、今や完全に感情を抑おさえることをやめた〈裸蟲ミルメコレオ〉の槍やり使つかいは、軛くびきから解とき放はなたれた猛もう獣じゆうさながらだった。

「集中しているな!?　瞳ひとみの奥の色が深い！　出入りの決断に迷いがない！　何より剣にこの俺おれさえ圧する恐れがある！　どうやらある種の覚悟を決めて来たのは確からしいな！」

「チッ……！」

　怒ど涛とうの奔ほん流りゆうとなって迫せまり来くる六閃せんを寸すんでのところで躱かわせば、標的を失った槍が足場の屋根を穿うがち貫き粉ふん砕さいして瞬またたく間に木こっ端ぱへと変える。慧けい太た郎ろうはその破壊力に思わず舌を鳴らした。

　もはやジョゼフは目め眩くらましに虚きよ手しゆを混ぜない。聖コランタン寺院での戦いで、半はん端ぱな一いち撃げきを見み舞まえばそこから打ち落としで崩くずされると弁わきまえているからだ。寺院からここに至るまでのあいだに、ただ威い力りよくと速度のみを重視した実直な連れん突づきへと攻め手が変化していた。

「……覚悟の是ぜ非ひなどッ、今さら確かめることか！」

　だが、この展開なら慧太郎も望むところだった。いかに重く鋭するどい連撃であろうとも、それが単調な攻めであればあるほど、技の継つぎ目めを狙ねらいやすくなる。

　慧太郎は足場の悪さを物ともせず滑すべるように疾駆。円運動を取り込みながら、相手の右側より回り込み、応じた三刺を蜻蛉とんぼに構かまえたまま凌しのぐと、すかさず一いつ刀とう入にゆう魂こんの気迫で斬きりかかる。

　避さけ得えぬタイミングで頭部を割りに来た一いち撃げきを、得え物ものを断たれぬよう衝しよう撃げきを殺しながらジョゼフが辛からくも受けるが、激げき烈れつな押おし込こみに踏ふん張ばり切れず後ろに退ひいた。

「俺おれを斬るか、小こ僧ぞう！　人ではない、この俺を！」

「ああ、斬る──っ！」

　自みずからを奮ふるい立たたせるように即答し、滾たぎるジョゼフの双そう眼がんを真っ向から睨にらみ返かえす。

「だが、それはお前が〈裸蟲ミルメコレオ〉だからじゃない！　間違っているから斬るんだ！」

「間違い!?　ハッ、この期ごに及んで天晴あつぱれな偽ぎ善ぜんぶりだ！　しかし、間違いを取とり沙ざ汰たすなら今の世はどうだ!?　あの枢すう機き卿きようや首相は!?　奴やつらは正しいとでも言うつもりか！」

「……分かっているさ！　そんなことは！」

　慧けい太た郎ろうは追撃する。ジョゼフは複雑に体たいを捌さばきながら、こちらの拍ひよう子しを崩くずしにかかる。

「だが、間違いで間違いを正すことこそ、絶対に避けるべき最悪の過あやまちだ！　怨おん讐しゆうの連れん鎖さはどこかで断ち切らなければ、終わりの見えない捻ねじれた輪になる！　分かっているはずだ！」

　だから止まれ、ジョゼフ。頼むから止まってくれ。貴方あなたほどの男なら、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの規き範はんとなれる。彼らに希望を示す錦きん旗きとなれる。お願いだから短たん絡らく的てきな挙に走らないでくれ。

　胸むねの内で幾いくつもの泣き言が渦うずを巻いては消えた。そして、そのたびに皮肉なことながら、慧太郎の攻め手は冴さえを増してゆく。通じぬ理屈を太た刀ちに乗せ、ただ一心に届けとばかりに。

　慧太郎もまた間違っているからだ。心のなかにある正しさを、しかし言葉では相手に伝えられない。結局、剣という暴ぼう力りよくに頼ってしまっている。それはジョゼフたち〈ブリュム・ド・シャルール〉も同じだろう。もう他に方法がないから、テロにさえ縋すがらずにはいられない。

　ままならない。割り切れない。自分の未み熟じゆくさが、ひたすら呪のろわしい。

「だからって……ッ、許されないんだ！　どんな理由があっても、こんな真ま似ねは！」

　街まちの至るところで、暴食イナゴたちの姿が散見される。慧太郎もジョゼフと戦いながら、人を襲おそおうとしていたイナゴを、既すでに何体も斬った。警けい察さつや一部の住民たちも必死で抵抗している。たかが一人の標的のために、街すべてを的まとにかけるなど、あってはならないことだ。

「止まれ、ジョゼフ！　これ以上、繋つながりに轍わだちを刻きざむな！　取り返しがつかなくなる！」

「馬ば鹿かを言え！　俺は〈裸蟲ミルメコレオ〉で、奴らは人だ！　もはや轍など埋うめようもないほど刻まれている！　取り返しがつく段など、とうの昔に過ぎ去ったわ！」

　あくまで義ぎ憤ふんで剣を取るこちらの姿こそ哀あわれと、ジョゼフは破は戒かいの哄こう笑しようを迸ほとばしらせた。

「貴様は今もまだ『いずれ』を信じているのだな!?　化け物に同情を寄せて自己満足に浸ひたるのは、さぞかし気分がいいだろう！　だが、そんなものはおためごかしにもならん！」

「違う！　〈裸蟲ミルメコレオ〉も人だ、ジョゼフ！　例たとえどんな姿になっても、お前たちは──」

「黙だまれッ、それがおためごかしだというのだ！」

　壮そう絶ぜつな喝かつ破ぱと同時、ジョゼフの口から何かが吐き出された。昨夜の一戦でも不意を衝つかれた糸による捕ほ縛ばく攻こう撃げき。そう読むのは、あらかじめ警けい戒かいしていた慧けい太た郎ろうにとって、さして難しくはなかった。が、こちらに向けて飛来した白い塊かたまりは、予想だにしない速度で大気を穿せん孔こうし、

「……っらぁ！」

　反応が間に合ったのは、殆ほとんど偶然の賜たま物ものだった。咄とつ嗟さに受けに回った無む垢く嬢じよう矩のり安やすの刀身、その腹はら部分を何かが激げき烈れつに擦さつ過かして、あらぬ方角に飛び消える。一いつ瞬しゆん後ご、大たい砲ほうの弾たまでも着ちやく弾だんしたような激げき音おんが鼓こ膜まくを貫き、後ろの建物の屋根が捲めくれ上あがるように吹き飛んだ。

　おそらくは──と、流ながし損そこねた衝しよう撃げきに痺しびれる両手で、それでも刀の柄つかを握にぎりながら思う。

　おそらくは、糸を束たばねて鏃やじりの如ごとく尖とがらせ、なんらかの方法で射出したのだ。ジョゼフは昨日「自分の糸は空気に触れれば即固まる」という旨むねの発言をしていたが、ある程度までなら口内で硬かたさの自由も利きくのだろう。残像さえ見切れぬ猛もう速そくで、というのは冗じよう談だんに過ぎるけれど。

「どうだ！　これが人に為なせる業わざか!?　これほどの怪かい異いを、もはや人と呼べるか!?」

　しかし、慧太郎は迷わなかった。その一点だけは悩む必要さえ感じなかった。

「人だ」

「……ッ」

「お前は、それ以外の何者でもない」

　静かに続ける。疲労で呼吸を乱しながら、限界が近い肉体に鞭むち打って。

「怪物は憤いきどおらない。怪物は悲しまない。怪物は人間との差異なんて気にしない」

「…………」

「すべてお前が人である証あかしだ。ごくありふれた感情を持つ、僕と同じちっぽけな人なんだ。ただ、自分を怪物だと思い込まなければやっていられない。そうだろう？」

　ジョゼフの双そう眸ぼうが昏くらく燃え上がる。昨晩も一瞬だけ見せた、あの激げき発はつの予よ兆ちようだ。許ゆるし難がたい辱はずかしめを受けたと、額ひたいで鈍にぶく光る六つの単眼までもが、激げき憤ふんの燐りんを散らすかのようだった。

「……言いたいことは、それだけか？」

「ああ」

　それだけだ。それがすべてだ。結局のところ、慧太郎の論理はそこに行き着く。

　暫しばらくして、ジョゼフが擦すり切きれた声音を洩もらした。

「妻つまと息子だ」

「？」

「今の俺おれを形作る原風景には、いつもあの二人の姿がある」

　固かた唾ずを呑のむ。言葉の内容そのものに驚おどろきはない。胸むねに痛いたみを覚おぼえはしても、だ。本人も昨日『いずれ』を待っていたがゆえ喪うしなった、と語っていたのだから。慧太郎が慄おののいたのは、どこか虚うつろに響ひびいたジョゼフの声だった。感情を抑よく制せいしているというより、これは──？

「俺が〈裸蟲ミルメコレオ〉になった経けい緯いは、俺自身にも判然とせん。俺は元は軍人だった。二〇年前、小規模な革命運動の鎮ちん圧あつのために出向いた農村で、暴ぼう徒とに隙すきを衝つかれて意い識しきを失い、気づけばこうなっていた。……いや、ひょっとすれば俺おれは、あのとき一度、死んだのかもしれん」

「………………」

「知っているか？　誰だれもが〈裸蟲ミルメコレオ〉になってすぐに人に擬ぎ態たいできるわけじゃない。異形と化しながらも、それを隠いん匿とくする術すべを持たなかった当時の俺は、暫しばらくは他者の目から逃げ回ることしかできなかった。家族に累るいが及ぶのを恐れて、世間から雲隠れしたのもそのときだ」

　淀よどみはない。口調は滔とう々とうと流れるようですらある。ただ、大切な何かが欠けているだけで。

「だが、結局は何もかも無む駄だだった。どこかで俺が〈裸蟲ミルメコレオ〉になったことがバレたんだ。ようやく擬態能力を獲かく得とくした俺は、ひさしぶりに家族に会いに行き、そこで変わり果てた二人と再会した。すべてはあとになって人を問とい詰つめて聞いたことだ」

　慧けい太た郎ろうは無む垢く嬢じよう矩のり安やすの柄つかを強く握にぎり直なおす。自分が目の前の男の逆げき鱗りんに触れたことはもう分かっていた。奈な落らくへと続く洞うろのような瞳ひとみが、闇やみ色いろの炎ほのおを逆さか巻まかせてこちらを見ている。

「妻つまは焼かれた。村人たちの手でだ。それこそ魔ま女じよ狩がりよろしく村の中央で磔はりつけにされて火ひ炙あぶりにされた。断末魔は聞くに堪たえなかったらしい。息子はもっと酷ひどい。村にいた神父が異い端たん審しん問もんを行なったそうだ。父親の俺が〈裸蟲ミルメコレオ〉と化したことで、あれもそうなるのではと周まわりが危き惧ぐしたようでな。まともに飯も食わさず責せめ苦くだけを与え続けて、精せい根こん尽つき果はててあいつが自分も〈裸蟲ミルメコレオ〉だと口にすれば、それ見たことかと私し刑けいが執行された。息子は首を刎はねられ、更さらにその首は長く野の晒ざらしにされたそうだ。村人はこぞって首に石を投げつけた」

「……ッ……」

「故郷の村に帰ったあと、俺は姿が見えない二人を暫らく探したさ。気づけるはずもないだろう？　地面に微かすかに残った炭の跡が妻の成れの果てで、鴉からすに啄ついばまれていた肉の塊かたまりが息子の一部だなどと、どうして気づける？」

　ジョゼフが近づいて来る。慧太郎はともすれば歯の根が合わなくなりそうな己おのれをひた隠す。

　狂気を感じた。ジョゼフがこれまでなるべく感情を押おし殺ころしてきたのは、単に冷静さを保つためではなかったのだろう。ただ、過去の情景を脳のう裏りによぎらせ、一度でもタガが外はずれてしまえば、身の内に宿した狂気を自身ですら飼かい慣ならせないと、そう分かっていたからなのだ。

「俺は村人を殺した。神父も殺した。殺す前には理由を問うた。二人になんの咎とががあったのか、と。神父は言った。バイ菌が感う染つる危険があった、仕方がなかった、と。真顔だったよ」

　ジョゼフが動いたのはいきなりだった。屋や根ね瓦がわらを蹴けり足あしで爆ばく散さんさせ、もはや己を一本の剛ごう槍そうと化して、神速で以もってこちらへまっしぐらに。

　危き機き一いつ髪ぱつ、なんとか捌さばいた。そう思ったのは、だが予断に過ぎなかった。同時に一点へ収束して突つき込こまれた六槍、その衝しよう撃げきは刀で軌き道どうを逸そらしたにも拘かかわらず、慧太郎を屋根の端はしまで吹き飛ばす。危あやうく転落しかけ、必死に体勢を戻すが、ジョゼフは一息とて休まない。

「ああ、そうだ！　貴様の言うとおりだ、小こ僧ぞう！　俺は自みずからを怪物と定義している！　でなければ納得できるはずもあるまい!?　同じ人なら、なぜ俺たちばかりが辛しん酸さんを舐なめる!?　どうして俺おれの家族はあんなにも惨むごたらしい最さい期ごを遂とげなければならなかった!?」

　ジョゼフが怨えん嗟さの叫さけびをあげる。振るわれる六ろく槍そうの勢いたるや、もはや人智を超こえた紛まごうことなき戦神アシユラのそれだ。なんとか急所だけは避さけるものの、身体からだの至るところに大小無数の傷きずを刻きざまれ、あっという間に血ち達磨だるまにされる。慧けい太た郎ろうは防戦一方の展開に歯を軋きしらせた。

　分かっていたことだ。なんだかんだと言いつつも、ジョゼフが手加減していたことくらい。

　何しろ彼はこちらを『生いけ捕どり』にする必要があったのだ。本気など出せるはずもない。この局面に至って帯おびた任務が意中から消し飛び、ようやく完全に本ほん領りよう発はつ揮きとなったのだろう。

「俺は既すでに『いずれ』など信じていない！　もう何をどうしたところで〈裸蟲ミルメコレオ〉を救うことは叶かなわんと、今ではそうすべてを諦あきらめてさえいる！　それでも槍やりを手に〈ブリュム・ド・シャルール〉に与くみするのは、未いまだ胸むねに決意を抱く若い世代の同どう胞ほうたちのためだ！」

「ぐっ……ジョゼフ……ッ！」

「だがなっ、くはは！　結局のところそれすら建前でしかないのだろうさ！　もはや信念を忘れた俺という怪物は、ただ妻つまと子が味わった痛いたみと苦しみを、少しでも多くの人間に分からせてやれれば、それで満足なのだ！　そうだ、復ふく讐しゆうだ！　今の俺にはそれしかない！」

　復讐だけで剣を取れば良いものを──蘇よみがえるジョゼフの台詞せりふ。蘇るルクレール号の虐ぎやく殺さつ。

　そのとき、俄にわかに脳のう裏りで生々しい声が響ひびいた。それはジョゼフの言葉を受けて反発的に抱いてしまった、醜みにくくも利り己こ的てきな、けれど慧太郎の偽いつわらざる本心だった。

　故く郷にに帰りたい。お前さえいなければ。よくも大勢の乗客を。僕は無実なのに。自分だけ被害者ヅラをして。ならば悪意を持って殺してやる。もう〈裸蟲ミルメコレオ〉の事情など知ったことか。

　人間性を問われたその一いつ瞬しゆん、胸に広がった喩たとえようのない胸くその悪さを、しかし慧太郎は降ふり注そそくジョゼフの猛もう攻こうと共に、歯を食くい縛しばって耐え続けた。

「さぁ、どうだ!?　こんな始末に負えない俺にさえ、まだ何かを届かせられると言うのか!?　答えてみろ、女め々めしく正しさを吠ほえるだけの小こ僧ぞうがッ！」

　ジョゼフが嗤わらう。ジョゼフが猛たける。いずれも壊こわれたような形相で。

　動体視力を超えて余りある槍やり衾ぶすまを紙かみ一重ひとえで凌しのぎながら、それでもなお慧太郎は断固として不屈を貫く。女々しくても不ぶ格かつ好こうでもいい、ただ当たり前の誠実さを忘れたくなかった。

「……僕はお断りだ！　何もかも割り切って、私し怨えんだけで剣を取るなんて絶対に！」

「ハッ、そうか！　ならば、そのご立派な哲学に首まで浸つかって、息もできぬまま死ね！」

　絶ぜつ叫きようしたジョゼフが一いつ気き呵か成せいに攻め立てて来ようとした、そのとき。

　突とつ如じよ、二キロほど先にそそり立っていた時と計けい塔とうから、耳を聾ろうする盛大な爆ばく音おんが響ひびいた。




　　　　○




　フランス革命時、ヴァンデ地方を中心に勃ぼつ発ぱつした、ある大規模な内乱が存在した。

　俗ぞくに『ヴァンデの反乱』と呼ばれるその戦いは、一部の民や貴族たちが宗教の自由と募ぼ兵へいの不平等を訴うつたえ、国に対して起こしたものだった。だが、そういった反乱軍の思おも惑わくはどうあれ、事に便乗して略りやく奪だつや殺人を犯す不ふ埒らち者ものを多数生み出してしまったのもまた事実で、結果として無関係な町々や住民をも戦火に巻き込み、広く長く各地に被害を齎もたらすこととなった。

　ヴァンデから距きよ離りを隔へだてたイースもまた、かつてそんなとばっちりを受けた街まちの一つだ。戦場にこそならなかったものの、当時、現れたヴァンデ軍を名乗る略奪者たちの行いは、それはひどいものだったらしい。戦せん禍かの爪つめ痕あとが完全に癒いえた頃ころ、住民たちが記き念ねん碑ひ的建造物を造ろうと思い至ったことからも、そのときイースが受けた傷きずが察せられよう。

　長い月日をかけて完成したその建造物は、今も西地区の慰い霊れい園えんにほど近い場所に悠ゆう然ぜんとそびえている。時の不可逆さと人々の前進を暗示する、それがイース復ふつ興こう記念時と計けい塔とうだった。

　その時計塔の最上部──複雑にぜんまいが絡からみ合あい、頭上で巨大な振り子が揺ゆれる薄うす暗ぐらい部屋の中央で、現在、黒衣を纏まとった二つの人影が床に蹲うずくまって何かを行なっている。目ま深ぶかに被かぶった頭ず巾きんから覗のぞく表情は憔しよう悴すいの色が濃こく、彼らの足元には淡あわく輝く幾き何か学がく模も様ようが刻きざまれていた。

　見る人間が見れば一目で分かったろう。それが魔ま法ほう円えん、しかも儀ぎ式しき用ようのものである、と。

　同時に、より専門的な知ち識しきを持つ者ならば、その魔法円がどこか東洋的な意い匠しようを含んでいることにも気づいたかもしれない。使われている文字などは古代ギリシャ語だが、円全体で把は握あくしようとすると、どこかオリエンタルな趣おもむきがあるのだ。まるで何かの騙だまし絵えのようだった。

「「…………」」

　二つの人影は黙もく々もくと作業を続ける。描いた魔法円を通じて、今も街中を飛び交っているイナゴたちに『意』を送りながら、暴ぼう走そうさせないよう細心の注意で標的を探し続ける。

　だが、神経を磨すり減へらす大魔術の制せい御ぎよに長らく掛かり切りになっていた反動か、さすがにここにきて集中力が切れたと見えて、不意に人影の一方が沈ちん黙もくを破った。

「……ジョゼフ殿どのの真意を図はかりかねるな」

　もう一方の影が、頭巾の奥で片かた眉まゆを上げた。しかし、すぐに素そっ気けなく応じる。

「黙だまれ。集中しろ。術の制御が乱れる」

「ああ、分かっている。分かっているが……しかし、な」

　どうにも釈しやく然ぜんとしない。そう言いたげな相方の態たい度どに、実のところ諫かん言げんを口にした男も心の底では同意していた。ただ、ここで下げ知ちの是ぜ非ひを考えても始まらないというだけだ。

「大量の〈蟲ギヴル〉を陽動に使って、護ご衛えいの軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しを標的から引ひき剥はがす──ここまでは分かるさ。だが、標的を仕し留とめ損そこなって見失った今、なぜ命令が『標的に該がい当とうする背せ格かつ好こうの者だけを狙ねらえ』なんだ？　そんな繊せん細さいな真ま似ねを〈蟲ギヴル〉にさせるのは大変な苦労だというのに」

「黙れと言っている……っ！　ジョゼフ殿には何かお考えがあるのだろうっ、ただでさえ厄やつ介かいな術を俺おれ一人に押おしつけるな！　負担が大きく……ええい、くそ！」

　まだぶつぶつと愚ぐ痴ちを零こぼしている相方を無視し、もう一方の男は瞑めい想そうするように瞼まぶたを閉じると、術の制せい御ぎよに再び集中しようとする。しかし、今のやり取りが引き金となったか、ある種の不満が胸むねの内に沸ふつ々ふつと湧わいてくるのを止められなかった。

　確かに、と思う。特定の相手だけをイナゴに襲おそわせるというのは、なかなか骨が折れる作業だ。元より〈蟲ギヴル〉とは大まかにしか使し役えきできないもの。ならばいっそ、肉食の欲求のみを増大させて、街まちの住人を全員、的まとにかけてしまったほうが、遥はるかに話は簡かん単たんだろう。今のイナゴの数なら、何がどう転ころんでも最低限こちらの身を護まもる程度の制御は利きくのだし。

　なのに、指し揮き官かんのジョゼフ──組そ織しきに所属してまだ数年の二人からすれば天てん上じよう人びとにも等しい地位にいるあの男は、なぜか敢あえて迂う遠えんな方法で任務を遂すい行こうしようとしているのだった。

　ルクレール号を襲しゆう撃げきしたときも、ジョゼフは最後まで『乗客の大部分の口くち封ふうじ』という本部の命令に難色を示していたらしい。どうにも伝え聞いていた風評とは食い違う人物像だ。任に就つく前は、もっと過か激げきな男を予想していたのだけれど。

「……チッ、人間どもの被害など考こう慮りよしてどうなるというのだ」

　遂ついには苛いら立だちが募つのって悪あく態たいまでついてしまう。これでは相方のことを言えなかった。

　が、そのとき。不意に背はい後ごで物音がした。慌あわてて振り返った男たちは、そこに奇き妙みようなものを発見する。自分たちのすぐ真後ろ、石造りの床の上に、何か筒つつ状じようの物体が転ころがっていたのだ。

　なんだあれは？　そう二人揃そろって間抜けにも首を傾かしげた、次の瞬しゆん間かん──

「ッ!?」「な、なんだ!?」

　筒状の物体から、いきなり凄すさまじい勢いで、白はく煙えんが噴出し始めた。




　　　　○




　自作の煙えん幕まく弾だんから吐き出される煙が、泡あわを食う二人の男たちの姿を完全に覆おおい隠かくした頃ころ、アンリは螺ら旋せん階かい段だんのすぐ脇わきにある柱の陰から躍おどり出でて、一気に広い室内へと踏ふみ込こんだ。

　部屋のなかは一いつ寸すん先も見通せない白い闇やみ。だが、室外に隠かくれ潜ひそんでいた時点で、既すでに熱量感知の魔ま術じゆつは自身にかけてある。右手に握にぎっていた発射準備済みの短たん銃じゆうを、まず一方の反応に向けると、まったく躊躇ためらいなく発はつ砲ぽう。一瞬、筒先に小さな魔ま法ほう円えんが浮かび上がり、青白い爆ばく炎えんの魔術弾が煙の向こうに消える。直後、凄まじい悲鳴が響ひびき渡わたった。

　次いで人間ひとりぶんの熱量が、猛もうスピードでこちらと距きよ離りを離してゆき、やがて重たげな物音と共に止まる。どうやら今の攻撃で吹き飛ばされ、壁かべか何かに激げき突とつしたらしい。動かないところを見ると、気絶したのか死んだのか──どのみち確認している余裕はなかった。

「あと一人……っ！」

　だが、事ここに至れば、さすがにもう片方の男は反応していた。近くの煙の幕にずぼりと穴が穿うがたれ、その向こうから姿を現した影は、もはや人の形態をやめている。

　おそらくヤスデか何かの〈裸蟲ミルメコレオ〉なのだろう。胴体や脚きやく部ぶは擬ぎ態たい時じとさほど違いはないが、両りよう腕うでが無数の足を備そなえた触手のようなものに変異し、口内からは何匹ものヤスデを束たばねてロープと成したかのような野太い舌を垂たらしている。アンリとしては非常に興味深いが、同級生たちに見せたら絶ぜつ叫きようの大合唱が起きそうな姿だ。しかし、それ以上に問題なのは、その腕や舌から滴したたる粘ねん液えきが、床に一いつ滴てき垂れた途と端たん、ジュッと石材を瞬またたく間まに溶とかしたことだった。

　毒液。昆こん虫ちゆうのヤスデも備えている特徴だけれど、どうやらこの〈裸蟲ミルメコレオ〉のそれは強力な酸性らしい。既すでにかなり間合いを詰つめられていたこともあり、これにはアンリも動転した。

「わ、わわ！　こっち来んな、このっ！」

　荷物になった短たん銃じゆうを捨て、すかさずもう一方の手に握にぎっていた、歩兵銃タイプのマスケットを構かまえる。だが、こちらが発はつ砲ぽうすると同時、相手は信しんじ難がたい動きで上に跳ちよう躍やくしていた。

　回避行動としては大おお袈げ裟さだが、魔ま術じゆつを撃うち込こまれるのはさすがにまずいと踏ふんだのだろう。なかなか賢けん明めいな判断だ。けれど賢明ではあっても、この場合は致命的な誤あやまりだった。

「ッ、普通の銃じゆう弾だん!?」

　甲かん高だかい風かざ切きり音おんから、こちらが撃ったものの正体を悟さとり、空中で驚おどろきを露あらわにする男。

　一方の銃は足止めにと、弾速重視で単なる鉛なまり弾だまを込めておいたのだが、先んじて射しや撃げきした魔術弾のおかげで、思いがけず高い効果を発はつ揮きした。アンリは口端を吊つり上あげ、二挺ちよう目の銃も手放すと、今の今まで敵に悟られないよう背負って隠し持っていた本命の得え物もの──慧けい太た郎ろうが大たい砲ほうと勘かん違ちがいしていた、フリントロック式の榴りゆう弾だん発はつ射しや器きを引き抜いた。

「いただきッ！」

　図はからずも自みずから身動きの取れない空中に跳とんでしまった二人目に向け、アンリは容よう赦しやなく照準を合わせて引き金を絞しぼる。落ちる撃鉄、瞬またたく発砲炎。筒つつ先さきから発射された榴弾は一直線に男へ向かい、着弾するや先の魔術弾にも匹ひつ敵てきする轟ごう音おんと爆ばく裂れつを発生させた。

　男が悲鳴もなく熱波に焼かれ、放物線を描いて飛ぶと、そのまま白はく煙えんのなかに落下する。

　暫しばしの静せい寂じやく。アンリはその間かんに、急ぎ足元の火器を拾い集め、再び各々の発射準備を整えたが、やがて煙が晴れ始めると、肩かたの力を抜いて安あん堵どの息をついた。

　黒衣の男たち──間違いなく〈ブリュム・ド・シャルール〉の構成員だったろう二人は、一方は半ば壁かべにめり込み、もう一方は床に力なく仰ぎよう臥がして、完全に沈ちん黙もくしていたからだ。胸むねが浅く上下しており、すぐに化石化も始まらないあたり、ただ意い識しきを失っているだけだろう。

「……あ～、良かった。無事に済んで」

　たまたま不意を衝つけたのと、この二人がジョゼフほど出で鱈たら目めな相手ではなかったことが幸さいわいした。アンリは〈裸蟲ミルメコレオ〉を数回しか見たことがないけれど、昨晩、慧太郎を助けに行ったとき遭そう遇ぐうしたあの六本腕の男は、ちょっと普通ではない動きをしていたからだ。実のところ自分があの場から慧太郎を連れて離脱できたのは、殆ほとんど奇跡にも等しい偉業だったのだ。

「さすがにあんなの二人も相手にできないしね。──あんたたち、もういいわよっ」

　後ろに振り返って呼びかければ、さきほど自分が隠れていたのと同じ柱の影から、コルアーノとティエールが姿を見せる。前者は威い丈たけ高だかにおどおどと、後者は普通にひょこひょこと。

「き、貴様！　今度という今度は許さんぞ！　私をこんな危険な場所に連れて来るとは、いったいどういう了見だ!?　我われ々われを街まちから逃がすと言っていたのは嘘うそか!?」

「逃がすわよ。結果的にはそうなるわ」

　保身しか頭にないらしいコルアーノに、アンリは突つき放はなすように言い捨てた。まったくこの男、自分のせいで今、イースが大変な状況に陥おちいっていると、理解しているのだろうか？

　アンリは次いで部屋の中央に向かい、床に直接描かれた魔ま法ほう円えんを具つぶさに観察した。今は術者が離れて光を失っているが、儀ぎ式しき用ようなので配置された呪じゆ物ぶつや書かれた円えん陣じんがどうにかならない限り、術はまだ『生きて』いる。あれだけのイナゴを使し役えきするとなれば、その概がい要ようは分からないまでも、大規模な儀式魔ま術じゆつだろうと踏ふんでいたが、果たして正解だったようだ。

「？　何をするつもりかね？」

「この魔法円を解かい析せきして、イナゴたちを街から離散させるの」

　そんなことができるのか、とティエールが疑わしげな顔をする。アンリは肩かたをそびやかした。

「やるしかないわ。一度集まってしまった以上、もうイナゴたちは勝手にいなくなることはないもの。術者が気絶しちゃった今は放し飼い状態だしね」

　無論、『できる』という目もく算さんも少なからずあった。でなければ術者を排はい除じよしたりはしない。

　魔法円を速すみやかに調べ終えたアンリは、間もなく意を得たりと頷うなずいた。東洋の呪術がふんだんに盛り込まれている。おそらく根本的な術式は中国の『巫ふ蠱こ』だ。それを自分たちにも扱あつかい易やすく西洋の流儀に置き換えている。イナゴたちの本能を部分的に増大し、術者の思念を紛まぎれ込こませて操あやつる方式か。用いられているのが古代ギリシャ語なのも申し分ない。かなり高度な術ではあったが、これなら少し手を加えるだけで問題なさそうだ。

　アンリは腰こしのポーチから様々な魔術道具を取り出し、チョークで魔法円に僅わずかな改かい竄ざんを施ほどこすと、部屋の各所にあった呪物の配置を変える。準備を終えるのに一分もかからなかった。

「あんたたち邪じや魔まよ！　ほら、早く魔法円の外に出て！」

　不ふ審しんげな顔つきのコルアーノとティエールを追い払うと、アンリはしゃがみ込んで魔法円の中心に手をつき、自分のなかに流れている魔ま女じよの血を強く意い識しきする。

　術式とは即すなわち数式のことだ。正しい解答を導き出すためには、正しい手順で正しい計算を行なう必要がある。術の意味と意図を正確に把は握あくするには、まず使われている言語や道具の歴史を知らねばならず、理解を得たあとはそれらを組み上げて最終的に招く結果までを、術を行使しているあいだ細部に渡って捉とらえ続つづけなければいけない。更さらに使役術は『対象に術者の意を届ける』という別の作業が必ひつ須すのため、本来なら複数人で行なうのが基本だった。

　起源に魔術的な要因が関わっていると推測──あくまで推測だ──される〈蟲ギヴル〉に寄生されるという性質上、〈裸蟲ミルメコレオ〉は総じて魔術との相性が強まる傾向がある。その〈裸蟲ミルメコレオ〉が二人がかりで制せい御ぎよしていた術なのだ。アンリにとっても、これから行なうのは至し難なんの業わざだった。

　目を瞑つむり、深呼吸する。そのままたっぷり数十秒間かけて、自じ己こを徐々に術の行使に最適なトランス状態へと導いてゆく。成り行きを訝いぶかしんだのか、外野の二人が何か声をあげかけた。

　その瞬しゆん間かん、アンリは双そう眸ぼうをカッと見開いて、古代ギリシャ語で朗ろう々ろうと詠えい唱しようを紡つむぎ始はじめた。

「『我われは求め訴える！　偉大なる奈な落らくの王アバドンよ！　汝なんじ、我わが声を聞き届けたまえ！』」

　陳ちん腐ぷな文句だ。魔ま法ほう円えんに添えられている文を読み上げているだけのため、アンリの趣しゆ味みではない。しかし、同時に身体からだの奥で膨ふくれ上あがったのは、やはり尋じん常じようならざる気配だった。

「ぐぅっ……『蟲むしよ、蟲よ、蟲たちよッ！　万物を悉ことごとく喰くい荒あらす暴食の徒とよ！』」

　引き裂かれるように叫さけぶ。全身の魔ま女じよの血が一いつ斉せいにざわめき、世界と自分の境がひどく曖あい昧まいになってゆく。これに呑のみ込こまれたら一巻の終わりだ。誰だれであれ自我の消滅は避さけられない。

　師し匠しようは言っていた。魔ま術じゆつとは本来、世界と一体化するための手段だったのだ、と。己おのれのなかに世界を呼び込み、己の外に世界を解放する。そのために編み出された技術なのだ、と。

　だが、それを正しく行なえた者は、未いまだかつて一人もいないのだ。

　人間は人間。世界は世界。この両者はまったく別のもの。

　生物の内世界と、外世界の融ゆう合ごうは、魔術師の悲願であり禁きん忌きでもある。

　犯せば全知全能ともなれるが、その代わり失われるのは力を振るう権利だ。だから決して誘ゆう惑わくに負けてはいけない。要約すれば魔術の行使とは、自分自身との戦いなのだから。

「……がっ、げほ！」

　時と計けい塔とうが俄にわかに揺ゆれた。いや、もしかしたら揺れているのは自分の身体のほうだったのかもしれない。僅わずかに咳せき込こめば、多少の内傷を得たか、床にぽたぽたと喀かつ血けつの飛ひ沫まつが散った。

　それでもアンリは口元を拭ぬぐいもせず、敢かん然ぜんと前を向いて術の行使にのみ専念し続けた。

　今こうしているときも、きっと慧けい太た郎ろうは戦っているはずだった。

　迷って、苦しんで、多くの矛盾を抱えながら。決して強い人間とは言えない彼は、だけども我がを張って決死の覚悟で、自分以外の者のために剣を振るっているはずだった。

　どうして彼が自みずから過か酷こくな道を進もうとするのか、それは分からない。

　多くの者が成長と共に弁わきまえる道理。分別があれば当たり前に振り捨てる世の残ざん酷こくさ。

　そんな度どし難がたい『ままならなさ』に、なぜあんなにも真まっ直すぐに立ち向かえるのか、アンリには到底及びがつかない。

　ただ、ひどく愛いとおしかった。

　自分で自分の視野を狭せばめてばかりいる、魔女でムシ好きな嫌きらわれ者のアンリ・ファーブルには、彼の純心さが愛しくて、つい負けん気を覚おぼえてしまうぐらい憎らしかった。

　再び建物が揺れる。それが何に起因するものなのかは不明だ。けれど、なんだか慧太郎がすぐ近くまで来てくれているような気がして。

　だから、なおさらここで、イイ女を気取らないわけにはいかないではないか。

「『──ゆえに、我は奈落の王の代弁者となりて眷けん属ぞくらに告げる！　汝らの飢えを満たすものは其そ処こにあらず！　速すみやかに己おのが居場所たる空へと還かえるがいい！』」

　まるで悲鳴をあげるように、アンリは詠えい唱しようの最後の文句を口にする。体内で蜷局とぐろを巻いていた二つの世界の果てで、何かをしっかりと掴つかむ手て応ごたえを感じた。




　　　　○




　凄すさまじい翅は音おとを立てて街まちなかを飛び交う暴食イナゴの群れ。その変化に最初に気づいたのは、一部の警けい官かん隊たいを指し揮きしてイナゴたちに応戦していたヴィドックだった。

「な、なんだ……？」

　街の混乱が頂点に達し、さすがにヴィドックも焦あせりを覚おぼえた。だから、自分も及ばずながら力を尽つくそうと、昔むかし馴な染じみであるイースの国こつ家か警けい察さつ署しよ長ちようと話をつけ、部下として貸し与えられた警官たちを連れて人命救助に奔ほん走そうしていた。スカラベ・ケプリなどの甲こう殻かく虫ちゆう型がたの〈蟲ギヴル〉とは違い、暴食イナゴは数こそ膨ぼう大だいでも銃じゆう器きが通用する相手だったし、無む秩ちつ序じよではなく特定の人物だけを襲おそっているふうだったため、ぎりぎりのところでなんとか保もち堪こたえられていたのだ。

　だが、ここに来てそのイナゴたちが、おかしな挙動を見せ始めた。

　最初はそれと分からないほどに、しかし段々と目に見えてはっきりと、動作が鈍にぶくなり出したのだ。ある個体は翅はねを震ふるわすのをやめ、またある個体は石いし畳だたみをのろのろと進み、そして遂ついには頭上や路ろ地じで蠢うごめいていたすべてのイナゴが、まるで置物のように動きを止めてしまう。

　もう少しで喰くわれるところだった壮そう年ねんの警官が、鼻先まで迫せまっていたイナゴの大おお顎あごを前に地面にへたり込んだ。逃にげ惑まどっていた人々も事じ態たいに気づき、いつしかしんと静まり返っていた。

　誰だれもが息を詰つめて状況を見守るなか、ほどなく信じられないようなことが起こった。

「あっ！」

　という誰かの叫さけび声ごえを皮切りに、イナゴたちがやおら一いつ斉せいに空へ飛び立ち始めたのだ。

　次々に、次々に。本能の赴おもむくまま人も物も喰らい尽つくすはずの暴食イナゴの群れが、まるで黒い竜たつ巻まきのように集まって天高く昇のぼってゆく。ヴィドックのみならず、街中の人間が呼吸をするのも忘れて、その光景に見入った。やがてイナゴたちは、そのまま街の外へ針路を取る。

　あとは、あっという間だった。イースを脅おびやかした未み曾ぞ有うの危き機きは、すぐに視界から見えなくなってしまう。残されたのは、滅め茶ちや苦く茶ちやになった街と、一様に空を仰あおぐ住人たちだけ。

「たす、かった……？」

　酒さか瓶びんを抱えて呆ぼう然ぜんと呻うめいたのは、誰であろうモーリス・ボワヴァンだった。なんの因果か路地裏うらで酔よって現実逃とう避ひしていたところを、仕方なくヴィドックがここまで連れて来たのだ。

　ボワヴァンの一言がきっかけになったように、街の至るところで人々の歓かん声せいがあがり始める。

　口くち笛ぶえを吹き鳴らす者、泣いて互いに抱き合う者、慨がい嘆たんの息をついて座り込む者。反応は様々だったが、誰もが九死に一生を得たことを喜び、生命の尊さを全身で表現していた。

　新年と祭りが一緒に来たような歓かん喜きの渦うずのなか、ヴィドックは懐ふところからパイプを取り出して一服。そして、どことも知れぬ場所に向けて、すべてを承知した笑えみと共に独ひとりごちる。

「──やってくれるねぇ、マドモアゼル。お前さん、この街まちのヒロインだぜ」




　　　　○




　かなり危ういところはあったものの術は成功した。

　イナゴたちを一箇か所しよに集合させ、街の外まで導いたのち少しずつ散開させてやれば、あとは自然に元いた森か新しい住すみ処かを探して、イナゴたちは飛び去って行った。

　アバドン・ショックの衝しよう撃げきが大き過ぎるため誤解されがちだが、暴食イナゴは決して攻こう撃げき的てきな〈蟲ギヴル〉ではないのだ。個体群密度の増大による相そう変へん異いか、でなければ他者からの魔ま術じゆつ干かん渉しようでも受けない限り、進んで人里には降りて来ないし、人間を襲おそうことも滅めつ多たにない。

「ハァ、ハァ……終わっ、た……」

　最後のイナゴの一群が彼方かなたに飛び去ったのを確認し、アンリはようやく術の制せい御ぎよを手離した。極きよく度どの集中と血の励れい起きで短時間のうちに疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなり、そのまま立ち上がることもできず床に腰こしを落としてしまう。霞かすむ視界の隅すみで、コルアーノたちが近づいて来るのが見えた。

「見事っ、見事なお手並みだった。やあ、きみはまだ若いのに大した魔ま女じよだな」

　窓から街の様子を確認したのだろう、ティエールがどこまで本気なのか、にこやかな笑顔で賞しよう賛さんを口にする。コルアーノは無言だったが、いかにも不服そうな目つきをしていた。

「できれば、我々の命の恩人がどんな顔をしているか、ぜひとも拝見したいところなのだが……その帽ぼう子しとゴーグルは取ってもらえんのだろうね、やはり」

「ええ、悪いけどね。あたし、これから先も軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しになる予定はないの」

　とはいえ、年とし格かつ好こうや赤いシエルバレなど、もうかなり素す性じように関する情報を与えてしまっている。のちのち厄やつ介かいなことにならなきゃいいけど、とアンリは額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら思った。

「……あたしは、これから相あい棒ぼうを迎えに行くわ。あいつ、まだ戦ってるだろうし」

「ッ、なんだと!?　ならば我々はどうすればいい!?」

「もうイナゴたちはいないんだから、街を歩いても平気よ。護ご衛えいの魔術師たちも今いま頃ごろあんたたちを探してるだろうし、保ほ護ごしてもらってあとは逃げるなりなんなり好きにしなさい」

「き、貴様には責任感がないのか!?　枢すう機き卿きようを護まもらねばならんという自覚を持て！」

　もう、うんざりだった。いくらなんでもバチカンの人間が皆こんな阿あ呆ほう揃ぞろいだとは思わないけれど、このコルアーノに限って言えば何から何まで能のう無なしで不快の度が過ぎる。当座の危き機きは退しりぞけてやったのだから、護衛に助けを求めるくらい自分でなんとかしてほしいものだ。

　ただ、未いまだ気絶している二人の〈裸蟲ミルメコレオ〉は、さすがにこのまま放置して行くわけにはいかなかった。大事を取って魔術薬で眠りを深めたのち、縛しばり上あげて警けい察さつに引き渡すべきだろう。

　そう考えて二人の黒衣に近づきかけたアンリだったが──しかし、すぐにまた足を止めることになった。コルアーノとティエールも異常に気づいたか、何事かと背はい後ごを見やっている。

　音だ。

　部屋の外、螺ら旋せん階かい段だんのほうから、ギンッ、ギンッ、と猛もう烈れつな勢いで鋼はがね同士を打ち合わせるような音が響ひびいてくる。

　それは凄すさまじい速度で、地上七〇メートルの位置にあるこの時と計けい塔とうの最上部に近づいて来ていた。アンリは既すでに射しや撃げき可能な状じよう態たいのマスケット銃じゆうを構かまえ、部屋の入り口に筒つつ先さきを向ける。何を指示するまでもなく、コルアーノとティエールが後ずさりした。

　ほどなく音の正体は明らかとなった。螺旋階段の先から、何かが吹っ飛んできたのだ。

　あまりにも事態が急過ぎたため、宙を舞まうそれが途中でなんなのか分かっても、アンリは即応することができなかった。飛んで来た何か──いや、人影はそのまま部屋の壁かべに外から激げき突とつし、石組みのぶ厚いそれを易やす々やすとぶち抜いて、瓦が礫れきや粉ふん塵じんと共に室内に転ころがり込こんでくる。

　慧けい太た郎ろうだった。

　満まん身しん創そう痍い、という言葉がおこがましく聞こえるほどにボロボロとなった。

　もはや死んでいないほうがおかしいゴミ屑くずじみた有様で、床にべっとり血の跡を引ひき摺ずって身動き一つしない少年。その姿を目の当たりにして、アンリは暫しばらく言葉を失った。

「け…………慧太郎っ！」

　一いつ拍ぱく後、我われに返って彼の元に駆かけ寄よる。全身に傷きずを負おった慧太郎は、辛からくも息はしていたものの、瞳どう孔こうは完全に開き切り、呼びかけにもなんら応こたえなかった。急所を外はずして戦っていたのか、胸むねや頭に深い外がい傷しようはない。が、出血量が多過ぎる。一見しただけで危険な状態と知れた。

「ひ、ひぃ！　も、もう嫌いやだっ、嫌だ！　私はバチカンに帰る！」

　突然、コルアーノが気が触れたように喚わめいた。一度は助かったと安心した矢先、再び降ふって湧わいた危き機きに、とうとう前後を失ったらしい。あろうことか部屋に一つきりの出入り口──たった今、慧太郎が飛んで来たそちらに向かって、悲鳴をあげながら駆かけ出だそうとする。

「ッ、馬ば鹿か！　やめなさい！」

　制止したが間に合わなかった。逃げようとした直後、室外から矢のように飛来した一いつ閃せんに肩かたを射い抜ぬかれ、コルアーノが鮮血を散らして錐きり揉もみしながら倒れる。衝しよう撃げきで昏こん倒とうしたらしく、彼はそのまま静かになった。壁には鈍にび色いろの鋭えい利りな飛び道具らしきものが突つき刺ささっている。

「……チッ、威い力りよくを抑おさえると精度がガタ落ちだな。急所を外したか」

　次いで、慧太郎を瀕ひん死しになるまで滅めつ多た刺ざしにし、コルアーノに深手を負わせた襲しゆう撃げき者しやが、ゆっくりと室内に踏ふみ込こんで来た。言わずもがな、完全に擬ぎ態たいを解といた〈裸蟲ミルメコレオ〉ジョゼフだ。

　彼もまた疲労の色が濃こかった。人とクモが融ゆう合ごうした面おも差ざしには、びっしりと玉のような汗あせが浮いている。血の海に沈しずむ慧太郎を見て、自身の正気を確かめるように頭を振った。

「くそっ、捕ほ獲かく対象だぞ……？　俺おれは何をやっているんだ？」

　髪かみを掻かき毟むしらんばかりの苛いら立だちを露あらわにしたあと、今度は部屋のなかを簡単に一いち瞥べつし、それだけで大方の状況を悟さとったのだろう。ジョゼフの視線が、ぴたりとこちらに据すえられる。

「俺おれの部下たちを斃たおし、イナゴを追い払ったのは、貴様か？　小こ娘むすめ」

「ッ！」

　一いつ瞬しゆん、身体からだが竦すくみかけ、しかし即座に行動に移った。榴りゆう弾だん発はつ射しや機きをジョゼフに向け、物も言わず引き金を絞しぼる。発射された榴弾は狙ねらい過あやまたずジョゼフの足元で炸さく裂れつし、絶大な破は壊かいを齎もたらした。だが、濛もう々もうと立たち昇のぼる黒こく煙えんの向こうに、なぜかジョゼフの姿はなく──

「だとすれば、その歳としにして既すでに大器だな。小こ僧ぞう共々、実に将来が楽しみだ」

　声は右手側からした。ぎょっと首を巡めぐらせば、こちらとの距きよ離りや無造作に佇たたずんだ姿勢は同じまま、けれど最初の位置から一〇メートルほど移動したそこにジョゼフがいる。

　なんだ今のは？　いったい、いつの間にあそこまで？　アンリはがくがくと足を震ふるわせた。

「そう怯おびえるな。貴様の命まで取る気はない。部下たちも生きているようだし、何より標的をここまで連れて来たのは貴様なのだろう？　寧むしろ感かん謝しやしているほどだ」

　血ち溜だまりに伏ふせっているコルアーノを顎あごでしゃくり、ジョゼフが口元を凄せい絶ぜつに吊つり上あげる。

　彼の言うとおりだった。イナゴだらけの街まちなかには置いて来れなかったため、やむなくコルアーノたちを護ご衛えいしながら時計塔ここまでやって来たが、完全に裏うら目めに出た。これでは袋ふくろの鼠ねずみだ。

　アンリは榴弾発射機を捨て、続いてマスケット銃じゆうを手にした。やはり弾たまは通常のそれ。素早い相手なら弾だん速そく重視のこれでどうか。そう考えて発はつ砲ぽうしたが、ジョゼフがぞんざいに槍やりの一本を振った途と端たん、ギンッと甲かん高だかい音が一つ響ひびいた。彼は当然のように無む傷きずで歩いて来る。

　弾丸を弾はじかれたのだと悟り、もはや頭は混乱の一歩手前だ。それでもアンリはマスケット銃を床に落とし、残された最後の武器である短銃を遮しや二に無む二にジョゼフに向けた。

「止まりなさい！　これには特とく殊しゆな弾が込めてあるわ！　魔ま術じゆつを喰くらえばあんただって──」

　言い切ることも許されなかった。身体の真横を風圧と共に何かが通り過ぎ、かと思えば背はい後ごで轟ごう音おんがあがる。その衝しよう撃げきでゴーグルのベルトが切れ、脱げた飛ひ行こう帽ぼうと一緒に宙ちゆうを舞まった。

　恐る恐る肩かた越ごしに後ろを振り返れば、部屋の壁かべにとんでもない大穴が開いていた。外の景色が丸見えになり、差し込んだ陽光に仄ほの暗ぐらかった室内が照らされる。

　ジョゼフが口から何か吐き出した。遅れてやって来た理解でそれを承知する。さきほどコルアーノの肩を貫いたのも、極きよく力りよく威い力りよくを絞しぼったこれと同じ攻撃だったのだろう。

「今のはわざと外はずした。だが、次は当てる。嫌いやならそこをどけ」

　ジョゼフが徐々に近づいてくる。アンリは銃を構かまえたまま、その場に崩くずれ落おちそうだった。

　痛つう感かんする。自分は〈裸蟲ミルメコレオ〉のことなど、何も分かっていなかったのだ。瞬しゆん間かん移動じみた速度で動き、弾丸をも捉とらえる反射神経を備そなえ、かてて加えて口からは大たい砲ほうなど──どれも知らないばかりか、想像もしなかったことだらけだ。〈蟲ギヴル〉の研究者志望が聞いて呆あきれる。慧けい太た郎ろうは刀一本で、いったいどうやってこんな相手と渡り合ったのか。

　アンリはそれでも銃じゆうを下ろさなかった。手の震ふるえが伝でん播ぱし、銃口が一向に定まらなくとも。

「止まって、止まりなさい！　それ以上、近づかないで！」

「──解げせんな。そこまで怯おびえていながら、なぜまだ歯向かう？　魔ま女じよのお前にとっては、枢すう機き卿きようがどうなろうと、それこそどうでも良かろう。それとも小こ僧ぞうが心配か？」

　すぐ後ろに倒れている二人のことを意い識しきする。無論、より安あん否ぴが気き遣づかわれるのは慧けい太た郎ろうのほうだ。ジョゼフが彼をどうする気か知らないけれど、このまま黙だまって見み逃のがすという展開だけはあり得まい。だが、アンリは今となっては枢機卿の殺害も許すわけにはいかなかった。

「枢機卿のクソ野郎も、あんたには殺させないわ」

「なぜ」

「あんたがそれ以上のクソ野郎だからよ」

　ジョゼフが肩かたを揺ゆらした。勇いさましいな、と口元が歪ゆがむ。アンリは構わず続けた。

「……あんた、慧太郎と戦って、なんとも思わなかったの？」

「何を思えと？　そいつはただの敵だ」

「違う！　こいつはあんたら〈裸蟲ミルメコレオ〉の敵じゃない！　分かってるでしょ!?　何も悪いことなんてしてないのにルクレール号の事件に巻き込まれて、〈ブリュム・ド・シャルール〉に濡ぬれ衣ぎぬまで着せられてっ……でも、慧太郎は私し怨えんで戦うのは嫌いやだって言ったのよ!?」

「…………」

「あんたたち〈裸蟲ミルメコレオ〉も被害者なんだって！　その事実から逃げたくないって！　他の誰だれでもない、あんたたちのために剣を振るったのよ!?　こんな優やさしい人、他にいるの!?」

　アンリは知らず涙るい腺せんが緩ゆるむのを感じた。無関係な異国の問題に心を痛いためて、自分を苦く境きように追い込んだ相手を止めるために戦い、あまつさえ生死の境さかいを彷徨さまようほどの重じゆう症しようを負うなんて。

「ほんっっっとに難なん儀ぎな子よ！　お人ひと好よしにもほどがあるわよ！」

　しかし、だからこそアンリは、もうここで退ひくわけにはいかなかった。

　初めて出来た人間の友達、たった一人の友人が、ここまで〈裸蟲ミルメコレオ〉のために身体からだを張ってくれたのだ。例たとえコルアーノが人でなしでも、例えジョゼフが強大な相手でも、ムシ好き女としては譲ゆずるわけにはいかなかった。心まで折られるわけには断じて。

「──あたしは〈ブリュム・ド・シャルール〉が赦ゆるせない。自分の都合で〈蟲ギヴル〉を兵器にする、あんたたちが。テロで逆に〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの立場を危なくしてる、あんたたちが」

「…………」

「絶対に赦せない！　だから、ここはどかない！」

　頬ほおをぽろぽろと伝う熱いものを自覚しながら、それでも喉のどが張り裂けんばかりに叫さけんだ。

　虚きよ勢せいやハッタリではない。掛け値なしの本気だった。いつの間にか手の震えも収まっている。

「……貴様もか」

　暫しばらく間を置いて、ジョゼフが空くう漠ばくたる声を洩もらした。彼は既すでに歩みを止め、五メートルほど先で、小刻みに総身を震ふるわせていた。その両目には危険な色が宿り始めている。

「貴様も、俺おれを惑まどわすのか！　そこの小こ僧ぞうといい……ッ、どいつもこいつもなぜだ!?　なぜ今になって希望など見せようとする!?　もはや取り返しなどつかんのだ！　何も、何もっ！　貴様らのような人間がいるなら、なぜもっと早く俺たちの前に──」

　だが、ジョゼフはすぐに激げつ昂こうした己おのれを恥はじるように顔を伏ふせ、

「──そこをどけ、小こ娘むすめ！　俺の自制が利きくうちに早く！　……いや、もういい！」

　次いで僅わずかに理性を取り戻すや、業ごうを煮にやしたように地を蹴けった。おそらくこちらを押おしのけて、コルアーノにとどめを刺さす気だろう。もしくは、自分を殺すつもりなのかもしれない。

　アンリは逃げなかった。宣言どおり決して。せめてもの抵抗にと、短たん銃じゆうの引き金を絞しぼる。

　いや、絞ろうとした。けれど、それよりも早くジョゼフが急に足を止め、大きな拳こぶしに殴なぐりつけられたように後ろに跳とび退のいた。彼は目を限界まで見開き、こちらの背はい後ごを凝ぎよう視ししていた。

　背後。アンリはまさかと思いながら、ゆっくりと振り返り──

「っ、慧けい太た郎ろう！」

　そして、溢あふれる涙なみだの止め方が分からなくなった。




　　　　○




　少しのあいだ意い識しきを失っていたらしい。五分か、三分か。あるいはもっと短い時間か。

　記き憶おくしているのは、時と計けい塔とうに向かったジョゼフのあとを追い、彼と鍔つば迫ぜり合あいながら螺ら旋せん階かい段だんを駆かけ登のぼって、そして最後に隙すきを衝つかれて痛つう恨こんの蹴けりを受けたところまで。

　だが、意識の隅すみで不思議とアンリの声は聞こえていた。だから、だいたい事情も分かっている。慧太郎は惨ざん殺さつ死体のような身体からだで立ち上がると、すぐそばにいたアンリにまず言った。

「ごめん」

「……え？」

「また泣かせたね」

　でも、その言葉は逆効果だったらしい。いよいよアンリが目め尻じりから盛大に大玉の雫しずくを溢あふれさせ始める。刀を預けた女ひとの悲しみを止めたいのに、自分は彼女を泣かせてばかりだ。

　次いで、彼女を庇かばうように前に出て、こちらを愕がく然ぜんと注視しているジョゼフと対たい峙じした。

「馬ば鹿かな……もう傷きずが塞ふさがったというのか……？」

　彼はあり得ないとばかりに呻うめき、しかしすぐに得心がいったように頷うなずいた。

「ッ、なるほどな。その左目ならば、〈裸蟲ミルメコレオ〉を超こえる再生力も、お手の物というわけだ。しかし、失われた血まで戻ってくるわけではあるまい。無理をすれば、本当に死ぬぞ？」

　答える意味を感じなかった。慧太郎は血ち糊のりで掌てのひらとくっついた無む垢く嬢じよう矩のり安やすの柄つかを握にぎり締しめ、おもむろに蜻蛉とんぼに構かまえる。続いて語りかけたのは、またしても背はい後ごのアンリにだった。

「アンリ、もう一つごめん。さっき、きみはああ言ってくれたけど、たぶん僕はそこまで善人じゃない。僕のなかにも復ふく讐しゆう心はある。恨うらみを晴らしたいっていう衝しよう動どうがある」

　建物の屋根伝いに移動しながらジョゼフと戦っていたとき、はっきりと自覚したのだ。どうあってもその気持ちからは逃のがれられない。分かっていたことのはずだ。認みとめ難がたくとも、己おのれのなかに卑ひ劣れつ漢かんはいる。凶きよう暴ぼうで、臆おく病びようで、言い訳ばかりしている、もう一人の自分が。

　すんすんと鼻を鳴らしていたアンリが、ちょっと澄すましたような口調になって訊きいてきた。

「──なら、あんたはどうしたいの？」

　慧けい太た郎ろうは微笑ほほえんだ。未いまだ茫ぼう洋ようとしていた意い識しきが、ようやく確と定まってくるのを感じる。彼女の質問は、まさしくこちらの意図を完かん璧ぺきに読んだうえで為なされたものだった。

「僕は、それでも正しく生きたい」

　言いながら、そっと目を閉じる。瞼まぶたの裏うらに思い描くのは、今朝、森の小屋でアンリに見せてもらった、あの楽園アルマスだ。荒れ果てた、世界の縮図のような、けれど平和な庭。

　きっとこの世に、生まれたときから正しい人間などいない。

　ただ、正しく在あろうと足あ掻がく人間がいるだけだ。

　慧太郎は自分の醜みにくさを弁わきまえたうえでなお、ひた向きに正しさを求めたかった。目指す世界を、望む社会を、明めい瞭りように脳のう裏りに描きたかった。それこそが『いずれ』を引き寄せると固く信じた。

　自分にとっての楽園アルマス。秋あき津つ慧太郎が眩まぶしさと共に仰あおぐ情景。進むべき未来。

　人も〈蟲ギヴル〉も〈裸蟲ミルメコレオ〉も、すべての生き物が徒いたずらに命を手た折おられたりしない、誰だれもが生命に慈いつくしみを持てる幸福の園。他者を踏ふみつけにしなくてもいい、そんな『女め々めしい』世界。

　自分はまだまだ未み熟じゆくで、そのために凶器カタナを捨てることもできない男だけれど、それでも。

　瞼を開けた。ジョゼフはすぐそこにいる。慧太郎は腹はらの底から大だい喝かつをあげた。

「────勝負だ、ジョゼフ！　届かせるぞッ！」

　周囲の騒そう音おんがまとめて消し飛ぶような、ただの一個人が発したとは思えない獅し子し孔く。自みずからのなかに巣す食くう邪じや念ねんを、私し怨えんに走れと誘さそう惰だ弱じやくさを、悉ことごとく斬きり捨すてるかの如ごとく。

　やがて、ジョゼフが言った。どういうわけか彼の声は、怒りとは別の感情に震えていた。

　まるで長らくお目にかかっていなかった、ひどく懐なつかしいものと相見あいまみえたように。

「……俺おれを斬るか、秋あき津つ慧太郎。人ではない、この俺を」

　それは既すでに為なされた問い。けれど、彼が自分の名前を呼ぶのは初めてだった。

　認められたのだ。本当の意味で『敵』と。対等に位置する者と。

「ああ、斬る──ッ！　人である、お前を！」

　胸むねを吹き抜ける良風。消し飛ぶ一切の迷い。途方もない充足感が全身を満たし、炸さく薬やくの如き熱意と力が指の先まで行き渡る。そのとき慧太郎は、確かにはっきりと感じていた。

　どくん、と左目が待ちかねたように力強く脈みやく動どうするのを。




　　　　○




　初めて会ったときと同じだ。慧けい太た郎ろうの身体からだに突とつ然ぜん表れた変化を見て、アンリはそう思った。

　左目。そこから明るい黄おう褐かつ色しよくの光が──いや、琥こ珀はく色いろの光が洩もれ始はじめている。

　あの日、あの葡ぶ萄どう畑ばたけでスカラベ・ケプリの進しん撃げきを阻はばんだときも、やはり彼の左目は同様の現象を起こしていた。光はすぐに消えてしまったから、もしや気のせいだったのかとも考えたし、臆おく測そくで告げるには衝しよう撃げき的てきな事実のため、結局、ここまで秘密にしてしまったけれど。

「やっぱり、間違いない……」

　ソレは幻まぼろしの宝石だ。伝承で語られる『賢者の石』や『ミスリル』などと同じ類たぐいの代しろ物もの。信じるに値あたいしない眉まゆ唾つばものの奇跡。しかして、おそらくはルクレール号で死んだ男の手から慧太郎の手に渡り、失われた目を補うように眼球と同化して、彼の左の眼がん窩かに収まったモノ。

「……〈蟲天の瞳エレクトロン〉」

　慧太郎の左目の光が徐々に強さを増してゆく。虹こう彩さいも既すでに平時の黒を離れた。透すき通とおった琥珀色の眼球のなかには、何か小さな生き物の影らしきものが映うつっている。

　トンボだ。

　体長が二ミリにも達さないような、ごくごく小さなトンボ。

　それが背せを丸めるようにして、慧太郎の左目のなかに収まっている。

　どこかハッチョウトンボという種に似ていた。が、詳しよう細さいは分からない。特徴的なのは、トンボなら本来四枚あるはずの翅はねが、慧太郎の左目のそれは片側の二枚しか有さないことだろう。

　琥珀のなかに昆こん虫ちゆうが入った石を、俗ぞくに『虫入り琥珀』などと呼ぶ。

　だが無論、ただの『虫入り琥珀』に、潰つぶれた人間の目と同化して視覚を補ったり、銃じゆう創そうや刺さし傷きずを短時間で再生するような力はない。アンリが慧太郎の左目を〈蟲天の瞳エレクトロン〉ではないかと考えたのも、彼の身に起きた幾いくつもの不思議を目まの当あたりにしたがゆえだった。

　端たん的てきに言えば、〈蟲天の瞳エレクトロン〉は『〈蟲ギヴル〉の起き源げん虫ちゆうが封じられた琥珀』であるとされている。

〈蟲ギヴル〉の発生は今以もって謎なぞだらけだが、すべての個体が昆虫に酷こく似じしており、魔ま術じゆつが殊ことのほか有効なことから、「魔術的な要因で従来の虫が極きよく大だいの変異を果たした生物ではないか」という説が現在の主流だ。しかし、だとすると今度は、ならば『〈蟲ギヴル〉になる昆虫』と『ならない昆虫』の違いとはいったいなんなのか、という新あらたな疑問が生ずることになる。

　生物学者たちは、ある一つの仮か説せつを打ち出し、そしてある一つの仮想的存在を提てい唱しようした。

　それが起源虫。大昔に魔術的な触しよく媒ばいとして用いられ、〈蟲ギヴル〉と昆虫という二つの分流を生む出発点となった虫。即すなわち〈蟲ギヴル〉化するか否いなかを決定づける遺伝的情報を持った存在。

　すべては推論に過ぎない。現在の技術では解明できないことばかりだ。

　しかし、魔術の触媒として用いられていたそれらの起源虫が、もし地中深くで樹じゆ脂しに閉じ込められ、呪じゆ的てき濃のう度どを高めながら長い歳さい月げつをかけて琥こ珀はくになったとすれば──

「……ッ」

　分からない。何度も言うが〈蟲天の瞳エレクトロン〉は幻まぼろしの石だ。実在すれば、途方もなく強力な呪物であろうことは疑いない。けれど、根本的に何が起こるのかは不明なのだ。ましてや、人間の目と一体化した〈蟲天の瞳エレクトロン〉など、その力の程を誰だれが正しく計はかれるというのか。

　そのとき、室内の至るところで、突とつ如じよ、凄すさまじい電流が走った。

　青白くヘビのようにのたくるそれが、慧けい太た郎ろうの手にした刀を中心に発生していると悟さとり、アンリは興こう奮ふんとも恐怖とも知れない感情と共に瞠どう目もくする。

「何、あれ……？」

　慧太郎の背はい後ごに、何か巨大なモノがいた。

　実像ではない。慧太郎と半なかば二重写しになるようにして、半はん透とう明めいの巨大な生物らしきモノの姿が、ぼんやりと空間に描き出されている。その正体はすぐに察せられた。

　やはり、トンボだった。
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　美しい深しん紅くの体色を有す、ハッチョウトンボによく似た、けれど片側二枚の翅はねが欠けた。

　一いつ瞬しゆん、幻げん術じゆつかと疑った。けれど、ただの虚きよ像ぞうにしては、目の前のトンボはあまりにも圧力が違い過ぎた。身の内に流れる魔ま女じよの血が、マグマのような反応を示している。

「……〈儚きものエフエメラ〉」

　謎なぞの言葉を洩もらしたのはジョゼフだった。彼は慧けい太た郎ろうの背はい後ごに現れたトンボの幻げん像ぞうを見み詰つめ、まるで神が降こう臨りんした瞬しゆん間かんにでも居合わせたかの如ごとく、全身を歓かん喜きに打ち震えさせていた。

「女王の予言は正しかった……っ！　お前は本物だッ、『あり得ざるダルタニアン』！」

　慧太郎は応こたえない。もはや彼の心は決着の一刹せつ那なだけを追っている。それが分かった。

　放電現象はなおも続いていた。部屋のあちこちで爆はぜる電でん撃げきが淀よどみなく回転していた歯車を破は壊かいし、遂ついには規則的に音を響ひびかせていた頭上の振り子をも激しく打うち据すえる。

　振り子が止まった。ギシギシという不吉な軋きしみ。

　やがて接合部が砕くだけたか、振り子が落下を始める。

　それが合図になるだろうことは、武術の素人しろうとであるアンリにも自明のことに思えた。

「勝ちなさい、慧太郎っ！」

　緊きん張ちように耐え切れず叫さけぶ。懸けん命めいに、彼の無事だけを願って、けれど発はつ破ぱをかけるように。

「勝って、あたしにちょっとは格かつ好こういいところ見せろ──ッ！」

　振り子が轟ごう音おんと共に床を打つ。不可逆さの証明である時と計けい塔とうが、時を刻むことをやめる。

　その凍こおりついた時間のなかで、慧太郎とジョゼフがつむじ風のように動いた。




　　　　○




　二にの太た刀ち要いらず。その言葉どおり、勝負は一いち撃げきで決まる。両者共にそれを理解していた。

　極きよく限げんの集中が時間を引ひき延のばして体感させるなか、慧太郎はそもからして一撃必殺の処方しか持たず、ジョゼフは既すでに連撃を見み舞まうほどの余裕がないことを自覚していたからだ。

「……ぉおッ……」

　虫の幻像を引き連れ、蜻蛉とんぼに構かまえて愛刀を掲かかげながら、慧太郎は真まっ直すぐに駆かけた。

　急迫してくる生しよう涯がい最強の敵に向かって、ひたすら愚ぐ直ちよくに、ひたすら前へ。

　それしかできない男。何事にも不器用な、度量の足りない次期当主。だが、既にそんな酷こく評ひようを一いつ顧こだにしていない自分がいる。そのことに慧太郎は驚おどろき、そしてどこか納得もしていた。

　万事において要よう領りよう良く立ち回り、みだりに傷きずつくことも迷うこともなく、漢おとこらしく速すみやかに悉ことごとくを斬きり捨すててゆく生き方──父や師し、それに兄、はたまた眼前のジョゼフのように。

　憧あこがれないとは言わない。けれど、それはたぶん自分の柄がらではないのだ。

「……ぉぉぉぉおおおッ……」

　要領良く動いているだけでは見えない景色がある。余計な傷や迷いを得なければ辿たどり着つけない答えがある。割り切るだけでは届かせられない想おもいがある。

　慧太郎は届かせたかった。例たとえ無様に這はいつくばり、他者から嘲あざけりの言葉を受けようとも。

　ただ、届かせたかったのだ。

「雄お雄お雄おぉぉぉぉおおおおおああああああああああああッッッッッッ！」

　二にの太た刀ち要いらず。その言葉どおり、勝負は一いち撃げきで決まった。両者共にそれを理解した。

　まるで無限にも感じたその一いつ瞬しゆん、慧けい太た郎ろうはジョゼフに『未来いずれ』を見ていた。ジョゼフは慧太郎に『過去かつて』を重ねていた。両雄は見事なまでに対たい極きよくで、ひどく歪いびつな相似だった。

　莫ばく大だいな紫し電でんの花が狂くるい咲ざく。紅あかきトンボの閃ひらめきが光こう芒ぼうへと変ずる。雷らい気きを纏まとった全ぜん身しん全ぜん霊れいの一刀が降り落ち、凝ぎよう縮しゆくして突つき込こまれた六ろく槍そうが跡あと形かたもなく砕くだけ散ちった。

　白はく刃じんはなおも止まらず、不ふ揃ぞろいの瞳ひとみは陰陽のそれにも似て、されど一いつ片ぺんの曇くもりもなし。

　憎ぞう悪お怨えん恨こんすべてが彼方かなた。もはや俗ぞくの一いち握あくさえ追いつけぬ、まさしく刹せつ那なの先に待つ境地。

　雲うん耀よう。

　ゆえに、暴あかしま風かぜと共に到来する一条の稲いな光びかりが如ごとく！

「「────ッ」」

　しゃぁぁん、という澄すんだ金音が一つ、高らかに鳴り渡った。

　この世でもっとも純じゆん粋すいな太刀筋すじが駆かけ抜ぬけ、重なった二つの影がゆっくりと離れる。

　時間は通常の流れを取り戻し、世界が涅ね槃はんもかくやの静寂しじまに閉ざされた。トンボの像が揺ゆらめくように掻かき消きえ、琥こ珀はく色いろの輝きが急速に力を失ってゆく。

　届かせた──片や確信と共に力なく膝ひざをつき、

　届いたか──片や血ち飛沫しぶきを噴き上げて頽くずおれる。

　そして、枯かれ葉は色いろの髪かみの魔ま女じよが、涙なみだながらに勝者の名を叫さけんだ。

「慧太郎ぉ！」

　激げき闘とうの終しゆう焉えんを、ここに確と宣言するかのように。




　アンリが名を呼ばわり、こちらに駆け寄ってくる。慧太郎は床についていた膝を持ち上げ、刀を鞘さやに収めて振り返った。そこには、たった今、自分が斬きり倒たおした男が、横たわっている。

　ジョゼフはもう長くない。それは刀かたな傷きずを確認するまでもなく、誰だれの目にも明らかだった。

　既すでに末端からゆっくりと化石化が始まっていたからだ。シメーラに寄生されて〈裸蟲ミルメコレオ〉と化した人間は、〈蟲ギヴル〉と同じ最さい期ごを迎える。彼の存在は骨はおろか血けつ痕こんさえ残らない。

　秋あき津つ慧太郎が手にかけた男。初めて犯した殺人。斬らねば止められなかった手前の未み熟じゆく。

　その意味を胸むねに刻きざみ込こむ。彼という存在を、なるべく克こく明めいに記き憶おくに残そうとして。

「……慧太郎、大丈夫？」

　心配そうなアンリに首しゆ肯こうし、肩かたを貸してもらってジョゼフのそばまで歩いてゆく。彼はひどく透とう明めいな眼まな差ざしをしていたものの、まだ意い識しきを残していた。その薄うすい唇くちびるが僅わずかに開く。

「まさか『斬ってすまない』などと言うつもりではあるまいな？」

「いえ。勝者は毅き然ぜんと在あるのが礼れい儀ぎです」

　ジョゼフが満足げに笑えむ。慧太郎は自然と自分が敬語になっていることに気がついた。

「二つだけ確認させて頂きたいことが」

「なんだ。時間がない、手早く済ませろ」

「僕の名前が、ルクレール号事件の追加情報というかたちで未いまだ新聞に載のらないのは、貴方あなたが僕の詳しよう細さいな素す性じようを組そ織しきに伝えていないからですか？」

　回答は無言の肯こう定ていだった。なんとなく予想はしていたのだ。飛行船で戦った際、敢あえて名乗りをあげた慧けい太た郎ろうを愚おろかと嗤わらいながら、しかしジョゼフもまた自分の名を明かしてきたから。

　彼の真意は分からない。理性と感情の狭はざ間まで揺ゆれていたこの男のことだ。合理だけで言動を図はかろうというのは土台無理がある話なのかもしれない。ただ、彼が組織に自分の姓名を報告しなかったこと、それだけをどうしても知っておきたかったのだ。

「二つ目は？」

「何か言いい遺のこすことがあれば」

「……ある」

　これには訊きいた慧太郎のほうが驚おどろいた。もっとも大切な二人を既すでに喪うしなったと語っていた彼だ。きっと遺言など不要と一いつ蹴しゆうするだろうと思っていた。辞じ世せいの句くを詠よむ人間にも見えない。

　けれど、果たしてジョゼフはこちらに穏おだやかな目を向けてくると、

「見事だった」

「ッ」

　胸むねを打たれる一言。勝利などよりも遥はるかに──そう、遥かに価値がある言葉。

　報むくわれた。そんな想おもいに頭が痺しびれる。たまらず何か返そうとして、けれど舌が縺もつれてしまい、どうにもならなかった。そのせいで慧太郎は、最さい期ごの機き会かいを逸いつしてしまう。

　ジョゼフの化石化が、完了したのだ。

　彼は雪の彫ちよう刻こくのように真っ白になり、もはやそれっきり動きもしなければ喋しやべりもしない。殊こと更さらに凪ないだ死に顔だから、亡なき骸がらは余計に作り物めいて見えた。

　急きゆう激げきに込み上げてきたものを堪こらえるのは、大変な苦労だった。

　なぜか置き去りにされたような気分になり、こちらの胸に飛び込んできたアンリを、慧太郎も衝しよう動どう的てきに強く抱だき締しめる。そうしなければ立っていられそうになかった。

「……ごめん。ほんとにきみのこと、泣かせてばっかりだ」

「……いいわよ。あんたは生きてるし、あたしも生きてるんだから」

　生きている。自分とアンリは。少ながらず出てしまった、犠ぎ牲せい者しやたちの上にこうして。

　残された者は毅き然ぜんと在あるべきだ。分かっている。だが、慧太郎はそんな当然のことさえ、今はまだ満足に為なし得えないのだ。ジョゼフが苦笑しているような気がした。

　だが──その直後だった。

「があぁぁぁあ！」

　感かん傷しよう的てきな空気を打うち壊こわすように、いきなり背はい後ごで怒声があがった。想像だにしなかった方向からの絶ぜつ叫きように、慧太郎は咄とつ嗟さにアンリを抱えて飛とび退すさる。

　こちらに駆かけ込こんで来たのは、なんとコルアーノだった。ティエールの呼びかけで今しも目を覚さましたのだろう。肩かた口ぐちの傷きずを手で押おさえながら、凄すさまじい形相で突つっ込こんで来る。

　正気を失っているのか!?　一いつ瞬しゆんそう思った。だが、違った。コルアーノは厳げん密みつには自分とアンリではなく、事切れたジョゼフに向かって来ていたのだ。

　手て負おいのコルアーノが──仮かりにも神に仕える男が、あろうことか死者を足あし蹴げにした。

　ひとたまりもなかった。

　コルアーノの踏ふみ下おろした靴くつ底ぞこに、ジョゼフの遺体が呆あつ気けなく粉ふん砕さいされる。

　顔も、胴体も、手も足も。彼が生前抱いていた尊そん厳げんさえ、白い欠片かけらとなって無む惨ざんに散った。

　あまりの凶きよう行こうに、アンリが両手で口元を覆おおう。ティエールが呆あきれたように頭上を仰あおいだ。コルアーノはそれでも収まりがつかないのか、なおも半はん狂きよう乱らんの体ていで足を踏み下ろし続ける。何か口くち汚ぎたなく罵ののしり声ごえをあげていたが、慧けい太た郎ろうの耳にはもうそんなもの何一つ届かなかった。

　慧太郎はアンリから離れ、コルアーノに近づいた。殺してやると、本気でそう思った。

　怒りで周まわりが見えていなかったコルアーノの横よこっ面つらに、手加減も何も抜きにして無言で拳こぶしを叩たたきつける。彼が鼻血を散らし、もんどり打って倒れるが、慧太郎はそんな相手の胸むな倉ぐらを掴つかみ上げて強引に立たせると、更さらにそのまま力任せに宙ちゆう吊づりにした。

「な、何をする!?　私を誰だれだと──」

「黙だまれ！」

　吐はき気けがした。コルアーノの行動に対してもそうだし、自分が今こうして怪け我が人にんに暴力を振るっているという事実にもだ。本質的にジョゼフを死に至らしめた人間がやれば、これほど偽ぎ善ぜんくさい真ま似ねもない。けれど、言わずにはおれなかった。

「……いいか、憶おぼえておけ」

「ぐ、ぐるじい……い、息ができっ……」

「僕やアンリが死しに物もの狂ぐるいで戦ったのは、決して貴様のためなんかじゃない！　貴様らみたいな連中が過去に犯した過ちを少しでも贖あがなうためだ！　それを……ッ、それを忘れるな！」

　コルアーノが泡あわを吹いて再び気を失する。慧太郎はなおも彼の首を締しめ上あげていたが、暫しばらくして背はい後ごから肩かたにそっと手が置かれた。だから、どうしようもない後味の悪さに息を詰つめつつも、身体からだから徐々に激げき情じようを逃がしてゆき、やがてコルアーノの襟えり元もとから指を放す。

　振り返れば、アンリのハシバミ色の瞳ひとみが、痛つう切せつに過ぎる光を湛たたえて、こちらを見ていた。

「──帰りましょう、慧太郎」

　そう促うながされて、自分がなんと返したのかは分からない。

　ただ、その瞬間、無言のうちに彼女と交わした言葉だけが、この事件を通じて多くの血を流しながらも手に入れた、声をあげて哭なきたくなるような結論だった。

　楽園アルマスは、遠い。

　そう思わずにはいられなかった。













　　　　エピローグ







　お忍びで為なされた諸国訪問は散々な結果に終わった。それを認めないわけにはいかなかった。

　イースが大量の〈蟲ギヴル〉に襲おそわれ、あわやアバドン・ショックの再来になるかと思われたあの事件から四日後、コルアーノはフランスを出発した小型飛行船の応接室で、一人苛いら立だたしげに自や棄け酒ざけを呷あおっていた。高級ワインをボトルで、さながらチンピラか何かのように喇らつ叭ぱ飲のみだ。

「……くそっ！」

　肩かたの傷きずが疼うずく。それに野や蛮ばん人じんに殴なぐられた頬ほおも。コルアーノは思わず癇かん癪しやくを起こし、空からのボトルを壁かべに投げつけて叩たたき割わった。赤い染みが豪ごう奢しやな調度品を僅わずかに汚す。この飛行船は本来、フランス王族たちの専用船という話だったが、そんなものは知ったことではなかった。

　アドルフ・ティエールとの会談は、結局あのあと延期になった。

　イースの街まちが思わぬ打だ撃げきを受け、それによって騒さわぎが大きくなり過ぎたことが原因だ。

　事が〈ブリュム・ド・シャルール〉の仕し業わざなのは語るまでもない。が、ならば彼かの組そ織しきはいったい何を目的として動いていたのか──声明もないまま行なわれたテロ活動だったがゆえに、現在、フランスを始めとするヨーロッパ各地の世論がその点に注目し出していた。

　もしコルアーノが〈裸蟲ミルメコレオ〉の狩り出しのために、秘密会談を行なおうと画かく策さくしていたことが明るみに出れば、バチカンにまで批難の目が向く虞おそれがある。その事実に危き機き感かんを覚おぼえた教きよう皇こう庁ちようから帰国の命が出され、斯かくしてコルアーノは何一つ得るものもないまま、今、フランスを離れようとしていた。怪け我がが唯ゆい一いつの土産みやげ物ものなど、踏ふんだり蹴けったりもいいところだ。

「おのれっ……許さんぞ、〈ブリュム・ド・シャルール〉！　汚らわしい害虫どもめ！」

　テーブルを拳こぶしで叩き、コルアーノは酔いの回った赤ら顔で喚わめき立たてる。なんの役にも立たない世の鼻はな摘つまみ者ものならば、せめて自分の出世のために役立てて無価値な生に意味を与えてやろうと考えたのに、まさか恩を仇あだで返されようとは。許されざる反逆行為だ。

　幸さいわいなことに会談は『延期』。決して目もく論ろ見みが頓とん挫ざしたわけではない。再びフランスの地を踏んだ暁あかつきには、必ず奴やつらをこの世から根ね絶だやしにしてくれる。そうだ、そのときには例の東洋人の小こ僧ぞうにも思い知らせてやろう。いったい誰だれに手を上げたのかとっくりと──

「……？」

　そこでふと、コルアーノは傍かたわらに人の気配が立ったのを感じた。いつの間にか泥でい酔すいの余り、うつらうつらしていたらしい。顔を上げればそこには、軽けい薄はくな笑えみを浮かべた青二才がいる。

「おやおや、枢すう機き卿きよう猊げい下かともあろうお人が、随ずい分ぶんと正体をお無なくしになられて」

　深酒は感心しませんよ？　と立場も弁わきまえず馴なれ馴なれしい口を利きいてくるのは、行きの飛行船でも世話係を務めていた、あの異様にお喋しやべりな乗組員だった。確か名前は──そう、セルジュとか言ったか？　軽けい佻ちよう浮ふ薄はくを絵に描いたようなこの男が、コルアーノは実に気に入らない。

「……何用だ。暫しばらく一人にしてくれと言いつけておいたはずだが」

「まぁまぁ、そうおっかない目をなさらずに。──あぁ、立ち話もなんなんで、合い席させてもらいますよ？　ずっとこのまんまじゃ疲れますしね、っと」

　コルアーノは仰ぎよう天てんした。あっさりと言った男が、本当に自分の対面に腰こしを下ろしたからだ。

「…………なんのつもりだ？」

「は？　と言いますと？」

「行きは貴様の下らぬ世間話にもつき合ってやった。だが、たかが飛行船の乗組員風ふ情ぜいに、この私の前に座る許可を与えてやった覚おぼえはないぞ！」

「はは、そりゃそうでしょう。オレも許可なんてもらった覚えありませんし」

　無礼を通り越してもはや噴ふん飯ぱんものの発言に、コルアーノは今度こそ激げつ昂こうを露あらわにしようとして──そこで不意に異常に気づいた。いくら口を開いても声が出なかったのだ。

「ッ、ッ……ッ!?」

「や、悪いね。あんまり騒さわがれるのも嫌いやだし、正直、あんたの声って耳みみ障ざわりなんだわ」

　男がテーブルを指で叩たたく。見れば、いつの間にか卓たく上じようにワインの赤い雫しずくで、小さな魔ま法ほう円えんが描かれていた。その魔法円は既すでに淡あわく発光しており、魔ま術じゆつが発動中であることを示している。

　目を瞠みはるコルアーノに、男は足を組んで横おう柄へいに構かまえ、パチンッと指を鳴らしてみせた。

「よしっ。それじゃまあ、ざっくばらんに種明しといこう、コルアーノ枢すう機き卿きよう。簡かん単たんに言っちゃえばね、オレはいわゆる一つの『保険』なわけ」

　恐きよう慌こうに陥おちいるコルアーノ。けれど男は、そんなこちらを一いつ顧こだにせず勝手に喋り始める。

「元はジョゼフたちと一緒にルクレール号の襲しゆう撃げき任務に就ついててさ。組そ織しきを裏うら切ぎったアホを一いつ匹ぴき殺やるために、中国を出航した蒸じよう気き船せんの中継港まで陸路で先回りして、ただの一乗客として乗り込む。ンで、いざフランスが近づいて襲撃の段になったら、ジョゼフたちを船内に手引きする──そう、最初はそれだけがオレの役目だった」

「……ッ……ッ！」

「だけど、そこからがいけない。標的は始末できたものの、偶ぐう然ぜん、乗り合わせた勇ゆう敢かんな黄色い猿さるのおかげで、奪だつ取しゆするはずだった肝かん心じんのお宝が海にぽちゃんっ。ジョゼフの指し揮き能力が問われてね。や、長いつき合いなんで弁べん護ごさせてもらうけど、あいつは間違いなく優ゆう秀しゆうな男なんだぜ？　ただ、ちぃ～っとばかし頭が固過ぎるせいか、どうにもならないことを『どうにもならん』って諦あきらめる能力に欠けててね。いつしかこう……精神的にちょっとさ、うん」

　男はさも嘆なげかわしいとばかりに首を振る。ひどく芝しば居いがかった仕し草ぐさだった。

「組織の慢まん性せい的てきな人手不足も問題だった。無能な部下ばっかり宛あてがわれたんじゃ、そりゃあいつだって困るってもんでしょ。組織のほうでも、ジョゼフたちだけに続く任務──つまり、あんたの暗殺を任せていいのかって話になってね。よっぽどのことでもない限り問題はないだろうけど、それでも万が一って可能性がある。で、仕方なくその時点でまだフィニステール県にいたオレに、後ご詰づめ役やくとして白しら羽はの矢やが立てられたってわけ。いやぁ～、オレってばあんまり強くないから、本当は間かん諜ちよう行こう為いが主で、直じかに誰だれかを殺やることなんて滅めつ多たにないんだぜ？」

　コルアーノは声なき声で叫さけび続つづける。もはや声帯だけでなく全身の身動きが封じられ、椅い子すから立ち上がることも不可能になっていたが、だとしてもすぐにここから逃げ出さなければいけない。なぜなら、今の話を聞く限り、自称セルジュなるこの男は──

「さて、ここからはあんたにとって耳寄りな情報。結局のところね、コルアーノ枢すう機き卿きよう。ティエール首相はあんたの要求を呑のむ気なんて、最初っからこれっぽっちもなかったんだよ」

「……!?」

「少しは変だと思わなかった？　会談を潰つぶすのが目的のくせに、ど～してジョゼフは自分ばっかり狙ねらうのかなぁ、とか。首相はこんな状況でも余裕があって凄すごいなぁ、とか」

　思った。ずっと気にはなっていた。前者は、自分がバチカンでも最右翼に位置するため、そのぶん〈ブリュム・ド・シャルール〉に目の敵かたきにされているのかと考えた。後者は、単にティエールの人ひと柄がらなのだろうと納得した。けれど……まさか、そんなっ。

「ふふん、理解したね？　うん、まぁそういうこと。襲おそわれると分かり切ってた会談場所に、わざわざティエールが出向いたのも、とどのつまり自作自演の一いつ環かんなんだ。もし何かあったとき『私も襲われた側だ』って言い訳が利きくようにさ。──ま、ジョゼフは首相には手を出さないよう厳げん命めいされてただけで、事の真相は何も知らされてなかったみたいだけどね」

「～～～～～ッッッ！」

「はいはい、暴あばれなさんなって。で、もう一つ耳寄りな情報。あんたがいなくなることで、これからバチカンの上層部に一つ空席ができる。そこに座るのが誰だれなのかはオレもよく知らないけど、きっとそいつは組う織ちや首相と仲良しな相手だ。うん、間違いないね」

　茶番だ。何もかも茶番に過ぎる。〈ブリュム・ド・シャルール〉の真の狙いは会談を潰すことではなく、手前らの息が掛かった者をバチカンの中ちゆう枢すうに潜もぐり込こませることだったのだ。

「もう分かったろ？　あんたはやっぱり何があっても、フランスで死んでおかなきゃいけないんだよ。それを若い連中が無む駄だに気張るもんだから、オレまでお鉢はちが回ってくるわジョゼフの奴やつも死んじゃうわで、もう最っ悪だね。だからさ、八つ当たりで悪いんだけど──」

　コルアーノは身体からだに異変を感じた。それまでは声と身じろぎを封じられていただけだったのに、今度は俄にわかに呼吸ができなくなりつつあったからだ。息苦しさにたちまち顔を歪ゆがませ、眼球がせり出しそうなほど目を剥むくが、悶もだえることも悲鳴をあげることもできなかった。

　緩かん慢まんに訪れる死。ただそれを待つしかない恐怖。絶望と苦く悶もんに、思考が滅め茶ちや苦く茶ちやに乱れる。

「──せいぜい苦しみながら、おっ死ちんでよ。オレ、それを肴さかなにワイン飲むから」

　けたけたと、この上なく残ざん忍にんな表情を浮かべる男の前で、コルアーノは酸さん欠けつで顔を青あお紫むらさき色いろに変色させ、遂ついには失禁にまで至りながら、二目と見れぬ形相で虫けらのように死んだ。

　どのような手法によってか、実に一〇分以上もの時間をかけてゆっくりと。




　　　　○




　仕事は滞とどこおりなく終わった。なんの感かん慨がいも持てないほどの味気なさで、ごくごく淡々と。

　前言どおり、ワインを片手にコルアーノの惨むごたらしい死しに様ざまを堪たん能のうした男は、ほどなく窓の外に視線を流して、まるで人が変わったように静かな声音で呟つぶやいた。

「──さようならオルヴオワール、ジョゼフ。少しばかり悪あく趣しゆ味みだけれど、これは僕からのささやかな手た向むけだ。ぜひ受け取ってくれ。きみはいい友であり、そしていい戦士だったよ」

　いや、変わったのは声質だけではない。そのときには既すでに、コルアーノの遺体の前に座る男は、容姿はおろか着ている服までもが、完全に別人のそれへと早変わりを遂とげていたのだ。

　長い金きん髪ぱつと涼しげな目元が印象的な、一見して貴族と分かる美青年だった。

　仕立てのいいスーツの胸むな元もとでは、男性が身に着けるにはひどく不似合いな装飾品──七つの宝石をあしらったテントウムシ型のブローチが光っている。

　青年は嘆たん息そくを一つして、手のなかのワイングラスを弄もてあそびながら、再び物もの憂うげに独ひとりごちた。

「しかし、ティエールには少し注意が必要だな。『気が動転していたため、ジョゼフを殺した下手人のことは何も憶おぼえてない』なんて宣のたまってたけど……よく言うよ、まったく」

　青年は思う。あの男の腹はらは読めている。例の東洋人を〈ブリュム・ド・シャルール〉が追っていると知り、その情報を伏ふせ札ふだとして隠し持つ気なのだ。今のところ協力関係にあっても、それはあくまで利害の一致によるもの。ティエールは本質的には味方ではない。

「まぁ、奴やつが〈蟲天の瞳エレクトロン〉とその所有者の在あり処かを知ってるならいいさ。聞き出す機き会かいは幾いくらでもある。女王や御お三さん方かたにも、ひとまずそれで納得して頂こうか」

　青年は嘯うそぶきつつ席を立つと、なんの未練もなくその場をあとにする。もはやコルアーノの遺体を顧かえりみることもしない。彼の死はそれなりに物議を醸かもすことになるだろうけれど、そういった政治のあれこれに頭を悩ますのは青年の仕事ではなかった。

「……さて、次の公演地はパリだったかな？　芝しば居いだらけの人生なんて潤うるおいがないね」

　言葉の内容とは裏うら腹はらに、やはり芝居がかった仕し草ぐさで髪かみを掻かき上あげ、青年は後ろ手に扉とびらを閉めた。あとには静けさだけが残され、起こった惨さん事じなど知る由よしもないまま飛行船は空をゆく。

　コルアーノが謎なぞの死を遂げているのが発見されるのは、それから間もなくのこと。

　だが、無言の帰国を果たした彼の葬そう儀ぎは、バチカンでひどく質素に、しかも二ヵ月もの時を隔へだてたのち執とり行おこなわれることになる。秘密会談の一件を表おもて沙ざ汰たにしたくない教きよう皇こう庁ちようがスキャンダルを嫌きらい、コルアーノの死因を事故と隠いん蔽ぺいして、暫しばらく世間に悲報を伏ふせるためだ。

　ごく一部の者たちだけが知る、それが世を賑にぎわせた一連の事件の真の顛てん末まつだった。




　　　　○




　少年はいつだって独ひとりだった。

　幼くして親に捨てられ、社会からも見放され、寄よる辺べもないまま、ただ残飯を漁あさる毎日。

　他のみなし子たちのように、教会や孤こ児じ院いんを頼れない自分の境きよう遇ぐうに、しかし疑問を抱いたことはない。誰だれもが簡かん潔けつ明めい瞭りように一言で、少年にその答えを突つきつけたからだ。

　くたばれ、この『化け物』め──と。

　だから少年は、望みどおりそう振ふる舞まってやろうと考えた。

　襤ぼ褸ろを纏まとって念入りに容姿を隠し、少しでも自分より弱そうな奴やつを見つければ、盗ぬすんだ刃は物もので脅おどして自じ慢まんの顔を披ひ露ろうしてやった。返ってくる反応はだいたい似たり寄ったりで、みんなバイ菌を感う染つされると思ってか、怯おびえて案外簡単に金品を渡してくる。これまで自分が他人にされてきたように、世のなかは『化け物』が得をするものなのだと少年は解かい釈しやくしていた。

　たまに失敗して逆ぎやく襲しゆうに遭あうこともあったけれど、少年はそれさえ教訓として活いかし、悪いことならなんでもやった。食べるために人を殺あやめる日も、そう遠くないと覚悟を決めていた。

　泣きたい衝しよう動どうに駆かられても、そのたびに少年は己おのれに言い聞かせた。おれはもう『化け物』なのだから、自分を蔑さげすむ連中と同じモノに成り下がったのだから、と。

　その日のカモは、修道女みたいな服を着た、黒目黒くろ髪かみの少女だった。

　中シ国ノ人ワだ。教育を受けたことがない少年には、東洋人はみんな中シ国ノ人ワに見える。何日か前、男の中シ国ノ人ワにいたく矜きよう持じを傷きずつけられたこともあり、少年はその黒髪を標ひよう的てきに決めた。

　話は簡単だ。黒髪の少女が人気のない路ろ地じに入ったところで後ろから声をかけ、その胸むな元もとに刃物を突きつけてやって、いざ被かぶっていた襤褸を取り払う──

「!?」

　取り払う間もなかった。突きつけた刃物は、振り向きざまの手しゆ刀とうで叩たたき落おとされ、気づけば少年は相手に腕うでを掴つかまれていた。意外にも強い力で引きつけられ、一気に恐怖が身体からだを侵おかす。

　けれど、黒髪の少女は言ったのだ。すぐにこちらの腕を放し、悲しみに満ちた瞳ひとみで切々と。

「駄だ目めだよ、そんなことしたら。向けられる悪意に悪意のみで応こたえていたら、きみはますます孤立していく一方になる。『いずれ』味方になってくれる人まで敵に回してしまうよ」

　そして、片手で抱えていた紙袋から、「はい」と大きなパンを丸々差し出してきた。

　頭がカッとなった。羞しゆう恥ちと怒りで顔が赤面するのを止められなかった。今まで生きてきて、これほどの侮ぶ辱じよくを受けたことはない。今度こそ襤褸を取り払い、少年は素顔を晒して叫さけんだ。

「ふざけんな！　お前は『化け物』じゃないから、そんなことが言えるんだ！」

「きみは『化け物』なのか？　なら、僕も『化け物』ってことになる」

「なっ……!?　ち、違う！　おれの顔をよく見ろよ！　お前は弱っちい人間だろ!?」

「そうか。じゃあ、きみも人間だな」

　なんだコイツは。頭がおかしいのか？　女のくせに自分を『僕』とか言ってるし。

　少年は差し出されたパンをじっと見た。タイミング良く腹はらが鳴って、一層恥はじ入いりたい気持ちになる。かつて他者は単なる敵で、今は群れるだけが能の獲え物もので、だから『化け物』の自分は孤独である代わりに何をしてもいいのだと、それが少年の学んだ世の真理だったのだ。

　なのに、どうして彼女は自分に、こんな優やさしげな目を向けてくるのか。

　こんなふうに敵意も怯おびえもなく接されたら、本当に自分がただの人間みたいではないか。

「無理しないで食べてほしい。このパンは元々きみにあげるために買ったものなんだから」

「ッ、都合のいいことばっかり言いやがって！　誰だれが施ほどこしなんて受けるか！」

「施しじゃない。これは贈おくり物ものだよ。僕からのプレゼントだ」

　贈り物。プレゼント。つまりは無む償しようの善意。人間が、『化け物』に？

「……嘘うそだ。おれにプレゼントなんて、そんなの……」

「ほんとだよ。納得できないなら『おあいこ』だと思えばいい。僕はもう、きみから先に貰もらってるんだ。だから『ありがとうメルシー』もいらない」

「…………ッ」

　空くう腹ふくには勝てなかった。同時、こちらの反応を静かに待つ少女に、なんだかさっきとは別の意味で頬ほおが熱くなってきて、少年はひったくるようにしてパンを掴つかむと、あとは全速力で路ろ地じを駆かけ出だしていた。去さり際ぎわに背はい後ごから聞こえたのは、やはりとても温か味のある声で、

「僕はここにちょくちょく足を運ぶから。きみも気が向いたら、また顔を見せに来てくれ。──まだ他にもプレゼントしたいものがあるんだ。食べ物とか、勉強とか、たくさん」

　少年はどんどん激はげしくなる動どう悸きを堪こらえ、後ろも振り返らずなおも走った。

　あの中シ国ノ人ワ、なんていう名前なんだろ？　脳のう裏りではそんなことばかり気にしながら。




　　　　○




「……うーわ。あんたってば、実はとんでもなく罪つみ深ぶかい男よね。男女問わない天然のたらしっていうかさ……今、いたいけな少年が一人、間違いなく道を踏ふみ外はずしたわよ？」

　なんのこっちゃ。そう思いながらも、慧けい太た郎ろうは背後を見やる。事の一部始終を隠れて確認していたアンリが建物の陰から出てきて、呆あきれたようにこちらを眺めていた。

「あんた、今後は女装して男にイイ顔するの禁止ね。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを増やせないわ」

「？？？　や、普通に意味が分からないんだけど？」

「で、男の格かつ好こうのときは女に優しくするの禁止っ。引っ掛かるのはあたしだけで充分よ」

　どうもこちらに真意を理解させる気が、そもそもないらしい。次いで自分と同じ聖カトリーヌ学園の制服姿であるアンリは、今しがた子供が走って行った方向に視線を送り、

「それで？　今の〈裸蟲ミルメコレオ〉の子がそうなの？　あんたが昨日言ってた──」

「うん。僕に厳きびしい言葉をぶつけてくれた子なんだ。どうしても、もう一度会いたかった」

　会って、今度は自分が教えてあげたかったのだ。世間はきみを傷きずつけるばかりではない。だからきみも偏へん見けんだけで世の事こと柄がらを理解するようにはならないでくれ、と。

　常人と〈裸蟲ミルメコレオ〉の垣かき根ねを壊こわすには、まずここからだと慧けい太た郎ろうは感じたのだ。

　笑ってしまうくらい小さな一歩だけれど、始めなければ何も変えられないと思ったから。

「ふぅん。なんか、どっかで聞いたようなこと言ってたけど？」

　慧太郎はばつ悪く頬ほおを掻かいた。『おあいこ』だと思えばいい、『ありがとうメルシー』もいらない──それは会ったばかりの頃ころ、アンリが恩を着せないため、自分に告げた言葉だったからだ。

「いや、その……勝手に借用したのは、すまなかったよ。ごめん」

「別に批ひ難なんしてるんじゃないってば。ほら、それより買い物を続けましょ？」

　アンリが頬を緩ゆるめて踵きびすを返す。荷物持ちである慧太郎も、すぐに彼女のあとを追った。

　裏うら路ろ地じを出て大通りに戻ると、街まちは復ふつ興こう作業で大わらわの様子だった。あちこち未いまだ壊された建物の瓦が礫れきが山と連なり、穏おだやかな陽ひ射ざしの下、人々が忙しそうに街がい路ろを行き交っている。

「……やっぱり、まだまだ時間が掛かるんだよな。元の綺き麗れいな街並みに戻るまでさ」

「なに？　ま～た懲こりずにうじうじ悩んでるわけ？　だいじょーぶよ。たった四日経たっただけで、もうみんな頑がん張ばってるんだもの。街だってすぐに元通りになるってば」

　前を歩くアンリにそう励まされ、慧太郎は少し救われた気になって、ぎこちなく微笑ほほえんだ。

　そう、あれから既すでに四日が経過しているのだ。災さい禍かに見み舞まわれたイースの街は〈蟲ギヴル〉の襲しゆう来らいという後こう遺い症しようから徐々に立ち直り始め、聖カトリーヌ学園は大事を取って三日間の休校を挟んだのち、今日から午前中だけ授業を再開している。平常どおりの学校は来週からだそうだ。

　やはり街の住民からは僅わずかに犠ぎ牲せいが出てしまったものの、幸さいわいにして学園の関係者は全員無事。事件の規模を考えれば、人的被害は驚おどろくほど小さいといえるだろう。

　無論、それで胸きよう中ちゆうになんの曇くもりも生まれないかといえば、全然そんなことはない。

　自分の力が及ばなかったから、もっと上う手まくやれてさえいれば──ある種の自じ意い識しき過か剰じようとは思いつつも、そんな口くち惜おしさが胸むねに湧わくのは、当事者である以上、仕方がないことだった。

　斯かく言う慧太郎は、実のところ昨日までの三日間、体調不良で殆ほとんど自室のベッドから起き上がることもできなかった。あの戦いで負った傷きずはもう完治しているのだが、案の定というべきか、大量に失った血まではどうにもならなかったからだ。立場上、ほいほい医者に診みてもらうわけにもいかず、仕方なくアンリ特とく製せいの死ぬほど苦い薬で事なきを得たけれど。

「ふふん、良薬口に苦しって言うでしょ？　おかげで元気になったんだから感かん謝しやなさい」

「簡単に言ってくれるよ。薬だけ渡して、あとは僕のこと放置してたくせに」

「あら、おっぱい騎き士しに甲か斐い甲が斐いしく世話焼いてもらったんでしょ？　良かったじゃない」

　アンリが迫力のある笑えみを浮かべた。慧太郎は思わず頬を引ひき攣つらせる。

「そ、それはっ……というか誰だれから聞いたんだ、そんなこと!?」

「女のゴシップ好き舐なめたら駄だ目めよ。ちょっとやそっとの秘密なんてだだ洩もれなんだから。ケイ様とクロエ様の背はい徳とく的てきな恋の行方ゆくえキャ～っ！　とか、みんなして寮りようで騒さわいでたもの」

　最悪だ。三日連続だったとはいえ、クロエは本当にただ見み舞まいに来てくれただけだったのに。

「あ～……もしかして今朝、きみとクロエが教室で口論してたのって、それと関係してる？」

「やっだ、決まってるじゃない！　なんか腹はら立たったから、がっつり難なん癖くせつけてやったわ！」

　アンリの笑えみが一段と恐ろしいものに変わった。そして直後に、ぴたりと真顔になる。

「だからあんたも、あんまりあいつの無む駄だ肉にくばっかり見てるんじゃないわよ？」

「み、見てないだろ、別に！　というか目が怖い、アンリ！　据すわってる据わってる！」

「……ふんっ。どーして男ってあんな脂し肪ぼうがいいのかしら？」

　ぶつぶつと呟つぶやき、やや控え目な自分の膨ふくらみに手で触れるアンリ。慧けい太た郎ろうはそんな彼女を、僅わずかに不思議に思った。がっつり難癖をつけた、という言い様が少し気になったのだ。

　アンリは学園で孤立している。愛想を振ふり撒まくはおろか、自分から他者に話しかけることさえ殆ほとんどない。それは喧けん嘩かにしても同じだ。慧太郎が見た限り、アンリがクロエを始め他の生徒とぶつかるときは、大抵、つっけんどんな彼女の態たい度どに周囲のほうが先に爆ばく発はつする。一度だけ食堂でクロエを挑ちよう発はつしたこともあったけれど、あれは寧むしろ慧太郎に対しての意地悪だろう。

　喧嘩も意思疎そ通つうの手段の一つだ。けれど今までのアンリは、それすらも放ほう棄きしていた。

　にも拘かかわらず、ここにきて「自分から難癖をつけた」などと言うのだ。

　それはもしかしたら、アンリ・ファーブルに現れた小さな心境の変化なのかもしれなかった。

　何が、あるいは誰だれが──彼女をそうさせたのかは分からないのだけれど。

「ま、ほんとはあたしも一度くらい看かん病びようしに行ってあげたかったんだけどねー」

　アンリの声がふと真ま面じ目めな響ひびきを伴った。物思いに沈しずんでいた慧太郎は少し慌あわてて、

「あ、え？　そ、そうなのか？」

「そ。ただ、調べ物が思ったより捗はかどらなくて、ちょっと他のことが手につかなかったのよ。徹てつ夜やして魔ま術じゆつ文ぶん献けんを片かたっ端ぱしから漁あさってるんだけど、ぜんぜん進展がなくてほんと参っちゃう」

　アンリが困ったように笑った。それで慧太郎もなんとなく話を理解する。紙袋を抱えているのとは逆の手で、恐る恐る自分の目元に触れてみた。

「この左目──〈蟲天の瞳エレクトロン〉だっけ？　そんなにまずいものなのか、これは？」

　訊ききながら慧太郎は想起した。既すでに彼ひ岸がんに渡った男──ジョゼフとの決着の際のことを。

　あのとき時と計けい塔とうで、確かに自分も左目から流れ込んでくる強い力のようなものを感じた。けれど、周まわりに気を配る余裕は殆どなかったため、瞳ひとみが光っていたとか、剣が雷いかずちを纏まとっていたとか、あまつさえ巨大なトンボの幻まぼろしが見えたとか言われても、まったくピンと来ないのだ。

「だから、まずいも何も分からないんだってば」

　アンリは投げ出すように言って、くるりとこちらに振り返ると、後ろ向きで道を進んだ。

「再生力やら運動能力の増加は、まだ納得いくのよ。強力な呪じゆ物ぶつと身体からだが同化しちゃってるんだもん。肉体の延長として、それくらいはあると思う。電でん撃げきも魔ま術じゆつで同じ現象が起こせるから、百歩譲ゆずって『有り』にしてもいい。でも……あの〈儚きものエフエメラ〉とかいうのは、さっぱりだわ」

「……そっか。〈ブリュム・ド・シャルール〉の狙ねらいがコレなのは確かだと思うんだけどな」

　左目以外にも問題は山さん積せきだった。ティエールに自分とアンリの顔や名前を知られてしまったし、慧けい太た郎ろうの容よう疑ぎも相変わらず晴れていない。ジョゼフと行動を共にしていた二人──ルクレール号の襲しゆう撃げき犯はんである〈裸蟲ミルメコレオ〉たちは、警けい察さつに身み柄がらを拘こう束そくされたが、その警察からしていまいち信用ならないため、そちらもどうなることやら。物の見事に好材料がなかった。

「……男の格かつ好こうで大手を振って外を歩けるようになるのは、まだ当分先になりそうだな」

「もういっそ女の子になっちゃえば？　マスケット銃じゆう、取っちゃいなさいよ」

「取れるわけないだろ!?　なんてこと言うんだ、きみはっ！」

　あまりの放言に拳こぶしを振り上げてみせると、アンリが「きゃ～っ！」と嬉うれしそうに悲鳴をあげて逃げ出した。まったく、どうして彼女はあんなに困ったマドモアゼルなのだろう？

　疲れたように嘆たん息そくしていると、ふと通りの先で立ち止まったアンリが、神妙な様子で呼びかけてきた。決して声量は大きくないけれど、不思議と雑ざつ踏とうのなかでも聞き逃せない声だった。

「ね、慧太郎。日本が恋しい？」

「？　そんなの当たり前──」

　だろ、と続けかけ、しかしやめる。こちらを見み詰つめてくるアンリの瞳ひとみに、どこか切実な気配があったからだ。自分なりに少し考えてから、慧太郎は人波を越えて彼女の前に立った。

「──当たり前だけど、もう暫しばらくはいいや」

「あら、なんで？」

「だって、ムシと結婚しようか迷ったことがある女の子なんて、向こうにはいないからさ。そんな貴重な友達と、おいそれとは離れられないよ」

「………………」

　一いつ拍ぱく置いて、こつん、と胸むねに軽い感触が当たった。

　彼女がなぜか急に、こちらの胸元に額ひたいを押おしつけてきたのだ。

　慧太郎はといえば、今にも心しん臓ぞうが破は裂れつしそうだった。つい口走ってしまったけれど、いかにも自分らしくない気き障ざな台詞せりふだったと思う。おまけにこの状況。頭がぐるぐるしていた。

「……ばか。気を遣つかい過すぎよ」

　ほどなくアンリが言った。常になく甘あまやかな口調で、そのくせなんだか拗すねるみたいに。

「そ、そうかな？」

「そうよ。ぜ～んぜん、あんたらしくない」

「……うん。まぁ、それは僕も自覚してるけど」

「どうせ気を遣うなら、『友達』じゃなくて別の言い方をすれば、もっと効果的だったのにね」

　ん？　と慧けい太た郎ろうは首を傾かしげた。彼女のつむじを見たまま、でも意味が分からずに。その所作が額ひたいから伝わったのか、アンリが毎度の如ごとく困った弟でも評すように続けた。

「あ～もう、ほんとにお子ちゃまね！　心配しなくたって貸しを清算するまでは、故郷になんて帰さないわよっ。きりきり働きなさい、日本産のダンゴムシ。あ、いや、トンボ？」

「ひ、ひどくないか、さすがにそれは？」

「ひどくな～い。あたしにとって虫に喩たとえるのは褒ほめ言こと葉ばだもの」

　ムシ好き女らしい発言をして、アンリが勢い良く額を離す。眩まぶしい笑顔がそこにあった。

　慧太郎も嬉うれしくなる。学園ではいつも孤高で誇ほこりを持っていて、けれど他者と手を携たずさえ合あう尊さも本当はきちんと理解している、ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。

　僕はきみに会えて良かった──心からそう思った。

　きみに会えて、きみの夢見る景色に触れられて、本当に良かった、と。

　未いまだに世界は荒こう野やのままだけれど、捻ひねくれながらも前向きに歩く彼女の姿勢を見ていると、自分も強く信じられるから。いずれ訪れる未来を、その可能性を、見失わずにいられるから。

「──アンリ、やっぱり楽園アルマスはまだ遠いかな？」

　問いかければ、枯かれ葉は色いろの髪かみを靡なびかせる彼女が、悪あく童どうの如き笑えみを浮かべた。

　この世に遍あまねくある『ままならないもの』を、今だけは知ったことかと蹴けっ飛とばすように。

「馬ば鹿かね、慧太郎！　目的地が遠いなら、そのぶんいっぱい走ればいいのよ！」

　彼女が高らかに言って、有言実行とばかりに走り出す。

　瓦が礫れきばかりが目立つ大通りを。少なからず血が流され、人々が醜しゆう悪あくさを露ろ呈ていさせた街まちのなかを。それでも今は、誰だれもが再起に向けて協力し合う、その輪の中心を。

　慧太郎はその日、その瞬しゆん間かん、確かに幸福な荒あれ園ぞののなかにいたのだ。





〈Ｆｉｎ〉












　　　　あとがき




　初めてましての方も、お久しぶりな方も、皆様ヒーホウ。物もの草ぐさ純じゆん平ぺいです。

　ちなみに、この『ヒーホウ』とは作者の前作である『スクリューマン＆フェアリーロリポップス』で登場したヘンな挨あい拶さつです。すげー便利なので、これだけ続投。

　はい、そんなわけで新作『ミス・ファーブルの蟲ノ荒園アルマス・ギヴル』、いかがだったでしょうか？

　ご堪たん能のういただけました？　ならば幸い。期待はずれだった方はゴメンナサイ。

　本屋でこのあとがきを立ち読みしてる人は……うん、迷う必要はない。ないんだＹＯ。たぶん値段は六〇〇円ぐらいのはずなので、いっときの夢が買えるなら安いものだと思って！

　で、未読の方のために、ざっくり本作の内容を説明しますと──舞台は架か空くうの一九世紀フランス。未いまだ徳川幕府が続く日本はしかし既すでに開国し、世の中にはあるはずのない蒸じよう気き機き械かいが溢あふれ返り、虫は軒のき並なみでっかくなっております。ヒロインは少女化した昆こん虫ちゆう博はか士せファーブル。主人公は戦せん慄りつの土下座サムライ。そんな二人が出会って騒そう動どうに巻き込まれて、泣いて笑って、さあどうするの？　みたいな感じのお話です。ざっくり過ぎて何も伝わらないわー。

　本作ではまず第一に『分かりやすさ』を優ゆう先せんしております。もっと端的にぶっちゃけてしまえば、執筆の段にあたって色々と都合が悪い部分を、意図的にブッチしてしまったのです。

　例えば当時は産業革命の真まっ只ただ中なかでしたが、その時代に生きてた人たちはそんな言葉を実際に口にはしなかったでしょう。蝗こう害がいを起こすのだって一般的にはイナゴと思われがちですが、稲を食い荒らす昆虫の殆ほとんどは実のところバッタだったりします。他にも博はく識しきな方なら引っ掛かりを覚おぼえる箇か所しよが、ちらほら散見されるかもしれません。おや、なかには故意に間違いを書いているのではなさそうな部分まであるって？　フフ、それは単なる不勉強さ！

　諸もろ々もろひっくるめて、ご了りよう承しようください。ええ、海のような心で大らかに。




　さて、紙面の半分を言い訳に費やしたところで、いつにも増して唐突に謝しや辞じです。

　コイツ下手に出てるくせに意外と頑がん固こで面倒くさいなぁと、たぶん思っておられるだろう担当の清きよ瀬せさん。なんかもう本気で色々とすいません。色彩豊かで美び麗れいなイラストを描いてくださった絵師の藤ふじちょこさん。魅み力りよく的てきなキャラと独特のガジェットにくらくらきました。拙せつ作さくの出版に携わってくれた多くの方々。最大級のサンキュー＆ソーリー。だから怒らないで。

　でもって、この本を最後まで読んでくれた貴方あなた。精せい一いつ杯ぱいの感謝の気持ちを込めて、やはり最後はこの挨拶で締しめさせていただきたいと思います。みんな、準備はいいかい？

　ではでは、次巻が出せることを祈いのりつつ──力の限りヒーホウ！





二○一三年　五月某日　　　　　物草純平


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「物草純平先生」係

「藤ちょこ先生」係
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